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l 全国8S…記事を10の分…して厳選収録

KS ・月刊切抜き速報@シリーズ
新聞というメディアをお仕事や生活に、より活用していただきやすい形で提供し、幅広さと

深さを兼ね備えた情報誌として1970年の創業以来多くの方にご愛読いただいております。

日本の新聞女官It*新しい魅力、提案します。

~ ~ Kirinuki Sokuhou 
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ヶ
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郵
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継
続
の
ご
案
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差
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上
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月刊切抜き速報@

教育版
学校経営・運営、教聡員、学校安全、生徒指導、学習

指導など、学校・教員・子どもを取り巻く問題の、傾向
と対策。

田畑回

目|図面

eA4判 196頁 .毎月10日配本

・年間蟻読料18，000円 (本体16，品7円+説}

月刊切篠き速報@

食と生活版
食の安全、食品流通や食の歴史・文化、食育、給食な

ど。栄養管理・指導や家庭科教育に携わる方、食品業

界の方にも. 田部完回

回目場

eA柑'J1168頁 .毎月28日配本

.年間購読料27，720円 (本体25.師7円+税)

月刊切抜き速報@
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eA神'J/%頁 .毎月9日配本

.年間鴎読料18，∞0円 (本体16.面7円+税)

月刊切鍍き速報@
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eA4判 1%頁 .毎月5日配本

・年間鷹読料18，∞0円 (本体16，砧7円+税)

月刊切抜き速報@
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eA特'J /96頁 ・毎月30日配本

.年間賂読料18，000円 (本体16，踊7円+税)

eA4判 196頁 .毎月 14日配本

・年間購読料18，000円 (本体16.届7円+税)

月刊切妓き速報@

福祉ニュース高齢福祉編
超高齢社会の問題、介額施殴の取り組み、社会保障

行政など、介護者と高齢者をとりまく幅広い結題を

掲載。 回現品里

eA4判 196頁 .毎月15日配本

・年間購読料18，∞0円 (本体16，品7円+税)

eA4判 196頁 .毎月20日配本

・年間購読料18，000同体体16，師7円+税) 回

月刊切篠き速報@

医療と安全管理総集版 月刊コラム歳時記
聞コラム続み比べ』 大晦日&元日版付

全国の地方新聞・朝刊1面コラムを毎月200本厳選。
地縁の話題、心動か古れるエピソードや時事問題な

ど、幅広い話題を幅広い視点で.
回品盟国

eA5判 1216頁/年12冊 ・毎月末日配本事盈~量
+読み比べ A5判1128頁/年1冊 駒慢笠自

.年間購読料16， 188円 (本体14.989円+税) 回忌安部

病院運営、医療技術・倫理、医療従事者の育成・労働

環境、患者心理・支援など.医療に携わるすべての方

回ト回

目符硝;

eA神'J/120頁 .毎月29日配本

・年間購読料23，940円 {本体22， 167円+税)

eKS ・月刊切抜き速報 @ シリーズご購読者様限定サービスのご案内

継続購読でもらえる!保管に便利な専用ファイル
月刊切抜き速報@シリーズを継続購続いただいた方に 1 冊プレゼン卜!

索引検索/目次・索引ダウンロード
膨大な記事の中からキーワードで記事を簡単検索 !

①専用ファイル概要

0980円/冊 (本体907円+税) 0特別製作による題字銀文字表示

¥ ご希望の方は / 
1 必ず弊社まで / 
Uご連絡くだ古しヅ

、 ----ー~、\ ，

①1冊あたりの収納容量

『教育版』 一一一一一一一一一一一一 6冊 (半年分)

『医療と安全管理総集版J -- 6冊 (半年分)

その他 7銘柄 (rコラム醐白 を障<> 12冊 ( 1 年分)

①索引検索

本誌掲載の記事を主なキーワードから
検索いただけます。

②目次・索引ダウンロード
目次ダウンロードは、発刊日より 1 年以内
のみのご利用です。 ご了承くださいませ。

審議

http://www.nihon-mic.co.jp/content5/download/index.html 

③送料

。大阪一一一一一一一一一一一一一一一一 800円

。北陸/東海/近畿/中国/四国一 900円

。関東/甲信越/九州一一一一 1 ，000円

O東北一一一一一一一一一一一一一 1 ， 100円

。北海道/沖縄一一一一一一ー 1 ，400円

10 : 32452448 
パスワード: 5Sbi8kN9 

有効期間

2018年 11月 ---2019年1月

NihonoMiとニホンーミッヲ豆l
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iUvezZui 

KS ・月刊切抜き速報.についての詳しい内容・最新情報は I http://www.nihon.mic.co.jp/ 
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パスワード:

有効期間

2019年2月---2019年4月
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[今号の話題5選]

在宅ケアを担う看護師@
チームの一員として
在宅医療を希望する患者は年々増えており、今後さらに必要とされるでしょう。また看護師

が多職種連携の調整役を担うための研修や特定行為研修、訪問看護ステーションの開設

など、在宅医療における看護師の役割も大きくなっています。自宅で過ごすことを希望する

患者に、看護師としてどのような看護ができるでしようか。

認知症看護 @ 
2025年には5人に 1 人と見込まれる認知症患者。 より専門

的知識を持つ認定看護師の育成が進められています。 初期

段階から迅速な対応をする体制づくりや、認知症の入院患

者への身体拘束を減らす取り組みも行われています。

医師による子育て相談 @ 
子育てに悩む親に向けて、育児書の出版や子育て相談室を

開いている医師たちがいます。 子育て相談や親への手助け

は医師の仕事ではないのではと悩みながらも、彼らだからこ

そできる支援があるようです。

医療ツ-リズムに向けて@
世界で医療ツーリズムの市場が急拡大しています。 自国に

ない高度な医療の受診や治療費が安価などのメリッ卜がある

一方、言語や治療費未払いなどの課題も。 ある医療コーディ

ネタの外国人患者受け入れに向けた思いとは。

江戸・明治の医療 @ 
江戸から明治時代にかけて、日本の医療はどのように発展

してきたのでしょうか。 日本初の帝王切開や400年の歴史

を持つ産婦人科医院、日本初の女性医師の誕生など。 医療

の歩みについて考えます。

KEZOKU TOPCSe 
[継続トピックス/毎月知りたいキーワード]

医療従事者・………………………………………46

養成・研修…………………………………………50

技術-療法………………………………………56

病院運営…………………………………………60

地域医療を支える… ・……………………………64

連携-ネットワーク・……………………ー……….66

患者・家族支援……………………………………68

移植医療…………………………………………72

ターミナルケア-緩和ケア・・・・ ............ . ..... .. .....76

医療倫理……………………………ー・………….78

精神医療…・…-……一…………………ー……80

救急医療・……・………・…………一……………82

予防医療……一…………………………ー………88

医薬品……………………………………………92

医療行政…………………………………………96

意見・社説… ・…………………………………… 100

医療ニュース………………………………….102

医療事故・訴訟………………………………… 106

医療安全……………………………………… 107

医薬品の安全…・・…・…・……………………… 112

災害に備える…………………………………… 113

キ ワ ドは随時入れ替わります

当社 HP (索引検索/目次 ・ 索引ダウンロード) のログイン ID ・ パスワードは表紙の裏(表 2) をご覧ください。
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・
1

朝
日
新
聞
(
東
京
)

[
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
]「
多く
の
園
の塁
官
さ
ん
か
ら
手
紙
を
い
た
だ
い
た
」9
・
1

朝
日
新
聞
(
東
京
)

日
本
初
帝
王
切
開

鎖
国
下
の
江
戸
時
代

:
:
-
j
i

--
:
9

・

M
M室
蘭
民
報
(
共
同
)

図
鑑
編
さ
ん
、
藩
医
も
養
成
:
-
J
J

・
-
:
:
j
i
-

-:
:
・

叩
・
4

茨
城
新
聞

・

医
学
発
展
の
貴
重
な
資
料
展
示

:
:
:
・
j
i

-
-
-:
・
:
:
:

9

・

m
m日
本
経
済
新
聞
:

30 31 31 32 34 35 36 38 40 41 41 

「
女
性
を
救
う
」
を
家
訓
に

木
を
弾
よ
け
に
兵
治
療

町
が
生
ん
だ
女
医
に
光

医
家
の
道
受
け
継
ぎ
4
0
0

年
8

・
7

中
部
経
済
新
聞

戦
後
も
地
元
で
医
の
道
全
う
・:
9

・

M
M新
潟
日
報
:
・
:

明
治
時
代
の
2

人
紹
介
:
:
:
:
・
7

・
日
岩
手
日
報・
:
:
・

幕
末

・

明
治
の
医
学
た
ど
る
:
:
・
:
・

:
:
:
:

:
:
:
:
:
:
:

7

・
日
佐
賀
新
聞:
:
・

解
剖
書
や
薬
瓶

、

医
の
歴
史
:
:
:
j
i

-
-:
:
:
:
:
J
J

・-
8

・

2
上
毛
新
聞
:

日
本
初
の
女
医
:
:
:
:
j

i

-
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:

:
:

叩
・
ゆ
北
海
道
新
聞:

医
療
従
事
者

ホ
ラ
|
げ
な
ガ
イ
コ
ツ
博
物
館

医
師
負
担
軽
減
め
ざ
す

館
長
「
命
の
尊
さ
考
え
て
」
叩
・
包
読
売
新
聞
(
大
阪
)

厚
労
省
、
初
の
懇
談
会
:
・:
:
:

m
・
6

朝
日
新
聞
(
東
京
)

[
医
人
伝
]
「
診
療
医
認
定
」
仕
組
み
構
築:
:
・
:
:
:
・
・

:

9

・
什
中
日
新
聞
;
:

マ
マ
医
者
地
域
で
支
え
る

託
児
、
送
迎
高
齢
者
活
躍
叩-
m
西
日
本
新
聞

・

医
師
の
残
業
訂%
が
書
類
作
成

:
:
-
j
i
-
-
-:
:
:
:
:

叩
・
引
毎
日
新
聞
(
東
京
)

「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
」

養
成
・
研
修

「
日
本
で
看
護
師
に
」

負
担
少
な
く
気
軽
に
運
動

臨
床
工
学
技
士

自
主
勉
強
会

刊
時
間
以
上
確
保
と
提
言
:

・

叩
・
什
茨
城
新
聞
(
共
同
)

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
:
:
:
:
:

:

叩
・
日
朝
日
新
聞
(
福
岡
)・
:

ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室
・
:

叩
・

げ
大
分
合
同
新
聞:
:
:

A
ー
に
負
け
な
い
医
療
提
供
叩
・
初
北
園
新
聞

医
学
部
地
域
枠
「
一
般
」
扱
い
:
:
・
・
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-

叩
・

包
読
売
新
聞
(
東
京
)

「
地
域
枠
」
厳
格
化
初
年
度
か
ら

医
学
部
入
試

・j
i

--

叩
・
お
読
売
新
聞
(
東
京
)

・

42 43 44 44 45 45 46 46 47 48 49 49 50 51 51 52 52 
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東
欧
医
学
部
に
熱
視
線
:
-
j
i
---:
j
i
-
-
:
:
:
J
J

・
-

叩
・
剖
毎
日
新
聞
(
東
京
)
・

診
療
重
複
解
消
、
競
争
か
ら
連
携
:
・
:
j
i
-
-
j
i
-
-
:

・
:
叩
・
げ
西日本
新
聞
:
j
i
-
-
:

患
者
不
利
益
是
正
へ
一
歩

:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:

叩
・
げ
西
日
本
新
聞:
:
:

技
術
・
療
法

細
胞
シ
ー
ト
移
植
治
療
成
功

世
界
初
:
:
:
:
:
・
:
:
:
:
:
叩
・
お
沖
縄
タ
イ
ム
ス

:
:
・

治
療
ア
プ
リ
保
険
適
用

圏
内
初
、
来
年
に
も
禁
煙
向
け
叩
・
M
m日
本
経
済
新
聞
:
:
:
:
・

耳
鳴
り
治
療
薬
よ
り
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
:
:
・

j
i

-
-
叩
・
ゆ
朝
日
新
聞
(
東
京
)

「
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
」
拡
充

全
国
印
施
設
指
定
へ・:
:

叩
-
U毎
日
新
聞
(
東
京
)

が
ん
生
存
率

A
l

で
予
測

:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
j
i
-
-
-
:
:

叩
・
2
日
本
経
済
新
聞
:

病
院
運
営

「
安
全
な
病
院
」
に
太
鼓
判

:
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:

叩
・
幻
中
日
新
聞

思
わ
ず
消
毒
誘
う
口

-

叩
-
m毎
日
新
聞
(
大
阪
)

再
生
医
療
開
業
地
銀
が
融
資
:
:

・:
j
i
-
-
:
:
:
:
・
:
:
:

叩
・
叩
朝
日
新
聞
(
東
京
)
・

医
療
・
福
祉
の
倒
産
最
多

年
間
見
込
み
・
:
:
:
:
・
:
:
:

叩
・
叩
産
経
新
聞
(
東
京
)・
:

診
療
報
酬
食
い
物

暴
力
団
・
ブ
ロ
ー
カ
ー
暗
躍

:
:
・

叩
・
叩
産
経
新
聞
(
東
京
)

地
域
医
療
を
支
え
る

医
療
者
の
移
住
促
進
評
価

:
:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:
:

叩
・
お
福
井
新
聞:

地
方
独
自
取
り
組
み
進
む

病
気
と
介
護
予
防
一
体
化

:
-

m
・
8

山
陰
中
央
新
報
(
共
同
)
倒

53 54 55 56 56 58 58 59 60 61 61 62 62 64 

地
域
の
保
健
室
で
健
康
相
談

:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
・
:
:
:
:
:

叩
・9
産
経
新
聞
(
大
阪
)
:

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ネ
ッ
ト
だ
け
で
薬
処
方
横
行

・:
:
:
:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
・

叩
-
m朝
日
新
聞
(
東
京
)
:

・

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

導
入
1
%
ど
ま
り
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:

・
叩
-
m
日
本
経
済
新
聞
:
:
:
・
:

患
者
・
家
族
支
援

「
生
き
る
た
め
の
緩
和
ケ
ア
」
を

生
活
の
質
高
め
る
:

・

叩
・
2

中
日
新
聞
・

[
憂
楽
帳
]
痛
み
の
物
差
し
:
:
:
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:

・
叩
・
辺
毎
日
新
聞
(
大
阪
)

親
の
が
ん
絵
本
で
理
解

:
:
:
:
:
・j
i
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:

叩
・3
愛
媛
新
聞
:
・
:

支
援
情
報
医
師
が
紹
介

・:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
j
:
:
:
:

叩
・
時
毎
日
新
聞
(
東
京
):

父
の
リ
ハ
ビ
リ
漫
画
に

対
話
模
索
の
日
々
描
く

・
:

叩
・
2

北
日
本
新
聞
・
.

薬
膳

ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
い
か
が

・
:
:
:
:
:
・
・:
・
:
:
・
:
叩
・
刊
富
山
新
聞・

移
植
医
療

臓
器
移
植
事
前
意
思
表
示
を

:

叩
・5
京
都
新
聞
:
:
:

臓
器
移
植
身
近
に
考
え
て

-

叩
・8
京
都
新
聞
:
:
:
:

臓
器
移
植
「
N
O

だ
っ
て
い
い
ん
で
す
」
:
:
j
j
i
-
-
:

・

叩
・
問
中
日
新
聞
・
.

生
体
ド
ナ
|
定
期
受
診
ぬ
%術
後
の
状
況
把
握
で
き
ず
叩
・
市
読
売
新
聞
(
東
京
)

精
神
的
ケ
ア
、
就
労
支
援
必
要

:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
-
:
:

叩
・
ω
南
日
本
新
聞
(
共
同
)

家
族
の
思
い
尊
重
し
対
応

気
象
や
移
動
手
段
に
課
題
・
:

叩
-
m南
日
本
新
聞
:
・

・

4 

65 66 67 68 69 69 70 70 71 72 73 73 74 74 75 



テーマをより深くお読みいただくために、
連載記事など一部掲載期間外の新聞記事も掲載いたします。N下EN丁S

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・

緩
和
ケ
ア

[
窓
]
パ
パ
の
話
次
は
で
き
る
か
な

:
:
:

j
i
-
-
:
:

叩
-
m朝
日
新
聞
(
東
京
)
・
:

「
尊
厳
死
宣
言
」
広
が
る
:
:
・:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
・
:
:
:
:
叩
・1
日
本
経
済
新
聞
・
:
:
:
:

が
ん
緩
和
ケ
ア
実
態
調
査
へ
:
:
・:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
・
:
:

叩
・
3

毎
日
新
聞
(
東
京
)

医
療
倫
理

ゲ
ノ
ム
編
集
医
療
に
応
用
の
動
き

:
:
:
:
-
J
J

・
-
:
::
叩
・
什
朝
日
新
聞
(
東
京
)

・

人
工
授
精
精
子
ド
ナ
|
不
足

:
;
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
・
:
・
叩・
引
朝
日
新
聞
(
東
京
)
・
:

精
神
医
療

う
つ
A
|
で
投
薬
効
果
解
析

j
i

-
--J
J

・
-
::
:
:

:
・
叩・
4

毎
日
新
聞
(
広
島
)

:
・

精
神
科
1
年
以
内
に
退
院
8

割
以
上

:
・
::
:
:
:
;
:
:

:
叩

・

氾
読
売
新
聞
(
東
京
)・

精
神
科
の
研
修
や
診
療
支
援

J
J

・-
:
:
:-J
J

・-:
:
:

:
叩
-

m
長
崎
新
聞
・

救
急
医
療

-
分
で
も
早
く
治
療
へ

フ
ラ
イ
ト
ナ
|
ス
・
:
:
:
:
:
:
:

叩
・
8

新
潟
日
報

・j
i
-
-
:

円
滑
な
救
急
救
命

市
人
が
意
見
交
換
-
-J
J

・
--
::
:

:
叩
・

川
愛
媛
新
聞
::
:
:
:
:
:

「
民
間
救
急
車
」
に
道
北
九
州
で
来
月
、
全
国
初
の
実
証
実
験
叩
・
吃
毎
日
新
聞
(
福
岡
)

「
違
法
」
走
行
が
常
態
化

:
-j
i
-
-
:
:
:
-
-
j
i
-
-
:
:
:
:

叩
・
お
山
梨
日
日
新
聞・

救
急
の
心
電
図
速
報

新
シ
ス
テ
ム
導
入
進
む

:
:
:

叩
・
市
愛
媛
新
聞
(
共
同
)

A
ー
で
救
急
医
療
効
率
化

:
:
:
j
i
-
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
:
・
:

叩
・
氾
千
葉
日
報
:

76 76 76 78 79 80 80 81 82 83 84 85 86 87 

予
防
医
療

血
液
で
卵
巣
が
ん
診
断

使
用
微
量
、
精
度
ω%
:
:
:
:
・

叩
・
ゆ
福
井
新
聞
(
共
同
)

・

が
ん
5

年
生
存
率
2
3
0

病
院
初
公
表

:
:
:
-J

J

・--

叩
・

包
日
本
経
済
新
聞::
:
・
:

脳
血
管
の
「
こ
ぶ
」

A
ー
が
見
つ
け
る
:
:
:
:
:
:
:
:
:

叩
・

お
朝
日
新
聞
(
大
阪
)
:
・

小
腸
画
像
A
l

診
断

1

万
枚
を
4

分
正
解
率
9

割
:
-

m
-
m毎
日
新
聞
(
東
京
)

医
療
機
関
が
提
案
す
る

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ
ム

・
:
:
:
:

叩
・
1

大
阪
日
日
新
聞

:

院
内
に
筋
卜
レ
ル
ー
ム

先
進
的
リ
ハ
ビ
リ
に
活
用

:
:
:

叩
・
1

岩
手
日
報

:

医
薬
品

オ
プ
ジ
ー
ポ
中
止
後
も
し
ば
ら
く
効
果

・
:
:
・
:
:
:
:
:

叩
・
5

朝
日
新
聞
(
東
京
)
・

内
臓
痛
も
効
果

骨
粗
し
よ
う
症
薬
:
j
i

-
-
-
:
j
i
--
:

叩
・
初
富
山
新
聞
:

・

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に

高
血
圧
薬
が
効
果
か
-
j
i
-
-
;
:
:

叩
・
ゆ
朝
日
新
聞
(
東
京
)
:
・

個
人
に
合
わ
せ
が
ん
免
疫
薬

:
:
・
・
:
:
:
:
:
:

叩
-

M
中
日
新
聞
:
:

安
価
で
有
効

、

介
護
で
も
活
用

プ
ラ
セ
ボ
効
果
:
:
:

叩
-
m産
経
新
聞
(
東
京
)

・

大
人
用
薬
子
ど
も
へ
適
応
促
進

:
:
;
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-

叩
・

市
読
売
新
聞
(
東
京
)・:

「
な
り
た
く
な
い
」8
割

叩
・
お
日
経
産
業
新
聞

人
材
不
足
・
教
育
面
で
不
安

医
療
行
政

コ
目
同
報
酬
ベ
ッ
ド
」
医
療
費
膨
張:
:
・j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:

叩
・

叩
日
本
経
済
新
聞j
i
-
-

ア
レ
ル
ギ
ー
研
究
支
援
拡
大
へ

厚
労
省
叩
年
で
加
億
円
叩
・
日
読
売
新
聞
(
東
京
)

難
病
不
認
定

疾
患
で
格
差
:
:
j
i
-
-
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:

叩
・
引
毎
日
新
聞
(
東
京
)
:

88 88 90 90 90 91 92 92 93 93 94 95 95 96 97 97 
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再
生
医
療
の
監
視
強
化

厚
労
省

-
-
J

J

・
-
・
:
:
:
・
:

叩
・
2
北
海
道
新
聞
(
共
同
)

「
重
症
対
応
病
院
」
実
績
で
選
別
-
j
i
-
-
:
:
:
-
j
i
--
:
・
叩
-
m日
本
経
済
新
聞

・

意
見
・
社
説

[
潮
流
]
知
の
あ
り
方
と
地
域
医
療

・:
:
:
:
:
:
:
j

i
-
-
8

・
幻
日
本
海
新
聞

・:
:
:
:

[
潮
流
]
続
・
熱
血
ド
ク
タ
ー
と
学
ぶ
地
域
に
お
け
る
訪
問
診
療
と
往
診

9

・
げ
日
本
海
新
聞:
:

医
療
ニ
ュ
ー
ス

「
日
本
含
め
世
界
に
責
任
」:
:
:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
:
:
:
:
:

叩
・8
北
園
新
聞
(
共
同
)

研
究
ま
い
進
家
族
に
感
謝

:
:
:
:
-
j
i
-
-
-
j
i

--
:
:
:

叩
・2
東
京
新
聞
・

医
学
部
入
試
規
範
作
成
へ

:
・:
:
j
i
-
-
:
・
:

叩
・
げ
読
売
新
聞
(
東
京
)

不
適
切
入
試
疑
い
4

事
例

文
科
省
が
中
間
報
告
:
:

:
叩
・

幻
朝
日
新
聞
(
東
京
)

「
精
神
疾
患
」
伺
年
ぶ
り
教
科
書
に

高
校
・
保
健
体
育

叩
-
m朝
日
新
聞
(
東
京
)

医
療
事
故
・
訴
訟

1

億
2

千
万
円

医
療
過
誤
訴
訟
:
:
:

叩
・
什
日
本
海
新
聞

:
:
:

支
払
い
で
和
解

所
見
見
落
と
し
治
療
遅
れ
・
:
:
:
・
;
:

・:
i
t
-
-
:
:
・
:
・

叩
・
ロ
読
売
新
聞
(
名
古
屋
)

「
美
容
手
術
で
痛
み
」
和
解

:
:
:
-
j
i
-
-
:
:
:
:

j

i

--

叩
・
げ
読
売
新
聞
(
広
島
)

同
姓
患
者
に
イ
ン
ス
リ
ン
誤
投
与

・:
:
j
i
-
-
j
i

--:
:
・

叩
・
お
北
海
道
新
聞
:
:
:
:
:

医
療
安
全

院
内
端
末
自
分
で
操
作

j

i
-
-・
:

j
i
-

-
-
:
j
i
-

-・

叩
・
2
読
売
新
聞
(
東
京
)

98 99 100 101 102 102 104 104 105 106 106 106 106 107 

叩
・
悶
静
岡
新
聞
(
共
同
)

調
査
の
質
向
上
探
る
動
き

医
療
事
故
調
査
制
度
3

年

無
痛
分
娩
の
知
識
深
め
て

・
:
:

:
:

-
J
J

・-
:
:
・
:

叩
-
m神
戸
新
聞

・j

i
-

-

C
T

影
響
個
人
差
実
証

低
線
量
被
曝

:
:

・:
:

・
・
:

叩
・

叩
中
国
新
聞
:

・

医
療
被
曝
の
低
減
急
げ
:
-
j
i
-
-
j
i
-
-
j
i
-
-
j
j
i
-
-
-

叩
・
叩
中
国
新
聞:

点
滴
液
の
採
血
混
入
検
知

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
・
:
j
i

--

叩
・

げ
東
奥
田
報:
:
-
j
i
-
--

医
薬
品
の
安
全

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
実
証

子
宮
頚
が
ん
ウ
イ
ル
ス
大
規
模
調
査
叩
・
叩
新
潟
日
報
:
・

j
i

--:
:

災
害
に
備
え
る

災
害
医
療
世
界
で
知
見
共
有

:
:
:
:
:
:
:
:

j
i
-
-
:
:

叩
・
げ
神
戸
新
聞:

災
害
救
助
に

ド
ロ
ー
ン
活
用
:
:
j
i
-
-
:
・j
i
-
-
:
:
・
:

叩
・
4

毎
日
新
聞
(
福
岡
)

非
常
電
源
な
ど
見
直
し

道
内
拠
点
病
院
の
9
割
・
・
・
・
叩
・7

大
阪
日
日
新
聞
(
共
同
)
川

「D
M
A
T

」
停
電
下
で
奮
闘
:
・
:
:
:
:

:
:
:

:
:
:

叩
・8
北
海
道
新
聞
:
:

生
死
を
直
視
災
害
医
療
隊
に

-

叩
・
5

神
戸
新
聞

・

[
け
ん
乙
う
処
方
筆
]
災
害
時
の
看
護
教
育
促
進
を

:
:
:
9

・
叩
朝
日
新
聞
(
札
幌
)

水
面
に
輝
く
森
の
秋
色

小
谷
・
鎌
池

:
-
-
j
i
-
-
:
:
:

叩
・
幻
信
濃
毎
日
新
聞

キ

ワ

ド
検
索

6 

108 109 110 110 1
 
1
 
1
 

112 113 113 114 116 117 
表
紙119 
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医
療
ケ
ア
が
必
要
な
在
宅

療
養
者
のニ
l

ズ
に
対
応
す

る
「
ト
ー
タ
ル・
サ
ポ
ー
ト

.

マ
ネ
ジ
ャ
ー
(
T
S
M
)
」

の
養
成
が
山
梨
県
で
2
0
1

7

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
。
県

が
山
梨
県
看
護
協
会
(
甲
府

市
)
に
事
業
を
委
託
し
、
山

梨
県
立
大
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
作

成
、
講
義
で
協
力
す
る
。
養

医療・介護

e前線

成
研
修
を
受
げ
た
訪
問
看
護

師
が
T
S
M
に
認
定
さ
れ
、

退
院
支
援
や
在
宅
療
養
者
支

援
な
ど
で
役
目
を
担
う
。

「
行
政、
教
育
機
関
、
職

能
団
体
(
看
護
協
会
)
が
タ

イ
ア
ッ
プ
し
て
在
宅
療
養
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は

全
国
にな
い
」
。
山
梨
県
立

大
の
清
水
一
彦
学
長
は
、T

山梨県看護協会(甲府市)
S
M
の
意
義
を
こ
う
述
べ

る
。
T
S
M
は
、
医
師
や
へ

ル
パ
l

、
理
学
療
法
士
、
栄

養
士
な
ど
の
連
携
を
進
め

る
、
い
わ
ばH
ス
ー
パ
ー
訪

問
看
護
師
Hで
、
医
療
チ
ー

ム
の
力
を
最
大
に
す
る
調
整

役
だ
。
患
者
が
住
み
慣
れ
た

家
で
安
心
し
た
生
活
が
で
き

る
た
め
に
目
を
配
る
。

7

月
、
山
梨
県
甲
州
市
の

訪
問
看
護
ス
テー
シ
ョ
ン
に

保
健
師
や
介
護
士7
人
が
集

ま
っ
た
。
県
内
に
住
む
A
さ

ん
(
印
代
女
性
、
要
介
護
度

5
)
の
在
宅
プ
ラ
ン
を
松
本

令
子
T
S
M
と
話
し
合
う
た

め
だ。
A
さ
ん
は
自
分
で
も

の
が
食
べ
ら
れ
な
い
。

ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
本
人
や
家

族
に
訪
問
看
護
の
必
要
を
わ

か
っ
て
も
ら
え
な
い
と
松
本

さ
ん
に
訴
え
た。

松
本
さ
ん
は
メ
ン
バ
ー
と

情
報
を
共
有
し
、
解
決
策
を

協
議
。
A
さ
ん
に
は
専
門
家

が
話
を
し
て
、
と
り
あ
え
ず

入
院
す
る
こ
と
に
。
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
は
「
八
方
ふ
さ
が

〈山梨県看護協会の概要〉
マ所在 地 山梨県甲府市東光寺 2 の25の 1
マ電話番号 055 ・ 226 ・ 4288
マ創立 1946年
マ訪問看護師数 100人(常勤45人、 8 月 1 日現在)
マ特 徴 1980年に全国に先がけて訪問看

謹制度を実現するなど、子ども
から高齢者まで在宅療養者の支
援に力を入れる

り
だ
っ
た
け
ど
先
が
見
え
て

き
た
」
と
話
し
た
と
い
う
。

在
宅
療
養
と
い
う
と
病
気

の
高
齢
者
を
想
像
し
が
ち
だ

が
、
最
近
は
精
神
障
害
者
や

子
ど
も
も
増
え
て
い
る
。
発

達
障
害
で
必
要
な
連
絡
を
う

ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
人
、
ガ

ン
で
余
命
数
カ
月
と
宣
告
さ

れ
最
期
は
家
で
子
ど
も
と
一

緒
に
と
願
う
母
親
|
|
。
事

情
は
様
々
で
も
古
屋
玉
枝
・

山
梨
県
看
護
協
会
会
長
は

調整役の看護師養成「在宅」

在
宅
ケ
ア
を
担
う
看
護
師

i

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

i

「
上
か
ら
目
線
に
な
ら
ず
、

と
も
に
や
っ
て
い
く
こ
と
を

大
事
に
し
た
い
」
と
話
す
。

背
景
に
は
国
が
推
進
す
る

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
が

あ
る
。
在
宅
を
支
え
る
の
は

医
療
や
介
護
関
係
者
だ
け
で

は
な
い
。
時
に
は
助
産
師
や

呼
吸
器
を
扱
う
業
者
、
認
知

症
で
精
神
疾
患
の
ケ
ー
ス
で

は
警
察
、
金
融
機
関
、
弁
護

士
も
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
、

幅
広
い。
ま
ず
T
S
M
に
相

談
し
て
、
適
切
な
人
に
つ
な

い
で
も
ら
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

の
サ
ポ
ー
ト
も
重
要
だ

。

T
S
M
の
1

期
生
は
日

人
。
昨
年
度
、10
8

時
間

の
研
修
を
受
け
た。
統
計
学

や
病
気
別
に
患
者
の
理
解
を

深
め
る
た
め
の
講
義
な
ど
多

岐
に
わ
た
る。
参
加
す
る
に

は
①
看
護
師
の
資
格
、
②
5

年
以
上
の
訪
問
看
護
の
実
務

経
験
、
③
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

の
資
格
を
持
っ
か
専
門
看
護

師
で
あ
る
こ
と
な
ど
。

9

月

か
ら
2

期
生
9

人
の
研
修
が

ス
タ
ー
ト
す
る。
山
梨
県
は

県
内
M
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
ほ
ぼ
配
置
で
き
る

よ
う
5

年
間
で
印
人
のT
S

M
を
養
成
す
る
予
定
。
日
本

看
護
協
会
の
担
当
者
も
「
県

全
体
の
訪
問
看
護
の
底
上
げ

に
貢
献
で
き
る
」
と
事
業
を

高
く
評
価
す
る
。

課
題
はT
S
M
が
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
。

看
護
協
会
はH
P
に
氏
名
と

連
絡
先
を
載
せ
る
一
方

、

医

療
関
係
の
会
議
で
積
極
的
に

P
R

し
て
い
る。
ま
た
T
S

M
の
活
動
は
診
療
報
酬
の
対

象
外
。
古
屋
会
長
は
実
績
を

積
ん
だ
上
で
「
胸
を
張
っ
て

仕
事
が
で
き
る
よ
う
、
将
来

は
何
ら
か
の
報
酬
が
つ
い
て

ほ
し
い
」
と
話
す
。

(
甲
府
支
局
長
三
浦
秀
行
)

日
経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2

0
1
8

年
9

月
6

日
(
木
)

7 
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訪問看護で心のケア

在
宅
ケ
ア
を
担
う
看
護
師

j

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

i

精
神
科
が
中
心
嶺
南
で
初

(小浜の男性来月!こも開業j

小
浜
市
の
男
性
看
護
師
ら
が
嶺
南
初
と

な
る
精
神
山
仰
を
中
心
と
し
た
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
立
ち
上
げ
る

。

精
神
疾
患

患
者
や
認
知
症
、
引
き
こ
も
り
に
悩
む
人

ら
の
ケ
ア
を
担
い
、
家
族
の
支
援
に
も
当

た
る。

こ
の
男
性
は
「
利
用
者
や
家
族
の

H

心
の
受
け
皿μを
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」

と
、
早
け
れ
ば
叩
月
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
に

受
け
て
準
備
に
励
ん
で
い
る

。

(
前
田
卓)

合
同
会
社
「
ラ
イ
ジ
ン
グ

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

」

を
立
ち
上
げ
た
の
は
岡
市
出

身
で
看
護
師
の
井
上
喜
博
さ

ん
(必
)。
市
内
外
の
病
院
の

糟
神
桝
で
勤
務
歴
を
重
ね
る

中
、
長
期
入
院
が
多
く
、
退

院
し
て
も
戻
っ
て
く
る
患
者

が
後
を
絶
た
な
い
現
状
に
直

面
し
、
約2
年
前
に
開
業
を

決
意
し
た。

滋
賀
県
高
島
市
に
あ
る
訪 事

務
所
を
構
え
た

。

ベ
テ
ラ
ン
の
女
性
看
護
師

2

人
と
医
療
事
務
2

人
の
計

5

人
で
運
営
し
、
県
内
は
敦

賀
市
以
西
の
嶺
南
一
帯
の
ほ

か
、
高
島
市
な
ど
も
対
応
エ

リ
ア
と
す
る
。

契
約
者
に
は

医
師
の
訪
問
看
護
指
示
曹
を

基
に
、
症
状
観
察
や
服
薬
管

理
)
通
院
支
援
な
ど
を
行
う

。

人
工
透
析
に
も
対
応
す
る

。

現
在
、
介
護
保
険
な
ど
関
わ

よ
る
と
、
精
神
桝
を
中
心
に

し
た
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
県
内
で
は
嶺
北
に
数
カ

所
あ
る
が
嶺
南
で
は
初
め
て

。

「
精
神
桝
領
域
で
は
自
宅

か
病
院
か
の2
択
し
か
な

く
、
訪
問
看
護
と
い
う
遺
択

肢
を
増
や
す
こ
と
で
患
者
や

家
族
の
負
担
を
減
ら
し
た

い
」
と
井
上
さ
ん
。

「
精
神

疾
患
の
あ
る
人
へ
の
対
応
は

職
種
や
施
設
を
超
え
た
連
携

も
不
可
欠。
嶺
南
の
医
療
・

福
祉
・
介
護
施
設
が
ス
ム
ー

ズ
に
連
携
で
き
る
た
め
の
役

割
も
果
た
せ
れ
ば
う
れ
し

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

訪
問
看
護
は
原
則
と
し
て

月
1

金
曜。
電
話
な
ど
でμ時

間
対
応
で
き
る
体
制
を
と
る

。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
社

H

E
0

7
7
0
(
5
0
)9
0
2
5

。

医
療
的
ケ
ア
児
増
、
高
ま
る
需
要

横
浜
市
助
産
師
会
(
岡
市
港
北
区
)
が
中
心
に
な
っ
て
開
設
し
ト
ヰ
前
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
運
営
が
、
今
月
か
ら
始
ま
っ
た
。
全
て
の
年
代
を
利
用
の
対
象
と
し
て
い
る
が
、
特
に
強
み

を
発
揮
す
る
の
は
母
子
対
応
。
助
産
師
の
専
門
知
識
を
生
か
し
、
早
産
で
生
ま
れ
た
り
、
医
療

的
ケ
ア
が
必
要
だ
っ
た
り
す
る
子
ど
も
と
家
族
に
寄
り
添
い
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
す
た

め
の
支
援
を
手
掛
け
る。

(
安
貴
淑
)

母子も支援問看護

今
月
開
設
し
た
の
は
「
は
な

み
ず
き
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
(港
北
区
)
と
「
母
子
訪

問
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
山
本
」
(
金

沢
区
)。
9

月
に
は
「
み
や
し

た
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

(
南
区
)
も
加
わ
り
、
計
3

カ

所
に
な
る。
助
産
師
会
主
導
の

開
設
は
今
回
の
横
浜
が
全
国
初

と
い
う
。

母
子
支
援
に
強
い
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
設
の
背
景
に

は
、
早
産
や
先
天
性
疾
患
な
ど

で
生
ま
れ
る
子
ど
も
が
増
え
、

新
生
児
集
中
治
療
室(
N
I
C

U
)
の
需
要
か
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
。
並
一
行
レ
て
、
自

宅
で
暮
ら
し
な
が
ら
医
療
的
ケ

ア
な
ど
を
必
要
と
す
る
子
ど
も

も
増
加
。
同
会
会
長
の
市
川
恵

子
さ
ん
(
日
)
は
「
比
較
的
早
く

家
庭
に
帰
る
ケl
ス
も
あ
り
、

子
ど
も
の
訪
問
看
護
の
需
要
は

増
え
る
だ
ろ
う
。
母
子
支
援
を

得
意
と
す
る
助
産
師
が
関
わ
る

こ
と
で
、
よ
り
良
い
ケ
ア
が
提

医
師
に
よ
る
「
訪
問
看
護
指
示

書
」
の
交
付
に
よ
り
、
医
療
保

険
で
も
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
山
本
」

の
伊
藤
充
代
さ
ん
(
臼
)
は
「
家

族
は
一
緒
に
暮
ら
し
た
方
が
い

い
。
自
宅
で
は
看
護
で
き
な
い

と
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
が
、

そ
の
不
安
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の

が
私
た
ち
の
役
割
」
。
「
は
な
み

ず
き
」
の
前
田
い
ず
み
さ
ん

(
日
)
は
「
子
ど
も
の
ケ
ア
に
加

え
、
お
母
さ
ん
の
胸
の
内
を
聞

く
な
ど
助
産
師
だ
か
ら
で
き
る

こ
と
を
し
た
い
。
子
ど
も
を
地

域
で
育
て
て
い
け
れ
ば
」
と
考

え
て
い
る
。

今
後
の
活
動
の
広
が
り
も
視

野
に
入
れ
る
。
以
前
、
個
人
的

に
同
様
の
試
み
を
行
っ
た
宮
下

美
代
子
さ
ん
(
臼
)
は
「
助
産
師

会
を
中
心
に
増
え
て
ほ
し
い。

充
実
し
た
体
制
に
な
り
、
横
浜

発
信
で
全
国
で
も
展
開
さ
れ
る

よ
う
に
な
れ
ば
」
と
期
待
す
る

。

問
い
合
わ
せ
は
、
同
会
宮
0

8 



問
看護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に1

年
間
勤
め
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学

び
、
昨
年5
月
に
合
同
会
社

を
設
立。
小
浜
市
大
手
町
に る

申
請
手
続
きを
進
め
て
お

り
、
日
月
か
ら
の
事
業
開
始

に
備
え
て
い
る
。

聞
社
や
県
長
寿
福
祉
課
に 福
井
新

聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
引
日
(
金
)

訪

高
知
の
在
宅
医
療
向
上
を

医療と安全管理総集版 2019 年 1 号

困
っ
た
時
は
僕
ら
を
使
っ

て
ー
。

県
内
の
訪
問
看
護

師
、
薬
剤
師
、
理
学
療
法
士

が
、
在
宅
医
療
の
充
実
に
取

り
組
む
「若
干
圭
仕
宅
コ
メ
デ

ィ
カ
ル
の
会
」
室v壱
上
げ

た
。

メ
ン
バ
ー
は
初
代
の
男

性
4

人
。

こ
れ
か
ら
の
在
宅

を
支
え
る
土
復
と
し
て
、
患

者
苅
応
や
病
院
と
の
連
携
の

向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

同
会
は、

団
塊
の
世
代
が

全
員
百
歳
以
上
に
な
る
2
0

2
5

年
以
降
を
見
据
え
、
住

み
慣
れ
た
場
所
で
最
期
ま
で

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
よ
う
と、

8

月
に
設
立
さ

れ
た。
「
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
」
と

力ル活動若寺コメディ

勉強会など企画

は
医
師
以
外
の
医
療
従
事
者

の
こ
と。
在
宅
に
携
わ
る
看

護
師1
人

、

薬
剤
師2
人
、

理
学
療
法
士14
人
が
参
加
し

て
い
る。

メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
、
在

宅
看
護
専
門
看
護
師
の
平
山

司
樹
さ
ん
(
お)H訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
こ
う
せ

い
」H
は
「
県
内
の
在
宅
の

底
上
げ
に
は
、
若
手
の
力
量

を
上
げ
な
い
と
い
け
な
い
と

考
え
た
」
と
語
る
。

「
薬
剤
師
は
調
剤
」
「
要
子

療
法
士
は
リ
ハ
ビ
リ
」
な
ど

医
療
職
に
は
そ
れ
ぞ
れ
専
門

性
が
あ
る
が
、
在
宅
で
は

「
他
の
職
種
の
知
識
、
視
点

も
必
要
」
と
平
山
さ
ん
。

例

え
ば
「
お
な
か
が
痛
い
」
と

訴
え
る
患
者
に
対
し
、
践
が

動
い
て
い
る
か
、
便
が
出
て

い
る
か
を
そ
の
場
で
確
認
し

て
医
師
や
看
護
師
に
伝
え
る

こ
と
で
、
よ
り
早
い
ケ
ア
に

つ
な
が
る
と
い
う。

病
院
と
の
連
携
も
課
題

だ
。

退
院
調
整
な
ど
で
相
談

在
宅
ケ
ア
を
担
う
看
護
師

1

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

i

供
で
き
る
」
と
目
的
を
話
す
。

助
産
師
は
全
員
が
看
護
師
で

も
あ
る
。
訪
問
看
護
は
高
齢
者

向
け
の
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
が
、

を
受
け
る
こ
と
は
増
え
た

が
、

平
山
さ
ん
は
「
個
人
同

士
の
つ
な
が
り
と
い
う
レ
ベ

ル
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
」
。

地

域
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
に

は
、

特
に
薬
剤
師
や
理
学
療

法
士
の
在
宅
で
の
役
割
を
、

病
院
ス
タ
ッ
フ
に
知
っ
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
と
訴
え

る
。9

月
に
開
い
た
会
合
に
は

平
山
さ
ん
の
ほ
か
、
薬
剤
師

の
伊
藤
悠
人
さ
ん
(
幻
)
Hひ

っ
ざ
ん
薬
局
朝
倉
店
、
宮
部

祐
輔
さ
ん(幻
)H
あ
じ
さ
い

薬
局
北
本
町
店、

要
子
療
法

士
の
西
村
聡
二
さ
ん(M
)
H

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

「ロ
ー
カ
ル
」H
が
参
加。

連
携
深
め
る

H

接
着
剤
μ
に

4
5

(3
7
4

)
5
3
7
6

。

神
奈
川
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
7

月
初
日
(
月
)

「
在
宅
の
メ
リ
ッ
ト
を
知
っ

て
も
ら
う
勉
強
会
を
聞
き
た

い
」
司
顔
の
見
え
る
関
係
』

か
ら
『
信
頼
し
て
任
せ
ら
れ

る
関
係
』
に
進
化
さ
せ
た

い
」
と
話
し
合
っ
た

。

今
後
は
高
知
大
学
医
学
部

付
属
病
院
と
連
携
し
て
活
動

を
進
め
る
予
定。
平
山
さ
ん

は
「僕
た
ち
が
第
一
線
で
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
積
極

的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

で
、
地
域
の
人
材
を
つ
な
ぐ

接
着
剤
の
役
割
を
果
た
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。

(
門
田
朋
三
)

高
知
新

聞
・
剖
朝
刊

2
0
1
8

年
m
月
5

日
(
金
)

9 
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在
宅
ケ
ア
を
担
う
看
護
師

1

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

1

広
島
大
院
と
連
携

広島市、在宅「みとりJ 備え研修会

訪
問
看
護
師
育
成

広
島
市
は
印
月
、
高
齢
化
に

伴
っ
て
ニi
ズ
が
高
ま
る
在
宅

医
療
を
担
う
人
材
を
増
や
そ
う

と
、
広
島
大
大
学
院
医
歯
薬
保

鍵
子
研
究
科
(
南
区
)
と
連
携

し
、
訪
問
看
護
師
を
育
て
る
研

修
会
を
始
め
る。
市
や
塞
蔀

内
の
看
護
師
を
対
象
に
、
短
期

集
中
型
で
技
量
を
身
に
付
け
て

も
ら
う
。

人
材
不
足
を
背
景
に

在
宅
で
の
み
と
り
に
対
応
で
き

る
事
業
所
数
は
伸
び
悩
ん
で
お

り
、
や
り
が
い
も
伝
え
ら
れ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
む
。

市
に
よ
る
と
、
大
学
と
市
が

連
携
し
て
訪
問
看
護
師
を
育
成

す
る
例
は
全
国
で
も
少
な
い
と

い
う
。

無
料
で
、
訪
問
看
護
を

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
人
や
経

験
1
年
未
満
の
人
が
対
象
。

開

始
日
は
、
叩
月
日
日
か
日
月
刊

日
の
い
ず
れ
か
を
選
び
、
計
5

日
間
、
南
区
の
広
島
大
霞
キ
ャ

ン
パ
ス
な
ど
に
通
う
。

講
義
で
は
呼
吸
器
疾
患
や
認

知
症
、
心
不
全
な
ど
の
実
践
的

な
ケ
ア
の
知
識
を
得
る
ほ
か
、

経
験
豊
か
な
訪
問
看
護
師
か
ら

仕
事
の
魅
力
や
心
構
え
を
聞

く
。

実
習
は
3
日
間
で
事
業
所

の
訪
問
看
護
に
同
行
し
、
患
者

や
家
族
と
の
接
し
方
を
学
ぷ
。

市
や
厚
生
労
働
省
の
調
査
に

よ
る
と
、
自
宅
で
人
生
の
最
期

を
希
望
す
る
市
民
は
m
-
8

%
。
一
方
、
実
際
に
自
宅
で
亡

く
な
る
の
はU
・
8
%
に
と
ど

ま
っ
て
い
る。
市
は
団
塊
の
世

代
が
百
歳
以
上
と
な
る
2
0
2

5
年
に
向
け
、
在
宅
で
の
み
と ※

叩
同
年
度
以
降
は
、
市
の
数
値
目
標
。

凶
年
度
は
調
査
デ
ー
タ
な
しm陣

桂
一年
ι
T

n
けv

n
J
ι
 

広島市内の在宅みとりに対応できる

7???九 m mm  
事業所

り
が
で
き
る
訪
問
看
護
事
業
所

数
を
初
年
度
に
1
1
2
事
業
所

と
す
る
目
標
を
掲
げ
る
。

し
か

し
、
同
年
度
の
郎
事
業
所
に
比

べ
げ
年
度
は
2
減
と
な
っ
た
。

訪
問
看
護
事
業
所
で
働
く
広

島
県
内
の
看
護
師
と
准
費
護
師

は
同
年
ロ
月
末
現
在
、
計
1
5

3
8
人
で
全
体
の
3
・
7
%
に

と
ど
ま
る。
訪
問
看
護
師
娃
家

庭
に
出
向
き
、
患
者
の
症
状
を

19 

人材不足背景実践的ケアや接し方

18 17 16 15 2013 

判
断
し
て
ケ
ア
を
す
る
ほ
か
、

日
ご
ろ
か
ら
看
護
の
方
針
を
家

族
と
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
。

患
者
の
容
体
急
変
で
夜
間
の
呼

び
出
し
も
あ
る
た
め
、
責
任
の

重
さ
や
負
相
一
感
か
ら
、
な
り
手

不
足
が
続
い
て
い
る
。

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
案
し

た
広
島
大
大
学
院
医
歯
薬
保
健

学
研
究
科
の
森
山
美
知
子
教
授

(
成
人
看
護
開
発
学
)
は
「
訪

問
看
護
師
は
医
師
に
頼
る
こ
と

な
く
現
場
で
1
人
で
判
断
を
迫

ら
れ
る
場
面
が
多
い
。

そ
の
分

患
者
や
家
族
か
ら
信
頼
さ
れ
、

や
り
が
い
も
感
じ
ら
れ
る
。

魅

力
を
伝
え
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。

経
験
者
向
け
の
ス
キ
ル
ア

ッ
プ
研
修
も
ロ
月
日
日
か
ら
あ

る
。

同
研
究
科
付
属
先
駆
的
看

護
実
墜
文
援
セ
ン
タ
ー
宮
0
8

2

(2
5
7
)
5
3
6
9
0
 

(
永
山
啓
一
)

中
国
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
ゆ
日
(
水
)

入院患者対象
厚労省が調査

今
後
の
治
療
や
療
養
に
関
す

る
希
望
を
入
院
患
者
に
聞
い
た

と
こ
ろ
「
自
宅
か
ら
病
院
や
診

療
所
に
通
院
し
な
が
ら
治
療
・

療
養
し
た
い
」
が
初
・
2
%
に

上
る
こ
と
が
、
厚
生
労
働
貨
が

公
表
し
た
2
0
1
7
年
受
療
行

動
調
査
で
分
か
っ
た
。

的
年
の

在
宅
医
療
充
実
の

必
要
性
浮
き
彫
り

「通院治療」希望が 3割
日
・
5
%
か
ら
増
え
続
け
、
は

年
の
前
回
調
査
(
お
・
3
%
)

よ
り
4
・
9
湾
上
昇。
在
宅
医

療
体
制
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
る

必
要
性
が
浮
か
び
上
が
っ
た

。

厚
労
省
は
「
自
宅
で
受
け
ら

れ
る
治
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
が

増
え
、
地
域
で
生
活
し
た
い
と

い
う
キ
筒
が
広
ま
っ
た
た
め
で

は
な
い
か
」
と
分
析
し
て
い
る

。

最
も
多
い
回
答
は
辺
忍
伯
す
る

ま
で
こ
の
病
院
に
入
院
し
て
い

た
い
」
(U
・
3
%)
で
、
前

回
か
ら
3
・
9
湾
減
っ
た
。

調
査
は
3
年
ご
と
に
実
施
。

今
回
は
げ
年
叩
月
に
全
国
4
9

0
病
院
を
対
象
に
、
外
来
患
者
と

入
院
患
者
合
わ
せ
て
計
約
U
万

6
平
人
か
ら
査
担
恩
容
得
た
。

〈
共同
通
信
〉

下
野
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
引
日
(
金
)
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「特定看護師J4人誕生
特
定
の
医
療
行
為
を
医
師
の
指
示
に
よ
ら
ず
手
順
書
に
従
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
看
護
師
を
養
成

す
る
「特
定
行
為
研
修」の
修
了
式
が
幻
目
、
富
山
市
婦
中
町
下
轡
田
の
富
山
西
総
合
病
院

(藤
井
久

丈
理
事
長)
で
あ
り
、4
人
の
「特
定
看
護
師」
が
誕
生
し
た

。

県
内
の
研
修
機
関
で
特
定
看
護
師
が

誕
生
す
る
の
は
初
め
て
で
、
今
後
は
在
宅
医
療
や
救
急
な
ど
の
現
場
で
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

。

在
宅
医
療
で
活
躍
期
待

特
定
看
護
師
と
な
っ
た
の
は
、

八
尾
総
合
病
院(岡
市
八
尾
町
福

島
)
の
併
設
事
業
所「訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
め
な
け
」
の
井

崎
明
子
さ
ん(必
)、
富
山
西
総
合

病
院
の
加
藤
直
美
さ
ん
(必
)、
鈴

木
隆
子
さ
ん(必
)、
坂
田
真
理
子

さ
ん(お
)の
4
人

。

特
定
行
為
研
修
を
受
け
た
看
護

師
は
、
医
師
と
看
護
師
が
共
同
で

作
成
し
た
手
順
書
に
従
い
、
口
や

鼻
か
ら
差
し
込
む
気
管
チ
ュ
ー
ブ

の
深
さ
の
調
整
や
、
適
切
な
薬
の

投
与
な
ど
の
特
定
行
為
が
で
き
る

よ
う
に
な
る。

県
内
で
研
修
を
実

施
す
る
「指
定
研
修
機
関」は
同

病
院
の
み。

4

人
は
昨
年
目
月
か
ら1
年

間
、
働
き
な
が
ら
研
修
を
受
け
、

脱
水
症
状
や
熱
中
症
の
患
者
へ
の

適
切
な
点
滴
な
ど
が
行
え
る
よ
う

に
な
っ
た。

井
崎
さ
ん
は「患
者

の
在
宅
で
の
生
活
が
良
く
な
っ
て

い
く
よ
う
に
し
た
い」
、
鈴
木
さ

富山西総合病院で養成

ん
は
「本
人
が
望
む
よ
う
な
過
ご

し
方
が
で
き
る
よ
う
支
援
し
た

い
」
、
坂
田
さ
ん
は「医
師
の
視

点
を
学
ん
だ
の
で
、
今
後
に
生
か

し
た
い」
と
そ
れ
ぞ
れ
意
気
込
み

を
語
っ
た。

こ
の
日
は
藤
井
理事長
が
修
了

証
書
を
手
渡
し
、「実
践
的
な
理 解

力
、
思
考
力
、
判
断
力
、
高
度

な
知
識
な
ど
を
身
に
付
け
る
た
め

精
進
し
て
き
た

。

今
後
の
活
躍
に

期
待
し
た
い」
と
激
励。

同
病
院

の
新
居
隆
院
長
ら
も
あ
い
さ
っ
し

た
。4

人
を
代
表
し
、
加
藤
さ
ん
が

「よ
り
包
括
的
で
質
の
高
い
医
療

を
提
供
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気

込
み
を
述
べ
、
関
係
者
約
加
人
が

門
出
を
祝
っ
た

。

全
国
側
人
超
研
修
機
関
は
幻

特
定
行
為
研
修
を
修
了
し
た
看

護
師
は
こ
と
し
3

月
末
時
点
で
全

国
1
0
0
6

人。

厚
労
省
看
護
課

の
調
べ
に
よ
る
と
、
同
時
点
で
富

山
県
は
延
べ3
人
だ
っ
た。

特
定
行
為
に
は「循
環
器
関
連」

「透
析
管
理
関
連」
「感
染
に
係

る
薬
剤
投
与
関
連
」
な
ど
幻
区
分

犯
行
為
が
あ
る

。

北
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
泊
目
(
金
)

在
宅
ケ
ア
を
担
う
看
護
師

r
〉
チ
ー
ム
の

特
定
行
為
研
修
制
度
は
、
団
塊

の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る

2

0
2
5

年
に
向
け
、
今
後
の
医
療

を
支
え
るた
め
看
護
師の
活
躍
の

幅
を
広
げ
よ
う
と
厚
生
労
働
省
が

日
年
叩
月
か
ら
始
め
た

。

厚
労
相
の
指
定
を
受
け
て
同
研

修
を
実
施
す
る「指
定
研
修
機
関」

は
大
学
、
大
学
病
院
、
病
院
な
ど

で
、
こ
と
し8
月
時
点
で
お
都
道

府
県
に
釘
機
関
あ
り
、
県
内
で
は

同
病
院
だ
け
が
指
定
を
受
け
て
い

る
。

一
員
と
し
て
i

るめ深解理ll
J
 

護看日E4:
 

目
F
E訪

「
l

市
立
室
蘭
総
合
病
院(
金
戸
宏

行
院
長
)
の
が
ん
サ
ロ
ン
「
ひ
ま

わ
り
の
会
」
が
、
室
蘭
市
山
手
町

の
同
病
院
で
聞
か
れ
、
参
加
者
は

訪
問
看
護
の
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
、

利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
学

ん
だ。が

ん
の
診
断
を
受
けた
こ
と
が

あ
る
人
や
そ
の
家
族
、
職
員
ら
約

叩
人
が
出
席
。
同
病
院
医
療
連
携

・

患
者
支
援
推
進
セ
ン
タ
ー
訪
問

看
護
室
保
健師
の
荒
木
里
美
さ
ん

が
解
説
し
た。

市立室蘭病院「ひまわりの会」

荒
木
さ
ん
は
、
訪
問
看
護
の
特

色
と
し
て
「地
域
で
暮
ら
す
赤
ち

ゃ
ん
怒
り
高
齢
者ま
で
す
べ
て
の

年
代
の
一
人
一
人
に
必
要
な
支
援

を
行
え
る
こ
と
」
と
強
調
。

串
箸

の
病
気
や
障
害
に
応
じ
た
看
護
を

行
う
こ
と
で
、
自
宅
で
過
ご
す
な

ど
、
患
者
や
家
族
の
希
望
に
沿
っ

た
生
活が
で
き
る
こと
な
ど
を
利

点
に
挙
げ
た
。

そ
の
上
で
、
病
状
や
障
害
の
観

察
、
医
療
的
処
置
、
か
か
り
つ
け

医
や
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
の
連
絡

・
調
整
、
食
事・凶
器
・
入
浴
の

援
助
な
ど
日
常
生
活
支
援
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
ケ
ア
、
服
薬
管
理
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
サー
ビ
ス
が
可
能

と
な
っ
た
こ
と
、
介
護
保
険
や
医

療
保
険
を
用
い
て
訪
問
正
轟
を
受

け
た
際
の
費
用
な
ど
も
説
明

。

出

席
者
は
理
解
を
深
め
て
い
た
。

(
松
岡
秀
宜
)

51 室
U 蘭
完|民
~I 報
門 E ・

さ|朝
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在
宅
ケ
ア
を
担
う
看
護
師

1

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

1

、は

実
例
通
じ
理
解
深
め
る

住
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
自
分
ら
し
い
最
期
を
迎
え
る
た
め

に
1

家
族
と
と
も
に
最
期
ま
で
生
き
る
」
(
道
義
協
会
、

道
看
護
協
会
室
蘭
支
部
、
室
蘭
保
健
所
共
催
)
が

l

目
、

室
蘭
市
宮
の
森
町
の
蓬
陳
殿
で
聞
か
れ
、
市
民
ら
約

2
0

0

人
が
、
「
自
宅
で
過
ご
し
、
家
族
に
見
守
ら
れ
て
迎
え

る
最
期
」
の
実
例
報
告
な
ど
を
通
じ
て
、
在
宅
医
療
や
在

宅
み
と
り
の
現
状
に
理
解
を
深
め
た

。

(
松
岡
秀
宜
)

道
五
宣
護
協
会
で
は
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
・

充
実
に
向
け
た
研
修
会
・

交

流
会
を
通
じ
た
意
見
交
換

や
、
地
域
住
民
と
の
共
同
活

動
の
推
進
ー
に
つ
い
て
、
重

点
事
業
の一
つ
に
掲
げ
て
い

る
。

室
蘭
支
部
で
も
本
年
度
、

「
高
監
旬
お
よ
び
認
知
症
患

者
の
た
め
の
看
護
連
壁
一
議

在
宅
ケ
アA
l
で
検
証

自
立
支
援
効
果
を
数
値
化

【金
沢
】
介
護
・
福
祉
向

げ
ソ
フ
ト
開
発
の
コ
ン
ダ
ク

ト
(
金
沢
市
)
は
在
宅
介
護

や
訪
問
看
護
が
自
立
支
援
に

も
た
ら
す
効
果
をA
I
(人

工
知
能
)
で
客
観
的
に
評
価

.
検
証
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開 発

す
る
。
自
宅
で
ケ
ア
を
受

け
た
高
齢
者
の
生
活
の
質
の

変
化
を
デ
!
タ
を
蓄
え
て
分

析
。
改
善
す
べ
き
指
標
を
事

業
者
に
提
示
し
、
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
促
す
。20
2
0

年

春
の
商
品
化
を
め
ざ
す
。

在
宅
ケ
ア
の
サ
ー
ビ
ス
を

一
定
期
間
受
け
た
利
用
者
に

つ
い
て
、
日
常
動
作
の
回
復

度
合
い
の
ほ
か
、
血
圧
や
体

温
と
い
っ
た
デ
ー
タ
の
変
化

を
蓄
積
。
ビ
ッ
グ
デ
l

タ
に

基
づ
い
て
、A
I
が
分
析
し

進
事
業
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

立
ち
上
げ
て
お
り
、
今
回
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
そ
の
一
環

と
し
て
聞
か
れ
た
。

こ
の
日
は
、
ひ
じ
り
在
宅

ク
リ
ニ
ッ
ク
(
洞
爺
湖
町
)

の
岡
本
拓
也
院
長
が
「
在
宅

医
療
の
現
状
」
に
つ
い
て
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
母

恋
の
鈴
木
明
子
屈
長
が
「
『
在

コンダクト

宅
み
と
り
』
に
つ
い
て。
患

者
家
族
と
医
療
者
の
立
場
か

ら
」
を
テl
マ
に
、
そ
れ
ぞ

れ
解
説
し
た。

岡
本
院
長
は
、「自
立
と

は
、
上
手
に
依
存
す
る
こ
と
」

と
指
摘。

「
自
宅
で
過
ご
し

た
い
・

最
期
を
迎
え
た
い
、

と
思
っ
た
な
ら
ば
、
さ
ま
ざ

ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
な
が

ら
、
納
得
が
い
く
人
生
の
最

期
を
」
と
諭
し
た
一
方
で
、

「
心
の
通
っ
た
良
質
な
ケ
ア

の
提
供
を
通
じ
て
、
安
心
し

て
最
期
ま
で
暮
ら
し
た
い
場

所
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

地
域
づ
く
り
を
」
と
訴
え
た

。

ま
た
、
鈴
木
所
長
は
、
「
最

期
を
迎
え
る
場
所
は
、
最
期

た
指
標
を
事
業
所
に
提
示
す

る
。
本
人
や
家
族
の
満
足
度

な
ど
も
指
標
に
加
え
、
全
部

で
印1
1
0
0

項
目
を
数
値

化
す
る
。

日
月
以
降
、
神
奈
川
県
内

の
在
宅
ケ
ア
会
社
か
ら
サ
ン

プ
ル
デ
l
タ
を
受
け
取
り
、

シ
ス
テ
ム
の
検
証
や
効
果
測

定
に
1

年
ほ
ど
か
け
て
取
り

組
む
。A
I

と
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
つ
い
て
は6
月
に
業
務

提
携
し
たI
T

企
業
、
管
理

工
学
研
究
所
(
東
京
・
千
代

田
)
な
ど
が
協
力
す
る
。
開

発
に
あ
た
っ
て
経
済
産
業
省

の
助
成
金
を
受
け
る
。

開
発
し
た
シ
ス
テ
ム
は
多

く
の
在
宅
ケ
ア
事
業
者
が
使

え
る
よ
う
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
で
提
供
す
る
。
事
業
者

が
月
額
利
用
料
を
コ
ン
ダ
ク

ト
側
に
支
払
う
仕
組
み
を
想

定
し
、
-
万
円
程
度
に
抑
え

の
瞬
間
ま
で
生
き
る
場
所
」

と
強
調
し
、ω
代
の
女
性
が

長
男
夫
婦
と
同
居
す
る
自
宅

で
最
期
を
迎
え
た
例
で
、
主

介
護
者
だ
っ
た
「
長
男
の
嫁
」

の
声
な
ど
を
紹
介
。
医
療
者

と
患
者
家
族
の
立
場
か
ら

「
在
宅
み
と
り
」
の
害
福
を

解
説
し
た。

こ
の
中
で
、
鈴
木
所
長
は

「
老
い
る
こ
と
は
こ
う
い
う

こ
と
と
(
義
母
の
在
宅
み
と

り
で
)
学
ば
せ
て
も
ら
っ

た
」
、
「

一人
で
悩
ま
ず
、

家
族
や
(
訪
問
看
護
師
な
ど
)

周
り
の
人
の
協
力
が
あ
っ

た
」
な
ど
と
す
る
長
男
の
嫁

の
声
を
踏
ま
え
、
「
訪
問
看

護
は
不
安
を
気
軽
に
相
談

る
方
向
で
検
討
す
る
。
早
期

に
1
0
0
0

事
業
所
へ
の
導

入
を
目
指
す
。
膨
大
な
デ
ー

タ
の
蓄
積
をA
I

の
性
能
向

上
に
生
か
す
。

在
宅
介
護・
看
護
事
業
者

は
食
事
や
入
浴
、
歩
行
な
ど

日
常
動
作
の
回
復
に
有
効
な

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
し
て
い
る
が
、
そ
の
効
果

は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
へ
ル

パ
!
の
経
験
に
左
右
さ
れ
や し

、
対
応
す
る
場
所
。

安
心

し
て
自
宅
で
過
ご
し
て
も
ら

う
た
め
、
担
時
間
緊
急
対
応

の
訪
問
看
護
師
が
い
る」と

強
調
し
た。

ま
た
、
参
加
者
に
は
、
終

末
期
医
療
や
葬
儀
の
希
望
な

ど
を
記
す
「
終
治
ノ
l

ト
」

も
配
ら
れ
、
具
体
的
な
書
き

方
や
考
え
方
な
ど
に
つ
い
て

情
報
量
。
自
分
や
家
族
の

最
期
の
迎
え
方
な
ど
に
つ
い

て
話
し
合
う
座
談
会
も
あ

り
、
「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」

「
人
生
の
最
期『ど
う
迎
え

た
か
』
&

『ど
う
送
り
た
い

か
』
」
に
つ
い
て
考
え
て
い

た
。

室
蘭

民
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9
月
5

日
(
水
)

す
い
。
近
年
は
介
護
現
場
の

人
手
不
足
が
深
刻
で
、
コ
ン

ダ
ク
ト
は
評
価
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
業
務
の
効
率
化
に
も

つ
な
が
る
と
み
て
い
る
。

日
経
流
通
新
聞MJ
・
朝
刊

2
0
1
8

年
旧
月
間
日
(
金
)

12 



医療と安全管理総集版 201 9年 1 号

日
本
の
I

T

(情
報
技
術
)
大
手
が

一
セ
ン
サ
ー
で
高
齢
者
の
生
体
情
報
を
取

…
得
し
、
人
工
知
能
(
AI
)
で
体
調
の

一
異
変
を
予
測
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
相
次
ぎ

一
開
発
し
て
い
る
。
N
E
C
は
体
温
や
心

一
拍
数
か
ら
却
分
前
に
不
穏
な
行
動
の
予 兆

を
把
握
。
富
士
通
は
室
温
や
生
活
音一

を
検
知
し
て
熱
中
症
な
ど
の
リ
ス
ク
を一

管
理
す
る
。
高
齢
者
の
見
守
り
の
ほ
か
、

医
療
介
護
の
現
場
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の一

負
担
軽
減
に
つ
な
げ
る
。

富
士
通
音
や
室
温
か
ら
異
常
把
握

高齢者の不調
AI :ò~見抜く

N
E
C
が
大
型
の
病
院
を

運
営
す
る
医
療
法
人
社
団
K

N
I
(東
京
都
八
王
子
市
)

と
手
掛
け
て
い
る
の
が
不
穏

行
動
の
予
兆
検
知
技
術
だ
。

高
齢
の
入
院
患
者
は
痛
み
や

睡
眠
障
害
と
い
っ
た
ス
ト
レ

ス
を
持
つ
。
こ
う
し
た
悪
い

条
件
が
重
な
れ
ば
、
大
声
を

出
し
た
り
す
る
な
ど
の
不
穏

な
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

る
と
い
う
。

N
E
C
は
患
者
の
腕
に
時

計
型
の
セ
ン
サ
ー
を
取
り
付

け
、
体
温
や
心
拍
数
な
ど
の

デ
l

タ
を
得
る
。
独
自
のA

I

で
デl
タ
を
分
析
し
、
自

律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
の
乱
れ

を
見
つ
け
出
す
。
実
験
の
結 果

、
不
穏
な
行
動
の
予
兆
を

羽
分
前
に
礼
%
の
精
度
で
検

知
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
行

動
を
起
こ
す
前
に
看
護
師
が

様
子
を
確
認
す
る
こ
と
も
可

能
に
な
る
。

電
子
カ
ル
テ
の
デl
タ
を

も
と
に
A
I

で
、
退
院
先
を

自
宅
に
す
べ
き
か
リ
ハ
ビ
リ

病
院
に
す
べ
き
か
、
次
の
行

き
先
も
倒
%
の
精
度
で
予
測

が
可
能
に
な
る
と
い
う
。
入

院
し
て
間
も
な
い
時
期
か
ら

予
測
で
き
る
よ
う
に
な
る

と
、
家
族
の
受
け
入
れ
準
備

が
し
や
す
く
な
る
ほ
か
、
病

院
側
は
新
た
な
患
者
を
迎
え

や
す
く
な
る
。

富
士
通
は
医
療
介
護
施
設

M
川F
』
n
u

不
穏
行
動
的
制
分
前
に
検
知

在
宅
ケ
ア
を
担
う
看
護
師

な
ど
の
室
内
に
セ
ン
サ
ー
を一

置
い
て
、
足
音
や
テ
レ
ビ
の一

音
、
転
倒
音
な
ど
の
ほ
か
、一

温
度
の
デー
タ
を
取
得
す
る
一

技
術
を
開
発
し
た
。
見
守
り
一

に
は
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
手
一

法
も
あ
る
が
、
入
居
者
の
プ一

ラ
イ
パ
シ
ー
を
考
慮
し
て
、一

セ
ン
サ
ー
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
一

と
し
た
。
一

機
器
が
異
常
を
検
知
す
る
一

と
、
看
護
師
がM
時
間
常
駐
一

す
る
コl
ル
セ
ン
タ
ー
に
連
一

絡
が
届
く
。
通
話
も
で
き
る一

た
め
、
異
常
時
に
緊
急
連
絡
一

を
取
る
こ
と
も
で
き
る
。
コ
一

!
ル
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
一

は
状
況
に
応
じ
て
高
齢
者
の
一

家
族
に
伝
達
す
る
。

一

医
師
や
看
護
師
な
ど
医
療
一

現
場
で
は
担
い
手
の
不
足
感一

が
強
ま
っ
て
い
る
。
在
宅
介
一

護
も
家
族
に
と
っ
て
大
き
な
一

負
担
と
な
っ
て
い
る
ケ1
ス
一

が
あ
る
。
最
先
端
のIT
を

一

使
い
体
調
の
変
化
を
予
測
で
一

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
計
画
一

的
な
ケ
ア
が
で
き
る
よ
う
に
一

な
り
現
場
の
負
担
軽
減
が
期
一

待
で
き
そ
う
だ
。
-

日
経
流
通
新
聞
M
J
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
幻
自
(
金
)

九
州
北
部4
県
で
遠
隔
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ワ

l

コ
ン
(
福
岡
市
)

は
打
日
、
問
診
と
体
温
、
血
圧
な
ど
の
測
定
の
結
果
を
連
動
さ
せ
る
日
本
初
の
在

宅
医
療
用
対
話
ロ
ボ
ッ
ト
「an
c
o
(あ
ん
こ
)
」
を
使
っ
て
、
新
し
い
見
守

り
サ
ー
ビ
ス
「
お
る
げ
ん
」
を
始
め
る
と
発
表
し
た

。

在
宅
の
高
齢
者
向
け
に
ロ

月
か
ら
福
岡
市
内
で
開
始

。

来
春
以
降
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
拡
大
を
目
指
す

。

A
I駆
使高
齢
者
見
守
り

トロボット通じ問診、測定 l

ー
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

i

高
齢
者
の
孤
独
死
防
止
や
体

調
不
良
の
早
期
発
見
に
つ
な
げ

る
狙
い。

同
社
は
異
常
を
感
知

す
る
セ
ン
サ
ー
や
対
話
型
ロ
ボ

ッ

ト
を
使
っ
た遠
隔
見
守
り
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
が
、

新
た
に
N
T
T
ド
コ
モ
の
人
工

知
能
(
A
I
)技
術
を
活
用。

測
定
結
果
の
蓄
積
や
問
診
、
緊

急
時
の
看
護
師
へ
の
連
絡
機
能

を
加
え
、
よ
り
迅
速
な
対
応
が

可
能
に
な
る。

「
お
る
け
ん
」
で
は
a
n
c
o

と
利
用
者
が
対
話
で
体
調
不
良

を
訴
え
る
と
、
問
診
結
果
な
ど

を
踏
ま
え
必
要
に
応
じ
て
テ
レ

ビ
電
話
で
遠
隔
地
に
い
る
看
護

師
が
対
応。

室
内
に
設
置
し
た
「ワーコン」福岡市で12月開始

セ
ン
サ
ー
で
利
用
者
の
呼
吸
な

ど
を
把
握
し
、
異
常
が
あ
れ
ば

看
護
師
が
声
掛
け
し
た
り

、

訪

問
看
護
師
な
ど
が
駆
げ
つ
け
た

り
す
る
と
い
う。

a
n
c
o

と
利
用
者
の
対
話

や
問
診
の
シ
ナ
リ
オ
はNT
T

デ
ー
タ
九
州
(
福
岡
市
)
が
担

当
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
企
画
のM
J

I
(
夏
原
)
が
開
発
を
手
掛
け

た
。

本
体
の
販
売
価
格
は
叩
万

円
前
後
で
、
別
に
月
数
万
円
の

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
が
必
要
に
な

る
見
込
み。

ワ
!
コ
ン
の
青
木

比
登
美
社
長
は
「an
c
o

が

あ
れ
ば
、
在
宅
医
療
の
安
心
安

全
は
格
段
に
上
が
る
」
とPR

し
た
。

(
岡
部
由
佳
里
)

看
護
師
駆
け
つ
け
も

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
沼
目
(
木
)

13 
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在
宅
ケ
ア
を
担
う
看
護
師

i

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

i

の
を
力
ン
ド
」一スニ
y
lジ

AF晶ヒ『

年

野義
日後

訪
問

初霊
代三
さ L
ん 5
(を

~ 67 運
日)営
南す
ぎる

看
護
師
と
し
て
長
年
病
院
に
勤

め
た
日
南
市
下
方
の
野
口
初
代
さ

ん
(釘
)は
、
同
所
に
「
は
ま
ぼ
う

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
開

設
し
、7
年
目
を
迎
え
た
。

病
気

や
障
害
が
あ
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
た
い
と
望
む
人
と

そ
の
家
族
を
、
看
護
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
と
し
て
温
か
く
ケ
ア
。

2

0
1
6

年
に
は
岡
市
鵜
戸
地
区
に

出
張
所
も
聞
き
、
仲
間
と
共
に
地

域
医
療
チl
ム
の
要
と
し
て
仕
事

へ
情
熱
を
注
い
で
い
る
。

M
歳
で
、
岡
市
の
県
立
日
南
病

院
に
採
用
さ
れ
た
野
口
さ
ん

。

ω

歳
で
定
年
を
迎
え
る
ま
で
、
豊
富

な
看
護
経
験
を
積
み
重
ね
た

。

「
退
院
後
」
に
関
心
を
持
ち
始

め
た
の
は
、
嬰
巷
属
病
院(宮

ケア温か
っ
た
高
齢
女
性
患
者
の
存
在
だ
っ

た
。

女
性
は
当
時
、
野
口
さ
ん
が

勤
め
て
い
た
県
立
日
南
病
院
に
入

院
。

退
院
後
、
野
口
さ
ん
の
知
人

が
介
護
し
て
い
た
こ
と
を
き
っ
か

け
に
、
自
身
も
女
性
宅
を
訪
問
す

る
よ
う
に
な
っ
た。

「
血
圧
測
定
や
ガ
l

ゼ
交
換
を

し
な
が
ら
、
何
げ
な
い
会
話
を
交

多
様
な

わ
す
。

時
聞
が
あ
る
時
に
顔
を
見

に
行
く
く
ら
い
の
気
持
ち
だ
っ

た
」
と
野
口
さ
ん
。

し
か
し
女
性

が
亡
く
な
っ
た
後
、
こ
の
知
人
か

ら
「

(女
性
は)
あ
な
た
が
来
て

く
れ
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い

た
。

私
に
と
っ
て
も
支
え
だ
っ

た
」
と
言
わ
れ
「
こ
れ
こ
そ
今
求

め
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
」
と
確
信

し
た
。

。
。

日
年
に
退
職
し
、
ロ
年
5

月
に

夫
の
秀
人
さ
ん
(
前
)
と
「
は
ま
ぼ

う
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を

設
立。
利
用
者
に
対
す
る
主
治
医

、四回国島

、園田園・ー

ー
ズ

柔
軟
対
応

の
訪
問
看
護
指
示
書
を
基
に
、

μ
時
間
3
6
5

日
体
制
で
人
工

旺
門
の
ケ
ア
や
入
浴
介
助
、
終
末

期
の
み
と
り
な
ど
に
対
応
す
る

。

自
身
を
含
め3
人
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
看
護
師
は
、8
人
に
増
え

た
。現

在
、
日
常
的
に
医
療
処
置
が

必
要
な
高
齢
者
を
中
心
に
、
日
南

市
と
串
間
市
に
住
む
子
ど
も
か
ら

1
0
0

歳
以
上
の
高
齢
者
ま
で
約

ω
人
が
利
用
す
る
。

ス
タ
ッ
フ
で
話
し
合
っ
て
決
め

た
モ
ッ
ト
ー
は
「
家
族
の
心
」

「
確
か
な
技
」
「
安
心
」

。

利
用

一野テ
貫口 1 日
し初シ南
て代ヨ市
看さンで
謹んを訪

契 g 運署
生はす護
を、るス

た
後
、M
歳
か
ら
塁
斗
日

南
病
院
で
助
産
師
と
し
て

働
い
た。
息
子2
人
を
育

く

者
の
生
活
環
境
に
合
わ
せ
た
柔
軟

な
対
応
を
心
掛
け
る
。

今
後
に
つ

い
て
「
高
齢
化
が
進
み
、
訪
問
看

護
ニI
ズ
は
よ
り
一
層
高
ま
る
。

働
き
や
す
い
職
場
環
境
を
つ
く

り
、
訪
問
看
護
に
や
り
が
い
や
思

い
を
持
つ
看
護
師
を
育
て
た
い
」

。

野
口
さ
ん
は
そ
う
言
い
終
え
る

と
、
「
今
か
ら
1

軒
行
っ
て
き
ま

す
ね
」
と
元
気
よ
く
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
後
に
し
た

。

(
徳
留
車
弥
)

訪
閉
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
巡
る
な
ど
充
実
し
た
準

備
期
間
も
送
っ
た
。

を
建
設。
半
年
分
の
人
件

費
や
移
動
で
使
う
車
の
維

持
費
も
必
要
と
な
っ
た
。

軌
道
に
乗
る
ま
で
の
間

キ
ル
も
磨
い
た
。

「
訪
問
看
護
師
は
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
関
わ

り
も
密
接
」
と
野
口
さ

14 
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崎
市
)
の
病
棟
で
働
い
て
い
た
ω

代
の
こ
ろ。

「
脳
梗
塞
で
ま
ひ
が

残
っ
た
人
や
中
山
間
地
域
か
ら
来

た
人
、
病
気
の
子
ど
も
に
付
き
添

う
親
と
接
す
るF2り
に
、
退
院
後

は
ど
ん
差
渚
を
送
る
の
か
気
に

な
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
振
り
返

る
。

。
。

在
宅
療
養
支
援
へ
思
い
を
巡
ら

せ
て
い
た
野
口
さ
ん
の
人
生
を
変

え
た
の
は
、
退
職
1

年
前
に
出
会

3月に広島国際大看護学部 (呉市) を
卒業したばかりの吉屋寿則さん (22) が

大崎上島町に移住し、新卒の訪問看護

師として奮闘している。 勤務先の社会

福祉法人大崎福祉会によると、新卒の

訪問看護師は島内初という。 病院での

経験を積んでいない不安はあるが、学
生時代に愛着を抱いた島で経験を重ね

ている。(山田祐)

在宅療養島の訪問看護
新卒で奮闘中

一
一
歩
み
続
け
て
い
る

。

日
向

一
一
市
で
生
ま
れ
、
岡
市
の
富

山
島
高
を
卒
業
後
に
福
岡
県

一
一
の
看
護
学
校
へ

。

看
護
師

一
一
を
志
し
た
原
点
に
は

、
自

一
一
宅
で
祖
父
を
み
と
っ
た
経

一
一
験
か
ら
得
た
「
生
も
死
も

一
一
自
然
な
も
の
」
と
の
実
感

一
一
が
あ
る
。

費
護
師
に
加
え
、
助
産

一
一
師
の
資
格
も
取
得

。

大
阪

一
の
病
院
で1
年
間
勤
務
し

て
な
が
ら
、
県
立
日
南
高

等
看
護
学
院(当
時
)
の

専
任
教
員
や
県
立
宮
崎
病

院
を
経
て
、
県
立
日
南
病

院
で
総
看
護
師
長
や
看
護

部
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。

定
年
後
、
新
た
な
挑
戦

に
踏
み
切
れ
た
の
は
、
豊

富
な
実
績
と
「
何
と
か
な

る
か
」
と
い
う
楽
観
的
な

性
格
か
ら。
さ
ら
に
退
職

後
約1
年
間
は
、
ほ
か
の

同
町
木
江
の1
人
暮
ら
し
の
女
性(ω
)

宅
。

古
田
屋
さ
ん
は
「
で
き
る
範
囲
で
体
を
動

か
し
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
優
し
く
語
り
か
け

た
。

女
性
は
狭
心
症
の
経
過
観
察
中
で
、
測

っ
た
血
圧
は
や
や
高
め
だ
っ
た

。

訪
問
看
護
師
は
患
者
宅
を
訪
ね
、
主
治
医

の
指
示
で
血
圧
測
定
や
注
射
な
ど
を
す
る

。

同
町
の
よ
う
に
医
師
の
少
な
い
離
島
は
、
高

齢
の
串
箸
が
島
外
の
病
院
に
通
う
負
担
が
重

い
た
め
、
特
に
訪
問
看
護
の
ニ

1

ズ
が
高
い。

地域に密着信頼築

吉屋さん 「患者に寄り添う 」

重久営
手聖霊

l を孟

三号巨
ンー乙レ

施訪よ
設問う

て場は

ぷ提示
宅選考
フミフ

言語
スし現

生人とイでウ 信護ヤにん
き生もベ汗ン週頼支 l 当
とをに 1 をド 1 関援がたス
輝楽人ト流ゴ回係事在りテ
いし地もすル、を業籍、 l
てむ域充なフ地築所すケシ
い姿密実どサ域いへるアヨ
るは着 。 、 i のた通居マン
。 生型公プクグ 。 い宅ネ開
きで私ラルラ 、介ジ設

- 日向市の富島高を卒業後、福岡
県と京都府の専門学
校で看護師と助産師
の資格を取得

・ 県立日南病院で助産
師として勤務。県立
日南高等看護学院
(当時)で看護師育成

た
だ
、
病
院
勤
務
な
ど
経
験
豊
富
な
人
が

望
ま
し
い
た
め
、
初
、
ω
歳
代
で
採
用
さ
れ

る
ケ
l

ス
が
多
い
と
い
う。

吉
屋
さ
ん
は
防
府
市
出
身
。

大
半
が
広
島

市
や
呉
市
、
出
身
地
で
の
勤
務
を
選
ぶ
仲
間

と
は
違
っ
て
、
「
輩m部
の
病
院
は
時
間
に

追
わ
れ
、
丁
寧
に
患
者
と
接
す
る
の
が
難
し

い
」
と
感
じ
て
い
た
と
い
う

。

大
崎
上
島
で
高
齢
者
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

す
る
活
動
に4
年
間
参
加
し
、4
年
生
の7

月
に
島
支
訪
閉
看
護
の
現
場
に
買
打
さ
せ
て

も
ら
っ
た
こ
と
が
拐
容
機
に
な
っ
た

。
「
一
人

一
人
に
寄
り
添
う
姿
を
見
て
、
や
り
が
い
を

在
宅
ケ
ア
を
担
う
看
護
師

i

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

i

- 県立宮崎病院で勤務
・県立日南病院の看護部長に

d 
- 定年退職の 1 :年後、はまぼう訪
問看護ステーシヨン開設

@ 鵜戸地区に出護所開設

宮
崎
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
幻
日
(
金)

持
て
そ
う
だ
と
感
じ
た
」
と
い
う

。

卒
業
直
前
に
運
転
免
許
も
取
得

。

一
軒
家

を
借
り
て
移
住
し
た
。

今
は
先
輩
に
同
行
し

て
補
助
を
し
な
が
ら
学
ん
で
い
る
が
、
ケ
ー

ス
に
よ
っ
て
は1
人
で
任
さ
れ
る
こ
と
も

増
え
て
き
た。
吉
屋
さ
ん
は
「
新
卒
は
症
例

の
多
い
大
病
院
を
望
む
場
合
が
多
い
が
、
大

好
き
な
こ
の
島
の
訪
問
看
護
の
現
場
で
し
っ

か
り
と
成
長
し
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る

。

中
国
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
お
日
(
水
)
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北海道の在宅ケアを考える研究会代表

かずよ

和代さん神崎

在
宅
ケ
ア
を
担
う
看
護
師

i

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

i

三人
と

2018 

スーディ

「
そ
の
人
に
と
っ
て
一
番
、
居
心

地
の
良
い
場
所
で
最
期
を
迎
え
て
ほ

し
い
」
。

研
究
者
や
看
護
師
で
つ
く

る
「
北
海
道
ホl
ム
ヘ
ル
ス
ケ
ア
研

究
会
」
代
表
で
、
札
幌
市
立
大
名
誉

教
授。
受
け
た
い
医
療
な
ど
を
事
前

に
意
思
表
示
す
る
「
事
前
指
示
書
」

の
普
及
や
、
在
宅
ケ
ア
に
関
す
る
市

民
講
習
会
に
取
り
組
む
。

宮
崎
県
出
身。
父
が
仕
事
を
し
て

い
た
米
国
で
育
ち
、
「
人
に
寄
り
添

う
仕
事
が
し
た
い
」
と
、
日
本
や
米

国
、
イ
ラ
ン
の
看
護
資
格
を
取
得
し

た
。
そ
の
後
、
米
国
の
医
療
関
連
会

社
に
勤
務
。
チ
リ
政
府
と
連
携
し
、

病
気
の
治
療
を
し
な
が
ら
リ
ハ
ビ
リ

な
ど
の
自
立
支
援
に
取
り
組
む
同
国

初
の
慢
性
期
型
病
院
の
開
設
な
ど
に

尽
力
し
た
。

串
箸
の
生
活
の
質(
Q
O
L
)に

心
を
砕
く
の
は
、
約
初
年
前
の
親
友 の

死
が
き
っ
か
け
。

乳
が
ん
を
患
い
、

恋
人
の
家
で
最
期
を
過
ご
し
た
。

多

少
の
痛
み
が
伴
っ
て
も
友
人
た
ち
と

会
話
が
で
き
る
治
療
を
選
び
、
ワ
イ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
も
開
い
た
。
「
一
人

一
人
が
望
む
最
期
を
実
現
し
た
い
」
。

今
も
指
に
光
る
形
見
の
指
輪
は
、
変

わ
ら
ぬ
決
意
の
証
し
で
も
あ
る
。

同
大
教
授
だ
っ
た20
1
3

年
、

仲
間
3

人
と
研
究
会
を
設
立
。

今
は

福
島
県
い
わ
き
市
に
住
み
、
い
わ
き

明
星
大
で
在
宅
看
護
学
を
教
え
る
。

在
宅
死
を
望
を
壇
民
が
8

割
を
超

え
る
一
方
、
実
際
に
自
宅
で
亡
く
な

る
割
合
は9
%
程
と
さ
れ
る。

「
死

は
一
生
に1
回
。

こ
ん
な
豊
か
な
時

代
に
た
っ
た
一
度
の
願
い
を
な
ぜ
、

か
な
え
ら
れ
な
い
の
」。
患
者
へ
の

思
い
や
り
に
裏
打
ち
さ
れ
た
社
会
へ

の
怒
り
が
活
動
の
原
動
力
だ
。

(
斉
藤
千
絵
)

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
日
日
(
土
)

み
と
り
の

H

我
が
家
μ
天
草
に

天
草
市
の
看
護
師
姉
妹
が
8

月
に
設

立
し
た
N
P
O

法
人
「は
な
み
ず
き」

は
3

日
、
2
0
1
9

年
秋
を
め
ど
に
、

天
草
地
域
初
の
ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス

「天
穏
」を
開
設
す
る
と
発
表
し
た。

県
内
で
は
、
熊
本
市
の
N
P
O

法
人
が

運
営
す
る
「わ
れ
も
こ
う」
に
次
い
で

2

カ
所
目。

ホ
ー
ム
ホ
ス
ピ
ス
は
、
自
宅
で
の
介

護
が
難
し
い
終
末
期
の
患
者
ら
を
民
家

で
受
け
入
れ
る
施
設
。

家
庭
的
雰
囲
気

の
中
、
看
護
師や
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
、

μ
時
間
態
勢
で
入
居
者
の
日
常
生
活
を

支
え
る。

姉
妹
は
法
人
理
事
長
を
務
め
る
溝
口

有
紀
さ
ん
(
出
)
と
、
副
理
事
長
の
真
梨

さ
ん
(
お
)
。

病
院
で
の
終
末
期
患
者
ら

の
看
護
に
関
し
、
人
手
不
足
や
時
間
的

な
制
約
も
あ
り
限
界
を
感
じ
て
い
た
と

い
う
。

ホスピス来秋開設

法
人
設
立
は
有
紀
さ
ん
が
2
0
1
6

年
、
県
看
護
協
会
天
草
支
部
が
開
い
た

ホ
l

ム
ホ
ス
ピ
ス
に
関
す
る
講
演
を
聞

い
た
の
が
き
っ
か
け。
高
齢
化
が
進
む

天
草
地
域
で
、
在
宅
医
療の
必
要
性
を

痛
感
し
た
と
い
う。
2

人
は
現
在
、
福

岡
県
久
留
米
市
の
ホl
ム
ホ
ス
ピ
ス
で

働
き
な
が
ら
開
設
準
備
を
進
め
て
い

る
。

「天
穏
」
で
は
5
、

6

人
の
受
け
入

れ
を
想
定。
看
護
師4
人
と
介
護
職員

2
、

3

人
で
運
営
に
当た
る
。

現
在
、

入
居
者
と
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
中
。

は
な

み
ず
き
8
0
9
0
(7
3
8
7
)
8
7

9
0

。
(

飯
村
直
亮)

看護師姉妹
設立NPO

熊
本
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
4

日
(
木
)
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解説やまがた
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続
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利
用
者
増
が
課
題

在
宅
ケ
ア
充
実
メ
リ
ッ
ト
知
っ
て

重
度
の
要
介
護
状
態
に
な
っ
て

も
、
住
み
慣
れ
た
わ
が
家
で
暮
ら
し

続
け
た
い
が
、
家
族
の
負
担
を
考
え

る
と
・
:。

そ
ん
な
思
い
を
抱
く
人
は

多
い
は
ず。
要
介
護
者
の
願
い
を
か

な
え
、
家
族
の
負
担
を
減
ら
す
た
め

に
、
在
宅
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は

欠
か
せ
な
い。
毎
日
M
時
間
体
制
で

駆
け
付
け
て
く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
あ

れ
ば
、
よ
り
前
向
き
に
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろv
?か
。

山
形
市
の
事
例
を
基
に
在
宅
ケ
ア
の

在
り
方
を
考
え
る。

現
在
、
山
可
愛
巾
内
で
展
開
さ
れ
て

い
る
の
は
「
定
期
巡
回
・
随
時
対
応

型
訪
問
介
護
看
護
サ
ー
ビ
ス
」
。

要

介
護
状
態
と
な
っ
て
も
自
宅
で
過
ご

し
た
い
利
用
者
や
そ
の
家
族
を
支
援

す
る
事
業
と
し
て2
0
1
4

年
に
ス

タ
ー
ト
し
た
。

東
北
で
も
珍
し
い
年

中
M
時
間
体
制
で
対
応
す
る
取
り
組

報道部

柳沢明子

み
で
、
運
営
し
て
い
る
の
は
至
誠
堂

総
合
病
院
を
運
営
す
る
医
療
法
人
社

団
松
相
会。
市
の
公
募
を
経
て
開
設

に
伴
う
整
備
費
な
ど
約1
千
万
円
の

交
付
を
受
け
た。

介
護
福
祉
士
の
資
格
を
持
つ
ス
タ

ッ
フ
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
1

日
数
回
決
ま
っ
た
時
間
に
利
用
者
宅

を
訪
れ
、
食
事
、
服
薬
、
排
せ
っ
、

起
床
就
寝
な
ど
を
支
援
す
る
ほ
か
、

ベ
ッ
ド
か
ら
の
転
落
や
急
な
排
せ
つ

な
ど
の
緊
急
時
に
も
対
応
す
る
。

同

法
人
が
運
営
す
る
他
サ
ー
ビ
ス
と
連

携
し
た
訪
問
看
護
も
実
施
。

基
本
料

金
は
要
介
護1
1
5

で
異
な
る
が
、

介
護
報
酬
額
の1
割
で
、
月
額
お
よ

そ
5

千
1
2

万
5

千
円
と
な
っ
て
い

る
。在

宅
ケ
ア
を
し
て
い
る
人
に
と
っ

て
は
あ
り
が
た
い
サ
ー
ビ
ス
だ
が
、

利
用
者
数
の
伸
び
悩
み
に
よ
り
、

事
業
見
直
し
が
検
討
さ
れ
た
。
当

初
は
1

日
犯
人
の
利
用
者
を
見
込

み
、
日
人
の
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
た

が
、
利
用
者
は
印
人
台
に
と
ど
ま

っ
た。
2

年
目
も
加
人
と
し
た
利

用
目
標
に
届
か
ず
、
事
業4
年
固
ま

で
の
累
積
赤
字
は8
千
万
円
に
膨
ら

ん
だ
。

昨
年
ロ
月
に
開
い
た
法
人
理
事
会

で
、
口
年
度
末
で
廃
止
す
る
こ
と
と

し
た
も
の
の
、
利
用
者
の
要
望
を
受

け
、
7

月
末
ま
で
先
延
ば
し
を
し

て
き
た
。

6

月
の
利
用
者
向
け
説
明

会
で
存
続
を
求
め
る
声
が
根
強
い

こ
と
が
分
か
り
、8
月
上
旬
の
理
事

会
で
、
本
年
度
は
継
続
す
る
方
針

を
決
め
た。
法
人
は
利
用
者
を
増
や

し
、
来
年
度
以
降
も
サ
ー
ビ
ス
を

継
続
さ
せ
て
い
き
た
い
と
し
て
い

る
。利

用
者
が
増
え
な
い
背
景
に
は
、

同
事
業
の
存
在
や
メ
リ
ッ
ト
が
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
、
市
内
で
他
の
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
な
ど
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る。
家
族
の
不
安
も
理

由
の
一
つ。
要
介
護
者
が
自
宅
で
過

ご
し
た
い
と
思
っ
て
も
、
家
族
が
共

働
き
の
状
、
切
な
ど
で
は
「
施
設
に
入

っ
た
方
が
良
い
の
で
は
」
と
考
え
て

し
ま
う
人
が
多
い。

同
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
、
要
介
護

5

の
父
親
(
幻
)
を
自
宅
で
見
て
い
る

自
営
業
奥
山
隆
司
さ
ん
(
臼)
H岡

市
村
木
沢
H

は
事
業
開
始
当
初
か

在
宅
ケ
ア
を
担
う
看
護
師

i

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

i

ら
利
用
し
て
い
る
一
人。1
日
4

回
、

清
拭
(
せ
い
し
き
)
や
排
せ
つ
支
援

な
ど
を
頼
み
、
母
(
郎
)
と
共
に
介
護

し
て
い
る
。

父
親
の
H

病
院
嫌
いH

の
性
格
を
考
え
て
在
宅
の
道
を
選

ん
だ
。

奥
山
さ
ん
は
「
こ
の
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
自
宅
で
見
る

こ
と
が
で
き
る。
緊
急
時
や
毎
日
決

ま
っ
た
時
間
に
見
て
も
ら
え
る
の

で
安
心
。
自
宅
だ
と
毎
日
父
親
の

顔
を
見
ら
れ
る
し
、
訪
問
ス
タ
ッ
フ

の
方
か
ら
声
を
掛
け
て
も
ら
い
、
笑

う
こ
と
で
父
親
も
元
気
に
な
る
」
と

語
る
。

政
府
は
、
超
高
齢
化
社
会
に
対
応

す
る
た
め
、
お
年
寄
り
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
い
人
生
を
全
う

で
き
る
社
会
を
目
指
し
、
「
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
進
め

て
い
る
。

そ
の
た
め
に
は
在
宅
ケ
ア

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は
必
須
だ
。

定
期

巡
回
や
年
中M
時
間
体
制
で
緊
急
時

に
も
対
応
し
て
く
れ
る
山
形
市
の
サ

ー
ビ
ス
は
県
内
の
他
自
治
体
の
モ
デ

ル
に
も
な
る
だ
ろ
う。
事
業
を
継
続

さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
市
の
協
力
を

得
な
が
ら
利
用
者
拡
大
に
つ
な
が
る

よ
う
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る。
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在
宅
ケ
ア
を
担
う

看
護
師

1
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

i

J
rー

Kirinuki Sokuhou 

医療と安全管理総集版 2019年 1... ~ 

年
2

月
に
第
一
病
院
が
開
設
し

A、
、
マ
ミ
・
、
，

I
区
込
3
h
、
た
緩
和
ケ
ア
病
棟
と
襲

。

患

L
P
、
F
i
F
'
「

J
M
区
鍾
時
・
「
片
町
賓
が
治
療
を
受
け
る
顎
所
を
目

「
J
4
F
，

f
w
v
J
v
c
-
H

ヨ
レ
レ
い
は
V

由
に
遷
ひ
、
病
院
と
自
宅
を
行

，
，
内

w
d，
、
」
，
、
合
圃

F
.
3
E
d

ー
ー
ノ
、

4
1

可
「

-
e
-

，
き
来
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る

た
。

帯
広
市
や
音
更
町
、
幕
別
点
だ

。

帯
広
第
一
病
院
な
ど
を
経
営
す
る
公
益
財
団
法
人
北
海
道
医
療
団

(帯
広
、
小
林
光
樹
理
事
町
の
患
者
な
ど
に

M
時
間
・3

が
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
移
行

例
え
ば
、
こ
の9
月
に
は
同

長
)
は
、
十
勝
の
人
口
集
中
エ
リ
ア
を
カ
バ
ー
し
、
同
医
療
団
以
外
の
病
院
の
患
者
も
受
け
入

6
5
日
対
応
す
る
訪
問
看
護
を
に
よ
り
、
こ
う
し
た
利
用
条
件
病
棟
に
入
院
し
て
い
た
終
末
期

れ
る
訪
問
看
護
体
制
の
構
築
に
着
手
し
た

。

訪
問
轟
轟
は
国
が
推
進
す
る
在
宅
ケ
ア
の
中
心
的
提
供
し
て
き
た

。

が
大
幅
に
緩
和
さ
れ
た
。

の
患
者
が
「家
に
帰
り
た
い
」

役
割
を
担
う
と
さ
れ
る
が
、
十
勝
で
も
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
量
は
不
足
気
味

。

医
療
団
の
取
り
組
口
年
度
時
点
で
雲
請
が

9

こ
れ
に
合
わ
せ
、
た
な
ご
こ
と
希
望
し
た
た
め
、
ス
テ

l
シ

み
が
円
滑
に
進
め
ば
、
高
齢
者
が
「
入
院
か
、
在
宅
か
」
を
選
ぶ
自
由
度
を
高
め
る
こ
と
に
貢
人
在
籍
し
、
訪
問
看
護
の
実
績
ろ
も
外
部
の
医
療
機
関
か
ら
依
ヨ
ン
が
迅
速
に
対
応

。

患
者
は

献
し
そ
う
だ。

は
患
者8
0
1
人
に
対
し
て
年
頼
を
受
け
る
こ
と
を
本
格
化

。

自
宅
で
静
か
に
息
を
引
き
取
っ

3
9
9
2

回
、
み
と
り
は
年
幻
「
現
在
凶
器
産
、
音
更
、
幕
別
た

。

「
た
な
ご
こ
ろ
」
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
化
炉
転
需
品
諮
問
時
一
一
語
で
以
内
清
鎧
竪

J

ン
ョ
ン
の
中
で
最
多
と
言
わ(大
溝
所
一
長
)
。

え
る
患
者
と
家
族
が
『
こ
う
し

L
θ
唱
団
司
金
書
陸
陸
海L
l
隆
w
q
h
p
A
R
P
内
回
れ
て
い
る

。

落
、
利
慶
呑
妻
、
医
療
団
は
宮
霜
的
た
い
』
と
思
う
こ
と
を
サ
ポ
1

説

R

李
護

f

服
ヰ
￡
自

τ

の
何
%
を
、
屋
療
団
内
の
患
に
訪
問
看
護
師
を
増
員
し
た
ト
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る

。

者
宅
白
め
て
い
る
と
い
う
現
状
り
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
機
警
も
し
も
今
後
、
訪
閉
轟
の
ニ

同
医
療
団
は
帯
広
第
一
病
院
病
院(と
も
に
同
医
療
団
の
経
に
よ
る
医
療
・
介
護
を
普
及
さ
が
あ
る

。

取
り
入
れ
た
り
し
な
が
ら
、
西l
ズ
が
増
え
て
も
、
絶
対
に
要

内
に
設
置
す
る
訪
問
看
護
事
業
営
)
の
近
隣
に
サ
テ
ラ
イ
ト
拠
せ
る
こ
と
で
医
療
費
の
増
大
を
こ
れ
に
対
し
、
医
療
団
は
訪
帯
広
と
音
更
に
サ
テ
ラ
イ
ト
拠
請
を
断
ら
な
い
体
制
を
つ
く
っ

所
「
た
な
ご
こ
ろ
」(大
溝
敬
点
を
設
置
し
、
十
勝
中
心
部
の
抑
制
す
る
方
針

。

訪
問
診
療
と
皇
室
謹
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
移
点
を
設
置

。

「
カ
バl
エ
リ
ア
て
い
き
た
い」
と
話
す。

書
長
)
を
9

月
1

日
付
で
訪
患
者
が
在
宅
で
も
終
末
期
を
安
訪
問
霊
は
、
そ
れ
を
実
現
す
行
を
道
に
申
請
、

9

月
に
ス
テ
を
芽
室
や
清
水
、
音
更
北
部
や

(奥
野
秀
康)

問
重
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
と
移
心
し
て
迎
え
ら
れ
る
環
境
を
整
る
た
め
に
不
可
欠
な
機
能
と
言

1

シ
ョ
ン
怒
実
現
し
た。
こ
士
幌
な
ど
に
広
げ
な
が
ら
、
み

行
し
、
幅
広
い
病
院
や
患
者
が
え
る
計
画
だ

。

わ
れ
て
い
る。

れ
ま
で
医
療
団
以
外
の
医
療
機
と
り
を
年
日
人
以
上
実
施
で
き

利
用
し
や
す
い
環
境
を
整
え
国
は
団
塊
の
世
代
が
す
べ
て
一
方
、
た
な
ご
こ
ろ
は
、
国
関
を
受
診
す
る
患
者
が
利
用
す
る
体
制
を
整
え
る

」
(医
療
団

た
。

2
0
1
9

年
度
に
帯
広
西
後
期
高
齢
者(百
歳
以
上)
に
の
方
針
に
先
駆
け
、
ロ
年5月
る
際
は
月
に1
度
、
医
師
の
指
幹
部)
と
し
て
い
る。

病
院
、
初
年
度
以
降
に
は
音
更
移
行
す
る
お
年
に
向
け
、
在
宅
か
ら
第
一
病
院
内
に
設
置
さ
れ
示
書
を
も
ら
う
必
要
が
あ
っ
た
た
な
ど
こ
ろ
の
特
徴
は
、
今

在
宅
医
療

え
る

十
勝
毎
日
新
聞

2
0
1
8

年
間
月
四
日
(
土
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ムで在宅ケア

説記長左右E里総集版 2019年 1 号

ご近所チー

ーーーーーー...... ・

人
ひ
と
り
に
権
限

働
き
が
い
生
む

オ
ラ
ン
ダ
で
、
「
ビ
ュl
卜

ゾ
ル
フ
」H
函
H

と
い
う
組
織
の
在
宅
ケ

ア
が
支
持
を
集
め
て
い
ま
す
。

高
齢
化
の
進
展
で
介
護
や
看
護
の
人
材

不
足
に
悩
む
日
本
に
と
っ
て
ヒ
ン
ト
は
な
い
か
、
取
材
し
ま
し
た

。

オランダ看護師らが少人数で運営

「
足
に
傷
が
あ
る
の
で
靴
の

調
整
を
し
た
方
が
い
い
わ
ね
」

「
患
者
さ
ん
は
積
極
的
な
治

療
を
望
ん
で
い
な
い
け
れ
ど
、

状
祝
だ
け
は
家
庭
医
に
伝
え
て

お
い
て
も
い
い
か
も
」

ハ
l

グ
で
活
動
す
る
チl
ム

が
、
利
用
者
の
ケ
ア
を
ど
う
す

る
か
検
討
す
る
会
議
を
し
て
い

た
。
テ
ー
ブ
ル
を
囲
む8
人
は

み
ん
な
私
服
姿
で
、
コ
ー
ヒ
ー

や
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
く
つ

ろ
い
だ
雰
囲
気
だ
が
、
意見は

活
発
に
交
わ
さ
れ
る
。

ビ
ュ
l

ト
ゾ
ル
フ
は
、
日
本

語
で
「
近
所
の
ケ
ア
」
を
意
味

す
る
問
団
法
人
だ。
お
お
む
ね

通
勤
が
日
分
以
内
の
近
隣
に
暮

ら
す
看
護
師
ら
が
最
大
ロ
人
で

チ
l

ム
を
つ
く
り
、
m
w人
ほ
ど

の
利
用
者
の
介
護
か
ら
看
護
ま

で
を
担
う。

緊
急
時
に
も
駆
け

つ
け
や
す
い
。

信
頼
感
と
責
任

誕
生
の
背
景
に
は
、19
9

0

年
代
に
オ
ラ
ン
ダ
で
急
速
に

進
ん
だ
医
療・
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
大
規
模
化
、
効
率
佑
の
反
省

が
あ
る
。

当
時
は
ケ
ア
が
介

護
と
看
護
だ
け
で
な
く
、
注
射

や
血
圧
測
定
と
い
っ
た
処
置
ご

と
に
も
細
切
れ
に
分
担
さ
れ

た
。

同
じ
利
用
者
に
違
う
看
護

師
が
入
れ
代
わ
り
立
ち
代
わ
り

で
対
応
す
る
の
も
当
た
り
前

で
、
看
護
師
と
利
用
者
の
信
頼

関
係
が
築
か
れ
ず
、
双
方
に
不

満
が
た
ま
っ
て
い
っ
た
と
い

Fつ
。ビ

ュ
l

ト

ゾ
ル
フ
の
特
徴
の

一
つ
が
、
「
管
理
職
」
が
い
な

い
こ
と
。
全
員
が
運
営
と
方
針

に
責
任
を
持
つ
自
律
し
た
チ
ー

ム
だ
。
ケ
ア
の
内
容
を
決
め
る

権
限
も
看
護
師
一
人
ひ
と
り
に

委
ね
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
働

き
手
の
や
る
気
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
よ
う
だ。

会
議
の
司
会
を
務
め
た
ト
l

ス
・

メ
ス
ト
ロ
ム
さ
ん
(
位
)
は

「
上
か
ら
決
め
ら
れ
た
や
り
方

で
は
な
く
、
患
者
に
必
要
だ
と

在
宅
ケ
ア
を
担
う
看
護
師

i

チ
ー
ム
の

思
う
ケ
ア
を
自
分
た
ち
で
判
断

し
て
提
供
で
き
る
の
が
よ
い
と

こ
ろ
だ
」
と
話
す。

全
員
に
配
ら
れ
た
タ
ブ
レ
ッ

ト

端
末
も
重
要
な
役
割
を
果
た

す
。

内
部
のS
N
S

を
通
じ
た

メ
ン
バー
同
士
の
情
報
交
換
は

も
ち
ろ
ん
、
日
々
の
ケ
ア
の
記

録
や
分
析
、
本
部
と
の
や
り
取

り
も
こ
な
せ
る。
複
雑
な
保
険

請
求
な
ど
の
事
務
手
続
き
は
、

ウ
ェ
ブ
を
通
じ
て
本
部
が
行
う

の
で
、
各
チl
ム
に
事
務
職
員

は
い
な
い。

n
歳
の
カ
タ
リl
ナ
・

フ
ァ

ン
・

エ
イ
ク
さ
ん
も
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
使
い
こ
な
し
、
「
こ
の
年

に
な
っ
て
も
看
護
師
と
し
て
働

け
る
の
は
楽
し
い
」
と
笑
顔
を

見
せ
た。

一
つ
一
つ
の
チ!
ム
は
小
さ

く
て
も
全
職
員
は
約1
万
4

千

人
に
上
り
、
オ
ラ
ン
ダ
圏
内
の

調
査
で
こ
れ
ま
で5
回
、
職
員

満
足
度
の
最
優
秀
賞
を
取
っ
て

い
る
。

ビ
ュ
l

ト
ゾ
ル
フ
の
躍

進
が
、
ケ
ア
分
野
で
働
く
こ
と

に
注
目
を
集
め
る
き
っ
か
け
に

も
な
っ
た
と
い
う。

一
員
と
し
て

i

初
カ
国
以
上
で

こ
の
よ
う
な
仕
組
み
は
ほ
か

の
国
に
も
広
が
っ
て
お
り
、
加

カ
国
以
上
で
導
入
や
準
備
が
進

む
。

オ
ラ
ン
ダ
東
部
の
ア
ル
メ

ロ
に
あ
る
本
部
の
マ
デ
ロ
ン・

フ
ァ
ン
・

テ
イ
ル
ブ
ル
グ
国
際

担
当
役
員
は
「
小
さ
なチl
ム

か
ら
始
ま
っ
た
取
り
組
み
だ

が
、
世
界
中
に
ニ
l

ズ
が
あ

る
」
と
話
す。

日
本
で
も2
0
1
6

年
に
開

業
を
支
援
す
る
関
連
会
社
が
設

立
さ
れ
、
東
京
や
福
岡
な
ど
数

カ
所
で
活
動
が
始
ま
っ
て
い
る

が
、
制
度
や
文
化
が
異
な
る
日

本
で
今
後
も
広
ま
っ
て
い
く
の

だ
ろ
う
か。

日
本
で
は
∞
年
の

介
護
保
険
の
導
入
後
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
が
介
護
プ
ラ
ン
を
作

り
、
看
護
師
や
介
護
ス
タ
ッ
フ

が
従
う
分
業
が
一
般
的
だ
。

看

護
師
の
多
く
が
医
療
機
関
で
ま

ず
働
き
、
医
師
の
指
示
で
動
く

こ
と
に
慣
れ
て
い
る
こ
と
も
、

自
律
的
な
運
営
に
は
壁
に
な
り

か
ね
な
い
。

少
子
高
齢
他
で
高
齢
者
が
増

え
、
現
役
世
代
が
減
っ
て
い
く

中
で
、
介
護
・

看
護
職
員
不
足

は
深
刻
だ
。
厚
生
労
働
省
は
お

年
度
ま
で
の
m
年
間
で
介
護
職

員
を
約
田
万
人
増
や
す
必
要
が

あ
る
と
推
計
し
て
お
り
、
介
護

や
看
護
を
働
き
が
い
の
あ
る
職

場
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る

。
ビ
ュ
l

ト

ゾ
ル
フ
と
交
流
が

あ
る
白
十
字
訪
問
看
護
ス
テ
l

i

シ
ョ
ン
(
東
京
都
)
の
秋
山

正
子
統
括
所
長
は
、
日
本
で
も

在
宅
ケ
ア
の
現
場
で
自
律
的
に

働
け
る
余
地
は
十
分
に
あ
る
と

指
摘
し
た
上
で
、
「
ケ
ア
や地

域
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
、
喜

び
ゃ
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る

魅
力
的
な
仕
事
で
あ
る
こ
と
を

伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と

い
う
。
(

松
浦
祐子
)

護から看護までの一体的なケ
アを、地域に根ざした形で、提

供することを目指している。
地域の家庭医や理学療法土と
も必要に応じて連携する。

園 ビュートゾルフ
オランダで900チーム以上

が活動する在宅ケア組織。 看
護師 4 人のチームが2006年に
始めた訪問看護が始まり 。 介
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県
内
却
人
、

認知症ケア対応
認定看護師活躍

一
次
的
症
状
予
防
・
緩
和

認
知
症
ケ
ア
に
関
す
る
体
系
的
な
知
識
、
技
術
を
持
つ
専
門
職

「
認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
」
が
県
内
で
も
徐
々
に
増
え
て
い
る
。

高
齢
化
に
伴
い
認
知
症
の
患
者
が
増
え
る
中
、
別
の
身
体
疾
患
で

急
性
期
病
院
に
入
院
す
る
ケ
ー
ス
へ
の
対
応
は
必
須
。
今
後
も
患

者
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
期
待
は
大
き
い
。

静
岡
市
立
清
水
病
院
の
病
棟
で
、
認

知
症
看
護
認
定
看
護
師
鈴
木
美
佳
さ
ん

(
お
)
は
離
れ
た
場
所
か
ら
手
を
振
り
、

認
知
症
を
抱
え
た
泌
尿
器
系
疾
患
の
患

者
の
視
界
に
入
っ
て
い
く
。
車
い
す
の

正
面
で
し
ゃ
が
み
、
回
線
を
合
わ
せ
て

自
己
紹
介
。
次
に
症
状
を
尋
ね
る
。
「
鈴

木
と
申
し
ま
す
。
調
子
は
ど
う
で
す
か
。

外
の
木
は
見
え
ま
す
か
。
も
う
9

月
で

す
」認

知
症
患
者
に
と
っ
て
日
時
や
場

所
、
人
を
知
る
こ
と
は
安
心
に
つ
な
が

る
と
い
う
。
中
核
症
状
の
一
つ
、
見
当

識
障
害
に
よ
り
こ
れ
ら
を
認
識
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
記
憶
障
害
は

数
分
前
の
記
憶
も
失
う
。
ト
イ
レ
の
際

に
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
押
す
よ
う
説
明
し

て
も
記
憶
で
き
な
い
。
一
人
で
行
動
し

て
も
注
意
し
て
自
尊
心
を
傷
つ
け
な
い

よ
う
、
看
護
記
録
か
ら
ト
イ
レ
の
時
間

を
予
想
し
て
事
前
に
誘
う
。

認
知
症
看
護
認
定
看
護
師
は
中
核
症

状
を
理
解
し
た
上
で
適
切
に
看
護
し
、

暴
力
・
暴
言
や
不
安
、
焦
燥
、
食
欲
不
振
、

幻
覚
、
抑
う
つ
な
ど
二
次
的
症
状
「
行
動患者に安心感と笑顔

h司"

-
心
理
症
状(
B
P
S
D
)
」
を
引
き
起
こ

す
の
を
予
防
し
た
り
緩
和
し
た
り
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
役
割
の
一
つ
。

日
本
看
護
協
会
に
よ
る
と
、
全
引
分

野
の
認
定
看
護
師
制
度
で
認
知
症
看
護

は
2

0
0

6

年
に
認
定
を
始
め
、
同
年

9

月
現
在
、1
2
5

1

人
ま
で
増
え
た
。

県
内
は
泊
人
。
国
が
認
知
症
施
策
推
進

総
合
戦
略
(
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
)
を

進
め
る
中
、
診
療
報
酬
で
専
門
性
の
高

い
看
護
師
配
置
が
高
評
価
さ
れ
る
な
ど

医
療
現
場
も
認
知
症
対
応
を
急
い
で
い

る
。看

護
師
自
身
の
関
心
の
高
ま
り
も
大

き
い
。
鈴
木
さ
ん
は5
年
前
、
認
知
症

の
疑
い
を
抱
え
た
ま
ま
祖
父
を
亡
く

し
、
切
な
い
思
い
を
経
験
し
た
こ
と
が

原
動
力
と
な
り
、
志
願
し
て
は
年
に
認

定
を
受
け
た
。

認
知
症
看
護
は
患
者
の
人
生
や
価
値

観
、
大
切
な
モ
ノ
ま
で
情
報
収
集
し
て

寄
り
添
い
、
持
て
る
力
を
最
大
限
引
き

出
す
。
院
内
で
自
ら
実
践
す
る
と
同
時

に
同
僚
へ
の
指
導
に
当
た
る
。
急
性
期

病
院
は
骨
折
や
肺
炎
、
脳
梗
塞
な
ど
原 力向上研修や認知症疾患医療センター

整備などの施策を推進している。
認知症には中核症状と行動 ・心理症

状 (B P SD) がある。中核症状は脳の
細胞が死ぬことで発生し、周囲の現実
を正しく認識できなくなる。行動・心理
症状は中核症状によって「できなくな
る」ことに本人の性格、周囲の環境や接
し方が絡み合った結果として引き起こ
される。対応次第で改善が期待できる。

20 

認知症、25年には 5 人に 1 人

国の認知症施策推進総合戦略(新オ
レンジプラン)によると、 2025年に認
知症高齢者は約700万人と、 65歳以上
の約 5 人に 1 人に達すると見込まれ
る。プランは15年に策定。認知症の人
の意思か尊重され、住み慣れた地域で
自分らしく暮らし続けられるように、
病院勤務の医療従事者向け認知症対応

疾
患
治
療
に
注
力
し
、
多
忙
の
た
め
認

知
症
患
者
と
し
て
の
入
院
生
活
を
支
え

る
視
点
は
不
足
し
が
ち
。
鈴
木
さ
ん
は

「
視
点
の
転
換
を
促
し
、
認
知
症
患
者

が
笑
顔
で
入
院
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に

し
た
い
。
看
護
師
も
笑
顔
に
な
れ
る
」

と
話
す
。
(
加
藤
愛
己
)

静
岡

新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
叩
月
ロ
日
(
金
)



専門で全国初

認
知
症
の
認
定
看
護
師

松
江
医
専
に
養
成
課
程

松
江
総
合
医
療
専
門
学
校

(
松
江
市
上
大
野
町
)
を
運
営

す
る
津
田
学
園
(
同
)
が
5

日
、

認
知
症
看
護
の
リ
ー
ダ
ー
と
な

る

「認
定
看
護
師
」
を
養
成
す

る
教
育
課
程
を
開
設
し
た。
専

門
学
校
の
運
営
主
体
が
開
設
す

る
の
は
全
国
で
初
め
て。
拠
点

と
な
る
松
江
市
西
浜
佐
陀
町
の

松
江
看
護
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
で
開
講
式
が
あ
り
、1
期

生
訂
人
が
、
認
知
症
高
齢
者
の

適
切
な
ケ
ア
に
向
け
て
意
識
を

新
た
に
し
た。

認
定
看
護
師
は
、
各
分
野
で

よ
り
深
い
知
識
と
高
い
技
術
を

持
っ
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育

成
し
よ
う
と
、
日
本
看
護
協
会

患
者
増

求
め
ら
れ
る
専
門
性

医療と安全管理総集版 2019年 1 号

認
知
症
高
齢
者
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
中
、
病
院
や
介
護
現

場
で
は
、
患
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
な
ど
、

よ
り
専
門
性
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
指
南
役
と
な
る
「認
定
看

護
師
」
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

「
ト
イ
レ
に
行
く
の
を
固
く

拒
否
さ
れ
た
」

「
い
き
な
り
た

た
か
れ
た
」
:
・
。

認
知
症
患
者

に
対
応
す
る
際
、
看
護
師
や
介

護
士
ち
が
戸
惑
う
場
面
は
少
な

く
な
い
。

患
者
と
い
さ
か
い
に

な
る
と
と
も
あ
る。

そ
ん
な
時
、
介
護
療
養
型
老

人
保
健
施
設
「虹
」

(
松
江
市

佐
草
町
)
の
認
知
症
看
護
認
定

看
護
師
、
坂
本
主
子
さ
ん
(
日
)

は

「
(患
者
が
)
何
で
抵
抗
し

た
ん
だ
ろ
う
」
と
ス
タ
ッ

フ
に

問
い
か
け
る
と
い
う。

認
定
看
護
師
は
、
自
己
ケ
ア

の
実
践
モ
デ
ル
に
な
る
傍
色
、

ケ
ア
の
体
制
づ
く
り
や
、
看
護

師
ら
に
具
体
的
な
指
導
を
し
た

り
、
相
談
に
応
じ
た
り
す
る
の

が
役
割。

坂
本
さ
ん
は
、
認
知
症
患
者

の
聴
力
や
体
調
、
生
活
歴
を
基

本
に
、
ス
タッ
フ
の
声
の
か
け

方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
で

抵
抗
し
た
理
由
を一緒
に
振
り

返
る
。

毎
月
1

回
、
関
係
者
で

開
く
勉
強
会
で
事
例
を
共
有
。

考
え
る
姿
勢
を
持
つ
ス
タッ
フ

が
増
え
れ
ば
、
介
護
の
拒
否
や

認
知
症
看
護

が
認
定
す
る
資
格。
病
院
や
福

祉
施
設
な
ど
で5
年
以
上
実
務

経
験
を
積
み
、
認
知
症
看
護
に

携
わ
っ
た
看
護
師
を
対
象
に
受

講
生
を
募
集。
応
募
の
あ
っ
た

幻
人
か
ら
選
考
し
た。

ー
期
生
は
来
年3
月
ま
で
の

7

カ
月
間
、
現
場
で
活
躍
し
て

き
た
認
定
看
護
師
ら
か
ら
、
認

知
症
高
齢
者
の
行
動
や
接
し
方

な
ど
基
礎
知
識
を
学
ぶ
ほ
か
、

現
場
実
習
を
積
む。

開
講
式
で
、
津
田
学
園
の
津

暴
力
と
い
っ
た
、
認
知
症
患
者

へ
の
偏
っ
た
見
方
が
広
が
る
歯

止
め
と
な
り
う
る
た
め
で
、「患

者
が
自
分
ち
し
く
暮
ら
せ
る
支

援
に
つ
な
が
る
」
と
認
定
看
護

師
の
意
義
を
強
調
す
る。

内
閣
府
に
よ
る
と
、20
1

2

年
に
4
6
2

万
人
だ
っ
た
白

歳
以
上
の
認
知
症
高
齢
者
は
、

お
年
に
は
約7
0
0

万
人
前
後

に
増
え
る
見
通
し。
一
方
、
日
本

看
護
協
会
に
よ
る
と
、
認
定
看

護
師
は
全
国
で
約2
万
人
。

こ

の
う
ち
、
認
知
症
看
護
認
定
看

護
師
は
1
2
5
1

人
(
同
年7

月
現
在
)
で
、
島
根
県
は
6

人
、

田
勝
寛
理
事
長
が
「
現
場
に
役

立
つ
知
識
を
吸
収
し
、
日
本
の

認
知
症
看
護
の
レ
ベ
ル
を
上
げ

る
よ
う
心
掛
け
て
ほ
し
い」と

激
励
。

受
講
生
代
表
で
、
因
島

医
師
会
病
院
(広
島
県
)
の
看

護
師
、
赤
瀬
千
恵
さ
ん
(
必
)
が

「
病
院
全
体
の
認
知
症
ケ
ア
の

充
実
、
基
礎
知
識
の
底
上
げ
に

つ
な
げ
た
い
」
と
決
意
表
明
し

た
。

(岩
井
彩
佳)
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鳥
取
県
は
叩
人
に
と
ど
ま
る
。

5

日
に
開
講
し
た
松
江
看
護

キ
ャ
リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
に

は
、
山
陰
両
県
だ
け
で
な
く
、

沖
縄
や
愛
知
県
な
ど
遠
方
か
ら

も
受
講
生
が
集
ま
っ
た。

同
セ
ン
タ
ー
専
任
教
員
の
高

原
昭
さ
ん
(日
)は
「患
者
ら
本

人
の
意
志
を
く
ん
だ
ケ
ア
に
つ

な
が
る
」
と
述
べ
、
全
国
の
看

護
師
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
看
護

の
充
実
に
期
待
を
込
め
た。

(岩
井
彩
佳
)

山
陰
中
央
新
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
6

日
(
木
)
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課題は症支援チーム

認
知
症
看
護

専
門
職
の
連
携
奏
功
/
訪
問
初
回
重
い
負
担

医師や保健師ら専門職が協力し、認知症の初期段階から迅速に対応する「認知症

初期集中支援チーム」が本年度、道内でも全自治体に設置された。 国は今年4月末

までの設置を全国の自治体に求めていた。 早期の認知症治療に効果が期待される一

方、多くの自治体がチームの運営ノウハウに乏しく困惑する実態もある。 同チーム

を4年前に立ち上げ、先進的に認知症ケアに取り組む砂川市には、道内各地から問

い合わせが相次ぐ。 砂川の取り組みを通して課題を探った。(滝川支局若林彩)

「
『
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
独
居 て

「
(
女
性
は
)
寝
た
き
り
で
外

出
で
き
な
い
状
態
だ
」
と
報
告
さ

れ
た
。

こ
れ
を
受
け
、
医
師
が
「
診
察

が
必
要
」
と
削
断
し
、
女
性
宅
を

訪
れ
て
認
知
症
と
診
断。
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
が
決
ま
っ

た
。
「
週
3

回
、
介
助
を
受
け
る

こ
と
で
自
宅
で
過
ご
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
、
女
性
の
現
状
が
説

明
さ
れ
た。

砂
川
の
支
援
チl
ム
は
医
師
と

看
護
師
、
介
護
議
専
F
員
の
3

人
で
構
成。
認
知
症
の
人
が
地
域

で
自
立
し
た
生
活
が
続
け
ら
れ
る

よ
F
2文
援
す
る
の
が
狙
い
だ
。

研

修
会
で
の
発
表
は
、
チ
l

ム
の
連

携
が
奏
功
し
、
認
知
症
の
女
性
が

在
宅
生
活
を
継
続
で
き
た
事
例
だ

っ
た
。

た
だ
し
、
一
つ
の
ケl
ス
に
対

応
す
る
の
に
か
か
っ
た
時
間
は

「
平
均
し
て6
・
6

カ
月

。

訪
問

は
6

回
だ
っ
た
」。
さ
ら
に
「
多

い
ケ
l

ス
で
は
初
回
以
上
の
訪
問

が
必
要
-
と
の
説
明
に
、
負
担
の

重
さ
に
驚
い
た
の
か
、
出
席
者
か

ら
は
た
め
息
が
漏
れ
た
。

道
に
よ
る
と
、
道
内
の
自
治
体

の
3

割
が
、
設
置
期
限
の
今
年
4

月
末
ま
で
の1
カ
月
間
に
チ
!
ム

を
発
足
さ
せ
た。
道
高
齢
者
保
健

認知症初期集中支援のイメージ

宅自

て
い
る
よ
う
だ。

体
制
構
築
に
戸
惑
い

品
出

保
健
師

※医師l人以上、医療と福祉の専
門職員各l人以上を含む3人以
上で僧成

聞 認知症初期集中支援チーム医師と保健師、介護福祉士など
の専門職を含む計3人以上で構成。 各自治体の地域包括支援セ

ンターからの情報を受け、認知症が疑われる人の自宅を訪問し、面談
を通して必要な治療や介護サービスにつなげる。 厚生労働省が2013年
度、住み慣れた地域で高齢者が過ごせる対策として認知症施策推進5
カ年計画に掲げ、今年4月までの設置を全市町村に義務づけた。

尚
道

昨
年
ロ
月
に
チ1
ム
を
発
足
さ

せ
た
道
央
の
あ
る
市
は
、
精
神
科

医
と
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
の
3

人
で
チ
1

ム
を
発
足
さ
せ
た。
こ

の
う
ち
、
看
護
師
と
社
会
福
祉
士

は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
と
し
て
採
用
し
た。
た
だ
、
こ

医痩機関介種施設

い」不可欠

砂
川
市
の
認
知
症
初
期
集
中
ふ
議
担
チ

1

ム
は
、

岡
市
立
病
院
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
長
の
内

海
久
美
子
医
師
の
呼
び
か
け
で
、
国
の
設
置
義
務

化
に
先
駆
け
、2
0
1
4

年
度
に
設
置
さ
れ
た
。

内
海
医
師
と
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
介
護

支
援
専
門
員
、
市
立
病
院
の
看
護
師
で
構
成
す
る

。

先
進
自
治
体
と
し
て
問
い
合
わ
せ
は
多
い
が
、

砂
川
も
悩
み
な
が
ら
の
活
動
だ
。

内
海
医
師
は
「
チ

ー
ム
医
と
し
て
約
印
件
の
ケ
l

ス
を
扱
っ
て
き
た

が
、
今
も
悩
む
こ
と
は
多
い
」
と
言
う

。
認
知
症

22 
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認知E璽盟彊彊藩軍冒覇軍軍咽

の
加
代
女
性
が
い
る
』
と
、
チ
ー

ム
に
相
談
が
あ
っ
た
」

素
早
い
対
応
で
効
果

今
年
3

月
、
砂
川
市
立
病
院
が

開
い
た
研
修
会
に
は
道
内
の
市
町

村
の
担
事
者
ら
約10
0

人
が
出

席
。

砂
川
の
チl
ム
が
過
去
に
扱

っ
た
事
例
の
発
表
に
熱
心
に
メ
モ

を
取
り
始
め
た
。

相
談
は
、
同
市
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。
チ

ー
ム
は
す
ぐ
に
、
看
護
師
と
介
護

支
援
専
門
員
を
女
性
宅
に
派
遣
し

た
。

そ
の
後
、
チl
ム
員
会
議
が

聞
か
れ
、
訪
問
し
た
結
果
に
つ
い 福

祉
課
の
山
ハ
合
信
夫
主
幹
は
「
急

い
で
設
置
し
た
も
の
の
、
支
援
や

関
係
機
関
と
の
連
携
の
方
法
に
悩

ん
で
い
る
例
は
少
な
く
な
い
」
と

み
る
。

従
来
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
の
職
員
が
高
齢
者
宅
を
訪
問
す

る
な
ど
、
必
要
な
取
り
組
み
を
講

じ
て
き
た
。

し
か
し
地
域
に
よ
っ

て
は
、
認
知
症
患
者
へ
の
対
応
な

ど
の
実
務
経
験
や
専
門
知
識
が
十

分
で
は
な
い
職
員
も
い
る
。

そ
う

し
た
H

格
差
H
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

に
、
国
が
一
律
に
チl
ム
設
置
を

義
務
づ
け
、
一
定
水
準
以
上
の
対

応
を
求
め
た
こ
と
で
戸
惑
い
が
出 の

社
会
福
祉
士
の
職
員
は
「
グ
ル

ー
プ
ホl
ム
で
認
知
症
の
利
用
者

と
関
わ
っ
て
き
た
が
、
医
療
機
関

と
連
携
し
た
経
験
は
少
な
い
」
と

言
い
、
「
今
は
何
か
正
解
か
分
か

ら
ず
手
探
り
で
進
め
て
い
る
。

仕

組
み
作
り
に
は
時
聞
が
か
か
り
そ

う
」
と
話
す。

認
知
症
に
詳
し
い
国
立
長
寿
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
鷲
見
幸
彦
副

院
長
は
「
チ1
ム
の
全
員
が
認
知

症
患
者
へ
の
対
応
に
慣
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
悩
む
の
は
当
然

。

他
市
町
村
と
情
報
共
有
を
進
め
、

都
道
府
県
も
事
例
集
を
作
る
な
ど

の
対
策
が
必
要
だ
」
と
轄
す
。

.14年度設置の砂川市立病院

行政、地域の 「おせっか

全
国
か
ら
多
く
の
カ
フ
ェ
関
係
者
か

ら
応
募
が
あ
り
、2
年
前
に
天
童
で

初
め
て
オ
ー
プ
ン
し
た
明
幸
園
か
ら

は
生
活
相
談
員
今
野
繁
昭
さ
ん

(犯
)、
費
護
師
熊
沢
則
子
さ
ん(伺
)

が
参
加
し
た。

講
師
は
同
セ
ン
タ
ー
の
矢
吹
知
之

研
修
部
長
ら
が
務
め
、
認
知
症
カ
フ

ェ
の
哲
学
と
目
的
、
効
果
的
な
企
画

運
営
な
ど
を
解
説。
マ
お
し
ゃ
べ
り

す
る
カ
フ
ェ
タ
イ
ム
マ
認
知
症
の
情

報
提
供
を
行
う
ミ
ニ
講
話マデ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
ー

を
柱
に
進
め
る
オ
ラ

ン
ダ
モ
デ
ル
を
踏
ま
え
、
同
国
で
初

年
以
上
も
継
続
し
て
い
る
背
景
に

文
化
に
根
付
い
た
オ
ラ
ン
ダ
方
式

認
知
症
カ
フ
ェ
学
ぶ

天
童
市
の
特
別
養
護
老
人
ホ
l

ム
明
幸
園
が
開
設
し
て
い
る
認
知
症
カ
フ
ェ
「
M

カ
フ
ェ
」
の
運
営
ス
タ
ッ
フ2
人
が
、
仙
台
市
で
聞
か
れ
た
モ
デ
レ
l

タ
l

(企
画

・
運
営
者
)
研
修
に
参
加
し
た
。

ア
ル
ツ
ハ
イ
マl
カ
フ
ェ
(
H認
知
症
カ
フ
ェ)

発
祥
・
オ
ラ
ン
ダ
の
創
始
者
な
ど
の
承
認
を
受
け
、
全
国
に
先
駆
け
て
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、
2

人
は
文
化
に
根
付
い
た
オ
ラ
ン
ダ
方
式
を
学
び
取
っ
た

。

日
本
国
内
に
認
知
症
カ
フ
ェ
は
5

千
以
上
あ
る。
し
か
し
、
運
営
面
や

継
続
性
に
多
く
の
課
題
を
抱
え
、

閉
鎖
し
て
し
ま
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る

と
い
う
。

日
本
に
カ
フ
ェ
の
精
神

を
植
え
付
け
る
の
が
研
修
の
狙
い

だ
。認

知
症
介
護
研
究
・
研
修
仙
台
セ

ン
タ
ー
で
8

月
お
、
初
日
に
開
催。

認
知
症
看
護

は
患
者
に
よ
っ
て
症
状
も
、
生
活
環
境
も
異
な
る
。

専
門
医
で
も
「
対
応
は
難
し
い
」
と
い
う

。

月
に

2

回
、
チ
l

ム
員
会
議
を
開
き
、
情
報
共
有
を
徹

底
す
る。

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
も
参

加
す
る。

内
海
医
師
は
「
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
成

功
例
や
失
敗
例
を
伝
え
、
み
な
が
知
恵
を
絞
っ
て

い
く
し
か
な
い
」
と
話
す
。

岡
市
は
日
年
度
、
高
齢
者
の
名
前
や
年
齢
な
ど

の
情
報
を
町
内
会
も
共
有
で
き
る
よ
う
条
例
を
制

定
し
た。

こ
の
台
帳
を
基
に
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
職
員
も
戸
別
訪
問
し
、
支
援
が
必
要
な

高
齢
者
の
早
期
把
握
に
つ
な
げ
て
い
る

。

内
海
医
師
は
「
そ
う
い
う
土ARが
あ
っ
て
チ
ー

ム
を
運
営
で
き
て
い
る
。

高
齢
社
会
で
欠
か
せ
な

い
の
は
、
行
政
や
地
域
住
民
の
『
お
せ
っ
か
い
』

だ
」
と
指
摘
す
る。

効果的運営「不安なくなった」

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
8

月
幻
自
(
金
)

は
、
認
知
症
へ
の
偏
見
を
な
く
し
地

域
で
包
み
込
ん
で
い
く
た
め
の
明
確

な
指
針
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。

重
し
た
2

人
は
「
嘉誘
フ

エ
運
営
の
迷
い
や
不
安
が
払
拭
さ

れ
た
」
と
口
を
そ
ろ
え
、
モ
デ
レl

タ
!
と
し
て
カ
フ
ェ
の
中
核
的
な
役

割
を
担
っ
て
い
く
決
意
を
新
た
に
し

た
と
い
う
。

山
形
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
同
日
(
金
)
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「もの忘れ看護外来」開設県立河北病院

認
知
症

認
知
症
看
護

の
不
安
を
ケ
ア

河
北
町
の
県
立
河
北
病
院
(
多
田
敏
芦
屋
長
)
に

県
内
初
の
「
も
の
忘
れ
看
護
外
来
」
が
開
設
さ
れ
、

幻
目
、
受
診
が
始
ま
っ
た
。

県
内
で
も
年
々
、
認
知

症
患
者
が
増
加
す
る
中、
専
門
の
認
知
症
認
定
看

護
師
が
、
物
忘
れ
へ
の
悩
み
や
認
知
症
の
不
安
を

抱
え
る
人
、
そ
の
家
族
な
ど
に
寄
り
添
い

、

無
料
で

相
談
に
応
じ
る。
そ
の
後
の
診
療
な
ど
を
含
め
、

新

た
な
認
知
症
の
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
を
目
指
す

。

「
夫
が
『
吹
雪
一
一
が
見
え
る
』
と

騒
ぐ
ん
だ
」。
初
日
に
相
談
に
訪

れ
た
初
代
女
性
が
こ
う
切
り
出
し

た
。

女
性
の
夫
に
認
知
機
能
の
低

下
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
相
談
に

訪
れ
た
と
い
う。
一
看
護
師
は
、
物

忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
時
期
や
、

今
ま
で
に
薬
を
飲
み
忘
れ
る
こ
と

が
あ
っ
た
か
ー
な
ど
を
聞
き
、
女

性
の
不
安
が
和
ら
ぐ
よ
う
に
丁
寧

に
問
診
を
行
っ
て
い
た。

も
の
忘
れ
賓
護
外
来
は
、
認
知

症
に
関
す
る
特
別
な
研
修
を
積
ん

だ
、
同
病
院
の
認
定
看
護
師
が
担

当
す
る
。

医
療
行
為
で
は
な
く
、

疑
問
や
困
り
事
な
ど
、

認
知
機
能

に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
で

も
相
談
に
応
じ
る。
治
療
が
必
要

看護師が無料相談県内初

と
判
断
し
た
場
合
は
、
診
察
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
相
談
者
と
医

師
の
パ
イ
プ
ノ
俊
足
る
。

同
病
院

の
利
用
者
で
な
く
て
も
相
談
可
能

だ
。認

知
症
は
患
者
本
人
が
自
覚
す

る
こ
と
が
難
し
く
、
担
当
す
る
精

神
科
や
心
療
内
科
の
受
診
は
、

患

者
や
家
族
に
と
っ
て
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
と
さ
れ
る。
認
知
症
の
不
安

を
持
ち
、
認
知
症
を
疑
っ
て
も
、

気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
は
多
く

基調画廊卸防車署活電流麗HI沼

な
し
。

多
国
院
長
は2
0
1
3

年
の
院

長
就
任
直
後
か
ら
、
「
認
知
症
の

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
」
を
目
指
し
た
施

策
を
考
え
て
き
た。
認
知
症
チ
ェ

ッ
ク
を
強
化
し
た
改
正
道
交
法
の

施
行
を
受
け
、
口
年
に
認
知
症
の

診
断
書
発
行
を
手
助
け
す
る
シ
ス

テ
ム
を
寒
河
江
市
西
村
山
郡
医
師

会
と
連
携
し
て
構
築
。

認
知
症
の

入
院
患
者
に
つ
い
て
は
、
退
院
後

に
訪
問
看
護
も
実
施
す
る
な
ど
、

地
域
ぐ
る
み
で
包
括
的
な
ケ
ア
体

制
を
構
築
し
て
い
る
。

認
知
症
の
完
治
は
困
難
な
場
合

が
多
く
、
「
戦
略
的
に
対
応
す
る

必
要
が
あ
る
」
と
多
田
院
長
。

看

護
外
来
に
つ
い
て
「
認
知
症
と
付

き
合
う
た
め
に、
患
者
と
そ
の
家

族
を
ケ
ア
す
る
役
割
」
を
挙
げ
る

。

一
方
、
同
外
来
を
担
当
す
る
認
定

看
護
師
は
今
は
ま
だ
1

人
で
、

「
認

定
看
護
師
を
育
成
し
、
因
っ
た
県

民
の
相
談を
受
け
る
場
に
育
て
て

い
き
た
い
」
と
力
を
込
め
る
。

も
の
忘
れ
看
護
外
来
は
、

毎
週

第
2

、
第
4

月
曜
の
午
前9
時
1

日
時
半。
完
全
予
約
制。
問
い
合

わ
せ
は
同
病
院
地
域
医
療
支
援
部

0
2
3
7
(7
1
)
15
0
5

。

日
初
幣
増
え
る
認
知
症
高
齢
者

県
の
推
計
で
は
県
内
の
認
知
症

同

高
齢
者
数
は
、
直
近
の20
1
5

U

年
で
約5
万
9

千
人
に
上
り
、
増

2

加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

同

年
の
国
の
推
計
は51
7

万
人。

引

県
内
で
は
凶
年
に5
万
2
2
9

加
2

人
を
数
え
た
が
、
日
年
に
は
5

0

万
9
4
2
7

人
と
7

干
人
以
上
増

え
た
。

団
塊
の
世
代
が
百
歳
以
上

に
な
る
2
0
2
5

年
に
は
、6
万

6
7
5
2

人
を
貝
込
む。
高
齢
化

の
進
展
で
増
加
は
避
け
ら
れ
な
い

状
況
で
、
県
長
寿
社
会
政
策
課
は

「
社
会
全
体
と
し
て
認
知
症
を
理

解
す
る
環
境
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

る
」
と
し
て
い
る。

山
形
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
叩
月
お
日
(
火)
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研究チーム調査

般
病
院

病
気
・
け
が
入
院
時

認
知
症
の
人
が
様
々
な
病
気
や
け
が
の
治
療
で
病
院
に
入
院
し
た
際
、
ほ
ぼ
3
割
が
身
体
を

縛
ら
れ
る
な
ど
の
拘
束
を
受
け
て
い
た
と
す
る
全
国
調
査
結
果
を
、
東
京
都
医
学
総
合
研
究
所

と
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の
研
究
チ
l

ム
が
ま
と
め
た。
拘
束
の
主
な
理
由
は
入
院
中
の
事

故
防
止
だ
っ
た
。
研
究
チl
ム
は
「
認
知
症
の
高
齢
者
は
、
身
体
拘
束
を
受
け
る
と
、
症
状
が

進
ん
だ
り
筋
力
が
低
下
し
た
り
し
や
す
い
。
不
必
要
な
拘
束
を
減
ら
す
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

規
定
な
く
現
場
判
断

科
病
院
は
除
外
し
た。

集
ま
っ
た
デl
タ
を
分
析
し

た
と
こ
ろ
、
認
知
症
か
そ
の
疑

い
が
あ
る
入
院
患
者
2
万
3
5

3
9
人
の
う
ち
、
お
%
に
あ
た

る
6
5
7
9
人
が、
拘
事
情
や

ひ
も
な
ど
を
使
っ
た
拘
束
を
受

け
て
い
た
。

ベ
ッ
ド
の
四
方
を

柵
で
囲
む
だ
け
の
ケl
ス
は
含

中
西
三
春
・

同
研
究
所
主
席

研
究
員
ら
は
昨
年
、
全
国
の
一

般
病
院
(
10
0
床
以
上
)
3

4
6
6
施
設
に
調
査
書
を
送

り
、
9
3
7
施
設
か
ら
有
効
回

答
を
得
た
。
主
に
病
気
や
け
が

の
初
期
治
療
を
行
う
急
性
期
と

リ
ハ
ビ
リ
な
ど
を
行
う
回
復
期

の
病
院
を
対
象
と
し
た
。
集
中

治
療
室
(
I
C
U)
や
、
精
神

認
知
症
看
護

ん
で
い
な
い。
こ
う
し
た
一
般

病
院
で
の
実
態
は
、
こ
れ
ま
で

ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
な
っ
て
い

な
か
っ
た。

身
体
拘
束
の
内
容
(
複
数
回

答
)
は
「
車
い
す
に
拘
束
帯
な

ど
で
固
定
」
日
%
、
「
点
滴
チ

ュ
ー
ブ
な
ど
を
按
か
な
い
よ
う

(物
を
つ
か
み
に
く
い)
ミ
ト

ン
型
の
手
袋
を
つ
け
る
」
日
%
、

「
ベッ
ド
か
ら
の
転
落
防
止
で

患
者
の
胴
や
手
足
を
縛
る
」
7

%
、

「
チ
ュ
ー
ブ
を
抜
か
な
い

よ
う
手
足
を
縛
る
」
5
%
、
「微

僻
防
止
で胴や
手
足
を
縛
る
」

4
%
な
ど
だ
っ
た
。

-・・・・・・・匝翠彊

副園 。身体拘束の
主な内容

・固複数回答。都医学総
合研究所なと調べ

E震いすに拘束縛
などで固定

ミトン型の手袋
をつける

転落防止で胸や
手足を縛る

チューブを~か1J.
いよう手足を縛る
隠L、b'I. 、

俳個防止で鵬や
手足を鱒る

身
体
拘
束
は
本
来
、
意
識
が

混
乱
し
た
患
者
の
生
命
や
安
全

を
守
る
こ
と
が
目
的
だ
。

研
究

チ
l

ム
に
よ
る
と
、
医
療
現
場

で
は
看
護
師
ら
の
人
手
が
不
足

し
て
い
る
上
、
安
全
管
理
の
徹

底
を
求
め
る
入
院
患
者
の
家
族

な
ど
に
配
慮
し
、
事
故
防
止
を

最
優
先
す
る
意
識
が
働
く。
そ

の
結
果
、
他
の
対
策
を
検
討
す

る
こ
と
な
く
、
拘
束
を
行
い
が

ち
だ
と
い
う。

精
神
科
病
院
を
除
い
た
一
般

病
院
で
は
、
身体
拘
束
の
可
否

や
範
囲
に
つ
い
て
定
め
た
法
律

や
規
定
は
な
く
、
医
療
現
場
の

判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る。
一

方
、
介
護
施
設
で
は
、
介
護
保

険
導
入
の
際
、
身
体
拘
束
は
原

則
、
禁
じ
ら
れ
た。

圏
内
の
認
知
症
の
人
は
、
2

0
1
2
年
の
約
4
6
2
万
人
か

ら
お
年
に
は
約
7
0
0
万
人
に

増
え
る
と
推
計
さ
れ
る
。

白
津
政
和
・

桜
美
林
大
学
教

授
(老
人
福
祉
学
)の
話
「人
権

に
対
す
る
配
慮
の
観
点
か
ら
も

残
念
な
数
字
だ。
身
体
拘
束
を

減
ら
す
た
め
、
病
院
は
認
知
症

の
人
に
対
す
る
意
識
を
変
え
、

防
止
に
向
け
た
検
討
会
の
設
置

や
、
リ
ス
ク
管
理
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
づ
く
り
を
進
め
る
べ
き
だ」

き士

ii7i: 

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
幻
自
(
日
)

〔
次
ぺl
ジ
に
関
連
記
事
〕
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〔
前
ぺl
ジ
に
関
連
記
事
〕

認
知
症
看
護

ど
軽
い
興
奮
状
態
に
陥
っ
た
。

り
ょ
う
中
で
す
」
と
大
き
く
書

=
・

栄
市
立
札
幌
病
院

ト
尺

現
場
で
は
、
ミ
ト
ン
型
の
手
袋
き
、
男
性
が
そ
の
文
字
を
読
め

\
一~

身
体
拘
束
を
減
主
9
に
は
、
の
使
用
や
ベ
ル
ト
で
体
を
固
定
る
こ
と
を
確
認
し
て
、
す
ぐ
白

川

I
I

ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か。
一
部
す
る
こ
と
な
ど
を
考
え
た
。

に
入
る
よ
う
、
点
滴
ス
タ
ン
ド

令
・

の
病
院
で
は
、
新
し
い
試
み
も
だ
が
、
本
当
に
拘
束
は
必
要
に
貼
っ
た
。

点
滴
が
大
事
な
治

州

V
1

始
ま
っ
て
い
る。
認
知
症
の
患
か
。

検
討
の
た
め
、
院
内
の
認
療
だ
と
理
解
し
て
も
ら
う
た
め

弱

者
が
問
題
行
動
を
起
こ
す
理
由
知
症
ケ
ア
チl
ム
の
精
神
看
護
だ
。

男
性
は
点
滴
の
チ
ュ
ー
ブ
川

叶
」

を
患
者
の
視
点
で
考
え
、
課
題
専
門
看
護
師
、
耗
鈴
敬
介
さ
を
し
き
り
に
気
に
し
た
が
、
そ

」L
-

を
解
決
す
る
取
り
組
み
だ。

ん
(鈎
)を
呼
ん
だ。
毎
月
、
河
の
た
び
に
紙
に
目
を
や
っ
て
落

ミ
ノ

今
年
7

月
、
市
立
札
幌
病
院
件
以
上
の
相
談
を
受
け
る
東
谷
ち
着
き
、
無
事
、
退
院
し
た
。

川

/
l
v
(7
4
7

床
)に
認
知
機
能
が
低
さ
ん
は
、
男
性
の
症
状
が

一過
東
谷
さ
ん
は

「認
知
症
患
者

量
白
日

下
気
味
の
別
歳
代
の
男
性
が
入
性
と
判
断
し
、
拘
束
を
避
け
る
の
ケ
ア
の
質
を
上
げ
る
ち
ょ
っ川

i
v

院
し
た
。

心
臓
に
細
い
管
を
挿
方
法
を
提
案
し
た。

と
し
た
工
夫
で
、
拘
束
は
減
ら

d
足

入
す
る
カ
テl
テ
ル
治
療
後
、
男
性
を
担
当
す
る
看
護
師
せ
る

。

こ
う
し
た
動
き
が
少
し
川

.

ベ
ッ
ド
で
急
に
立
ち
上
が
る
な
が
、A
4
判
の
紙
に
「
郎
慌
ち
ず
つ
広
が
れ
ば

」
と
話
す。

川

け
が
や
病
気
の
治
療
で
入
院
し
た
認
知
症
患
者
や
そ
の
疑
い

の
あ
る
人
の
ほ
ぼ3
割
が
、
手
足
を
縛
ら
れ
る
な
ど
の
身
体
拘

束
を
受
け
て
い
た。
誰
も
が
認
知
症
に
な
り
う
る
時
代
。

東
京

都
医
学
総
合
研
究
所
な
ど
の
調
査
が
示
し
た

一般
病
院
の
身
体

拘
束
の
実
態
は
、
長
寿
社
会
の
負
の
側
面
と
ど
う
向
き
合
う
か
、

重
い
課
題
を
投
げ
か
け
る
。

(医
療
部

鈴
木
敦
秋
、
原
隆
也)

認
知
症
3

割
身
体
拘
束

-
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ

「手
や
足
、
お
な
か
ま
で
拘

束
さ
れ
、
ガ
リ
バ
ー
の
よ
う
だ

つ
た
」
「
拘
束
を
解
か
れ
た
後
、

手
が
震
え
る
よ
う
に
な
っ
た」

:
:
:
。

京
都
市
の
「認
知
症
の

人
と
家
族
の
会」
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
寄
せ
ら
れ
た
声
の

一
部

だ
。

身
体
拘
束
を
受
け
た
人
の

様
子
の

一端
が
伝
わ
る。

今
回
の
調
査
を
行
っ
た
中
西

三
春
・
同
研
究
所
主
席
研
究
員

は
「認
知
症
の
高
齢
者
の
増
加

に
伴
い
、
身
体
拘
束
が
患
者
に

与
え
る
ダ
メ
ージ
の
大
き
さ
が

改
め
て
問
題
視
さ
れ
て
い
る」

と
話
す。
認
知
症
の
人
は
身
体

ー ­

~' _. -一ー・・~ι・・.

そのほかき抜
た
を
つ
を
ク

ブ
な
た
た
ブ
ス

一
に
ル
つ
ル
一
叱
一
リ

ユ
う
領
有

υ

領
ユ
じ
ユ
く

チ
そ
転
か
転
チ
抜
チ
妓

身
体
拘
束
を
行
っ
た
理
由

、

国立がん研究センター東病院では、 ほ
とんど使わなくなった (上から)胴拘
束具、 ミトン型手袋、 手の拘束
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拘
束
で
、
さ
ら
に
暴
れ
た
り
、

意
識
障
害
が
悪
化
し
た
り
し
や

す
い
。

身
体
拘
束
が
長
期
化
し
、

衰
弱
が
進
む
と
、
介
護
依
存
度

が
高
く
な
る
心
配
が
あ
る
。

埼
玉
県
の
女
性(卯
)は
昨
年

日
月
、
肺
炎
で
入
院
し
た。
栄

養
剤
や
薬
剤
の
点
滴
用
チ
ュ
ー

ブ
を
引
き
抜
か
な
い
よ
う
、
指

が
自
由
に
動
か
せ
な
い
ミ
ト
ン

型
の
手
袋
を
は
め
ら
れ
た。
お

む
つ
も
勝
手
に
外
さ
な
い
よ

う
、
自
分
で
脱着
で
き
な
い
「つ

な
ぎ
服
」
を
着
せ
ら
れ
た。

女
性
は
衰
え
が
進
み
、
家
族

の
こ
と
を
理
解
で
き
な
く
な
っ

た
。

容
体
が
落
ち
着
い
た
後
も
、

点
滴
と
拘
束
が
続
き
、
夫
は
今

年
2

月
、
有
料
老
人
ホl
ム
に

女
性
を
移
し
た。
女
性
は
自
然

に
回
復
が
進
み
、
今
は
食
事
も

自
分
で
食
べ
る
。

便
器
の
横
に

連
れ
て
行
け
ば
、
ト
イ
レ
も
自

分
で
済
ま
す
と
い
う。

夫
は
「病
院
は
拘
束
が
当
た

り
前
と
い
っ
た
感
じ
で
、
仕
方

な
い
と
思
う
し
か
な
か
っ
た
」

と
振
り
返
る。

-
リ
ス
ク
回
避

入
院
中
の
身
体
拘
束
は
、
環

境
の
変
化
の
ほ
か
、
手
術
や
投

薬
の
影
響
で
意
識
障害
が
起
き

た
り
、
興
奮
し
た
り
し
た
患
者

の
生
命
や
安
全
を
守
る
た
め
に

行
わ
れ
る。

医
療
現
場
に
は
「患
者
の
俳

個
や
チ
ュ
ー
ブ
の
引
き
披
き
は

日
常
的
な
出
来
事
だ
が
、
家
族

や
社
会
は
院
内
で
の
事
政
を
許

さ
な
い
。

目
を
配
る
に
も
看
護

師
ら
の
人
手
不
足
は
深
刻
で
、

患
者
の
安
全
を
重
視
す
る
以

事
故
防
止
目
的

上
、
拘
束
は
や
む
を
得
な
い」

(東
京
都
内
の
救
急
病
院
長)

と
す
る
声
が
あ
る。

そ
う
し
た
声
を
反
映
す
る
よ

う
に
、
今
回
の
調
査
で
は
、

身

体
拘
束
を
行
っ
た
理
由
に
つ
い

て
、

転
倒
や
チ
ュ
ー
ブ
を
引
き

抜
く
と
い
っ
た
事
故
の
リ
ス
ク

回
避
の
徹
底
が
計
邸%
を
占
め

た
。

実
際
に
こ
う
し
た
事
故
が

起
き
た
た
め
と
し
た
の
は
計
時

%
だ
っ
た。
拘
束
問
題
に
詳
し

い
弁
護
士
は
「事
故
を
受
け
て

家
族
が
起
こ
し
た
訴
訟
で
賠
償

責
任
を
負
う
ケl
ス
が
あ
り
、

病
院
は
そ
の
リ
ス
ク
を警
戒
し

て
い
る
」
と

言
う
。

身
体
拘
束
に
否
定
的
な
家
族

認
知
症
看
護

に
も
、
自
宅
で
の
看
護
が
難
し

い
と
、
入
院
継
続
の
た
め
、
拘

束
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い

と
い
う
事
情
が
あ
る。

-
介
護
現
場
は禁
止

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
て

も
、

「身
体
拘
束
が3
割
と
い

う
調
査
結
果
は
、
拘
束
が
漫
然

と
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
疑
い

を
示
す
」
と
、
石
垣
靖
子・
北

海
道
医
療
大
学
名
誉
教
授(看

護
管
理
)
は
話
す。

研
究
チ
l

ム
の
小
川
朝
生
・

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
東
病

院
精
神
腫
療
科
長
に
よ
る
と
、

欧
米
で
は
身
体
拘
束
は生
命
の

危
険
が
あ
り
、
他
の
手
段
が
な • 

症
状
進
行
も

い
時
に
最
短
時
間
で
行
う
の
が

基
本
だ
と
い
う。
よ
り
認
知
症

が
重
い
人
を
対
象
に
し
た
英
国

の
一般
病
院
の
調
査
(2
0
1

6

年
、
患
者2
3
0

人
)
で
、

短
期
的
な
身
体
拘
束
の
実
施率

は
幻
・
7

%
だ
っ
た
。

今
回
の

調
査
で
は、
拘
束
時
間
の
長
さ

な
ど
は
尋
ね
て
い
な
い。

日
本
の
介
護
現
場
で
は
原

則
、
身
体
拘
束
が
禁
じ
ら
れ
て

い
る
。

旧
年
に
欧
米
の
基
準
を

参
考
に
作
ら
れ
た
介
護
施
設
向

け
の
指
針
は
、
拘
束
具
や
ひ
も

で
手
足
を
縛
る
こ
と
の
ほ
か
、

ベ
ッ
ド
の
四
方
を柵
で
囲
う
こ

と
も
、
拘
束
に
当
た
る
と
し
た
。

一
方
、
一
般
病
院
で
は
、
認 知

症
の
入
院
患
者
の
急
増
と
い

う
変
化
に
追
い
つ
け
て
い
な
い

の
が
実
情
だ
。

山
川
み
や
え
・

大
阪
大
学
医

学
系
研
究
科
准
教
授
(老
年
看

護
)
は
「医
療
現
場
で
は
、
身

体
拘
束
の
必
要
性
と
悪
影
響
を

比
較
す
る
検
証
が
ほ
と
ん
ど
行

わ
れ
て
い
な
い。
ど
こ
ま
で
の

拘
束
な
ら
妥
当
な
の
か
を
、
改

め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る」と

指
摘
す
る。

吾土

日E

売
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
旧
月
引
日
(
日
)
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「
や
む
を
得
ず
」

-圃圃圃司E ・圃・

ロJι ロ 00 

認
知
症
の
人
が
病
気
や
け
が
の
治
療
で
一

般
病
院
に
入
院
し
た
際
、
事
故
防
止
を
理
由

に
手
足
な
ど
を
縛
ら
れ
る
身
体
拘
束
。
入
院

患
者
の
ほ
ぼ3
割
が
拘
束
を
受
け
て
い
る
と

の
調
査
結
果
も
あ
る。
医
療
現
場
の
苦
悩
と

改
善
へ
の
動
き
を
報
告
す
る。

認知症の人の身体拘束

午
後
7

時
を
過
ぎ
て
も
、2
階

と
3

階
の
病
棟
は
ざ
わ
め
い
て
い

る
。

東
京
都
内
の
約
印
床
の
一
般

病
院
で
、
当
直
の
院
長
に
同
行
し

た
。

患
者
は
叩
歳
代
後
半
か
ら
卯

歳
代
が
中
心
だ。
入
院
の
理
由
は

様
々
だ
が
、
認
知
症
の
人
が
多
く
、

4

人
に
1

人
は
何
ら
か
の
拘
束
を

受
け
て
い
る
。

2

階
の
4

人
部
屋
に
入
る
と
、

肺
炎
で
有
料
老
人
ホl
ム
か
ら
移

っ
て
き
た
認
知
症
の
男
性
(時
)

が
、
機
嫌
よ
く
話
し
か
け
て
き
た
。

「さ
っ
き
ピ
l

ル
を
飲
ん
だ」
「
外

で
弟
が
待
っ
て
い
る」
。院
長
が
、

男
性
が
か
つ
て
労
働
組
合
の
役
員

だ
っ
た
こ
と
に
話
題
を
振
る
と
、

男
性
は
つ
な
が
ら
な
い
内
容
を
う

れ
し
そ
う
に
連
ね
て
い
く
。

男
性
の
胴
は
ベ
ル
ト
で
ベ
ッ
ド

に
固
定
さ
れ
て
い
る。
ベ
ッ
ド
に

は
柵
が
は
め
ら
れ
、
自
分
で
は
下

り
ら
れ
な
い。
原
道
に
チ
ュー
ブ

が
入
っ
て
い
る
た
め、
服
の
中
に

手
を
入
れ
て
引
き
抜
か
な
い
よ

う
、
上
下
が
つ
な
が
っ
た
服
を
着

る
。

点
滴
す
る
時
は
左
腕。
利
き

少ない人員絶えぬトラブル 病
院
の
苦
悩

腕
の
右
の
手
首
は
ひ
も
で
柵
に
縛

ら
れ
る。
熱
は
下
が
り
、
退
院
の

日
は
近
い。

-
転
倒
、
骨
折
:
暴れ
る
患
者

院
長
の
当
直
は
月8
回
ほ
ど
。

当
直
医
は1
人
で
、
救
急
車
も
受

け
入
れ
る
。

夜
間
の
病
棟
の
看
護

師
は
各
階
に1
人
ず
つ。
看
護
助

手
は
2

人
ず
つ
の
体
制
だ。

入
院
患
者
の
ト
ラ
ブ
ル
は
一
瞬

で
起
き
る。
転
倒
し
て
打
撲
や
骨

折
を
し
た
り
、
点
滴
チ
ュ
ー
ブ
を

引
き
披
い
て
服
が
血
ま
み
れ
に
な

っ

た
り
、
ベ
ル
ト
で
胴
を
拘
束
さ

れ
た
の
に
、
す
り
披
け
て
、
ベ
ッ

ド
か
ら
出
て
転
ん
だ
り:
・
・
。

「助
け
て
く
れl
」
「
外
し
て

く
れ
1

」
。
暴
れ
る
患
者
を
拘
束

し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
う
叫
ば
れ

る
こ
と
が
あ
る。
興
奮
が
収
ま
ら

な
い
場
合
は、
睡
眠
剤
を
注
射
し

て
眠
っ
て
も
ら
う。
身
体
機
能
が

低
下
し
た
高
齢
者
は
薬
の
成
分
が

朝
ま
で
残
り
、
ふ
ら
つ
い
た
り
、

食
欲
が
落
ち
て
朝
食
も
薬
も
口
に

し
な
か
っ
た
り
す
る
な
ど
の
悪
循

環
も
起
き
る。
そ
れ
で
も
、
身
体

拘
束
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い。
こ

れ
も
病
院
の

一面
な
の
だ。

院
長
は
研
修
医
時
代
、
勤
務
先

の
約
3
0
0

床
の
病
院
で
、
認
知

症
の
人
へ
の
身
体
拘
束
の
多
さ
に

驚
い
た
と
い
う。
以
来
、
医
療
界

の
「拘
束
は
や
む
を
得
な
い」
と

い
う
認
識
は
変
わ
っ
て
い
な
い
と

感
じ
て
い
る。

拘
束
に
よ
っ
て
身
体
機
能
が
さ

ら
に
弱
り
、
「
自
分
で
僻
僻
で
き

た
人
が
で
き
な
く
な
る。
自
分
で

転
べ
た
人
が
転
べ
な
く
な
る」の

を
見
る
の
は
つ
ら
い。
認
知
症
の

人
は
、
認
知
機
能
は
低
下
し
て
も
、

「嫌
だ
」
「
悲
し
い
」
と
い
っ
た

感
情
は
残
っ
て
い
る
。

拘
束
は
強

い
ス
ト
レ
ス
に
な
る
。
生
命
維
持

に
不
可
欠
な
時
以
外
、
拘
束
は
で

き
る
限
り
減
ら
し
た
い。
だ
が
、

そ
の
実
現
は
難
し
い
と
思
う。

-
過
失
問
わ
れ
る
訴
訟

先
月
、
病
院
で
起
き
た
入
院
患

者
の
ト
ラ
ブ
ル
は
剖
件。
珍
し
く

事
故
に至
る
ケ
l

ス
は
な
か
っ
た

が
、
こ
れ
ま
で
に
は
転
倒
に
よ
る

対
勝
骨
骨
折
や
脊
椎
圧
迫
骨
折
事

故
も
起
き
た。
見
守
り
を
徹
底
し

て
も
、
少
人
数
で
は
限
界
が
あ
る
。

病
院
の
経
常
利
益
率
は一般
的
な

3
5
5

%
。

看
護
師
を
増
や
す
余

裕
は
な
い。

看
護
師
か
ら「罪
悪
感
が
あ
る」

「身
体
機
能
が
落
ち
な
い
か
不
安」

「家
族
か
ら
同
意
を
得
て
も
、
認

知
症
の
患
者
本
人
が
理
解
し
て
お

ら
ず
、
胸
が
痛
む
」
な
ど
の
声
も

届
く
。

「病
院
内
で
の
事
故
は
許
さ
な

い
と
い
う
患
者
の
家
族
や
社
会
の

意
識
が
、
拘
束
は
必
要
だ
と
い
う

医
療
現
場
の
判
断
を
後
押
し
し
て
。院内で9月 1 日か5S日に起きたトラブル

発生日時間患者 状況 ヌ
9月2日 4:30 80歳病室で床に尻もち。定 予

男性と背中から出血 れ

7:05 93歳尿道に入れたチューブ 安
女性 が抜けていた 1 

9:30 87歳ミトンなした手で、腕に 三
女性ひっかを傷をつける 詔

2:20 90歳 ベッドの柵を越えて、 話
女性吸水制限の水を飲む 峻

3:30 84歳 トイレに行こうと、酸素 能
低

女性 マスクを外していた τ 

5:20 87歳尿道に入れたチューブ の
女性 を引きVÆく %> 

19:00 84歳俳個し、寝ていた患者 義
女性にお奈を飲ませる 者

1:00 84歳織のあるベッドの績で 只
女性 あおむけに倒れていた 身

6:00 90歳モニターのコードを引 算
男性 くのを止められ、低抗 両

して右手にけが 束

い
る
」
と
、
院
長
は言
う
。

医
療
界
に
は
、
家
族
側
か
ら
損

害
賠
償
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
れ
ば
過

失
責
任
を
問
わ
れ
る
と
い
う
認
識

が
あ
る。
実
際
に
は
、
勝
訴
、
敗

訴
そ
れ
ぞ
れ
の
ケl
ス
が
あ
る。

た
だ
、
家
族
側
の主
張
を
退
け
た

あ
る
判
決
で
、
「適
切
に
拘
束
を

し
て
い
た
た
め
、
転
倒
事
政
は
病

院
の
注
意
義
務
違
反
で
は
な
い
」

と
す
る
見
解
が
示
さ
れ
る
な
ど
、

裁
判
が
過
失
の
有
無
を
問
う
以

上
、
病
院
は
拘
束
を
重
視
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
も
あ
る。

-
医
療
者
と
家
族
で
思
い
共
有

一部
だ
が
、
院
長
が
、一
言動
に

違
和
感
を
覚
え
る
家
族
も
い
る
。

「縛
っ
て
い
い。
そ
れ
で
動
け
な

く

な
れ
ば
在
宅
介
護
が
楽
に
な

る
」
と
い
う
家
族。
寝
た
き
り
に

近
い
患
者
に
つ
い
て
、「退
院
さ
せ

る
な
ら
自
分
で
ト
イ
レ
に
行
け
る

9月3日

9月4日

よ
う
に
治
し
て
ほ
し
い」と
、
無
理

な
要
求
を
す
る
家
族
に
も会う
。

誰
も
が
老
い
、
認
知
症
に
な
り

う
る
。

認
知
症
の
人
に
対
す
る
冷

た
い
視
線
は
、
数
十
年
後
の
自
分

に
向
い
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ

し
い
。

病
棟
の
夜
が
更
け
て
い
く。
病

棟
は
ま
だ
ざ
わ
め
い
て
い
る
。

フ

ラ
フ
ラ
と
ト
イ
レ
に
向
か
う
人。

手
に
は
め
た
ミ
ト
ン
型
の
手
袋
を

し
き
り
に
さ
わ
る
人
。
院
長
の
巡

回
は
続
い
た。

「患
者
さ
ん
に
対
し
、
拘
束
し

て
申
し
訳
な
い
と
思
う。
そ
の
気

持
ち
を
医
療
者
と
家
族
、
社
会
が

共
有
す
る
こ
と
が
、
問
題
を
改
善

す
る
た
め
の
ス
タ
ー
ト
で
は
な
い

か
。

不
必
要
な
拘
束
を
減
ら
す
こ

と
は
何
よ
り
患
者
さ
ん
の
た
め
な

の
だ
か
ら」
と
、
院
長
が
言
葉
を

継
い
だ。

9月58

圏、

J

-ｭj 
-
田
園
内
日

園
内
迂

回
­
-
n
u圃j
 

一
一
:
δ
 j
 

-
n
u
 

:
γ

』J
 

T
T・朝

一
• 
1
 

吉
ニ

東
一:
 

売
一

28 



ki Sokuhou 

医療と安全管理総集版 2019年 1 号

過
ご
し
、
ベ
ッ
ド
に
寝
た
ま
ま
で
い

る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
。
昼
間
に

起
き
、
夜
に
眠
る
生
活
の
リ
ズ
ム
も

整
っ
た。
女
性
に
は
看
護
師
ら
が
常

に
目
を
配
る
。
夫
は
、
妻
の
表
情
に

明
る
さ
が
戻
り
、
回
復
が
進
ん
で
い

く
こ
と
を
実
感
し
た。

患
者
の
情
報
知
り
「
縛
ら
な
い
」

~TL 宮

5叉 5 80 

美
原
記
念
病
院
(
群
馬
県
伊
勢
崎
市
、
1
8

9

床
)
は
今
年
4

月
、
身
体
拘
束
を
可
能
な
限

り
減
ら
す
病
院
改
革
に
乗
り
出
し
た
。
成
果
を

あ
げ
て
い
る
同
病
院
の
取
り
組
み
を
追
っ
た

。

目い快しず両 を寧社リ原く のたら動胴し 人棟別マ
をの感い、足車改に会ハ記こ転手これくをた前暮にのヒ先
総でを 。 こでいめチ福ピ念と院袋とたかベ 2 のら転病が月

号定哲三室毛主語 3 ま品震彦警道芸」 EF 書震 k ち緊警宮
、いげ l 体るら討クら当はなも加り滴両に、の認てら県
前かれプ機 。 ベししが者、く拘さ、の手固女急知き同内脳
の 。 ばを能体ツた、女、医な束れ右チを定性性症た病の梗5
病専、つをのド。拘性管師いがた手ュベさは期も 。 院女塞?
院門引け維自に 東の理、 。 そ 。 に l ツれ、病あ夫の性で
か家きら持由移 の状栄看だの ミプドてベ棟る ( 回 ( 左
答た按れしをる 必態養護がま トを柵いルに 0 8 復⑤半
のちかたて奪時 要を士師、ま ン肢にたト入 と期が身
引のな不ほわ、 性丁、、美続 型い縛 。 で院 2 病、に

病院内で連携必要性を日々評価
けっとつ病 状き

身体拘束削減の ※ 女なた伝し室検態継
取り組みスタート 、件 !~転性か 。 えたを討がぎ

40o r pf はつ今る ご 訪によ丙
」 k 、たま失当ね加い宅5

300 と' る 昼 」 で 院、わこ会
200 起骨 聞と縛夫で女っとり

季折は安らはは性たを、
100 ~\な車心れ「縛と全確女

れ ど いしてあれ夫員認性
O ぷの すたずあ立にがしの
9 事な 。 つ、喜あ女た実

故ど とよんい性。際
で動か 」 さのの

改革で拘束率 15.6%• 1.6% 
い分理れめ機陽 た 17 に優 たのをたで故か東
なた由たに感子こ 。 年 3 先そ 。 ラ外 70 、がしを美
いちで 。 行をさの 8 %しの全イそ歳車起、減原
かの拘患う抱ん状 月だ、後身タう代いき 2 ら記
。「 東者かいら況 につ拘、や!とのすた O す念
安すの 」 た多に はた束看けを L 男に 。 O こ病
心る安が 。 く、 15 全を謹ど手て性ベナ 8 と院
感こ全、 「 の看 ・ 体強部とに、患ル l 年をは
」との院拘ス謹 6 の化はな取テ者トスの目以
にがた内束タ部 %拘し安つり l がでセあ指前
な、めではツ長 に束た全た火プ、固ンるし
つ実と議何フの あ率 。 対 。 をルベ定タ夜た身
てはい論のが高 がは同策 つのルさ'\ 0 体
は白うさた危橋 つ、年を け上トれ内事し拘

認知症の人の身体拘束

身体拘束の割合
(左目盛り)四

%
口

実
原
記
念
病
院
で
の

身
体
拘
束
の
割
合
と

ト
ラ
ブ
ル
件
数

-
事
故
で
安
全
対
策
優
先
も

7 4 
1 8年
10 

0 
4月 7

2017年

-
不
安
や違
和
感
解
消

拘
束
削
減
の
先
駆
的
存
在
で
あ
る

金
沢
大
学
病
院
(金
沢
市
、8
3
8

認
知
症
看
護

床
)
に
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
、
そ
の
連
携
し
た。一
人
で
ト
イ
レ
に
行
く

実
践
に
学
ん
だ
。
か
つ
て
一
般
病
棟
際
の
転
倒
な
ど
ト
ラ
ブ
ル
や
拘
束
の

と
精
神
科
病
棟
で
、
多
い
月
は
拘
束
原
因
に
な
り
や
す
い
排
せ
つ
の
ケ
ア

帯
や
ひ
も
を
叩
人
弱
の
患
者
に
使
つ
も
徹
底
さ
せ
た

。

拘
束
を
し
て
い
る

て
い
た
が
、
凶
年2
月
、

使
用
ゼ
ロ
患
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
を

を
達
成
し
た。
日
月
以
降
は
ミ
ト
ン
日
々
評
価
し
た。

型
の
手
袋
も
使
わ
な
く
な
っ
た。

日
・
6
%
だ
っ
た
患
者
の
拘
束
事

そ
の
方
針
は
明
確
だ。

「
身
体
拘
は
、9
月
に
は
l

・

6
%
に
。

事
故

束
ゼ
ロ
」
自
体
を
目
標
に
す
る
の
で
は
ほ
と
ん
ど
起
き
ず
、
事
故
に
は
至

は
な
い
。

患
者
に
関
す
る
情
報
を
集
ら
な
い
ト
ラ
ブ
ル
も
月

3
0
0

件
前

め
、
分
析
し
、
な
ぜ
、
問
題
と
な
る
後
で一定
し
て
い
る。
拘
束
を
減
ら

行
動
を
起
こ
す
の
か
を
明
確
に
す
し
て
も
、
事
故
は
増
え
な
い
こ
と
が

る
。

環
境
の
変
化
へ
の
不
安
や
、
チ
裏
づ
け
ら
れ
た
。

8

月
に
は
、
3

日

ュ
l

プ
へ
の
違
和
感
が
問
題
な
ら
問
、
病
院
全
体
で
全
く
身
体
拘
束
を

ば
、
解
消
で
き
る
よ
う
柔
軟
に
対
応
し
な
い
日
が
実
現
し
た

。

を
変
え
る。
結
果
と
し
て
、
身
体
拘
当
初
は
不
安
を
抱
え
て
い
た
看
護

束
が
減
っ
て
い
く。

師
た
ち
も
、
仕
事
に
誇
り
を
持
つ
よ

「患
者
さ
ん
に
関
心
を
持
つ
こ
と
、
う
に
な
っ
た

。

患
者
さ
ん
を
知
ろ
う
と
す
る
こ
と
に
退
院
を
目
前
に
、
女
性
の
夫
が
し

っ
き
る
」
と
、
ス
タ
ッ
フ
を
派
遣
し
み
じ
み
と
話
し
た
。
「
身
体
拘
束
を

た
高
橋
さ
ん
は
結
論
づ
け
た
。

解
か
れ
た
要
は
、
ず
っ
と
朗
ら
か
だ

っ
た。
体
の
自
由
を
得
る
こ
と
が
こ

・
看
護
師
仕
事
に
誇J

ん
な
に
人
を
変
え
る
な
ん
て」
と
。

今
年
4

月
に
始
ま
っ
た
美
原
記
念

(こ
の
連
載
は
医
療
部・
鈴
木
敦

病
院
の
改
革
で
は
、
病
院
全
体
の
研
秋
が
担
当
し
ま
し
た
)

修
会
や
日
々
の
事
例
検
討
会
を
重

ね
、
拘
束
を
減
ら
し
た
成
功
事
例
を

集
め
、
共
有
し
た
。
暴
れ
る
こ
と
が

多
い
患
者
で
も
、
眠
っ
て
い
る
時
間
、

点
滴
を
し
て
い
な
い
時
間
な
ど
、
少

し
ず
つ
拘
束
を
減
ら
す
う
ち
、
全
て

の
拘
束
を
外
し
た
ケ
l

ス
も
あ
っ

た
。現

場
は
、
専
門
研
修
を
受
け
た
院

内
の
認
知
症
ケ
ア
チl
ム
と
緊
密
に

号士

im 

世
冗
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
初
日
(
火
)
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自
己
肯
定
感
は
生
き
る
力

精神科医の明橋大こさん長野で講演

「
子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ
ス

」
(1
万
年
堂
山
凶
版
)
な
ど
の
育
児
書
で
知
ら

れ
る
精
神
科
医
、
明
橋
大
二
さ
ん

(日
)
H富
山
県H
が
「
子
ど
も
の
自
己
重
患
を

育
む
か
か
わ
り
か
ら
始
ま
る
地
域
づ
く
り

」と
題
し
て
長
野
市
内
で
詩
潰
し
た

。

「
自

己
肯
定
感
は
生
き
る
力
そ
の
も
の

」
だ
と
し
て
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
親
も
自
分
自

身
を
ほ
め
て
、
認
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
た

。
(

園
田
清
佳
)

親
も
自
分
自
身
を
ほ
め
て

市
民
有
志7
人
で
昨
年
発
足
し
た
「
長

野
市
子
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
、
第4
回
会
合
の
講
師
と
し
て
招

い
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
地
域
の
子
ど
も
が

抱
え
る
悩
み
や
困
り
ご
と
、
そ
の
背
景
を

考
え
よ
う
と
活
動
し
て
い
る
。

子
育
て
中

の
親
、
保
育
や
教
育
、
行
政
関
係
者
ら
白

人
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

明
橋
さ
ん
が
子
ど
も
の
育
ち
に
興
味
を

抱
い
た
の
は
、
う
つ
病
や
神
経
症
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
病
気
の
大
人
を
診
察
す
る
中

で
、
子
ど
も
の
頃
、
い
じ
め
や
虐
待
と
い

っ
た
つ
ら
い
経
験
を
し
た
人
が
少
な
く
な

い
と
気
付
い
た
か
ら。
「
自
分
は
生
き

て
い
る
価
値
の
あ
る
大
切
な
存
在
だ
と
思

え
な
い
人
に
、
心
配
な
症
状
や
行
動
が
多

い
」
と
し
て
「
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
教
育

で
は
、
自
己
肯
定
感
を
育
む
前
に
し
つ
け

や
勉
強
が
強
い
ら
れ
て
き
た
」
と
問
題
提

起
し
た。

子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
を
育
む
に
は

「
し
っ
かη舌
え
さ
せ
る
こ
と
」
が
大
事

だ
と
説
明。

「
抱
っ
こ
し
て
ほ
し
い
、
話

を
聞
い
て
ほ
し
い
な
ど
の
情
緒
的
な
要
求

に
で
き
る
限
り
応
え
る
こ
と
で
、
安
心
感

が
生
ま
れ、

自
立
の
基
と
な
る
意
欲
が
芽

竿
え
る
」。
だ
が、
親
が
子
ど
も
の
相
手

を
し
き
れ
な
い
場
合
も
あ
る

。

そ
ん
な
と

あ
け
は
し
・
だい
じ

大
阪
府
生
ま
れ。
真
生
会
富
山
病
院(
富山
県
射
水
市)
心
療
内

科
部
長。
N
P
O
法
人
子
ど
も
の
権
利
支
援
セ
ン
タ
ー
ば
れ
っ
と
(
同

)
理
事
長
な
ど
と
し

て
、
地
域
の
親
子
支
援
に
も
携
わ
る

。

近
著
に
「H
S
C

の
子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ア
ド
バ
イ

ス

H
S
C
M
ひ
と
い
ち
ば
い
敏
感
な
子
」
。

き
「
付
き
ま
と
っ
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
子

は
あ
ま
り
心
配
な
い
。

手
の
か
か
ら
な
い

良
い
子
に
見
え
る
タ
イ
プ
は
『何
か
我
慢

し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
?
』
と
大
人
か

ら
聞
い
て
あ
げ
て
」
と
助
一
冨

F
Uた
。

ま
た
、
い
じ
め
へ
の
対
応
は
特
に
重
要

で
「
い
じ
め
ら
れ
る
子
に
『
あ
な
た
に
も

い
じ
め
ら
れ
る
理
由
が
あ
る
』
と
言
つ
て

は
絶
対
に
駄
目
。

子
ど
も
は
『
自
分
が
悪

い
、

仕
方
な
い
』
と
思
い

、

相
談
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
う」
。
「い
じ
め
の
原
因

や
理
由
は
、
い
じ
め
る
子
が
つ
く
り
出
す

も
の
で
『
い
じ
め
る
方
が
悪
い
』
と
伝
え

る
べ
き
だ
」
と
強
調
し
た

。

一
方
で、

い
じ
め
る
側
の
子
へ
の
配
慮

も
欠
か
せ
な
い
と
言
う。
「
多く
の
加
害

者
は
か
つ
て
の
被
室
暑。心
に
抱
え
る
つ

ら
い
気
持
ち
を
聞
き
取
り
、
『
そ
の
つ
ら

さ
は
必
ず
大
人
が
解
決
す
る
か
ら

、

あ
な

た
も
二
度
と
い
じ
め
て
は
い
け
な
い
』
と

伝
え
て
ほ
し
い
。

い
じ
め
は
子
ど
も
のS

O
S
の
サ
イ
ン
」
と
話
し
た
。

明
橋
さ
ん
に
よ
る
と
、

自
己
肯
定
感
は

「自
分
の
悪
い
部
分
、
駄
目
な
部
分
を
含

め
て
『あ
り
の
ま
ま
の
自
分』を
認
め
ら

れ
る
こ
と
」。
そ
の
上
で
「
本
当
の
意
味

で
自
己
重
急
が
高
け
れ
ば
、
自
分
の
非

を
認
め
ら
れ
る。
そ
れ
が
な
い
と
、
自
分

の
失
敗
を
他
人
の
せ
い
に
す
る
」と
話
す。

子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
を
育
む
に
は
、

親
も
自
分
自
身
を
肯
定
で
き
る
こ
と
が
必

要
で、

「
親
へ
の
支
援
は
、
親
の
自
己
肯 定

感
を
高
め
る
こ
と
に
尽
き
る
」
と
明
橋

さ
ん
。
「
『最
近
の
親
は
・
:
』
な
ど
と

(
否

定
的
に)
一言
う
人
が
い
る
が

、

子
ど
も
を

飢
え
死
に
さ
せ
ず
に
育
て
て
い
る
な
ら
十

分
。
頑
張
り
を
認
め

、

ね
ぎ
ら
つ
て
あ
げ

て
。

ほ
め
言
葉
の
適
績
を」と
独
特
芯
言

い
回
し
を
使
い
な
が
ら
呼
び
掛
け
た

。

会
場
の
参
加
者
か
ら
質
問
も

。

夫
が
仕

事
で
忙
し
く
、
育
児
や
家
事
、
地
域
の
こ

と
を
独
り
で
こ
な
し
て
い
る
と
い
う
女
性

は
「
ず
っ
と
こ
う
い
う
生
活
が
続
く
の
か

と
思
っ
と
、
気
分
が
下
が
る
こ
と
が
あ
る

。

や
る
気
を
出
す
に
は
?
」
と
尋
ね
た

。

明

橋
さ
ん
は
「
身
近
に
自
分
を
ほ
め
て
く
れ

る
人
を
見
つ
け
て
。

探
せ
ば1
人
は
必
ず

い
る
」
と
励
ま
し
、
「
他
人
と
比
べ
る
の

で
は
な
く
、
以
前
の
自
分
と
比
べ
て
自
分

を
認
め
て
あ
げ
る
こ
と
も
大
事
」
と
答
え

た
。講

演
を
聞
い
た
長
野
市
内
の
幼
稚
園
長

(侃
)は
「
『
い
い
親
で
い
な
く
て
は
い
け

な
い
』
と
思
っ
て
い
る
親
が
多
い

。

私
た

ち
の
園
で
も
親
同
士
で
気
の
合
う
人
を
見

つ
け、

お
E
い
に
甘
え
た
り、

励
ま
し
合

っ
た
り
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
て
い
る

」
と

話
し
て
い
た。

信
濃
毎
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8
年
間
月
沼
目
(
木
)
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E盛霊毘霊童

「
学
校
現
場
が
歩
み
寄
っ
て
」

福
井
県
内
の
小
中
高
校
で
2
0
1
7

年
度
の
不
登
校
者
数
が
6

年
ぶ
り
に
千
人
を
超

え
た。
不
登
校
の
子
ど
も
が
い
る
親
の
会
が
県
内
に
少
な
く
と
も
五
つ
あ
り
、
福
井
市

の
小
児
糾
医
坂
後
恒
久
さ
ん
(
引
)
は
、
そ
の
『

2
D
四
つ
の
会
に
初
年
以
上
通
い
、
親
た

ち
の
相
談
に
乗
り
続
け
て
い
る

。

一
貫
し
て
い
る
の
は
「
小
児
桝
医

と
し
て
子
ど
も
の

立
場
で
話
す
こ
と
」
。

学
校
現
場
に
「
子
ど
も
を
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、

子
ど
も
に
歩
み
寄
っ
て
ほ
し
い
」
と
願
う

。
(

小
林
真
也
)

坂
後
さ
ん
は
県
立
病
院
や
県
こ

ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー
の
勤
務
医
だ

っ
た1
9
8
0

年
代
半
ば
に
、
福

井
市
で
活
動
す
る
親
の
会
「
や
よ

い
会
」
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た

。

嶺
南
か
ら
や
よ
い
会
に
通
っ
て
い

た
親
た
ち
が
敦
賀
市
内
で
立
ち
上

げ
た
親
の
会
を
は
じ
め
、
小
浜
市
、

名
田
庄
村
(
顎
お
い
町
)
、
今

立
町
(
現
越
前
市
)
に
で
き
た
親

の
会
に
も
顔
を
出
し
続
け
、
や
よ

い
会
を
除
く
四
つ
の
会
で
相
談
に

応
じ
て
い
る。

さ
か
じ
り
・
つ
ね
ひ
さ1
9

5
0

年
、
大
阪
府
生
ま
れ

。

初
年
に

摺
井
県
立
病
院
に
採
用
さ
れ
、
お

年
か
ら
県
こ
ど
も
療
育
セ
ン
タ
ー

で
勤
理
定
年
退
職
後
、
あ
す
わ

ク
リ
ニ
ッ
ク
(
福
井
市
)
副
院
長
に

就
い
た
。
専
門
は
て
ん
か
ん
や
脳

性
ま
ひ
な
ど
の
小
児
神
経
O

坂
後
ペ
瓦
自
身
、
子
ど
も
4

人

の
う
ち2
人
が
不
登
校
を
経
験
し

「
不
登
校
は
子
ど
も
と
学
校
の
相

性
の
問
題
で
、
医
療
面
で
で
当
》
匂

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」
と
語
る

。

県
教
委
や
市
町
教
委
が
設
け
る

「適
応
指
導
教
室」を
例
に
、
「学

校
が
子
ど
も
に
合
わ
せ
ら
れ
る
よ

う
工
夫
し
て
ほ
し
い
が
、
学
校
側

は
子
ど
も
が
適
応
で
き
る
よ
う
指

導
す
る
と
い
う
考
え
さ
と
指
摘

。

「
学
校
の
決
ま
り
は
子
ど
も
の
管

理
が
目
的
で
、
楽
し
く
学
ぶ
た
め

で
は
な
い。
不
登
校
が
増
え
る
の

は
当
然
」
と
手
厳
し
い

。

「
み
ん
な
が
学
校
に

通
う
中
で『学

校
に
行
か
な
い
』
と
い
う
決
断
は
と

て
も
勇
気
が
い
る。お
子
さ
ん
は
自

立
し
て
い
る
ん
で
す
よ
」
。
敦
賀
市

プ
ラ
ザ
寓
象
で
毎
月
第
3

木
曜
夜

に
あ
る
「
敦
賀
親
の
会
」
の
会
合
に

参
加
し
た
嶺
南
のω
代
女
性
は
、

坂
後
さ
ん
の
言
葉
が
「
胸
に
ス
ト

ン
と
落
ち
た
」
と
振
り
返
る
。
「我

慢
し
続
け
て
心
が
壊
れ
る
前
に
、
休

ん
で
く
れ
て
あ
り
が
と
う
と
思
え

る
よ
う
に
な
っ
た」と
感
謝
す
る
。

学
校
に
行
か
な
く
な
っ
て
も
立

派
に
成
長
す
る
子
ど
も
の
姿
を
た

く
べ
先
見
て
き
た
と
い
う
坂
後
さ

ん
は
「
親
に
と
っ
て
は
子
ど
も
の

将
来
が
見
え
な
い
こ
と
が
一
番
の

不
安
だ
が
、
子
ど
も
に
道
を
教
え

る
の
で
は
な
く
、
道
を
見
つ
け
る

手
だ
て
を
子
ど
も
と
一
緒
に
考
え

て
ほ
し
い
」
と
願
っ
て
い
る

。

福
井
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
旧
月
沼
田
(
金
)

医
師
に
よ
る
子
育
て
相
談

一
頑
張
る
親
を
笑
顔
に

一
小
児
科
医
の
高
橋
孝
雄
さ
ん

一
(
引)
H写
真
リ
に
は
忘
れ
ら
れ
な

一
い
苦
い
経
験
が
あ
る
。
初
年
以
上

一
前
の
と
と
だ
。
「
ぐ
っ
た
り
し
て

←
い
る
」
と
、
生
後2
カ
月
の
乳
児

一
が
救
急
搬
送
さ
れ
て
き
た。し
か

一
し
、
ど
と
も
悪
い
と
こ
ろ
が
な
か

一
っ
た
の
で
退
院
さ
せ
た
。
そ
の
翌

一
目
、
母
親
は
そ
の
子
を
殺
し
た
。

一
そ
し
て
自
ら
も
命
を
絶
と
う
と
し

一
て
未遂
に
終
わ
っ
た
。
息
子
を
殺

一
し
き
れ
ず
、
病
院
に
駆
け
込
んだ

一
母
の
苦
悩
を
見
抜
く
こ
と
が
で
き

一
な
い
新
米
小
児
科
医
だ
っ
た
と
い

一
う
。
「
産
後
う
つ
で
し
た
。
そ
ん

一
な
乙
と
思
い
も
し
な
か
っ
た
」

一
部
年
問
、
何
万
人
も
の
子
ど
も

一
を
診
て
き
た
。
「
子
育
て
相
談
や
、

親
へ
の
手
助
け
は
自
分
の
仕
事
で

は
な
い
」
と
思
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
懸
命
に
育
児
を
す
る
親
た

ち
を
見
続
け
、
や
っ
と
悟
っ
た
。

「
子
ど
も
に
手
厚
い
『
医
療
』
を

施
し
て
い
る
の
は
僕
ち
で
は
な

い
。

子
ど
も
の
幸
せ
の
た
め
に
、

ま
ず
は
親
に
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
と
思
え
る
よ
う
に
な
っ

た
」
。
今
月
、
「
子
育
て
本
」
を

出
版
し
、
頑
張
る
親
に
エl
ル
を

送
る
。
【
田
村
彰
子
】

h一
時

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
9

月
3

日
(
月
)

〔
次
ぺl
ジ
に
関
連
記
事
〕

=丸山博撮影
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〔
前
ぺl
ジ
に
関
連
記
事
〕

とはにできるこ

医
師
に
よ
る
子
育
て
相
談

小
児
科
医

高
橋
孝
雄
・
慶
応
大
教
授

H

丸
山
博
撮
影

夏
休
み
が
終
わ
り
、
新
学
期
が
始
ま
っ
た
。

休
み
明

け
は
、
子
ど
も
の
自
殺
が
1

年
で
一
番
多
い
時
期
で
も

あ
る
。

厳
し
い
社
会
を
生
き
る
子
ど
も
に
、
親
と
し
て

で
き
る
こ
と
は
何
か
。

小
児
科
医
と
し
て
何
万
人
も
の

子
ど
も
た
ち
に
接
し
て
き
た
慶
応
大
医
学
部
教
授
の
高

橋
孝
雄
さ
ん
(
削
)
に
尋
ね
た
。

【田
村
彰
子】

高
橋
さ
ん
は
子
ど
も
の
神
経
機
能

や
知
能
、
心
の
問
題
な
ど
を
扱
う
「
小

児
神
経
」
が
専
門
で
、
て
ん
か
ん
や

発
達
障
害
の
子
ど
も
た
ち
も
多
く
診

て
き
た
。
ま
た
、
日
本
小
児
科
学
会

会
長
を
務
め
て
い
る
。
今
月6
日
に

育
児
を
テl
マ
に
し
た
本
「
小
児
科

医
の
ぼ
く
が
伝
え
た
い
最
高
の
子

育
て
」
を
出
版
す
る
と
聞
き
、
慶
応

大
病
院
を
訪
れ
る
と
、
と
ん
な
事
例

を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

「
生
き
る
と
と
の
で
き
た
、
世
界

で
2

番
目
に
小
さ
い
赤
ち
ゃ
ん
は
2

0
0
6

年
、
乙
の
病
院
で
生
ま
れ
ま

し
た
。
お
週
目
に2
6
5

弓
で
。
元

気
に
育
っ
て
、
も
う
す
ぐ
中
学
生
に

な
る
は
ず
で
す
」

ち
な
み
に
、
世
界
最
小
記
録
は
2

6
0
M
7
0リン
ゴ
l

個
ぐ
ら
い
の
重

さ
だ
。
赤
ち
ゃ
ん
の
生
き
る
力
は
、

ど
と
か
ら
湧
い
て
く
る
の
だ
ろ
う
。

著
書
に
と
う
記
す
。

〈
お
か
あ
さ
ん
の
お
な
か
の
中
で

ゆ
っ
た
り
と
す
ご
し
て
い
る
は
ず

が
、
い
き
な
り
外
に
出
さ
れ
、
点
滴

見守って
ち
は
す
ら
す
ら
と
答
え
る
の
で
す
。

あ
ら
か
じ
め
ネ
ッ
ト
な
ど
で
情
報
を

得
た
上
で
、
子
ど
も
を
よ
く
観
察
し
、

診
断
名
を
想
定
し
て
病
院
に
と
ら
れ

たかはし・たかお 1957年、東京都生まれ。 2014~18年、日本小児神経学会理事
長、 16年から日本小児科学会会長。 2 女 l 男の父。 趣味は、 50歳から始めたラン

ニング。 16年の東京マラソンでは 3 時間 7分の自己ペストタイムを記録した。

慶
応
大
医
学
部
の
教
授
と
い
う

と
、
裕
福
な
家
庭
に
育
ち
、
エ
リ
l

ど
も
の
よ
う
に
泣
い
て
い
ま
し
た
〉

で
も
、
高
橋
さ
ん
の
少
年
時
代
、

母
は
落
ち
込
ん
だ
そ
ぶ
り
を
見
せ
る

と
と
は
な
か
っ
た
。
苦
労
し
た
記
憶

も
な
い
。
「
客
観
的
に
見
て
、
ど
う
考

え
て
も
何
一
つ
楽
し
い
と
と
は
な
か

っ
た
け
れ
ど
、
な
ぜ
か
僕
と
弟
は
そ

れ
な
り
に
幸
せ
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
」

学
校
に
行
け
ば
友
達
が
い
た
か
ら

か
も
し
れ
な
い
し
、
プ
ー
ル
で
少
し

泳
ぎ
が
で
き
た
か
ら
か
も
し
れ
な

い
、
も
し
か
し
た
ら
、
た
だ
空
が
青

か
っ
た
か
ら
だ
け
か
も
し
れ
な
い
|

ー

。
語
る
べ
き
思
い
出
も
な
い
取
る

に
足
ら
な
い
日
常
で
、
十
分
楽
し
か

っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
も
決
し
て
楽

と
は
言
え
な
い
生
活
が
続
い
た
が
、

援
助
し
て
く
れ
た
祖
父
の
死
後
も
学

費
免
除
の
特
待
生
と
し
て
医
学
部
を

卒
業
す
る
と
と
が
で
き
た
。

そ
ん
な
経
験
か
ら
導
き
出
し
た
子

育
て
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
自
豆
同
定

感
」
だ
。
今
の
ま
ま
の
自
分
で
い
い
、

生
ま
れ
て
き
て
良
か
っ
た
、
と
感
じ

る
力
だ
。

「
生
ま
れ
な
が
ら
に
自
己
肯
定
感

が
低
い
子
は
い
ま
せ
ん
。
子
ど
も
が

不
幸
を
実
感
す
る
世
の
中
に
な
っ
て

い
る
と
し
た
ら
、
親
が
実
感
し
て
い

る
不
幸
が
、
子
ど
も
の
心
に
反
映
さ

れ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
」

な
ら
ば
、
学
校
は
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
、
ど
ん
な
意
味
を
持
つ
の
だ

ろ
う
。
「
小
学1
年
生
に
な
る
と
と

は
『
家
庭
と
い
う
胎
児
期
か
ら
の
脱
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親が子ども情報過多の時代

を
つ
な
が
れ
、
痛
い
処
置
に
耐
え
、

そ
れ
で
も
遺
伝
子
の
強
い
支
え
を
借

り
て
、
決
め
ら
れ
た
と
お
り
に
着
々

と
育
っ
て
ゆ
く。
そ
ん
な
奇
跡
の
よ

う
な
物
語
を
た
び
た
び
経
験
し
ま
し

た
〉遺

伝
子
の
シ
ナ
リ
オ
は
両
親
か
ら

受
け
継
ぐ
が
、
そ
ご
に
は
「
余
白
」

が
あ
る
と
い
う。

「
余
白
の
お
か
げ
で『個
性
』
が

育
ま
れ
る
し
、
環
境
や
努
力
に
よ
っ

て
修
正
も
き
き
ま
す。
だ
か
ら
、
細

か
い
ご
と
を
気
に
せ
ず
、
あ
り
の
ま

ま
の
子
ど
も
を
信
じ
て
、
思
い
つ
き

り
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い
」

そ
う
は
い
っ
て
も
、
現
代
の
親
た

ち
は
、
洪
水
の
よ
う
な
情
報
の
中
で
、

子
ど
も
に
最
適
な
も
の
は
何
な
の

か
、
日
々
取
捨
選
摂
の
判
断
を
迫
ら

れ
る
。

診
察
室
で
親
と
向
き
合
う
高

橋
さ
ん
も
、
そ
の
葛
藤
を
肌
で
感
じ

て
い
る。
特
に
わ
が
子
が
自
閉
症
や

注
意
欠
陥
多
動
性
障
害(
A
D
H
D
)

と
い
っ
た
発
達
障
害
で
は
な
い
か
と

感
じ
て
い
る
親
の
悩
み
は
大
き
い

。

ま
た
、
乳
幼
児
健
診
で
発
達
の
遅
れ

を
指
摘
さ
れ
て
病
院
を
訪
れ
る
親
た

ち
も
、
必
死
で
情
報
を
求
め
て
い
る

。

「
例
え
ば
診
察
室
で
の
様
子
か
ら

『自
閉
傾
向
が
あ
る
か
も』と
感
じ
、

そ
の
特
徴
に
つ
い
て
私
が
次
の
よ
う

に
質
問
す
る
と
し
ま
す。
『
目
が
合

い
ま
す
か』
『
ほ
し
い
も
の
の
所
ま

で
お
母
さ
ん
の
手
を
引
い
て
行
き
ま

す
か
』
と
。
す
る
と
、
お
母
さ
ん
た

をままのりあ
る
の
で
す
ね
」

そ
の
よ
う
な
場
合
、
親
が
想
定
し

て
い
る
の
は
「
最
悪
の
ケ
l

ス
」
だ。

し
か
し
、
現
実
に
は
発
達
障
害
で
認

め
ら
れ
る
行
動
を
、
健
康
な
幼
児
が

す
る
と
と
も
多
い。
一
時
期
、
自
に

つ
い
た
行
動
も
成
長
と
共
に
気
に
な

ら
な
く
な
る
こ
と
も
あ
る。
「
で
も
、

お
母
さ
ん
た
ち
は
『取
り
返
し
の
つ

か
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
』

と
ふ
さ
ぎ
込
む。だ
か
ら
僕
は
、『

一

番
悪
い
こ
と
ば
か
り
を
書
き
連
ね
た

ネ
ッ
ト
の
情
報
に
目
を
貸
さ
な
い

で
』
と
お
願
い
し
ま
す。
ど
ん
な
子

ど
も
も
、
自
分
の
存
在
を
認
め
、
温

か
く
見
守
っ
て
く
れ
る
誰
か
が
身
近

に
い
れ
ば
、
力
強
く
育
っ
て
い
く
も

の
で
す
」「

出
来
栄
え」

い
じ
め
、
格
差
、
受
験
:
:
:

。

子

ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
い
の

は
な
ぜ
か。

「
残
念
な
が
ら
、
親
や

社
会
が
子
ど
も
の
『
出
来
栄
え
』
を

問
う
時
代
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
」少

子
化
が
進
み
、
子
ど
も
は
社
会

の
貴
重
な
財
産
だ
と
の
認
識
が
共
有

さ
れ
る
一
方
、
「
と
ん
な
子
ど
も
に

な
れ
る
と
い
い」
「
と
ん
な
人
材
が

医
師
に
よ
る
子
育
て
相
談

ト
コ
l

ス
を
歩
ん
で
き
た
ーー
と
い

う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
イ
メ
ー
ジ
が

浮
か
ん
で
き
そ
う
だ
が
、
そ
う
で
も

な
い
ら
し
い
。
「4
歳
の
時
に
父
を

脳
腫
療
で
亡
く
し
、
-
歳
年
下
の
弟

と
一
緒
に
貧
乏
な
母
子
家
庭
で
育
ち

ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

著
書
に
は

と
う
書
か
れ
て
い
る。

〈
家
族
旅
行
な
ん
て
高
校
に
上
が

る
ま
で
し
た
こ
と
も
な
か
っ
た
し
、

晩
ご
は
ん
の
カ
レl
の
異
は
決
まっ

て
魚
肉
ソ
ー
セ
ージ
だ
け
で
し
た。

(中
略
)母
は
晩
年
、
子
ど
も
の
と
ろ

に
苦
労
さ
せ
た
こ
と
、(祖
父
か
ら
)

教
育
費
と
し
て
渡
さ
れ
た
お
金
を
自

分
の
た
め
に
使
っ

た
と
と
を
後
悔

し
、
泣
い
て
あ
や
まっ
た
と
と
が
あ

り
ま
し
た
。
「ご
め
ん
な
さ
い」と
子

皮
』
と
も
言
え
ま
す。
親
と
離
れ
、

学
校
の
ル
l

ル
に
従
い
、
朝
か
ち
時

間
割
に
そ
っ
て
過
ご
す
。

自
ら
の
意

思
で
何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

る
。

戸
惑
い
は
あ
る
も
の
の
、
子
ど

も
た
ち
は
着
実
に
社
会
へ
の
歩
み
を

進
め
ま
す
」

し
か
し
、
い
じ
め
に
遭
う
子
ど
も

も
い
て
、
自
殺
す
る
子
ど
も
が
絶
え

な
い
。

学
校
で
育
ま
れ
る
は
ず
の
自

己
肯
定
感
が
逆
に傷
つ
け
ち
れ
て
い

る
。

「
子
ど
も
がZ
T校
に
行
き
た

く
な
い
』
『
行
け
な
い』
と
言
っ
た

ら
、
何
ら
か
の
理
由
が
あ
る
は
ず
で

す
。

親
に
は
そ
れ
を
話
し
て
く
れ
な

く
て
も
、
無
理
に
行
か
せ
る
よ
う
な

と
と
は
せ
ず
、
見
守っ
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
」

競
わ
な
い
で

必
要
」
と
育
児
の
到
達
目
標
が
高
く

設
定
さ
れ
て
い
る
と
分
析
す
る

。

あ

お
ら
れ
た
親
た
ち
が
、
不
安
に
な
り

必
死
に
情
報
を
集
め
る
、
と
い
う
悪

循
環
が
続
く。

だ
か
ら
、
「
原
点
に
戻
ろ
う
」
と

高
橋
さ
ん。

「
本
来
、
人
聞
は
赤
ち
ゃ
ん
や
子

ど
も
を
見
た
り
、
接
し
た
り
し
た
ら

『あ
あ
、
か
わ
い
い
な』
と
感
じ
る

も
の
で
す
。

存
在
そ
の
も
の
に
価
値

が
あ
る。
だ
か
ら
、
生
ま
れ
て
き
て

く
れ
た
わ
が
子
の
底
力
を
信
じ
、
成

長
し
て
い
く
姿
を
楽
し
み
に
見
守
る

だ
け
で
い
い。
親
だ
け
で
は
な
く
、

社
会
全
体
に
も
そ
れ
が
求
め
ら
れ
て

い
る
の
で
す
」

毎

日
(
東
京
)
・

夕
刊

2
0
1
8

年
9

月
3

日
(
月
)

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。33 
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医
療
ツ
|
リ
ズ
ム
に
向
け
て

【パ
リ
U

白
石
透
冴
、
バ
ン
コ
ク
H

岸
本
ま
り
み】
圏
外
を
医
療
目
的一発
達
に
よ
り
、
タ
イ
な
ど
新
興
国
渡
航
の
人
気
が
高
ま
る
。
各
国
で
査
証

で
訪
れ
る
「
医
療
ツ
1
リ
ズ
ム
」
の
市
場
が
世
界
で
急
拡
大
し
て
い
る
。

一
(
ピ
ザ
)
要
件
を
緩
め
る
な
ど
需
要
取
り
込
み
の
競
争
も
激
し
い
一
方
で
、

主
要
国
の
高
齢
化
や
格
安
航
空
会
社(L
C
C
)な
ど
安
い
交
通
手
段
の
一
地
元
市
民
の
医
療
が
後
回
し
に
な
る
と
の
批
判
も
出
て
い
る
。

ズム医察ツーリ
世界で急拡大

米
プ
ラ
イ
ス
ウ
ォ
ー
タ
ー

ハ
ウ
ス
ク
1
パ
!
ス
(
P
W

C
)
が
2
0
1
8
年
に
明
ら

か
に
し
た
調
査
に
よ
る
と
、

医
療
ツl
リ
ズ
ム
の
世
界
市

場
は
同
年
時
点
で
6
8
1
億

ド
ル
(
約
7兆6
千
億
円
)
だ

っ
た
と
い
う
。
引
年
ま
で
年

率
目
%
で
成
長
が
続
く
と
試

算
し
て
い
る
。

同
年
は
世
界
で
約
1
4
0

0
万
人
が
移
動
し
た
と
み
ら

れ
、
訪
問
先
は
タ
イ
、
メ
キ

シ
コ
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
新
興

国
が
人
気
だ
。
医
療
レ
ベ
ル

が
比
較
的
高
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
物
価
が
安
い
た
め
。

治
療
費
を
含
め
た
旅
費
は
1

人
あ
た
り
約
3
千
1
1
万
ド
ル

で
、
通
常
の
観
光
よ
り
多
い

傾
向
に
あ
る
。

市
場
拡
大
の
背
景
に
は
高

齢
化
が
あ
る
。
日
年
に
4
人

に
1
人
が
邸
歳
以
上
と
な
る

中
国
な
ど
が
需
要
を
け
ん
引

す
る
。
ま
た
国
内
線
で
成
長

し
た
L
C
C

が
国
際
線
に
も

高齢化・LCC追い風
広
が
り
、
移
動
が
手
軽
に
な

っ
て
い
る
。

誘
致
合
戦
も
過
熱
す
る
。

タ
イ
は
「
ア
ジ
ア
の
医
療
ハ

プ
」
構
想
を
打
ち
出
し
、
官

民
で
取
り
組
ん
で
き
た
。
調

査
会
社
に
よ
る
と
、
打
年
に

医
療
ツl
リ
ズ
ム
で
訪
れ
た

人
は
の
べ
3
3
0
万
人
と
世

界
ト
ッ
プ
の
も
よ
う
だ
。
同

年
に
は
4
%
増
の
同
3
4
2

万
人
の
見
込
み
だ
。

タ
イ
政
府
は
口
年
、
治
療

目
的
の
観
光
客
向
け
に
査
証 (

ピ
ザ
)
の
滞
在
許
可
期
間

を
延
長
し
た
。
中
国
な
ど
周

辺
5

カ
国
か
ら
の
観
光
客
は

そ
れ
ま
で
よ
り
最
大
市
日
長

い
叩
日
滞
在
で
き
る
よ
う
に

し
た
。
バ
ン
コ
ク
が
拠
点
の

富
裕
層
向
け
私
立
病
院
は
ホ

テ
ル
並
み
と
評
さ
れ
る
豪
華

な
設
備
を
整
え
、
呼
び
込
み

に
躍
起
だ
。

近
年
台
頭
す
る
の
が
イ
ン

ド
で
、
訪
問
者
は
げ
年
に
約

。
万5
千
人
と
同
年
の
2・

1
倍
に
増
え
た
。
医
療
機
器

注意点

。言葉が分からな

い国では意思の

疎通がしにくい

。 薬剤の品質が確

かでない

。手術後の飛行機

利用は血栓の危

険がある

医療ツーリズムの利点、と注意点、

占手Ij

(注)注意点は米疾病予防管理センタ

ーのホームページを参考に作成

医療ツーリズムの世界市場は
急拡大している

1400 r 億 ドル

1200 

1000 

や
医
師
が
優
れ
て
い
る
割
に

費
用
が
安
い
の
が
一
因
で
、

手
術
費
は
先
進
国
の
2
割
で

済
む
例
も
あ
る
と
い
う
。
医

療
レ
ベ
ル
が
不
十
分
な
近
隣

や
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
ほ
か
、

イ
ン
ド
の
伝
統
医
学
「
ア
|

ユ
ル
ベl
ダ
」
を
目
的
に
し

た
欧
米
や
中
東
の
訪
問
者
も

多
い
。

イ
ン
ド
政
府
は
医
療
人
材

の
ス
キ
ル
を
高
め
る
研
修

ゃ
、
外
部
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
補
助
金
を

出
し
て
い
る
。
病
院
最
大
手

ア
ポ
ロ
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
ズ
は

英
語
や
ヒ
ン
デ
ィl
語
な
ど

が
話
せ
な
い
患
者
の
た
め
に

通
訳
を
置
き
、
母
国
か
ら
付

き
添
う
家
族
の
た
め
に
宿
泊

先
を
探
す
と
い
っ
た
手
厚
い

対
応
を
し
て
い
る
。

800 

600 

400 

200 

2016年 21

(注 l PwCパートナーのティム・ウィルソン氏調べ

。

中
東
か
ら
の
旅
行
者
が
多

い
の
が
ト
ル
コ
だ
。

地
元
メ

デ
ィ
ア
に
よ
る
と
医
療
目
的

の
訪
問
者
は
叩
年
間
で
急
増

し
、
打
年
に
約
叩
万
人
が
訪

れ
た
。

人
気
の
一
つ
が
男
性
向
け

植
毛
で
、
年
叩
万
人
以
上
が

治
療
を
受
け
る
。
予
約
ま
で

の
日
に
ち
の
短
縮
や
通
訳
の

手
配
な
ど
を
官
民
で
進
め
て

お
り
、
同
年
に
は
外
国
人
の

治
療
費
の
一
部
を
付
加
価
値

税
(
V
A
T
)の
対
象
外
と

し
た
。

欧
州
で
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
や

ル
ー
マ
ニ
ア
な
ど
東
欧
の
人

気
が
伸
び
て
い
る
。
メ
キ
シ

コ
も
、
医
療
費
が
高
く
な
り

が
ち
な
米
国
の
旅
行
者
を
多

く
受
け
入
れ
る
。

一
方
で
問
題
点
も
指
摘
さ

れ
る。
米
国
の
疾
病
予
防
管

理
セ
ン
ター
は
言
葉
が
分
か

ら
な
い
国
で
の
治
療
、
品
質

が
分
か
ら
な
い
薬
剤
に
危
険

が
伴
う
と
指
摘
す
る

。

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
口
年
、
マ

レ
ー
シ
ア
で
脂
肪
吸
引
な
ど

を
受
け
た
男
性
が
帰
国
後
に

死
亡
し
た
と
報
じ
ら
れ
た
。

た
と
え
ば
イ
ン
ド
で
は
医

師
や
病
床
数
が
足
り
ず
、
低

所
得
者
層
や
農
村
部
に
は
十

分
な
医
療
サー
ビ
ス
が行
き

渡
っ
て
い
な
い。
こ
う
し
た

国
民
が
置
き
去
り
に
さ
れ
る

中
、
国
外
の
高
所
得
者
が
思

恵
を
受
け
る
医
療
ツ
l

リ
ズ

ム
を
批
判
的
に
み
て
い
る
個

人
も
い
る
。

日
本
政
府
も
医
療
ツ
1
リ

ズ
ム
を
成
長
分
野
と
位
置
づ

け
、
巻
き
返
し
を
ね
ら
う
。

た
だ
、
凶
年
の
医
療
滞
在
ピ

ザ
発
行
は
1
3
0
7
件
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
海
外
で
の

認
知
度
が
乏
し
い
う
え
、
新

興
・

途
上
国
と
比
べ
て
コ
ス

ト
が
高
い
点
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
原
因
と
み
ら
れ
る
。

34 

。高度な‘治療が受

けられる

。自国で認可され

ていない治療が

受けられる

。 治療費が安い

。予約から診察ま

でが短い

日
本
経
済
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
間
月
辺
日
(
月
)



腕と安全管理総集版 2019 年 1 号

く電

業
員
を
合
む
)
は
年
1
2
9

万
人
と
、
両
病
院
の
合
計
の

1

・
7

倍
を
目
指
す
。

建
て
、
総
延
べ
床
面
積
5

万
患
者
側
の
利
便
性
重
視
を

3

千
平
方
針
の
ピ
ル
を
建
設
打
ち
出
す
。

通
常
は
患
者
が

す
る
。

却
年8
月
ご
ろ
に
着
医
者
の
席
へ
行
く
が
、
動
く

工
し
、
m
年
叩
月
ご
ろ
の
完
の
が
難
し
い
患
者
の
元
へ
医

成
を
目
指
す
。
者
が
動
く
設
計
や
診
療
シ
ス

北
側
と
南
側
の
低
層
部
に
テ
ム
を
計
画
し
て
い
る

。

I

診
療
機
能
、
南
側
の
中
高
層C
T
(情
報
通
信
技
術
)
を

部
に
病
床
を
設
け
る
。

3
2

活
用
し
、
待
ち
時
間
の
確
認

7

床
の
医
誠
会
病
院
(
東
淀
な
ど
が
し
や
す
い
仕
組
み
も

川
区
)
と2
3
3

床
の
城
東
検
討
す
る。

中
央
病
院
(
城
東
区
)
を
統
南
側
の
最
上
階
に
、
医
療

合
し
、5
6
0

床
を
確
保
す
ツ
l

リ
ズ
ム
の
拠
点
も
設
け

る
。

新
病
院
の
来
院
者
(
従
る
予
定
。

既
存
病
院
で
腎
臓

の
機
能
を
補
う
人
工
透
析
の

医
療
ツl
リ
ズ
ム
は
実
施
し

て
い
る
が
、
よ
り
多
い診療

斜
に
広
げ
る。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し

て
「5
6
0

床
す
べ
て
を
個

室
に
し
て
、
医
療
ツ
l

リ
ズ

ム
に
対
応
し
た
病
床
に
す

る
」
(谷
幸
治
理
事
長
)
の

が
目
標。
実
現
す
れ
ば
大
規

模
病
床
が
す
べ
て
個
室
と
い

う
珍
し
い
ケ
l

ス
に
な
る。

市
の
コ
ンペ
で
は
、
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
が
条
件
だ
っ

た
。

同
グ
ル
ー
プ
が
提
案
し
た

の
が
、
文
化
施
設
で
北
側
の

建
物
内
に2
つ
の
ホ
ー
ル
を

設
け
る
。
観
客
席
1
5
0
1

2
0
0

席
の
ホ
!
ル
で
は
演

に
ぎ
わ
い
創
出
/

海
外
患
者
に
も
的

大
阪
市
北
区
扇
町
に
、
文
化
施
設
を
併
設
し
た

病
院
が2
0
2
2

年
度
に
誕
生
す
る
。
市
水
道
局

の
庁
舎
跡
地
を
医
療
法
人
の
医
誠
会
(
大
阪
市
)
、

不
動
産
大
手
の
ヒ
ュlリ
ッ
ク
な
ど
の
グ
ル
ー
プ

が
再
開
発
す
る
。
同
法
人
の
2

つ
の
病
院
を
移
転

統
合
し
た
新
病
院
に
演
劇
や
映
画
を
楽
し
め
る
大

小
の
ホ1
ル
が
入
る
。
海
外
か
ら
患
者
を
受
け
入

れ
る
医
療
ツ1
リ
ズ
ム
も
予
定
す
る
。
梅
田
の
繁

華
街
に
近
い
扇
町
の
集
客
力
向
上
に
つ
な
が
り
そ

う
だ
。国岨週開

場
。十
三丹6
日ムζ

市
水
道
局
の
再
開
発
事
業

コ
ン
ペ
(
敷
地
面
積
は
9
1

5
4

平
方
針
)
に
同
グ
ル
ー

プ
の
み
が
応
募
し
、
開
発
事

業
者
に
決
ま
っ
た。
ヒ
ュ
l

リ
ッ
ク
が
庁
舎
跡
地
を
即
億

円
で
購
入
し
、
医
誠
会
に
賃

貸
す
る
。
購
入
額
は
市
の
予

定
額
を
日
億
円
強
上
回
っ

た
。敷

地
は
南
北
に
分
か
れ
て

い
る
。

道
路
に
面
し
た
北
側

に
8

階
建
て
、
南
側
に
日
階

大
型
病
院
に

軍~~ir函!!l3忌lW忌Hfi'iヨ.沼

任事

一医療ツー
リ ズム

tカフェキッチンスタジオ

一般病棟

医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
向
け
て

今
回
の
再
開
発
の
大
き
な
特

徴
は
、
民
間
資
金
で
文
化
施
設

を
整
備
す
る
こ
と
だ
。
同
施
設

の
運
営
は
劇
場
の
計
画
・

運
営

会
社
、
シ
ア
タ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
(
東
京・渋
谷
)
が
担
当
す

る
。
渋
谷
の
「
ヒ
カ
リ
エ
ホ
ー

ル
」
な
ど
の
運
営
実
績
が
あ
る
。

伊
東
正
示
社
長
は
「
座
席
数

が
少
な
い
小
さ
な
劇
場
は
新
人

を
育
て
て
い
く
活
動
の
場
と
し

て
適
正
な
規
模。
い
ず
れ
主
役

を
は
れ
る
役
者
を
育
て
た
い
」

と
意
気
込
む。

か
つ
て
扇
町
に
は
、
小
劇
場

「
扇
町
ミ
ュl
ジ
ア
ム
ス
ク
エ

ア
」
が
あ
っ
た。
俳
優
の
古
田

新
太
ら
が
所
属
す
る
「
劇
団
交

新
感
線
」
な
ど
が
育
っ
た
。

伊

東
氏
は
新
人
の
登
竜
門
の
場
を

再
び
つ
く
る
考
え
だ
。

「C
O

キ
ュ
ー
ブ
」
と
い
う

箱
を
積
み
重
ね
た
よ
う
な
デ
ザ

イ
ン
の
小
部
屋
の
集
合
体
に
は

子
供
向
け
英
語
教
育
施
設
や
シ

ョ
ッ
プ
、
役
者
の
稽
古
の
光
景

を
見
れ
る
稽
古
場
な
ど
に
貸
し

出
す。医

誠
会
の
谷
幸
治
理
事
長
は

「劇
場
で
の
感
動
は
認
知
症
の

防
止
に
も
役
立
つ。
診
療
ま
で

の
待
ち
時
間
を
劇
場
や
シ
ョ
ッ

プ
で
過
ご
し
て
ほ
し
い
」
と
文

化
施
設
の
医
療へ
の
効
果
に
期

待
す
る。

医
誠
会
は
新
病
院
の屋上
で

ミ
ツ
バ
チ
を
飼
育
。

蜂
蜜
を
使

う
カ
フ
ェ
や
料
理
教
室
な
ど
が

開
け
る
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
も

設
け
る

。

集
客
、
商
業
施
設
が

多
い
北
区
の
中
で
も
に
ぎ
わ
い

が
乏
し
い
扇
町
エ
リ
ア
の
活
性

化
が
期
待
さ
れ
る
。(

清水
英
徳
)

劇
や
講
演
会
、m
i
l
o
o

席
で
は
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ

テ
ィ

(V
R
)や
映
画
上
映

の
活
用
を
想
定
す
る
。

箱
を
積
み
重
ね
る
よ
う
な

設
計
で
叩
程
度
の
小
部
屋
を

近
く
に
設
け
る。
物
販
や
展

示
、
稽
古
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
に
貸
し
出
す
。

子
供

向
け
の
英
語
教
育
施
設
も
設

け
る
。

文
化
施
設
は
患
者
に
も
利

用
し
て
も
ら
う。
受
付
か
ら

ン、-

病院側「認知症予防も期待」

かつての小劇場イメ

診
療
ま
で
の
空
き
時
闘
を
利

用
し
、
劇
場
の
見
学
や
シ
ョ

ッ
プ
で
過
ご
す
な
ど
の
利
用

を
想
定
す
る。

医
誠
会
は
愛
知
県
か
ら
岡

山
県
ま
で
の9
病
院
と6
診

療
所
、
介
護
事
業
会
社
な
ど

か
ら
な
る
「
ホ
ロ
ニ
ク
ス
グ

ル
ー
プ
」
を
形
成
す
る
。
新

病
院
は
都
心
の
立
地
を
生
か

し
て
休
日
の診
療
拡
大
を
検

討
す
る。
こ
の
ほ
か
、
リ
ハ

ビ
リ
施
設
よ
り
も
広
い
概
念

35 

の
患
者
向
け
フ
ィッ
ト
ネ
ス

ク
ラ
ブ
も設
け
る
。

市
水
道
局扇
町
庁
舎
は
日

年
に
解
体
さ
れ
た。
マ
ン
シ

ョ
ン
用
地
で
売
却
す
る
こ
と

も
可
能
だ
っ
た
が
、
市
が
に

ぎ
わ
い
施
設
の
開
設
を
追
求

し
て
い
た。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ゆ
月
5

日
(
金
)
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医
療
ツ
l

リ
ズ
ム
に
向
け
て

東京医耕歯制大

人に寄り添いあらゆる手配
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
が

4

月
、
救

命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
運
ば
れ
て
き
た

。

脳
神

経
外
税
で
異
常
が
見
つ
か
る
と
、
患
者
は
パ

ニ
ッ
ク
状
態
に
。

す
ぐ
通
訳
を
手
配
し
、
症

状
と
治
療
方
針
を
こ
ま
や
か
に
説
明

。

入
院

費
を
含
め
、
数
百
万
円
か
か
る
こ
と
も
伝
え

た
。

母
国
に
い
る
家
族
、
東
京
の
大
使
館
な

ど
へ
の
連
絡
、
支
払
い
方
法
の
決
定

:
:
・
。

調
整
を
一
手
に
引
き
受
け
、
治
療
と
帰
国
の

環
境
を
整
え
て
い
っ
た
。

こ
の
人
は
、
外
国
人
を
専
門
に
ケ
ア
す
る

医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タl。

東
京
医
制
歯
税

大
学
医
学
部
付
属
病
院
が
こ
の
春
、
国
際
医

療
部
を
新
設
し
た
の
に
伴
い
、
前
職
場
か
ら

移
籍
し
た。

医
療
の
知
識
を
持
つ
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
言
語
や
宗
教
、
習
慣
の
違
い
な
ど
を
理

解
し
た
う
え
で
、
患
者
そ
れ
ぞ
れ
の
状
視
を

つ
か
み
、
必
要
な
情
報
を
患
者
や
家
族
ら
に

伝
え
る。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
医
師
や
看
護

師
た
ち
は
、
治
療
に
専
念
で
き
る

。

初
代
前
半
ま
で
は
、
外
国
に
興
味
を
持
ち

つ
つ
も
「
ふ
ら
ふ
ら
と
過
ご
し
て
い
た
」

。

航
空
会
社
に
勤
め
、
業
務
に
習
熟
し
た
が
、

一念
発
起。
看
護
師
と
し
て
海
外
で
働
く
こ

と
を
志
し
、
お
歳
で
看
護
学
生
に

。

在
学

中
、
国
連パ
レ
ス
チ
ナ
難
民
救
済
事
業
機
関

(
U
N
R
W
A
)のイ
ン
タ
ー
ン
と
し
て、

ヨ
ル
ダ
ン
のパ
レ
ス
チ
ナ
難
民
キ
ャ
ン
プ
を

訪
れ
た。

滞
在
中
、
通
訳
と
し
て
励
ま
し
て
く
れ
た

の
は
、

キ
ャ
ン
プ
出
身
の
看護
師
長
イ
テ
ィ

36 新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。
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a圃・E
医
療
ツ
l

リ
ズ
ム
に
向
け
て

「看護の統合と実践実習J のーコマ=東京都文京区の

外国
あかね

茜さん (36歳)

「看護師の卵」たちに、外国人患者に対応する時のノウハウを伝える。

ふたみ

二見医療コーテ‘ィネーター

ダ
l

ル
さ
ん
だ
っ
た。

「
過
酷
な
場
所
で
全

力
を
尽
く
す
彼
女
は
ス
テ
キ
で
し
た
。

大
き

な
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
」

帰
国
後
、
難
民
支
援
協
会
(
墓
京
)
が
開

く
「
難
民
ア
シ
ス
タ
ン
ト
養
成
講
座
」
を
受

け
、
日
本
国
内
に
も
難
民
が
い
る
こ
と
を
知

る
。

勤
め
て
い
た
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
で
、
看
護
部
長
に
呼
ば
れ
、
新
設
さ
れ

る
国
際
診
療
部
で
の
仕
事
を
打
診
さ
れ
た
の

は
看
護
師2
年
目
の
冬
だ
っ
た。

「
看
護
師
は
た
く
さ
ん
い
る
け
ど
、
あ
な

た
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
」
と
い
う
先
輩
の

言
葉
に
も
励
ま
さ
れ
、
様
々
な
外
国
人
に
寄

り
添
い
、
あ
ら
ゆ
る
手
配
を
行
う
。

先
遣
と

言
え
る
人
が
わ
ず
か
と
い
う
中
、
試
行
錯
誤

も
あ
る
。

そ
れ
で
も
「
今
ま
で
や
っ
て
き
た

佐
事
や
経
験
が
全
部
つ
な
が
っ
て
い
ま
す

。

だ
か
ら
こ
れ
は
天
職
」
と
言
う
。

国
の
統
計
に
よ
る
と
、
2
0
1
7

年
の
訪

日
外
国
人
は
約28
7
0

万
人
と
、
過
去
最

高
を
記
録。
う
ち
約
6
%
が
、
滞
在
中
に
け

が
や
病
気
を
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る

。

地
方

で
も
多
く
の
外
国
人
を
見
か
け
る
い
ま
、
こ

う
し
た
人
た
ち
が
医
療
を
求
め
る
の
は
も

う
、
大
都
市
圏
に
限
ら
な
く
な
っ
て
い
る

。

だ
か
ら
こ
そ
、
各
地
に
赴
く
看
護
師
や
医

師
の
卵
に
知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
授
す
る
。

研
修
で
は
こ
う
強
調
す
る
。

「
外
国
人
患
者

へ
の
対
応
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
り
ま
せ
ん

。

常
に
目
の
前
の
患
者
さ
ん
が
教
判
明
書
で
す
」

文
・
写
真
鬼
室
禦

朝

日

(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
1

日
(
土
)

〔
次
ぺl
ジ
に
関
連
記
事
〕

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。37 
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〔
前
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
〕

J右外支シプーをいただいた」

-
見

|
|
外
国
人
患
者
が
増
え
、

医
療
関
係
者
も
戸
惑
う
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
?

言
葉
に
加
え
て
文
他
、
宗
教

の
違
い
も
あ
り
、
理
解
と
配
慮

が
な
か
な
か
追
い
つ
い
て
い
ま

せ
ん。

全
国
的
な
傾
向
だ
と
思

い
ま
す
。
一言
葉
が
通
じ
な
い

と
、
診
療
に
影
響
し
て
、
時
間

も
長
く
か
か
り
ま
す

。

ー

ー
や
は
り
言
葉
の
壁
は
高

い
の
で
す
ね
。

診
察
内
容
や
検
査
結
果
が
き

ち
ん
と
患
者
に
伝
わ
ら
な
い

と
、
治
療
へ
の
同
意
と
協
力
が

得
に
く
く
、
結
果
と
し
て
治
療

が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る

の
で
、
医
療
通
訳
は
欠
か
せ
ま

せ
ん。
患
者
さ
ん
が
も
し
母
国

語
で
説
明
を
受
け
ら
れ
れ
ば
、

安
心
で
き
ま
す
よ
ね

。

|
|
家
族
や
友
人
に
日
本
語

が
で
き
る
人
が
い
れ
ば
、
通
訳

し
て
も
ら
う
し
か
な
い
?

そ
れ
は
危
険
で
す。
医
療
用

語
を
正
確
に
理
解
で
き
る
人
は

少
な
く
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に

な
る
か
も
し
れ
な
い。

文
化
に

よ
っ
て
は
、
重
篤
な
病
状
を
患

医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
向
け
て

茜
さ
ん
医
療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
l

.. 

医療ツーリズムを仲介する中国の会社の幹部に、人間ドックの設備やシステムを説明する。 r来年、この病
院には多くの中国人が来るでしょう」と笑顔を向けられた=東京都文京区の東京医耕歯制大医学部付属病院

く
れ
て
、
感
動
し
ま
し
た
。

|
|

外
国
人
は
こ
れ
か
ら
も

増
え
そ
う
で
す。

2
0
2
0

年
の
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ビ
ッ
グ
に
向
目
て
、

こ
れ
か
ら
が
正
念
場
で
あ
り
、

チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す。
医

療
ツ
l

リ
ズ
ム
の
一
環
と
し
て

人
間
ド
ッ
ク
や
治
療
を
受
け
に

来
る
人
た
ち
も
増
え
て
い
ま

す
。

外
国
人
患
者
を
ケ
ア
す
る

に
は
、
各
地
で
「
多
文
化
対
応

能
力
」
の
あ
る
医
師
や
歯
税
医

師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
、
救
急

救
命
士
な
ど
を
育
て
る
必
要
が

あ
り
ま
す。

ー

l

多
文
化
対
応
能
力
?

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
頼
ら
ず
、
一

人
ひ
と
り
の
患
者
さ
ん
が
大
切

に
し
て
い
る
文
化
や
価
値
観
を

守
り
な
が
ら
、
適
切
な
治
療
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
環
境
を
整

え
る
能
力
で
す。

同
じ
国
籍
、
同
じ
宗
教
と
い

っ
て
も
、
十
把
一
絡
げ
に
は
で

き
ま
せ
ん。
一
人
ひ
と
り
が
異

な
る
人
生
の
持
ち
主
で
す
。

そ

れ
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
な
が

ら
も
、
臨
機
応
変
に
一
人
ひ
と

り
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん。

こ
の
住
事
の
だ
い
ご
昧

で
あ
り
、
最
も
難
し
い
点
で
も

あ
り
ま
す。

38 新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。
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の国の患者さんから手紙「多く

者
本
人
に
伝
え
る
の
を
控
え
ま

す
。

ま
た
、
医
師
は
地
位
が
高

く
、
質
問
し
て
は
い
け
な
い
と

思
う
人
も
い
ま
す。
守
秘
義
務

や
死
亡
宣
告
な
ど
、
倫
理
観
が

問
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
え
る
の

で
、
通
訳
は
訓
練
を
受
け
た
専

門
家
に
依
頼
す
べ
き
で
す
。
医

療
通
訳
は
ト
ラ
ブ
ル
や
訴
訟
の

リ
ス
ク
か
ら
、
医
療
関
係
者
を

守
る
存
在
で
も
あ
り
ま
す

。

|
|
二
見
さ
ん
の
病
院
で
は

ど
の
よ
う
な
態
勢
に
?

英
語
と
中
国
語
が
で
き
る
ス

タ
ッ
フ
が
い
る
の
に
加
え
、
ベ

ト
ナ
ム
語
、
タ
ガ
ロ
グ
語
、
ネ

パ
1

ル
語
な
ど
叩
言
語
の
ビ
デ

オ
通
訳
に
対
応
し
た
医
療
通
訳

会
社
と
提
携
し
て
い
ま
す
。

支
払
い
も
確
認

|
|
宗
教
、
文
化
、
習
慣
の

違
い
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

食
材
や
薬
が
一
例
で
す
。
海

外
で
は
、
多
く
の
人
が
様
々
な

形
で
宗
教
を
信
じ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
豚
や
ア
ル
コ
ー
ル
の

エ
キ
ス
を
摂
取
し
な
い
宗
教
の

信
者
に
対
し
て
は
、
点
滴
な
ど

の
際
、
豚
由
来
の
成
分
が
入
っ

た
ヘ
パ
リ
ン
と
い
う
薬
を
使
う

の
も
慎
重
に
な
り
ま
す
。

患
者

ご
と
に
確
認
し
ま
す
。

ま
た
、
患
者
が
死
亡
し
た
場

合
の
作
法
や
、
そ
の
揚
を
取
り

繕
う
た
め
の
笑
顔
が
礼
を
失
す

る
揚
合
も
あ
る
な
ど
、
知
っ
て

お
き
た
い
習
慣
も
多
い
で
す
。

|
|
医
療
費
を
払
わ
な
い
外

国
人
観
光
客
が
い
る
た
め
、
政

府
も
対
策
に
乗
り
出
し
ま
し

た
治
療
で
一
命
を
と
り
留
め
た

観
光
客
が
帰
国
し
、
多
額
の
未

収
金
が
残
っ
た
、
と
い
う
ケ
ー

ス
な
ど
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

海
外
で
は
、
医
療
費
は
前
払
い

と
い
う
国
が
多
い。
そ
れ
が
日

本
と
の
違
い
で
す。
金
額
が
分

か
ら
な
い
と
患
者
は
不
安
に
な

る
の
で
、
早
め
に
お
お
よ
そ
の

金
額
を
知
ら
せ
、
支
払
い
方
法

を
確
認
し
ま
す。

治
療
後
、
時
聞
が
経
つ
ほ

ど
、
支
払
い
が
滞
る
傾
向
が
あ

り
ま
す。

現
金
や
保
険
加
入
が

な
く
て
も
、
ど
う
す
れ
ば
未
収

に
な
ら
ず
に
済
む
か
、
最
後
ま

で
諦
め
ま
せ
ん。

パ
イ
オ
ニ
ア
に

|

|
試
行
錯
誤
に
疲
れ
る
こ

と
は
な
い
の
で
す
か。

報
わ
れ
る
瞬
間
が
い
く
つ
も

あ
り
ま
す。
ド
イ
ツ
、
ス
リ
ラ

ン
カ
、
中
園
、
ス
ペ
イ
ン
、
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
な
ど
、
多
く
の

国
の
患
者
さ
ん
か
ら
お
礼
の
手

紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

日
本
ヘ
出
張
中
に
急
病
に
な

り
、
治
療
を
受
け
た
台
湾
の
音

楽
家
は
、
再
来
日
の
時
に
教
え

子
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
、
思
返

し
の
演
奏
会
を
院
内
で
開
い
て

*1982年、横浜市生まれ。

女米海軍横須賀基地に近い神奈川

県逗子市で育つ。

女2008年、全日空を退社し、海外

で働く国際看護師を志す。

女09年、聖母大学看護学部 (現上

智大学総合人関税学部) に入

学。 在学中に、国連パレスチナ

難民救済事業機関 ( UNRW

A) のインターンとして、ヨル

ダンのパレスチナ難民キャンプ

に赴き、キャンプ内でのドメス

ティックバイオレンス (DV )

などを調査

する=写真

左。

*13年、国立

研究開発法

人国立国際

医療研究センターに、看護師と

して入職。 15年には国際診療部

の開設に携わり、外国人の患者

をサポ}トする医療コーディネ

ーターに。

安東京外国語大学で、 社会人向け

の医療通訳講座に通うなどし

て、知識を深める。

*18年 4 月、東京医税歯制大医学
部付属病院に移籍。

町ブロフィル

医
療
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
向
け
て

|
|

経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
伝

授
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
ね
。

東
京
医
剃
歯
税
大
で
は
国
際

看
護
学
の
授
業
に
加
え
、
9

月

か
ら
は
「
医
師
の
卵
」
た
ち
に

も
講
義
を
し
ま
す
。

私
の
場
合
は
、
航
空
会
社
で

得
た
知
識
、
看
護
師
の
経
験
、

難
民
を
ケ
ア
し
た
こ
と
な
ど
、

す
べ
て
を
生
か
す
こ
と
が
で
き

て
い
る
の
で
、
こ
の
分
野
の
パ

イ
オ
ニ
ア
を
目
指
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す。

一
方
で
、
日
本
の
遅
れ
も
痛

感
し
ま
す。
例
え
ば
、
カ
ナ
ダ

で
は
1
8
0

も
の
言
語
に
対
応

す
る
病
院
が
あ
っ
た
り
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タl
自
身
が
多
国
籍

だ
っ
た
り
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
出
会
っ
た
医
療
通
訳
は
元
難

民
の
男
性
で
し
た。
努
力
の
末

に
、
支
え
ら
れ
る
立
場
か
ら
支

え
る
立
場
に
なっ
た
方
で
す。

日
本
で
も
、
多
様
な
背
景
を

持
つ
人
た
ち
が
医
療
分
野
で
活

躍
し
て
ほ
し
い。
そ
の
た
め
に

で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
尽
力

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
1

日
(
土
)

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。39 
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ョ鐘圏三陸連匡望主佳三

帝王切開日本初

江
戸
・

明
治
の
医
療

蘭
学
医
2

人
、
母
体
救
う
埼
玉

医
学
書
を
頼
り
に
母
親
の
命
残
さ
れ
て
い
る
記
録
に
よ

を
救
っ
た
。
今
で
は
妊
婦
の
る
と
、
帝
王
切
開
を
受
け
た

5

人
に
1

人
が
受
け
る
帝
王
の
は
当
時
初
代
だ
っ
た
本
橋

切
開
の
草
分
け。
現
地
に
は
み
と
さ
ん
。18
5
2

年
(
嘉

記
念
碑
が
建
て
ら
れ
、
今
も
永
5

年
)
6
月
、
胎
内
で
死

安
産
を
暦
つ
人
が
訪
れ
る
。
亡
し
た
子
ど
も
が
出
て
こ

ず
、
危
険
な
状
態
に
な

っ
た
。
地
元
の
伊
古
田

範
坦
と
阿
部
均
平
の
両

医
師
は
「
こ
の
ま
ま
死

を
待
つ
よ
り
は
、
手
術

を
や
っ
て
み
て
助
か
れ

ば
債
倖
(
ぎ
ょ
う
こ
う
)

だ
」
と
、
帝
王
切
開
を

決
断
し
た
。

オ
ラ
ン
ダ
の
産
科
書

の
翻
訳
書
を
参
考
に
開

腹
し
て
胎
児
を
取
り
出

し
、
手
術
は
約1
時
間

で
終
わ
っ
た。
術
後
の

感
染
症
な
ど
に
苦
し
ん

だ
が
、
約2
カ
月
後
に

鎖
国
下
の
江
戸
時
代
、
日

本
初
と
さ
れ
る
帝
王
切
開
手

術
が
、
現
在
の
埼
玉
県
飯
能

市
で
行
わ
れ
た
。
麻
酔
や
消

毒
法
が
来
発
達
な
時
代
に
、

2

人
の
医
師
が
オ
ラ
ン
ダ
の

「
本
邦
帝
王
切
開
術

発
祥
の
地
」
記
念
碑

の
伊
吉
田
純
道
医
師

(
右
)
と
岡
部
均
平

医
師
の
肖
像
l

埼
玉

県
飯
能
市

は
回
復
し
、ω
歳
近
く
ま
で

生
き
た
と
い
う。

こ
の
手
術
は
圏
内
で
体
系

的
に
広
が
る
こ
と
は
な
か
っ

た
が
、
日
本
医
史
学
会
理
事

長
の
坂
井
建
雄・
順
天
堂
大

教
授
は
「
麻
酔
、
消
毒
の
技

術
が
十
分
で
な
い
中
、
西
洋

で
も
母
体
の
死
亡
率
が
高
か

っ
た
手
術
で
生
存
に
導
い

た
。
奇
跡
的
で
、
当
時
の
日

本
の
医
師
が
い
か
に
よ
く
勉

強
を
し
て
い
た
か
を
示
し
て

い
る
」
と
話
す
。

本
橋
家
に
は
、
手
術
が
行

わ
れ
た
部
屋が
今
も
残
っ
て

い
る
。

こ
の
家
に
暮
ら
す
子

孫
の
本
橋
和
夫
さ
ん(侃
)
は

「
す
ご
い
こ
と
。
子
孫
は
み

な
長
命
で
、
み
と
の
生
命
力

が
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
か

な
」
と
語
る。

敷
地
に
は1
9
8
7

年
、

同
学
会
な
ど
が
「
本
邦
帝
王

切
開
術
発
祥
の
地」と
の
記

念
碑
を
建立
。
安
産
を
願
い
、

手
を
合
わ
せ
に
訪
れ
る
人
が

絶
え
な
い
と
い
う。〈

共
同
通
信
)
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2
0
1
8

年
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(
水
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藩医も養成図鑑編さん、

水
戸
藩
の
本
草
学
者
で
図
鑑「山
海
庶
品」
を
編
さ
ん
し
、
藩
医
を
育
て

た
佐
藤
中
陵
(1
7
6
2
1
1
8
4
8

年
)の
功
績
を
学
ぶ
講
演
会
が
9

月
初

日
、
水
戸
市
小
吹
町
の
市
植
物
公
園
で
あ
り
、
元
岡
市
立
博
物
館
長
の
玉
川

里
子
さ
ん
が
「薬
を
正
し
く
処
方
で
き
る
医
師
を
育
て
、
庶
民
生
活
の
安
定

を
図
り
国
の
繁
栄
に
つ
な
げ
る
と
い
う
信
念
を
持
っ
て
い
た

」と
解
説
し
た。

本
草
学
は
自
然
界
に
あ
る
植

物
、
動
物
、
鉱
物
を
観
察
し
分

類
し
て
記
録
す
る
学
問
だ
っ

た
。

植
物
分
野
は
医
学
や
薬
学

の
発
展
に
貢
献
し
た
と
い
う

。

中
陵
は
江
戸
・

青
山
生
ま
れ

で
、
加
歳
の
時
に
薩
摩
藩
に
招

か
れ
2

年
間
滞
在
し
、
書
物
を

ま
と
め
た
。

そ
の
後
も
白
河
藩
、

米
沢
藩
、
伊
予
松
山
藩
か
ら
呼

ば
れ
領
内
を
巡
っ
た。

お
歳
か
ら
水
戸
藩6
代
藩
主

徳
川
治
保
に
招
か
れ
家
臣
と
な

っ
た。
斉
昭
の
命
に
よ
り
江
戸

彰
考
館
で
図
鑑
「山
海
庶
品
」

の
編
さ
ん
を
始
め
た
。

水
戸
藩
に
出
仕
し
た
理
由
に

つ
い
て
、
玉
川
さ
ん
は「彰
考

館
総
裁
の
青
山
延
千
の
推
薦
が

あ
っ
た。

大
日
本
史
編
さ
ん
の

た
め
学
者
が
集
ま
っ
て
い
た
環

境
が
あ
っ
た」
と
述
べ
た。

百
歳
か
ら
水
戸
勤
め
と
な

り
、

「幻
歳
で
弘
道
館
教
授
と

な
り
藩
医
を
養
成
し
た
。

釘
歳

で
亡
く
な
っ
た」
と
解
説
、「お

墓
は
常
磐
共
有
墓
地
に
あ
る」

と
話
し
た。

山
川
菊
栄
著
「覚
書
幕
末
の

水
戸
藩
」
に
あ
る
記
述
を
紹
介

し
、

「水
戸
藩
は
財
政
の
窮
乏

が
甚
だ
し
く
中
陵
の
よ
う
な
大

家
を
招
く
に
も
恥
ず
か
し
い
ほ

ど
の
冷
遇。
生
活
は
決
し
て
楽

で
は
な
い。
新
屋
敷
の
家
は
掘

っ
立
て
小
屋
の
よ
う
に
粗
末
な

も
の
」
と
当
時
の
様
子
を
指
摘

し
た

。
千
巻
に
も
上
る
図
鑑「山
海

庶
品
」
に
つ
い
て
「天
絢
・

諸

生
に
よ
る
弘
道
館
の
戦
い
で
医

学
館
が
燃
え
、
ほ
と
ん
ど
が
焼

失
し
た。
現
在
は
水一戸
市
立
中

央
図
書
館
、
市
立
博
物
館
に6

冊
残
っ
て
い
る」
と
全
容
が
分

か
ら
な
い
こ
と
を
惜
し
ん
だ
。

市
植
物
公
園
の
西
川
綾
子
園

長
は
、
中
陵
に
ち
な
み
制
作
し

た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
紹
介
し
、

「植
物
採
集
の
た
め
全
国
を
巡

っ
た
旅
の
心
得
が
面
白
い
。

つ

え
は
道
ば
た
で
拾
え
と
書
い
て

あ
る
」
と
話
し
た。
同
園
で
は

6

日
ま
で
、
「佐
藤
中
陵
に
ま

つ
わ
る
薬
草
展」
が
開
か
れ
て

い
る

。

(清
水
英
彦)

出仕の経緯生活解説水戸市立博物館
玉川元館長講演

茨
城
新
聞
・
朝

刊

2
0
1
8

年
間
月
4

日
(
木
)

江
戸

・
明
治
の
医
療

医学発展の貴重な資料展示順天堂大学・日本医学教育歴史館

順
天
堂
大
学
の
日本
医
学

教
育
歴
史
館(東
京
・

文
京

、

⑨
0
3

・
5
8
0
2

・
1
7

3
0
)は
、
江
戸
時
代
以
降

の
圏
内
の
医
術
や
医学の
発

展
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

。

杉
田
玄
白
の
「
解
体
新書」

な
ど
の
貴重
な
資
料
が
展示

し
て
あ
る。

目
を
引
く
の
が
、
背
丈
ほ

ど
の
掛
け
軸
に
描
か
れ
た
日

本
画
風
の
解
剖
図
だ
。

山
脇

東
洋
ら
が
圏
内
で
解
剖
し
た

の
を
皮
切
り
に
、
初
年
ほ
ど

で
進
歩
し
、
精
密
に
な
っ
た

こ
と
が
わ
か

る
。天

然
痘
の

培
撲
滅
に
活
躍

代
で
し
た
「
予
防

開
札
注
射
」
に
使

江
展
っ
た
道
具
も

主
残
る。

小
さ

新
な
な
木
箱
に

体
図解
剖
は
、
ワ
シ
か

ら
採
取
し
た

ウ
イ
ル
ス
を

収
め
た
カ
プ

セ
ル
の
ほ

か
、
皮
膚
に
植
え
る
の
に
使

う
〆
ス
が
入
っ
て
い
る

。

医
学
教
育
に
関
す
る
情
報

も
豊
富
で
、
圏
内
初
の
医
師

養
成
機
関
で
あ
る
長
崎
聾
生

所
な
ど
の写
真
か
ら
は
、
明

治
維
新
後
、
日本
の
先
生
が

オ
ラ
ン
ダ
医
学
か
ら
ド
イ
ツ

医
学
に
変
わっ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

順
天
堂
大
の
医
史
学
研
究

室
主
任
の
若
尾
み
き
さ
ん
は

「日
本
に
西
洋
医
学
を
普
及

さ
せ
よ
う
と
し
た
先
人
た
ち

の
情
熱
を
資
料
か
ら
感
じ
て

ほ
し
い
」
と
話
す
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
沼
目
(
金
)
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』掛騒|奈倉レディースクリニック臨甑

江
戸
・
明
治
の
医
療

室
で
産
科
を
修
得
し
た
杉
篠
光
治
氏
を
日
代

目
と
し
て
跡
を
継
い
だ
。

さ
ら
に
日
代
目
で

現
在
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
院
長
を
務
め
る
信
寛
氏

も
、
今
か
ら
約
叩
年
前
に
養
子
に
入
っ
た
。

ル
l

ツ
は
、
将
軍
や
大
名
の
専
属
医
師
の
ロ
代
目
の
道
治
民
が
2
0
0
7

年
に
編
さ
こ
れ
ま
で
2

度
ほ
ど
、
移
転
し
て
い
る
。

俗
称
で
あ
る
「
御
典
医
(
ご
て
ん
い
)
」

。

初
ん
し
た
、
奈
倉
家
の
歴
史
を
紹
介
す
る「奈
1
9
7
0

年
に
は
開
業
の
地
を
後
に
し
て
、

代
の
奈
倉
道
伯
は1
6
1
1
(慶
長
日
)
年
、
倉
家
医
学
傍
流
と
そ
の
補
遺
」
に
よ
る
と
、
名
古
屋
市
西
区
に
移
転

。

ロ
代
田
の
道
治
氏

尾
張
名
古
屋
の
城
下
町
だ
っ
た
大
津
町
(現
こ
れ
ま
で
複
数
人
の
養
子
を
迎
え
入
れ
る
こ
が
「
奈
倉
産
婦
人
科
医
院
」

(2
0
0
6

年

名
古
屋
市
中
区
)
に
産
婦
人
科
を
構
え
、
尾
と
で
、
医
忍
の
道
を
つ
な
い
で
き
た

。

閉
院
)
を
璽
来
し
た
。

1
9
9
7

年
に
は
日

張
徳
川
家
に
仕
え
た
。

明
油
漏
以
降
で
は
、
岐
阜
医
学
校
や
干
葉
代
田
の
信
寛
氏
が
、
名
古
屋
市
名
東
区
に
現

か
つ
て
、
奈
倉
家
が
代
々
受
け
継
ぐ
薬
が
医
学
校
で
学
ん
だ
後
藤
彦
一
氏
を
叩
代
目
と
在
の
「
虫
蒼
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を

存
在
し
た。
産

問
問
詩
「
露
盤
藍
醍
う
一
監
事
擁
立

コ
安
散
(
に

E
4
4
J
a
i
l
4
a

l

田
強
弱
司

t
L
4
6
4
4
4
d
z
=
B
1
a
t

に
よ
さ
ん
)
」
、
-
-
-
』
晶
l
p
l

‘

b
p
-
l
b
h
p

包
囲
F
-
-
h

更
年
期
障
害
や
早
島
時
半
』
盟
験
Y
R
川
J
暗
間
関
圏
噛
幽
拶
桶
官
噌E
H
F岨
醐
閥
凶
脚
酸
喝
曲
E
M醐
醐
円
割
酢
酔
園
田

卵
巣
機
能
不
全
嗣
脳
『
酔
畠

A
4
4
d
t喝
私
創
阻
肉
噌
伊
「
d
d晶
ι
醐w
.肱
嘘
轄
すa
匂
相F
喝
恥
醐
掛
劃B
格
品

症
に
効
き
目
を

i

発
揮
す
る
漢
方
薬
な
ど
だ
。

「
女
性
を
救
う
し
て
、
ま
た
大
阪
医
科
大
学
(現
大
阪
大
学
開
業
す
る
。

こ
と
」
を
家
訓
と
し
、
奈
倉
家
が
独
自
に
処
医
学
部
)
と
京
都
大
学
慶
子
部
産
婦
人
科
教
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
婦
人
科
や
産
科
の
ほ
か
、

方
し
た
薬
は
女
性
の
間
で
評
判
を
呼
ん
だ

。

こ
れ
ら
は
、
医
院
の
経
営
安
定
に
貢
献
し
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る。

江
戸
か
ら
明
治
に
時
代
が
変
わ
る
と
、
医

学
界
に
も
近
代
化
の
波
が
押
し
寄
せ
、
西
洋

医
学
が
園
内
で
普
及
。

当
時
、
奈
倉
家
で
使

わ
れ
て
い
た
王
街
道
具
の
釦
子
(
か
ん
し
)

な
ど
、
日
本
医
学
の
歴
史
を
知
る
貴
重
な
資

料
が
今
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。

奈
倉
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク(名
古
屋
市
名
東
区
)
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
開
業
し
、

4
0
0

年
以
上
の
歴
史
を
持
つ。
愛
知
県
で
最
も
歴
史
の
あ
る
産
婦
人
科
医
院
で
、
全
国
で

も
有
数
の
老
舗
だ。

万全の体制で命の誕生と向き合う

奈倉レディースクリニックの歩み I 

初代奈倉道伯氏が大津町 (現名古屋市中区)に開業
12代呂の道治氏が「奈倉産婦人科医院j を移転開業
1 3代 自の信寛氏が「奈倉レディースクリニックJ を開業

妊
活
相
談
な
ど
に
応

じ
て
い
る
。

急
患
や

分
娩
をM
時
間
体
制

で
受
け
付
け
、
他
の

病
院
と
連
携
す
る

「
病
診
連
携
」
を
展

開
す
る
な
ど
、
万
全
の
医
療
体
制
を
整
え
て

い
る
。

こ
れ
か
ら
も
新
し
い
命
の
誕
生
と
向
き
合

い
、
女
性
た
ち
に
寄
り
添
う
医
療
を
提
供
し

続
け
る。

中
部
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
8

月
7
日
(
火
)
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緑
川
及
初
年
の

{

お
付
必W

戊
辰
戦
争
は
、
九
島
村
(
現
出
す
る
と
、
す
ぐ
に
戦
地
へ
と

阿
賀
町
)
で
代
々
村
医
師
を
務
戻
る
会
津
藩
士
の
姿
に
、
「
実

め
て
き
た
江
川
沼
郡
の
平
穏
な
に
勇
壮
の

さ

土i

」
と
感
嘆
の
声

日
常
も
巻
き
込
ん
だ
。

会
津
藩
を
上
げ
て
い
る
。

か
ら
従
軍
医
を
命
じ
ら
れ
た
時

は
お
歳。

青
龍
士
中
三
番
隊
(
木

本
慎
吾
隊
長
)
に4カ
月
余
り

同
行
し
、
戦
地
で
傷
病
兵
を
治

療
し
た。

一元
逸
が
戦
後
に
一
連
の
記
録

と
し
て
ま
と
め
た
「
旧
記
集
録
」

に
よ
る
と
、
部
隊
は
中
越
地
方

に
向
け
て
大
船3
鰻
で
津
川
を

出
立

。

「
津
川
を
見
る
も
今
日

限
り
」
と
、
戦
死
を
覚
悟
し
た

表
現
が
み
ら
れ
る
。

見
附
市
周
辺
で
は
戦
争
描
写

の
ほ
か
に
、
自
殺
し
た
高
田
藩

の
間関
(
スパ
イ
)
を
解
剖

す
る
な
ど
血
な
ま
ぐ
さ
い
内容

が
増
え
る。
体
か
ら
弾
丸
を
摘

上JIIPA

阿
賀
野
・
五
泉
・
阿
賀
恒
例

d
隠
し
身
命
を
全
う
す
べ
し
」
と

一命
じ
る
木
本
隊
長。
元
逸
は
最

一期
ま
で
お
供
を
す
る
と
懇
願
す

一る
も
再三
の
説
得
に
従
い
、
泣

一
く
泣
く
戦
線
か
ら
離
脱
し
た
。

一
終
戦
後
、
元
逸
は
津
川
民
政

一局
に
呼
び
出
さ
れ
て
身
分
な
ど

一に
つ
い
て
尋
問
を
受
け
る
。
戦

一地
で
鉄
砲
で
も
撃
っ
て
い
た
の

L
一か
と
の
問
い
に
は
、
「
医
師
は

A
一敵
味
方
を
問
わ
ず
人
の
苦
痛
を

救
う
の
が
仕
事
だ
」
と
強
く
反

九島.

と
記
し
、
処
分
が
な
か
っ
た
こ

と
を
示
唆
し
て
い
る
。

元
逸
の
記
録
を
調
べ
た
斎
藤

正
美
さ
ん
(
町)H阿
賀
町
上
ノ

山
H

は
「
機
構
改
革
で
水
原
民

政
局
が
地
域
の
中
心
的
役
割
を

担
う
よ
う
に
な
り
、
元
逸
へ
の

沙
汰
は
忘
れ
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
」
と
推
測
す
る

。

明
治
時
代
に
な
っ
て
も
元
逸

は
九
島
村
で
暮
ら
し
続
け
、息

子
の
英
順
と
と
も
に
地
域
医
療

戦
後
も
地
元
で
医
の
道
全
う

し
か
し
、
戦
況
の
悪
化
に
よ
所
は
な
い
と
木
本
隊
長
に
諭
さ

り
一元
逸
も
八
十
里
越
で
命
か
ら
れ
、
柿
の
木
な
ど
を
盾
に
必
死

が
ら
会
津
領
に
戻
る
。
そ
の
後
で7日
間
治
療
し
た。

戦
場
と
な
っ
た
故
郷
の
小
川
庄
若
松
城
の
南
方
で
9

月
日
日

で
も
奔
走
し
、8
月
沼
田
に
は
か
ら
行
わ
れ
た
激
戦
コ
ノ
堰

小
花
地
村
の
「三
右
衛
門
」
宅
の
戦
い
」
で
は
多
く
の
仲
間
が

を
臨
時
の
治
療
所
と
し
た
。

対
討
ち
死
に
し
、
木
本
隊長
も
負

岸
か
ら
の
砲
弾
が
飛
び
交
う
窮
傷
し
た

。

「戦
争
は
こ
れ
ま
で

。

状
を
訴
え
る
も
の
の
、
他
に
場医
師
も
付
属
に
及
ば
ず。
身
を

諭
し
て
い
る
。

そ
の
後
も
他
国
に
移
り
生
活

す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
る
が
、
「
私

は
(
会
津
藩
の
)
代
々
の
家
来

で
は
な
い
」
と
述
べ
、
帰
農
し

て
で
も
九
島
村
で
の
生
活
を
続

け
た
い
と
懇
願
し
て
い
る
。

し

か
し
、
そ
の
後
「
民政
局
も
早

速
相
変
わ
り
て
何
事
も
な
し
」

江
戸
・

明
治
の
医
療

に
携
わ
っ
た。

1
8
9
1
(明

治
M
)年
に
ω
歳
で
世
を
去
り
、

地
元
の
正
法
寺
に
眠
る
。

「旧
記
集
録
」
の
冒
頭
に
は

「
永
く
伝
え
ん
が
た
め
」
と
あ

る
。

そ
の
願
い
通
り
、1
5
0

年
前
の
内
戦
の
惨
状
を
今
に
伝

え
て
い
る
。

(阿
賀
野
・
五
泉
・
阿
賀
編

園 江) 11元逸の従軍余話現在の三条市周辺で
夕暮れ時に味方の治療のために出掛けると、

米沢藩の兵士にスパイと疑われて固まれる事態に。
会津軍を表す袖の印を見せ、会津なまりもあること
から伺とか疑いを晴らすことができた。元逸は「明
かりをともさずに通った自分の誤りだ」と反省して
いる。 見附市周辺ではツツガムシ病に倒れる兵士が
相次いだため、予防薬を施したことも記している。

は
終
わ
り
ま
す。

新
発
田
支
局

長
・

塚
田
朋
弘
、
五
泉
支
局
長

・
白
石
晋
一
、
津
川
支
局
長
・

大
西
泰
三
、
報
道
部・
五
十
嵐

南
美
が
担
当
し
ま
し
た

。

次
回

は
三
条
・

加
茂
編
を
掲
載
し
ま

す
)

新
潟
日
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
ロ
日
(
水
)
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建盟理界
金
ケ
崎
町
西
根
の
金
ケ
崎
要
害
歴
史
館
(相
井
慶
一

館
長
)
は
企
画
展
「金
ケ
崎
要
害
武
家
の
志
を
受
け
継

ぐ
明
治
期
の
女
性
医
師
」
を
開
い
て
い
る

。

同
町
出
身

で
明
治
時
代
に
医
師
と
し
て
活
躍
し
た
志
賀
ミ
エ
(1

8
8
0
1
1
9
7
3

年
)
と
相
沢
ミ
サ
ホ
(1
8
8
5

1
1
9
6
9

年
)
の
2

人
を
取
り
上
げ
、
当
時
数少な

い
女
性
医
師
と
し
て
人
々
を
助
け
た
功
績
を
紹

介
し
て

い
る
。

9

月
初
日
ま
で。

金
ケ
崎
要
害
歴
史
館

t た
。相

沢
は
同
町
の
牧
師
の
家
に

生
ま
れ
、
同
志
社
女
学
校
へ
進

ん
だ
。

日
本
を
訪
れ
て
い
た
米

国
人
の
家
族
を
同
志
社
病
院
が

治
療
し
た
の
が
縁
で
、
米
国
の

明
治
時
代
の
2

人
紹
介

功
績
を
た
ど
る
資
料
初
点

親
族
や
母
校
な
ど
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
文
書
や
写
真
、
本
人
が

書
い
た
文
章
な
ど
の資
料
約
初

点
を
展
示。

志
賀
は
仙
台
藩
の
要
衝
、
金

ケ
崎
要
害
を
治
め
た
大
町
家

幕
末
・
明
治
の
医
学
た
ど
る

説
場
蝦「
八
重
の
桜
」
看
護
服
も

の
侍
医
の
家
に
生
ま
れ
た
。

東

京
医
学
校
で
学
び
、
苦
労
し
な

が
ら
も
医
術
開
業
試
験
に
合

格
し
宇
都
宮
で
開
業。
女
学

校
や
看
護
学
校
の
講
師
も
務

め
、
後
進
の
育
成
に
も
尽
力
し

学
へ
と
転
換
し
て
い
っ
た
時
代

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
佐
野
が
至

っ
た
博
愛
精
神
・
人
道
主
義
ヘ ペ

ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
女
子
医
科
大

に
蜜
子。
帰
国
後
に
墓
尽
で
開

業
し
、
八
戸
、
福
岡
、

久
留
米

な
ど
で
も
活
動
し
た。
当
時
数

少
な
か
っ
た
産
婦
人
科
医
で
も

あ
り
、
女
性
た
ち
に
と
っ
て
心

て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
出
島
で
商
館
医

を
務
め
た
ド
イ
ツ
人
医
師
シl

強
い
存
在
だ
っ
た
と
み
ら
れ

る
。同

館
に
よ
る
と
、
明
治
時
代

に
本
県
で
医
師
と
し
て
登
録
さ

れ
た
女
性
は3
人
で
、
う
ち2

人
が
同
町
出
身。
町
教
委
事
務

局
の
浅
利
英
克
副
主
幹(必
)は

「郷
学
『明
興
館』
を
設
け
る

な
ど
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
た

地
域
だ
か
ら
こ
そ2
人
を
輩
出

し
た
と
思
う。
ま
だ
女
性
の
社

会
的
地
位
が
低
い
時
代
に
外
に

出
て
学
び
、
医
師
と
し
て
人
々

を
助
け
た2
人
の
姿
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
来
場
を
呼
び

掛
け
る。

開
館
は
午
前9
時
i

午
後
5

時
。

月
曜
休
館。
観
覧
料
は
一

般
2
0
0

円
、
高
校
生
以
下
無

料
。

問
い
合
わ
せ
は
同
館(0

1
9
7

・
4
2

・
3
0
6
0

)

へ。
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岩
手
日
報

・
朝
刊

2
0
1
8

年
7

月
市
日
(
日
)

に
、
現
代
に
も
通
じ
る
人
道
的

な
精
神
を
感
じ
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
て
い
る。
入
館
料



日
本
赤
十
字

社
の
父
、
佐
野

常
民
(
1
8
2
2
1
1
9
0
2

年
)
が
生
き
た
時
代
の
医
学
を

た
ど
る
「
幕
末
・
明
治
医
の

維
新
」
展
が
、
佐
賀
市
の
佐
野

常
民
記
念
館
で
聞
か
れ
て
い

る
。

大
河
ド
ラ
マ
「
八
重
の
桜
」

で
主
役
の
新
島
八
重
を
演
じ
た

間
働
困

医療と安全管理総集版 2019 年 1 号

解剖書や薬瓶、医の歴史
町歴史資料館が企画展

綾
瀬
は
る
か
さ
ん
が
着
用
し
た

看
護
服
を
は
じ
め
、
長
崎
の
出

島
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
蘭
学
に

関
す
る
文
献
や
史
料
を
集
め
て

い
る
。
9

月
U
日
ま
で
。

佐
野
は
緒
方
洪
庵
の
適
塾

や
、
全
身
麻
酔
を
成
功
さ
せ
た

華
岡
青
洲
の
下
で
学
ん
だ
。

企

画
展
は
東
洋
医
学
か
ら
西
洋
医

崎
通

玉
村
町
歴
史
資
料
館
の
企
画

'
E
展
「
医
療
と
玉
村
町」
が
9

月

F
E
初
日
ま
で
、
同
館
で
聞
か
れ
て

い
る
。

江
戸
時
代
の
解
剖
書
や
明
治
時

代
に
使
わ
れ
た
薬
瓶
が
並
び
、
来
場
者

が
地
域
の
歴
史
を
学
ん
で
い
る

。

各
地
区
伝
統
の
厄
よ
け
の行事
を
紹

介
す
る
パ
ネ
ル
や
解
剖
書「重
訂
解
体

新
書」
の
ほ
か
、
ガ
ラ
ス
製
の
薬
瓶
約

河
本
が
展
示
さ
れ
、
来
館
者
は
病
や
健

康
に
対
す
る
考
え
方
の
変
遷
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
る

。

9

月
1

日
に
医
療
や
死
生
観
を
テ
ー

マ
に
し
た
記
念
講
演
会
が
あ
り
、
角
田

紘
二
町
長
や
県
立
歴
史
博
物
館
職
員
が

講
師
を
務
め
る

。

問
い
合
わ
せ
は
同
館(8
0
2
7
0

・
3
0

・
6
1
8
0

)
へ。

上
毛
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
8

月
包
日
(
水
)

の
理
解
を
深
め
る。

綾
瀬
さ
ん
が
演
じ
た
新
島
八

重
は
、
同
志
社
大
学
を
創
設
し

た
新
島
嚢
の
妻
で
、
赤
十
字

社
の
会
員
と
し
て
日
清
、
日

露
戦
争
に
篤
志
看
護
婦
と
し

て
従
軍
し
た。
看
護
服
は
白
色

で
、
ナ
l

ス
キ
ャ
ッ
ブ
の
正

面
に
赤
十
字
の
マ1
ク
が
入
つ

ボ
ル
ト
の
記
念
メ
ダ
ル
、
ド
イ

ツ
人
医
師
フl
フ
ェ
ラ
ン
ド
の

医
学
書
を
緒
方
洪
庵
が
和
訳
し

た
「
扶
子
経
験
遺
訓
」
、
江
戸

後
期
に
使
わ
れ
た
ガ
ラ
ス
製
注

射
器
な
ど
が
並
ぶ
。

企
画
し
た
学
芸
員
の
山
口
智

世
さ
ん
は
「
大
き
く
変
わ
る
時

代
に
発
展
し
た
医
学
と
と
も

日本初の女医

は
大
人3
0
0

円
、
高
校
生
以

下
無
料
。
(

古
賀
史
生
)
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佐
賀
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
7

月
沼
田
(
日
)

荻
野
吟
子

生
涯
を
映
画
化

【
函
館
】
櫓
山
管
内
せ
た
な

町
で
開
業
し
た
日
本
初
の
女
医

荻
野
吟
子
(
1
8
5
1
1
1
9

1
3

年
)
を
描
い
た
映
画
「
荻

野
吟
子
の
生
涯
」
(
仮
題
)
の

製
作
発
表
記
者
会
見
が
日
目
、

函
館
市
内
で
聞
か
れ
、
山
田
火

砂
子
監
督
(
邸
)
が
「
人
に
優
し

く
、
人
の
た
め
に
尽
く
す
大
切

さ
を
伝
え
た
い
」
と
語
っ
た
。

現
代
ぷ
ろ
だ
く
し
ょ
ん
(
東

京
)
が
製
作。
ロ
月
に
主
演
女

優
ら
を
決
め
、
来
年4、
5

月

に
せ
た
な
町
や
札
幌
市
、
埼
玉

県
熊
谷
市
で
撮
影
し
、
同
8

月

の
公
開
を
目
指
す
。

会
見
で
山
田
監
督
は
「
男
尊

女
卑
の
時
代
に
い
じ
め
ら
れ
て

江
戸
・
明
治
の
医
療

開業地せたななど

来春、道内でロケ

も
、
女
医
と
な
り
生
涯
を
さ
さ

げ
た
吟
子
さ
ん
の
姿
を
伝
え
た

い
」
と
強
調。
墓
京
医
科
大
の

入
試
で
発
覚
し
た
女
子
の
受
験

生
を
不
利
と
す
る
得
点
操
作
に

つ
い
て
も
触
れ
「
明
治
が
い
ま

だ
生
き
て
い
る
」
と
批
判
し
た

。

熊
ハ
全m生
ま
れ
の
荻
野
は
夫

に
う
つ
さ
れ
た
性
病
の
診
察
体

験
を
基
に
女
医
を
志
願
。

1
8

8
5

年
に
近
代
日
本
初
の
公
許

女
医
と
な
り
、
せ
た
な
町
で
引

年
に
開
業
し
た。

(
森
田
彰
)

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
旧
日
(
金
)
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ハロウィーンで注目人形など7800点

医
療
従
事
者

ホ
ラi
たよ
ブゴ
--f 
二コ
、三ノ

十専
牛勿
倉官

関
西
医
科
大
名
誉
教
授
で
、
脳

神
経
外
科
医
の
河
本
圭
司
さ
ん

(叫
)が
収
集
し
た
骸
骨
に
関
す
る

資
料
を
展
示
す
る
兵
庫
県
尼
崎
市

の
私
設
博
物
館
「シ
ャ
レ
コ
l

ベ

ミ
ュ
i

ジ
ア
ム
」
が
、
ハ
ロ
ウ
ィ

ー
ン

(紅
白
)
の
仮
装
を
楽
し
む

若
者
の
人
気
を
集
め
て
い
る
。

「
死

を
見
つ
め
る
こ
と
は
命
を
尊
ぶ
こ

と
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し

よ
う
と
7

年
前
に
開
館。
お
日
に

は
、
骸
骨
の
搬
出
動
な
ど
を
競
う
仮

装
コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
る。

河
本
さ
ん
は
尼
崎
市
在
住
。

脳

腫
療
の
専
門
医
と
し
て
関
西
医
科

大
の
大
学
病
院
に
長
年
勤
務
し
、

退
職
後
も
認
知
症
患
者
の
治
療
を

手
が
け
て
い
る。

1
9
8
6

年
、
学
会
に
出
席
す

る
た
め
に
米
国
・

サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
を
訪
れ
、
骨
董
店
で
頭
蓋
骨

に
ガ
ラ
ス
玉
を
埋
め
込
ん
だ
チ

医
師
負
担
軽
減
め
ざ
す

ベ
ッ
ト
の
装
飾
品
に
出
会
い
、

「命
に
は
限
り
が
あ
る
が
骨
は
永

遠
。

人
間
の
歴
史
や
文
化
の
証

言
者
で
も
あ
る
」
と
感
銘
を
受

け
た
。

以
来
、
海
外
出
張
や
旅
行
先

で
、
骸
骨
に
ま
つ
わ
る
民
俗
資

料
や
装
飾
品
、
絵
画
な
ど
を
買

い
集
め
、2
0
1
1

年
、
自
宅
敷

地
内
に
博
物
館
を
オ
ー
プ
ン
さ

せ
た
。

収
蔵
品
は
約7
8
0
0

点
。

ネ

ア
ン
デ
ル
タl
ル
人
や
ク
ロ
マ
ニ

ョ
ン
人
の
頭
蓋
骨
の
レ
プ
リ
カ
か

ら
、
メ
キ
シ
コ
の
祝
日
「死
者
の

日
」
に
飾
ら
れ
る
骸
骨
人
形
ま
で
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む。
中
に
は

磁
気
共
鳴
画
像
(M
R
I
)
の
デ

ー
タ
を
基
に
制
作
し
た
河
本
さ
ん

自
身
の
頭
蓋
骨
の
レ
プ
リ
カ
も

ド
ク
口
を
か
た
ど
っ
た
外
観
が
目
を
引

く
シ
ャ
レ
コ
l

ベ
ミ
ユ
|
ジ
ア
ム
(兵

庫
県
尼
崎
市
で
)
H

東
直
哉録
影

あ
る
。ハ

ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
ル1
ツ
は
悪

霊
を
追
い
払
う
古
代
ケ
ル
ト
の
祭

り
と
さ
れ
、
米
国
で
は
子
ど
も
た

ち
が
、
骸
骨
な
ど
の
扮
装
で
町
を

練
り
歩
く。

日
本
で
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
コ

ス
プ
レ
や
仮
装
を
し
て
街
を
パ
レ

ー
ド
す
る
若
者
が
目
立
ち
始
め
た

の
は
叩
年
ほ
ど
前
か
ら。
博
物
館

を
訪
れ
る
若
者
も
増
え
、
氏
名
を

記
帳
し
て
帰
っ
た
入
館
者
だ
け
で

約
3
7
0
0

人
に
達
し
た。
昨
秋

開
催
し
た
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
イ
ベ
ン

館長「命の尊さ考えて」尼崎

つ

ト
に
は
1
0
0

人
以
上
が
参
加

し
た
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
て
、
初

め
て
来
館
し
た
岡
県
西
宮
市
の
会

社
員
・

東
森
俊
介
さ
ん
(お
)は

「
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
人
形
か
ら
、
世

界
各
地
の
文
化
を
学
べ
る
品
々
ま

で
興
味
深
か
っ
た」
と
満
足
し
て

い
た
。

河
本
さ
ん
は
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン

プ
i

ム
は
骸
骨
に
つ
い
て
考
え

て
も
ら
う
好
機。
骸
骨
は
、
い
ず

れ
は
死
に
直
面
す
る
人
間
の
宿

命
の
象
徴
で
、
命
の
大
切
さ
を
考

え
さ
せ
て
く
れ
る
」
と
話
し
て

い
る
。

日
曜
の
み
開
館。
入
館
料
は

一

般
5
0
0

円
、
小
学
生
2
0
0

円
。

問
い
合
わ
せ
は
同
博
物
館

(閃
・
6
4
1
7

・
7
0
6
9

)

ヘ。

46 

読

官冗
(
大
阪
)
・
夕
刊

2

0
1
8

年
間
月
白
日
(
水
)



h¥.Jki Sokuhou 

医禄と安全管理総集版 2019 年 1 号

厚
労
省
、
初
の
懇
談
会

「
上
手
な
医
療
の
か
か
り

方
」
を
考
え
、
広
め
る
た
め
の

懇
談
会
を
厚
生
労
働
省
が
設
置

し
5

日
、
初
会
合
を
開
い
た

。

医
療
機
関
の
適
切
な
受
診
方
法

に
つ
い
て
、
議
論
の
揚
を
設
け

る
の
は
初
め
て。

不
要
不
急
な

受
診
を
減
ら
し
、
長
時
間
労
働

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
医
師
の

負
担
軽
減
を
目
指
す。

背
景
に
は
、
不
適
切
な
受
診

に
よ
っ
て
大
病
院
や
土
日
祝
日

に
外
来
患
者
が
集
中
し
て
、
患

者
の
待
ち
時
間
が
長
く
な
っ
た

り
丁
寧
な
説
明
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る。

厚
労
省
は
適
切
な
受
診
が
増
え

る
こ
と
で
、
医
療
の
質
の
向
上

ゃ
、
医
師
の
働
き
方
改
革
に
つ

な
が
る
と
し
て
い
る。

子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
時

向
け
の
「
#
8
0
0
0

」
や
、

救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
迷
う
際

の
「
#
7
1
1
9

」
な
ど
電
話

相
談
の
仕
組
み
は
以
前
か
ら
あ

る
。

初
会
合
で
は
、
夜
間
・
休

日
に
受
診
す
る
人
の
大
半
は
緊

急
性
を
判
断
で
き
ず
、
電
話
相

談
も
知
ら
な
い
な
ど
の
意
見
が

出
た
。

患
者
と
医
師
の
意
思
疎

通
を
病
院
で
支
援
す
るN
P
O

理
事
長
の
豊
田
郁
子
さ
ん
は

「
(
医
療
へ
の
)
ア
ク
セ
ス
を

制
限
さ
れ
る
と
い
う
誤
解
を
生

ま
な
い
よ
う
な
伝
え
方
が
重

要
」
と
述
べ
た。

ワ
l

ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

社
長
の
小
室
淑
恵
さ
ん
は
、
厚

労
省
が
示
し
た
資
料
で
「
自
殺

や
死
を
毎
週
、
毎
日
具
体
的
に

考
え
る
」
勤
務
医
が3
・

6
%

(
2
0
1
5年
度
)
い
た
デ
ー

タ
に
つ
い
て
「
目
を
疑
っ
た

。

こ
う
い
う
数
字
を
示
し
て
危
機

感
を
醸
成
で
き
る
よ
う
な
デ
ー

タ
を
示
す
べ
き
だ
」
と
訴
え

た
。
厚
労
省
に
よ
る
と
、
ロ
5

口
年
度
の6
年
間
で
却
人
の
医

師
が
過
労
に
関
わ
る
労
災
認
定

を
さ
れ
、
う
ち7
人
が
脳
や
心

臓
の
病
気
で
死
亡。

未
遂
を
含

め
て
5

人
が
自
殺
し
て
い
る。

終
了
後
に
メ
ン
バ
ー
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
デ
ー
モ
ン
閣
下
さ
ん

は
「
近
く
の
総
合
病
院
が
便
利

で
つ
い
行
っ
て
し
ま
う。

我
が

輩
の
や
り
方
も
考
え
直
す
必
要

が
あ
る
と
感
じ
た
」
と
話
し
た

。

厚
労
省
は
今
後
、
医
療
機
関

に
か
か
る
前
に
患
者
が
情
報
を

得
る
た
め
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

つ
く
る
ほ
か
、
電
話
相
談
の
周

知
徹
底
、
働
い
て
い
る
人
が
診

療
時
間
内
に
受
診
で
き
る
よ
う

企
業
に
協
力
を
求
め
て
い
く
と

い
う
。
(

姫
野
直
行)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
同
月
6

日
(
土
)

「
み
ん
な
で
楽
し
く
、
個
性
的

に
、
お
も
し
ろ
お
か
し
く
生
き
て
い

く
世
の
中
が
い
い
」。
柔
ら
か
な
笑

顔
で
こ
う
語
る。

子
ど
も
の
発
達
障
害
を
専
門
と
す

る
信
州
大
医
学
部
の
児
童
精
神
科

医
。

二
十
年
以
上
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ

イ
プ
の
発
達
障
害
児
を
診
療
し
て
き

た
。

そ
の
経
験
を
生
か
し
て
、
今
春

か
ら
、
学
部
内
に
開
設
さ
れ
た
「
子

ど
も
の
こ
こ
ろ
の
発
達
医
学
教
室
」

の
教
授
と
な
り
、
地
域
の
医
師
ら
約

七
十
人
を
教
え
る。
発
達
障
害
児
を

診
療
で
き
る
医
師
を
養
成
す
る
の
が

狙
い
だ。
信
州
大
病
院
で
は
、
症
状

の
重
い
発
達
障
害
の
子
ど
も
の
診
療

も
担
い
、
多
忙
な
毎
日
を
送
る
。

大
阪
府
豊
中
市
出
身
。

脳
の
研
究

者
に
あ
こ
が
れ
て
東
京
大
医
学
部

へ。
だ
が
、
大
学
の
勉
強
が
次
第
に

難
し
く
な
り
、
授
業
に
出
な
く
な
っ

た
。

そ
ん
な
中
、
な
ぜ
か
精
神
医
学

に
だ
け
は
興
味
が
わ
き
、
卒
業
後

信州大医学部 〈長野県松本市)

秀夫さん (54 )

「大学時代、授業を欠
席した経験が生きてい
る」 と話す本田さん

は
、
当
時
珍
し
い
症
例
だ
っ
た
ア
ス

ペ
ル
ガ
l

症
候
群
に
関
心
を
持
つ
よ

う
に
。

「
子
ど
も
も
診
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
ほ
う
が
い
い
」
と
の
先
輩

の
助
言
を
受
け
、
児
童
精
神
医
学
の

道
を
志
し
た。
横
浜
市
総
合
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
二
十
年

間
勤
務
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
発
達
障
害

児
の
診
療
と
支
援
に
没
頭
し
た

。

信
大
病
院
に
は
、
二O
一
四
年

春
、
「
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
診
療
部
」

の
部
長
と
し
て
赴
任
し
た。
長
野
県

は
人
口
二
百
万
人
に
対
し
、
発
達
障

害
児
を
診
療
で
き
る
医
師
は
わ
ず
か

十
人
ほ
ど。
南
北
に
長
く
、
交
通
の

便
も
悪
い
た
め
、
発
達
障
害
を
専
門

と
し
な
い
小
児
科
医
と
精
神
科
医
が

独
学
で
勉
強
し
、
地
域
ご
と
に
診
療

し
て
い
る
の
が
実
情
だ
。

こ
の
た
め
、
希
望
す
る
医
師
が
定

「
診
療
医
認
定
」
仕
組
み
構
築

本田
子どものこころの
発達医学教室教授

医
療
従
事
者

め
ら
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
受
講

し
、
試
験
な
ど
で
一
定
の
基
準
を
満

た
せ
ば
、
県
に
よ
る
「
専
門
医
」
の

認
定
を
受
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
つ
く

っ
た。

こ
れ
に
合
わ
せ
、
医
師
と
福

祉
機
関
や
学
校
な
ど
の
担
当
者
が
会

合
を
持
ち
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
に

関
す
る
情
報
を
地
域
ご
と
に
共
有
す

る
シ
ス
テ
ム
も
構
築
す
る
計
画
で
、

そ
の
中
心
的
な
役
割
も
担
う

。

「
発
達
障
害
児
の
診
察
が
で
き
る

医
師
が
増
え
て
各
機
関
の
連
携
が
う

ま
く
い
け
ば
、
周
囲
の
理
解
が
深
ま

り
、
発
達
障
害
の
子
ど
も
た
ち
が
生

活
し
や
す
く
な
る。
偏
見
を
な
く
す

こ
と
に
も
つ
な
が
る
」
と
力
を
込
め

る
。東

大
時
代
に
授
業
を
欠
席
し
た
経

験
を
「
大
変
だ
っ
た
が
、
今
の
仕
事

に
生
き
て
い
る
」
と
振
り
返
る
。

発

達
障
害
で
不
登
校
に
な
る
子
も
お
り

「
不
登
校
に
な
っ
た
子
ど
も
の
気
持

ち
が
分
か
る
ん
で
す
」。
午
前
六
時

に
出
勤
し
、
帰
宅
は
午
後
九
時
す
ぎ

と
い
う
生
活
が
続
く
が
、
「
毎
日
を

お
気
楽
に
過
ご
す
こ
と
」
を
心
掛
け

て
い
る
。

(
中
津
芳
子
)

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
9

月
刊
日
(
火
)

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しております。47 
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ママ る声
げ
ん

で
宮崎県医師会

託
児
、

医
療
従
事
者

分
か
っ
た
」
と
話
す

。

日
本
の
医
師全
体
に占
め
る

女
性
の
割
合
は
凶
年末
で
幻
・

1

第
。

経
済
協
力
開
発
機
構(O

E
C
D
)加
盟
国
の
平
均
は
伺
・

8

Z
(日
年
時
点
)
で
、

デ
ー
タ

の
あ
る
国
で
日
本
は
最
下
位

。

宮
崎
県
の
女
性
医
師
の
割
合
は

凶
年
末
で
国・
o

v
mに
と
ど
ま

る
が
、
初
代
はω
・
4
v
m、
初
代

で
は
お
・
3

v
m、
却
代
で
忽・7

v
mと
な
っ
て
い
る。

県
医
師
会

の
荒
木
早
苗
常
任
理
事
は
「
女

性
医
師
も
男
性
医
師
も
仕
事
と

子
育
て
が
両
立
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で

医
療
の
担
い
手
を
確
保
し
、
地

域
医
療
を
充
実
さ
せ
た
い
」
と

話
し
て
い
る。

(
古
川
剛
光
)

48 

送
迎
高
齢
者
活
躍

地
方
の
病
院
で
医
師
不
足
が
深
刻
化
す

る
中
、
子
育
て
中
の
女
性
医
師
ら
が
、
急

な
残
業
や
出
張
、
買
い
物
の
時
に
託
児
や

送
迎
を
頼
め
る
宮
崎
県
医
師
会
の
保
育
支

援
サ
ー
ビ
ス
が
好
評
だ
。

担
い
手
は
地
域

の
子
育
て
経
験
者
た
ち
。

女
性
医
師
は
出

産
、

育
児
と
研
修
な
ど
の
時
期
が
重
な
る

こ
と
が
多
く
、
離
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ

ー
ス
も
少
な
く
な
い。

県
医
師
会
は
女
性

医
師
が
職
場
に
長
く
定
着
で
き
る
環
境

情つ

く
り
が
医
師
不
足
解
消
の
鍵
を
握
る
と
み

て
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
。

対
象
は
生
後6
カ
月
i
u
歳

の
子
ど
も
が
い
る
宮
崎
市
内
の

女
性
医
師。

支
援
す
る
「保
育

サ
ボ
l

タ
l

」
は
子
育
て
経
験

豊
富
な
高
齢
者
が
多
い

。

利
用

料
は
一
時
預
か
り
が1時
間
当

た
り
6
0
0
1
8
0
0

円
、
宿

泊
は
1

泊
1

万
円
で
全
額
が
サ

ボ
l

タ
l

の
収
入
と
な
る。

支

援
態
勢
が
整
っ
た
東
京
女
子
医

科
大
を
参
考
に2
0
1
5

年
ロ

月
に
県
医
師
会
が
事
業
を
開

始
。

運
営
は
N
P
O
法
人
み
や

ざ
き
子
ど
も
文
化
セ
ン
タ
ー
に 委

託
し
、
男
性
医
師
か
ら
の
相

談
も
受
け
付
け
て
い
る

。

外
科
医
の
夫
と
岡
市
内
で
開

業
し
た
内
科
医
の
中
島
紫
織
さ

ん
(
判
)
は
初
年
度
か
ら
利
用

し
、
小5
の
長
男
(
叩
)
と
保
育

園
児
の
次
男(
4
)
、

三
男
(
2
)

を
登
録
し
て
い
る。

最
新
の
治

療
技
術
や
知
識
を
学
ぶ
勉
強
会

は
勤
務
後
の
夜
間

。

専
門
医
資

格
を
維
持
す
る
た
め
墓
尽
な
ど

で
あ
る
学
会
に
出
席
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。

中

島
さ
ん
は
「
夫
も
忙
し
い
の
で

離職防止ヘ事業化、好評
非
常
に
助
か
る。

こ
う
し
た
取

り
組
み
が
広
が
れ
ば
、
女
性
医

師
が
地
方
で
働
き
や
す
く
な
る

の
で
は
」
と
話
す
。

登
録
し
た
医
師
は
初
年
度
が

時
人
で
同
年
度
は
必
人
。

利
用

件
数
は
初
年
度6
件
、
打
年
度

で
ω
件
と
右
肩
上
が
り

。

利
用

経
験
が
な
い
女
性
医
師
か
ら
も

「
い
ざ
と
い
う
と
き
に
誰
か
が

助
け
て
く
れ
る
と
思
う
だ
け
で

安
心
し
て
働
け
る」
と
い
う
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
う

。

保
育
サ
ボl
タ
ー
に
は
市
内

や
近
郊
の
約
お
人
が
登
録

。

昨

年
登
録
し
た
岡
市
佐
土
原
町
の

宮
尾
光二
さ
ん
(
引
)
と
妻
と
み

枝
さ
ん
(
侃
)
は
3

人
の
子
を
育

て
た

。

5

歳
の
孫
は
米
国
に
住

ん
で
お
り
「
孫
に
は
な
か
な
か

会
え
な
い
け
ど
宮
崎
の
子
ど
も

さ
ん
た
ち
か
ら
元
気
を
も
ら
っ

て
楽
し
ん
で
い
ま
す
」
と
笑
う

。

5

年
前
に
光
二
さ
ん
は
舌
が

ん
、
と
み
枝
さ
ん
は
子
宮
体
が

ん
と
そ
れ
ぞ
れ診
断
さ
れ
手
術

を
受
け
た。

「
医
療
、
お
医
者

さ
ん
の
大
切
さ
が
身
に
染
み
て

西
日
本

新
聞
・
朝
刊

2
0
1

8

年
間
月
沼
田
(
月
)
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日
%
が

IEヨ1
匝aIi
己2温
征三司I
E雪l

類
作
成

過
労
死
白
書
医
療
、
深
刻
な
入
手
不
足

政
府
が
羽
田
閣
議
決
定

し
た
2
0
1
8

年
の
「
過

労
死
等
防
止
対
策
白
書
」

で
、
医
療
関
係
者
が
書
類

作
成
事
務
に
追
わ
れ
る
姿

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
残

業
が
発
生
す
る
理
由
を
聞

い
た
と
乙
ろ
、
医
師
の
日

・
1

弘
、
看
護
職
員
の
日

・
9

必
が
「
書
類
作
成
の

た
め
」
と
答
え
、
と
も
に

最
多
と
な
っ
た
。
過
重
労

働
防
止
に
必
要
な
取
り
組

み
で
は
、
医
師
、
看
護
職

員
い
ず
れ
も
「
増
員
」
が

ト
ッ
プ
だ
っ
た
。

病
院
側
に
対
す
る
調
査

で
は
、
過
重
労
働
防
止
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
最
多

の
印
・5
必
が
、
「
医
師

事
務
作
業
補
助
者
や
看
護

補
助
者
の
増
員
」
を
挙
げ

57.1 
57.0 
51. 8 

57.9 
48.5 
47.9 

69.6 

53.7 

業種ごとの残業発生の理由
(上位三つを按粋。数字は場、複数回答可)
医師
①診断書やカルテなどの書類作成
②救急や入院患者の緊急対応
③患者(家族)への説明対応
看護職員
①看種記録などの
②人員が足りない
③院内の研修会・勉強会の出席
教職員
①自身が行わなければならない
業務量が多い

②予定外の業務が突発的lこ発生
③その時間帯でないと行えない
業務がある

類作成

た
。
実
施
に
向
け
た
課
題

に
関
し
て
は
、
約
半
数
が

「
募
摸
し
て
も
応
募
が
な

い
」
と
回
答
。
医
療
現
場

で
も
深
刻
な
人
手
不
足
が

浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

ま
た
、
教
職
員
へ
の
調

査
で
は
、
残
業
の
理
由
は

「
業
務
量
が
多
い
」
が
ω

・
6

俗
、
過
重
労
働
防
止

に
必
要
な
取
り
組
み
は

「
教
員
の
増
員
」
が
市
・

5

物
で
、
と
も
に
最
も
多

か
っ
た
。
一
方
、
学
校
に

48.9 

対
策
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、

「
会
議
時
閣
の
短
縮
」
や

「
管
理
職
か
ら
教
員
へ
の

積
極
的
な
声
掛
け
」
が
上

位
と
な
り
、
増
員
は6
・

8

婦
に
と
ど
ま
る
な
ど
対

応
の
ち
ぐ
は
ぐ
さ
が
目
立

っ
た
。

調
査
は
昨
年
日
月5
今

年
1

月
に
実
施
。
白
書
で

は
医
療
や
教
職
員
な
ど
過

労
死
防
止
大
綱
で
定
め
た

重
点
業
種
の
結
果
を
ま
と

め
た
。

毎

日

(
東
京
)・
靭
刊

2

0
1
8

年
叩
月
羽
田
(
水
)

会
で
同
協
会
は
提
言
の
根
拠
と
0
1
3

年
の
調
査
に
よ
る
と
、

し
て
、
昨
年
度
に
実
施
し
た
看
2

交
代
勤
務
の
病
院
で
は
1

回

護
職
員
の
長
時
間
労
働
に
関
す
日
時
間
超
日
時
間
以
内
の
夜
勤

る
二
つ
の
共
同
研
究
の
結
果
を
を
こ
な
す
看
護
職
が
臼

%
、
日

発
表
し
た。

時
間
超
口
時
間
以
内
が
お
%
だ

看
護
職
の
働
き
方
改
革
を
進
大
原
記
念
労
働
糾
学
研
究
所
っ
た

。

め
て
い
る
日
本
看
護
協
会
は
、
と
共
同
で
実
施
し
た
全
国

M
病
こ
れ
ら
の
調
査
、
研
究
結
果

1

カ
月
の
夜
勤
回
数
を3
交
代
院
の
看
護
師6
5
1

人
の
調
査
か
ら
協
会
は
、
確
実
に
日
時
間

8

時
間
勤
務
で
は8
回
以
内
と
で
は
、1
カ
月
の
夜
勤
時
聞
が
、
の
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
取

し
、
終
業
か
ら
次
の
始
業
ま
で
一
般
的
な
夜
勤

9

回
分
に
相
当
れ
る
余
裕
あ
る
シ
フ
ト
を
作
成

の
間
隔
「勤
務
間
イ
ン
タ
ー
パ
す
るη
時
間
を
超
え
る
と
、
特
し
、
1

勤
務
日
時
間
以
内
と
な

ル
」
を
日
時
間
以
上
確
保
す
る
に
起
床
時
の
ス
ト
レ
ス
、
疲
労
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て
い

こ
と
を
目
指
す
べ
き
だ
と
す
る
感
が
高
ま
っ
て
い
た

。

る
。

提
言
を
発
表
し
た
。

ま
た
、
看
護
師
犯
人
を3
週
協
会
の
熊
谷
雅
美
常
任
理
事

来
年
4

月
、
事
業
主
に
対
し
聞
に
わ
た
っ
て
調
べ
た
労
働
安
は

「し
っ
か
り
休
む
の
も
看
護

て
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
確
保
全
衛
生
総
合
研
究
所
と
の
研
究
の
プ
ロ
と
し
て
の
責
務
だ

」
と

を
努
力
義
務
と
す
る
働
き
方
改
で
は
、
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
話
し
て
い
る

。

革
法
が
施
行
さ
れ
る
の
を
前
に
を
十
分
に
確
保
す
る
勤
務
シ
フ

国
に
実
効
性
を
担
保
す
る
施
策
ト
を
組
ん
で
も
、
実
際
は
残
業

を
求
め
、
医
療
機
関
に
は
早
期
で
間
隔
が
短
く
な
る
こ
と
が
判

の
制
度
導
入
を
促
す
狙
い
。

閉
し
た。

9

月
日
日
に
聞
か
れ
た
こ
の
協
会
が
全
国
8
5
0
0

以
上

問
題
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
の
医
療
機
関
を
対
象
と
し
た

2

「勤務間インターバル」

11時間以上確保と提言

雇翠翠頼醸彊
3交代範場では

夜勤を月 8回以内とする

勤務間インターパルは
11時間以上を確保する

1 勤務は13時間以内が
望ましい

(一らインターH)レ
確保は事業主
の努力義務

| 日本看護協会|

〈共
同
通
信
〉

茨
城

新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
山
月
刊
日
(
木
)

医
療
従
事
者

49 
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「日本で看護師に」

再チャレンジ支援

養
成
・
研
修

福
岡
県
・県
医
師
会
不合格
者
の
母
国
ヘ
講
師

経
済
連
携
協
定
(
E
P
A
)の
仕
組
み
で
日
本
で
看
護
師
と

し
て
働
こ
う
と
し
た
が
、
国
家
試
験
に
合
格
で
き
ず
帰
国
す
る

外
国
人
が
後
を
絶
た
な
い
。

福
岡
県
と
県
医
師
会
は
、
全
国
で

も
珍
し
い
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
講
師
を
母
国

に
ま
で
派
遣
す
る
手
厚
さ
で
、
支
援
対
象
者
の
合
格
率
は
平
均

を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る

。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
き
た
男

性
は
4

月
か
ら
、
北
九
州
市
の

戸
畑
共
立
病
院
で
看
護
師
と
し

て
働
く。

外
判
明
系
病
棟
の
入
院

患
者
を
受
け
持
ち
、
他
の
職
員

と
、
患
者
の
状
態
の
申
し
送
り

も
す
る。

専
門
用
語
で
や
り
と

り
し
、
メ
モ
も
日
本
語
だ。

ル
デ
ィ
・
フ
ァ
ル
ロ
ジ
さ

ん
。

E
P
A
の
佐
組
み
を
使
っ

て
2
0
0
9

年
に
来
日
し
た

が
、
日
本
の
看
護
師
国
家
試
験

で
3

年
連
続
不
合
格
。
い
っ
た

ん
帰
国
し
た
が
、5
度
目
の
挑

不合格者のうち、成績
舛国人看語師候補者 ゃ支援体制などで一定
への学習支蝿の仕組み の条件を満たす人は、

JK 1 年間時長可
-

EPA外国人看檀師候補生(滞在期間3年間)

病院で働きながら、日本語研修を受け、試験を受験

•• 
准看護師試験 a 看護師国家試験

合絡 TーI 不合格

1 帰国
;住者謹師として県内で就労

(4年間)
+ 

• 
看護師国家試験合繍

+ 
看護師として就労(制限なし)

戦
で
合
格
を
果
た
し
た
。

再
挑
戦
を
支
え
た
の
は
、
福

岡
県
と
県
医
師
会
の
事
業
「
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
」
だ
っ
た

o

m
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
事
業

は
、
E
P
A
を
活
用
し
た
看
護

師
試
験
受
験
に
失
敗
し
た
外
国

人
を
対
象
に
、
県
医
師
会
が
試

験
対
策
に
精
通
し
た
講
師
を
国

内
外
に
派
遣
す
る
仕
組
み
だ

。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
行
う
集
中
講

義
の
場
合
、
週5
日
の
ぺ
1

ス

で
約
4

カ
月
間
、
試
験
対
策
を

無
料
で
行
う。

准
看
護
師
の
資
格
を
持
ち
、

県
内
で
働
き
な
が
ら
看
護
師
を

め
ざ
す
人
に
は
、
県
医
師
会
の

看
護
学
校2
カ
所
を
「
教
室
」

に
研
修
を
実
施
す
る
。

フ
ァ
ル
ロ
ジ
さ
ん
は
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
で
学
習
支
援
を
受
け

て
、
げ
年2
月
は
じ
め
に
再
来

日
。
約2
週
間
の
合
宿
で
試
験

対
策
を
受
げ
て
か
ら
、
同
月
下

旬
の
准
看
護
師
試
験
に
合
格
し

た
。

4

年
滞
在
資
格
を
得
て
、

戸
畑
共
立
病
院
で
働
き
な
が
ら

試
験
に
向
け
た
研
修
を
受
け

た
。

今
年
3

月
に
、
看
護
師
国

家
試
験
に
合
格
。
フ
ァ
ル
ロ
ジ

さ
ん
は
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
合

格
に
向
り
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

立
て
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
学
習

に
取
り
組
み
ゃ
す
く
、
す
ご
く

助
か
っ
た
」
と
話
す

。

自
身
と

同
じ
支
援
事
業
を
活
用
す
る
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
女
性2
人

も
、
9

月
末
か
ら
同
じ
病
院
で

働
き
始
め
た
。

事
業
は
、
県
医
師
会
傘
下
の

小
倉
医
師
会
理
事
で
、
ア
ジ
ア

の
医
療
の
発
展
を
め
ざ
す
一
般

社
団
法
人
の
理
事
を
務
め
る
原

田
嘉
和
医
師
が
発
案
し
た

。

母

国
で
活
躍
し
て
い
た
看
護
師

が
、
日
本
で
十
分
に
能
力
を
磨

か
な
い
ま
ま
帰
国
し
て
い
る
現

状
を
知
り
、
も
っ
た
い
な
い
と

思
っ
た
か
ら
だ
っ
た

。

実
験
的
に
ロ
年
度
、
大
学
の

看
護
学
制
の
教
員
経
験
が
あ

り
、
英
語
が
で
き
る
石
田
佳
奈

子
さ
ん
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
派

遣
。
2

週
間
程
度
の
講
義
で
、

受
講
者6
人
の
う
ち2
人
が
准

看
護
師
試
験
に
合
格
し
た

。

こ
う
し
た
実
績
を
踏
ま
え
、

小
倉
医
師
会
は
日
年
度
に
企
業

か
ら
の
協
力
も
得
て
事
業
を
革

大
し
、
日
本
語
教
師
の
資
格
を 取

っ
た
石
田
さ
ん
を
事
業
専
任

の
職
員
と
し
て
探
用
。
日
年
度

か
ら
は
県
医
師
会
が
実
務
を
担

い
、
県
が
補
助
す
る
枠
組
み
を

つ
く
り
、
翌
年
度
か
ら
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
も
対
象
に
加
え
た
。
事

業
費
は
、
年
間
約21
0
0

万

3
2
2
0
0

万
円
。
こ
の
う
ち

1
9
0
0

万
円
を
県
が
補
助
す

る
。

受
げ
入
れ
態
勢
に
限
界
が

あ
る
た
め
、
現
地
で
の
学
習
支

援
の
対
象
者
は
、2
カ
国
で
計

約
叩
人
規
模
に
し
て
い
る
。

E
P
A
全
体
の
看
護
師
試
験

の
合
格
率
は
汀
年
度
は
四
%
。

支
援
事
業
の
対
象
者
は
、
鈎
%

(
国
人
中7
人
合
格
)
と
高
い

合
格
率
を
記
録
し
、
准
看
護
師

試
験
も
別
%
(
5
人
中
4

人
)

だ
っ
た
。
原
因
さ
ん
は
支
援
事

業
に
つ
い
て
「
ア
ジ
ア
へ
の
国

際
協
力
に
な
る
し
、
将
来
的
に

は
医
療
従
事
者
の
深
刻
な
人
手

不
足
に
も
プ
ラ
ス
に
働
く
だ
ろ

う
」
と
話
し
た
。

朝2
0
1
8

年
叩
月
日
日
(
月
)

日

(
福
岡
)・
朝
刊

(
測
沢
子
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人
が
参
加
し
た
。

代
表
の
学
生
が
豆
田
・
花
月

川
沿
い
の
コl
ス
(
2・
6
J
)

を
動
画
で
紹
介。
岡
市
で
指
導

す
る
日
本
ス
ロl
ジ
ョ
ギ
ン
グ

協
会
(
福
岡
市
)
理
事
で
認
定

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
佐
藤
紀
子
さ

ん
(
犯
)
が
特
徴
や
効
果
な
ど
を

解
説
し
た
。

「
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
ウ
オ

l

キ
ン
グ
の
約2
倍
。

脳
の
働

き
が
良
く
な
り
、
認
知
症
予
防

や
う
つ
改
善
効
果
も
期
待
で
き

る
」
と
佐
藤
さ
ん。

こ
の
後
、
体
育
館
で
音
楽
に

合
わ
せ
て
実
践。
ミ
ニ
ゲ
l

ム

も
あ
っ
た
。

中
川
和
義
さ
ん

(
叩
)
リ
大
山
町
H

は
「
き
つ
く

な
く
、
自
分
の
ぺi
ス
で
で
き

る
の
が
魅
力
」。
実
行
委
員
長

で
4

年
の
小
野
和
希
さ
ん
(
凶
)

は
「
こ
う
し
た
機
会
を
続
け
て
、

日
田
市
の
昭
想
子
園
高
校
で
誰
で
も
で
き
る
こ
と
を
伝
え
た

体
へ
の
負
担
が
少
な
く
気
軽
に
い
」
と
話
し
た。

運
動
で
き
る
ス
ロl
ジ
ョ
ギ
ン

グ
の
教
室
が
あ
っ
た。

市
民
の
運
動
習
慣
を
増
や
そ

う
と
、
看
護
学
科4
年
生
が
文

部
科
学
省
の
ス
ー
パ
ー
-
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
ハ
イ
ス
ク

ー
ル
(S
P
H
)
の
一
環
で
企

画
。

学
校
関
係
者
の
他
、
近
く

の
住
民
や
保
育
園
児
ら2
5
5

昭和学園高看護学科

負担少なく気軽に運動
スロージ、ョギング教室

大
分
合
同
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
行
臼
(
水
)

A i に負けない医療提供|
垣根越え研さん石川県内の病院

石
川
県
内
の
病
院
に
勤
務
す
る
臨
床
工
学
技
士
が
、
自
主

的
な
勉
強
会「A
I

(人
工
知
能)に
負
け
な
い
人
材
育
成」を

発
足
さ
せ
た。
病
院
関
係
者
に
よ
る
と
、
将
来
的
に
臨
床
工
学

技
土
の
仕
事
がA
I

に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
危
機
感
が
高
ま

っ
て
お
り
、
病
院
の
垣
根
を
越
え
て
最
新
の
治
療
法
や
医
療

機
器
の
情
報
を
共
有
し
、
ヒ
ト
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
患
者

の
病
状
に
合
っ
た
き
め
細
や
か
な
医
療
の
提
供
を
目
指
す

。

臨
床
工
学
技
士
は
医
療
機
器

を
取
り
扱
う
専
門
医
療
職
で
、

人
工
呼
吸
や
人
工
透
析
、
人
工

心
肺
な
ど
の
生
命
維
持
管
理
装

置
の
操
作
や
保
守
、
点
検
業
務

を
担
当
す
る
。

病
院
内
で
は
医

師
や
看
護
師
と
協
力
し
て
治
療

に
あ
た
り
、
医
療
機
器
の
高
度

化
が
進
ん
だ
現
代
で
は
チ

l

ム

医
療
に
欠
か
せ
な
い
。

自
主
勉
強
会
は
、
心
臓
血
管

セ
ン
タ
ー
金
沢
循
環
器
病
院
臨

床
工
学
技
士
長
の
山
本
基
善
さ

ん
(叫
)が
呼
び
掛
け
た。
山
本

養
成
・

研
修

ペ
ヤ
ん
は
検
査
デ
l

タ
を
見
て
医

師
に
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
患

者
の
状
態
や
特
性
を
加
味
し
て

判
断
し
、
医
師
に
付
加
価
値
の

高
い
提
案
が
で
き
る
技
土
が
必

要
に
な
る
と
指
摘
す
る

。

初
回
の
勉
強
会
と
な
っ
た
お

日
は
、
金
沢
循
環
器
病
院
に
県

立
中
央
病
院
や
金
大
附
属
病
院

な
ど
県
内8
病
院
の
臨
床
工
学

技
士
約
加
人
が
集
ま
っ
た
。
「心

不
全
と
ペl
ス
メ
ー
カ
ー
」
を

テ
l

マ
に
、
参
加
者
は
患
者
の

症
状
に
応
じ
た
心
不
全
の
効
果 的

な
治
療
法
の
選
択
に
つ
い

て
、
各
病
院
の
症
例
を
題
材
に

意
見
交
換
し
た
。

山
本
さ
ん
は「
将
来
的
にA

ー
が
発
達
し
た
と
し
て
も
、
十

人
十
色
の
患
者
個
人
に
合
っ
た

き
め
細
か
な
対
応
は
人
間
に
し

か
で
き
な
い
は
ず
。

知
識
や
技

術
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
話

し
た
。

岡
本
馬
県
臨
床
工
学

技
士
会
長
は「
特
殊
な
症
例
の

共
有
や
他
施
設
と
の
人
材
交
流

に
つ
な
が
り
、
最
新
の
ト
レ
ン

ド
を
話
題
に
議
論
で
き
る
点
が

良
い
」

と
評
価
し
た。

第
2

回
は
日
月3
日
に
金
沢

循
環
器
病
院
で「カ
テ
1

テ
ル

治
療」
を
テ
l

マ
に
実
施
さ
れ

る
。

北
園
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
初
日
(
火
)
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医
学
部
地
域
枠

一「

ーー一ーー--A・.

般
」
扱
い

日
年
で
棚
人
定
員
埋
ま
ら
ず

医
師
不
足
の
地
域
で
の
人
材
確
保
を
目
的
と
し
た
大
学
医

学
部
の
「
地
域
枠」
で
、
過
去
日
年
間
に8
0
0

人
以
上
の

学
生
が
、
実
際
に
は
勤
務
地
に
制
約
の
な
い
「
一
般
枠
」
扱

い
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
分
か
っ

た
。

地
域
枠
の
定
員
の1
割
以
上
を
占
め
て
お
り
、
厚
労
省

と
文
部
科
学
省
は
各
大
学
に
是
正
を
求
め
る
方
針
を
決
め

た
。
改
善
が
な
け
れ
ば
、
地
域
枠
と
し
て
認
め
た
定
員
増
を

取
り
消
す
。

国
は
、
医
師
数
が
過
剰
に
な

ら
な
い
よ
う
医
学
部
定
員
の
抑

制
策
を
閣
議
決
定
し
て
い
る
。 だ

が
、
地
域
な
ど
に
よ
っ
て
医

師
数
に
偏
り
が
あ
る
こ
と
が
社

会
問
題
と
な
り
、
臨
時
措
置
と し

て
2
0
0
8

年
度
か
ら
原

則
、
地
域
枠
に
限
っ
て
定
員
増

を
認
め
て
い
る
。

厚
労
省
は
、
地
域
枠
が
対
策

と
し
て
機
能
し
て
い
る
か
把
握

す
る
た
め
、
m
i
m
年
度
の
入

学
実
態
を
調
べ
た
。
す
る
と
、
自

治
体
か
ら
の
奨
学
金
の
返
済
免

除
と
引
き
換
え
に
一
定
期
間
、

地
域
医
療
へ
の
従
事
を
義
務
づ

け
る
地
域
枠
で
、
日
年
間
の
合

計
定
員6
5
3
3

人
の
う
ち8

「
地
域
枠
」
厳
格
化
却
年
度
か
ら

医
学
部
入
試

地
方
の
医
師
確
保
を
目
的

に
、
大
学
医
学
部
の
定
員
増
を

認
め
る
「
地
域
枠
」
に
つ
い
て
、

厚
生
労
働
省
は2
0
2
0

年
度

か
ら
運
用
を
厳
格
化
す
る
こ
と

一「

ー一一一...... ‘ 

般
枠
」
と
分
け
て
選
抜

を
決
め
た
。
入
学
試
験
の
段
階

で
、
勤
務
地
の
制
限
が
な
い
ご

般
枠
」
と
分
け
る
「
別
枠
方
式
」

で
な
け
れ
ば
、
定
員
増
は
認
め

な
い
こ
と
と
す
る
。
お
日
付
で

各
都
道
府
県
に
通
知
を
出
し

た
国
は
、
医
学
部
定
員
の
抑
制

策
を
閣
議
決
定
し
て
い
る
が
、

医
師
不
足
が
深
刻
な
地
域
も
あ

。 r一般枠J r地域枠j一括選扱のイメージ

養
成
・
研
修

受験さ主

号合格

&&&&&&&&入学者
砂地域粋の希望甥る

、&&ßi.t 、&&&&，&&
地域枠定員割れ 一般粋は定員超

4
4

人
が
埋
ま
ら
な
か
っ
た
。

入
学
試
験
は
、
地
域
枠
と
一

般
枠
を
区
別
せ
ず
に

一括
選
抜

し
、
入
学
後
に
地
域
枠
の
希
望

者
を
募
る
「
手
挙
げ
方
式
」
を

る
と
し
、
偲
年
度
か
ら
臨
時
措

置
と
し
て
原
則
、
地
域
枠
に
限

っ
て
定
員
増
を
認
め
て
い
る
。

こ
の
枠
の
学
生
に
は
、
自
治

体
か
ら
の
奨
学
金
の
返
済
免
除

と
引
き
換
え
に
一
定
期
間
、
地

域
医
療
へ
の
従
事
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
が
、
厚
労
省
が
地

域
枠
の
実
態
を
謂
べ
た
と
こ

ろ
、
定
員
の1
割
以
上
が
埋
ま

っ
て
い
な
か
っ
た
。

一
般
枠
と
区
別
せ
ず
に
入
試 採

用
す
る
大
学
が
あ
っ
た
こ
と

が
主
な
要
因
だ
。
採
用
す
る
理

由
に
つ
い
て
関
係
者
は
「
地
域

枠
と
一
般
枠
と
で
入
試
を
分
け

な
い
方
が
閉
じ
合
格
基
準
で
入

試
が
で
き
、
高
い
学
力
の
学
生

を
確
保
で
き
る
た
め
」
と
み
る
。

入
学
試
験
の
段
階
で
地
域
枠

と
一
般
枠
を
分
け
る
「
別
枠
方

式
」
で
あ
れ
ば
、
地
域
医
療
に

関
心
の
あ
る
学
生
や
地
元
出
身

者
を
集
め
や
す
い
。
だ
が
、
手

挙
げ
方
式
だ
と
、
勤
務
地
の
希

望
や
出
身
地
と
無
関
係
に
受
験

生
が
集
ま
り
、地
域
枠
の
充
足

が
難
し
く
な
る
と
み
ら
れ
る
。

厚
労
省
が
行
っ
た
調
査
で

は
、
別
枠
方
式
で
充
足
で
き
な

か
っ
た
定
員
は
9
%
だ
っ
た

を
行
い
、
入
学
後
に
地
域
枠
の

希
望
者
を
募
る
「
手
挙
げ
方
式
」

を
行
う
大
学
が
あ
っ
た
こ
と
が

主
な
要
因
だ
。
そ
の
分
、
一
般

枠
の
学
生
が
増
え
て
い
た
。

こ
れ
ま
で
は
、
学
生
の
募

集
方
法
を
手
挙
げ
方
式
に
す

る
か
別
枠
方
式
に
す
る
か
は

大
学
に
任
さ
れ
て
い
た
が
、

厚
労
省
は
大
学
側
の
手
挙
げ
方

式
の
運
用
が
不
適
切
だ
と
判

断
。
文
部
科
学
省
と
も
協
議
し
、

が
、
手
挙
げ
方
式
で
は
幻
%
だ

っ
た
。

手
挙
げ
方
式
を
採
用
す
る
あ

る
国
立
大
学
は
、
問
年
度
に
地

域
枠
と
し
て
増
員
さ
れ
た
定
員

日
人
に
対
し
て
、
希
望
者
は3

人
だ
っ
た
。

現
在
は
、
手
挙
げ
方
式
に
す

る
か
別
枠
方
式
に
す
る
か
の
判

断
は
各
大
学
に
委
ね
ら
れ
て
い

る
。
両
省
は
各
大
学
に
対
し
、

別
枠
方
式
に
統
一
す
る
よ
う
求

め
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

読

士
冗
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
同
月
山
田
(
水
)

別
枠
方
式
に
統
一
す
べ
き
だ
と

し
、
実
施
時
期
を
検
討
し
て
い

た
。四

年
度
の
入
試
か
ら
で
は
、

受
験
生
へ
の
周
知
が
間
に
合
わ

な
い
と
し
、
初
年
度
に
入
学
す

る
学
生
の
入
試
か
ら
実
施
す
る

こ
と
に
し
た
。

号士

ii7i: 

古
冗
(
東
京
了
夕
刊

2
0
1
8

年
間
月
お
日
(
金
)
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東欧医学部に熱視線
東
欧
の
大
学
の
医
学
部
で
学
ぶ
日
本
人
学
生
が
増
え
て
い
る
。
入
試

の
ハ
ー
ド
ル
が
比
較
的
低
く
、
学
費
と
生
活
費
を
合
わ
せ
て
も
日
本
の

私
立
大
医
学
部
よ
り
割
安
な
の
が
主
な
理
由
だ
。
中
で
も
ハ
ン
ガ
リ
ー

に
は
、
こ
れ
ま
で
に6
0
0

人
以
上
が
留
学
。
海
外
の
医
学
部
留
学
に

特
化
し
た
奨
学
金
を
設
け
、
医
師
不
足
解
消
を
目
指
す
自
治
体
も
出
始

め
た
。
女
子
や
浪
人
生
へ
の
差
別
で
圏
内
の
医
学
部
入
試
が
揺
れ
る
中
、

東
欧
留
学
は
ムl
ブ
メ
ン
ト
に
な
る
か
。

【柳
楽
未
来
】

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
首
都
ブ
ダ
ペ

ス
ト
に
あ
る
国
立
セ
ン
メ
ル
ワ

イ
ス
大6
年
の
浜
田
通
果
さ
ん

(
お
)
は
卒
業
を
来
年
に
控
え
、

実
習
な
ど
で
忙
し
い
毎
日
を
過

ご
す
。
日
本
の
大
学
の
医
学
部

を
目
指
し
た
が
う
ま
く
い
か

ず
、
浪
人
し
よ
う
と
考
え
て
い

た
と
き
に
偶
然
、
ハ
ン
ガ
リ
ー

と
い
う
選
摂
肢
を
知
り
、
留
学

を
決
め
た
。
学
生
は
世
界
各
国

か
ら
集
ま
り
、
授
業
は
英
語
で

進
め
ら
れ
る
。
卒
業
後
は
日
本

に
戻
っ
て
医
師
に
な
る
乙
と
を

目
指
し
て
お
り
、
「
英
語
で
医

学
を
学
ん
だ
強
み
を
生
か
し
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

東
欧
諸
国
は
以
前
か
ら
、
外

貨
獲
得
の
た
め
に
海
外
か
ら
医

学
部
生
を
受
け
入
れ
て
き
た
。

現
在
、
日
本
か
ら
の
留
学
生
の

大
半
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
四
つ
の

国
立
大
医
学
部
に
集
中
。2
0

0
6

年
か
ら
日
本
で
留
学
を
あ

っ
せ
ん
す
る
企
業
「
ハ
ン
ガ
リ

ー
医
科
大
学
事
務
局
」
(
東
京

都
)
に
よ
る
と
、
初
年
度
に
お

人
だ
っ
た
日
本
人
留
学
生
は
、

同
年
度
に
は
朗
人
に
増
え
た
。

急
増
の
背
景
は
、
日
本
の
医

学
部
が
H

狭
き
門
H
に
な
っ
て

い
る
こ
と
だ
。
将
来
の
高
収
入

を
期
待
で
き
る
医
学
部
の
人
気

は
高
く
、
比
較
的
学
費
の
安
い

国
公
立
大
は
難
関
だ
。
私
立
大

は
6

年
間
の
学
費
だ
け
で3
0

0
0

万
円
以
上
か
か
る
ケl
ス

が
多
く
、
平
均
的
な
収
入
の
家

庭
で
は
進
学
が
難
し
い
。
浜
田

さ
ん
は
「
日
本
で
は
医
学
部
に

入
れ
る
人
が
限
ち
れ
、
ス
タ
ー

ト
地
点
に
立
つ
こ
と
自
体
が
難

し
い
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
留
学
は
ス

タ
ー
ト
地
点
に
立
つ
チ
ャ
ン
ス

を
与
え
て
く
れ
た
」
と
話
す
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
医
学
部
に
留

学
す
る
場
合
、
入
試
は
英
語
、

理
科
の
筆
記
試
験
と
面
接
が
あ

る
。
日
本
で
受
験
で
き
、
難
易

度
は
日
本
の
国
公
立
大
医
学
部

ほ
ど
高
く
な
い
。9
月
入
学
で
、

6

年
間
の
本
コl
ス
以
外
に
、

入
学
前
に
英
語
や
理
科
を
集
中

的
に
学
ぶ1
年
間
の
予
備
コ
ー

ス
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
学
費

は
年
間2
0
0

万
円
程
度
で
、

現
地
の
生
活
費
や
同
事
務
局
に

支
払
う
手
数
料
な
ど
を
合
わ
せ

卒
業
ま
で
に
約2
5
0
0

万
円

か
か
る
が
、
日
本
の
私
立
大
に

比
べ
れ
ば
割
安
だ
口

一
方
で
、
入
学
後
の
教
育
は

厳
し
く
、
進
級
が
難
し
い
。
一

般
教
養
の
な
い
医
学
の
専
門
科

目
だ
け
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、

ス
ト
レ
ー
ト
に
卒
業
で
き
る
の

養
成
・

研
修

『日本は狭き門j ハンガリーに13年で600人
は
入
学
者
の3
分
の
1

ほ
ど
。

3

分
の
1

は
中
途
退
学
し
て
し

ま
う
と
い
う
。
こ
れ
ま
で
日
人

が
日
本
の
医
師
国
家
試
験
に
合

格
し
、
各
地
で
医
師
と
し
て
働

い
て
い
る
。
訪
日
外
国
人
の
増

加
な
ど
で
英
語
の
で
き
る
医
師

の
需
要
は
高
ま
る
と
み
ら
れ
、

同
事
務
局
の
石
倉
秀
哉
専
務
理

事
は
「
と
れ
か
ち
さ
ら
に
留
学

希
望
者
は
増
え
る
」
と
見
込
む
。

人
口
当
た
り
の
医
師
数
が
全

国
ワ
ー
ス
ト
2

位
(
同
年
)
の

茨
城
県
は
昨
年
度
、
都
道
府
県

と
し
て
は
初
め
て
、
海
外
留
学

す
る
医
学
生
専
用
の
奨
学
金
を

設
け
た
。
月
額
回
万
円
が
支
給

さ
れ
、
支
給
期
間
の1
・
5

倍

の
期
間
を
県
内
で
医
師
と
し
て

働
け
ば
返
済
が
免
除
さ
れ
る
。

県
の
担
当
者
は
「
圏
内
の
大
学

の
卒
業
生
だ
け
で
は
医
師
確
保

が
難
し
く
、
海
外
に
活
路
を
見

い
だ
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。
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九
州
大
病
院
(
福
岡
市
東
区
)
が
、
病
院
内
に
二
つ
あ

る
外
科
の
統
合
に
向
け
て
動
き
だ
し
た

。

同
病
院
に
は
第

一
外
科
(
臨
床
・
腫
虜
外
科
)
と
第
二
外
科
(
消
化
器
・

総
合
外
科
)
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
が
ん
な
ど
同
じ
疾

患
を
診
療
し
て
い
る
。

患
者
に
と
っ
て
は
ど
ち
ら
を
受
診

す
れ
ば
い
い
の
か
分
か
り
に
く
い
上
、
近
年
は
外
科
医
の

な
り
手
不
足
も
深
刻
化

。

統
合
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
治
療
や
研
究
、
教
育
の
質
の
向
上
を
目
指
す

。

こ
れ
ま
で
全
国
の
多
く
の
大

学
病
院
が
複
数
の
外
科
を
持

ち
、
病
院
内
で
ラ
イ
バ
ル
関
係

を
保
ち
な
が
ら
競
い
合
っ
て
き

た
が
、
地
方
の
病
院
で
は
外
科 医

不
足
で
存
続
か
困
難
に
な
り

相
次
い
で
統
合。

し
か
し
、
九
大

な
ど
規
模
が
大
き
く
歴
史
の
長

い
病
院
で
は
、
し
が
ら
み
も
あ

っ
て
統
合
が
進
ま
な
か
っ
た
。

九
大
は
叩
月1
日
付
で
、
第

二
外
科
の
教
授
に
、
大
阪
大
教

授
と
し
て
同
大
の二
つ
の
外
科

の
統
合
を
成
功
さ
せ
た
森
正
樹

氏
を
選
任。

九
大
第
二
外
科
出

身
の
森
氏
は
日
日
、
西
日
本
新 聞

の
取
材
に
「
近
年
、
外
科
が

二
つ
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
の

弊
害
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。

九
大
で
も
将
来
の
統
合

を
目
指
し
、
ま
ず
は
運
営
を
改

善
し
て
い
き
た
い
」
と
明
言
し

た
。

具
体
的
に
は
、
第一、
第
二

外
科
の
壁
を
取
り
払
い
、
「
消

化
管
」
「
呼
吸
器
」
「
血
液
」

と
い
っ
た
診
療
科
ご
と
に
チ
ー

ム
を
編
成
し
て
両
外
科
の
医
師

ら
が
協
力
し
て
治
療
や
研
究
を

実
施。

来
年
度
か
ら
九
大
病
院

で
勤
務
す
る
外
科
医
は
、
従
来

院
…

外
科
系
、
内
科
系
、
歯
科
系
の
診
療
科
や
専
門
外

粛
…来
な
ど
を
持
ち
、
病
床
数
は
福
岡
地
区
に

1
2
7
5

t

-
山
川…
床
、
大
分
県
別
府
地
区
に
1
4
0

床
(
3月
末
現
在
)

川
…
で
全
国
の
国
立
大
学
病
院
で
も
最
大
規
模

。

九
大
医

…
学
部
の
外
科
学
講
座
は
、
九
大
の
前
身
で
あ
る
京
都

…
帝
国
大
学
福
岡
医
科
大
学
が
創
立
さ
れ
た

1
9
0
3

(
明
治
部
)
年
、
初
代
学
長
を
務
め
た
大
森
治
豊
に

…
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
。

翌
年
に
、
も
う
一
1
1

…
つ
新
設
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
1
1
0

年
以
上
手盛

…
の
歴
史
を
持
つ。

周
囲

の
第
一
、
第二で
は
な
く
、
「
九

大
病
院
の
外
科
」
に
所
属
す
る

仕
組
み
に
す
る。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
九
大
で

育
っ
た医
師
を
県
内
外
に
派
遣

す
る
際
、
第
一
、
第二外
科
ご

と
に
派
遣
先
の
病
院
が事実
上

決
ま
っ
て
い
た
が
、
今
後
は
「
適

材
適
所
」
で
派
遣
し
て
い
く
と

い
う

。
森
教
授
は
「
外
科
の
統
合
に

よ
り
、
質
の
高
い
治
療
が
で
き

る
し
、
医
師
も
多
く
の
経
験
を

積
ん
で
研
究
に
も
生
か
せ
る
よ

う
に
な
る

。

九
大
の
医
療
が
世

界
の
大
学
に
対
抗
し
て
い
く
た

め
の
第
一
歩
に
し
た
い
」
と
話

し
て
い
る

。

(
宮
崎
拓
朗
、
吉
田
真
紀
)

西
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
げ
日
(
水
)
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| 九大病院2外科統合ヘ |

改
革
全
国
に
波
及
も

で
死
亡
し
た
問
題
を
機
に
注
目

さ
れ
た。

2
0
0
9

年
度
、
当

時
の
第
二
外
科
所
属
の
男
性
医

師
に
よ
る
肝
臓
切
除
手
術
な
ど

を
受
け
た8
人
が
死
亡。

し
か

し
、
手
術
を

一時
休
止
し
た
だ

け
で
改
善
策
を
取
ら
な
い
ま
ま

継
続
し
た。

病
院
の
調
査
で
は

計
羽
人
の
死
亡
が
明
ら
か
に
な

っ
た。第

三
者
謂
査
委
員
会
の
報
告

書
が
問
題
点
の一
つ
と
し
て
指

摘
し
た
の
は
、
第二
、
第
一
外

科
聞
の
「
潜
在
的
な
競
争
意

識
」。
第
二
外
科
の
肝
胆
惇
チ

ー
ム
は
手
術
を
男
性
医
師
だ
け

に
頼
る
脆
弱
な
体
制
だ
っ
た

が
、
同
分
野
の
チl
ム
を
持
つ

第
一
外
科
へ
の
競
争
意
識
で
独
者
に
は
分
か
り
に
く
い

。

両
外

立
し
た
診
療
体
制
を
取
り
続
科
そ
れ
ぞ
れ
の
関
連
病
院
も
決

付
、
死
亡
事
例
の
情
報
共
有
も
ま
っ
て
お
り
、
例
え
ば
、
第
一

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う。

外
科
の
関
連
病
院
は
、
第一外

こ
の
問
題
な
ど
を
受
け
、
九
科
に
し
か
患
者
を
紹
介
し
な
い

大
を
含
む
国
立
大
学
付
属
病
院
と
い
う

。

「二
つ
に
分
か
れ
て

長
会
議
は
凶
年
の
緊
急
提
言
で
い
る
と
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
医
も

「
同
一
術
式
を
院
内
の
複
数
の
手
薄
に
な
り
、
関
連
病
院
か
ら

外
科
系
診
療
科
(
第一外
科
、
紹
介
さ
れ
た
患
者
を
経
験
不
足

第
二
外
科
な
ど
)
で
行
う
こ
と
の
若
手
が
手
術
し
な
い
と
い
け

は
、
古
く
は
競
争
を
促
す
と
い
な
い
ケ
l

ス
も
あ
り
う
る
」
(
九

う
目
的
で
始
め
ら
れ
た
」
と
し
大
病
院
出
身
医
師
)
と
危
ぶ
む

た
上
で
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
声
も
あ
っ
た

。

ん
だ
現
在
で
は
そ
の
意
義
は
ほ
「
手
術
で
の
縫
合
の
方
法
や

と
ん
ど
な
く
、
む
し
ろ
、
標
準
器
具
の
持
ち
方
も
違
う
」
と

言

的
治
療
品
川
ら
の
逸
脱
、
有
軍
事
わ
れ
る
ほ
ど
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立

象
の
隠
蔽
や
情
報
共
有
の
障
し
、
意
思
疎
通
も
十
分
で
な
か

害
、
人
材
の
分
散
な
ど
、
患
者
っ
た
。

同
病
院
出
身
の
外
科
医

に
と
っ
て
不
利
益
を
生
じ
る
こ
は
「
別
の
外
科
に
指
導
を
仰
い

と
が
多
い
」
と
指
摘
し
た

。

だ
だ
け
で
『
ど
う
し
て
よ
そ
で

×
×

指
導
を
受
け
る
ん
だ
』
と
教
授

医
療
の
質
を
高
め
合
う
目
的
か
ら
こ
っ
ぴ
ど
く
叱
ら
れ
た
乙

だ
っ
た
は
ず
が
「
足
を
引
っ
張
と
も
あ
っ
た
」
と
話
す

。

り
合
う
存
在
」
と
も
な
っ
た二
×
×

つ
の
外
科。
九
大
病
院
も
例
外
九
州
で
は
既
に
外
科
を
統
合

で
は
な
い
。

す
る
流
れ
は
あ
る。

九
州
の9

消
化
管
、
呼
吸
器
、
乳
腺
な
大
学
病
院
に
取
材
し
た
と
こ

ど
の
診
療
分
野
が
重
覆
し
、
患
ろ
、
久
留
米
大
や
福
岡
大
、
宮

養
成
・

研
修

崎
大
な
ど
大
半
で
臓
器
別
や
疾

患
別
に
診
療
科
を
改
編
し
て
い

た
。宮

大
病
院
で
は
日
年
に
二
つ

の
外
科
を
統
合
し
た
上
で
、
五

つ
の
臓
器
別
診
療
科
に
再
編

。

教
授2
人
が
全
体
を
管
理
し
て

恥
る。

宮
大
医
学
部
の
中
村
都

英
教
授
(
心
臓
血
管
外
科
)
に

よ
る
と
、
外
科
医
不
足
が
叫
ば

れ
る
中
「
外
科
志
望
一
の
若
手
医

師
が
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
必
要
が

な
く
な
り
、
外
科
に
人
が
集
ま

り
ゃ
す
く
な
っ
た
」
。

特
に
「
消

化
管
・

内
分
泌
・

小
児
外
科
」

は
診
療
が
重
複
し
て
い
た
分
野

で
「
統
合
に
よ
り
若
手
医
師
が

幅
広
い
症
例
を診
ら
れ
る
た

め
、
医
療
の
質
の
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
る」
と
話
す。

医
療
現
場
で
は
医
師
の
働
き

方
改
革
、
地
方
の
医
師
不
足
や

偏
在
な
ど
、
大
き
な
課
題
に
直

面
し
て
い
る。

影
響
力
の
大
き

い
九
大
病
院
で
始
ま
っ
た
改
革

が
、
九
州
全
体
の
地
域
医
療
の

改
革
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る。

(
吉
田
真
紀
、
宮
崎
拓
朗
)

西
日
本
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
8

年
叩
月
げ
日
(
水
)
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豊
見
城
中
央
病
院
・

・

中
顕
病
院
・
ち
ば
な
ク
リ
ニ
ッ
ク

世
界
初

食
道
狭
窄
再
発
防
ぐ

早
期
食
漬
か
ん
の
内
視
鏡
手
術
後
に
発
症

す
る
食
道
狭
窄
の
再
発
を
防
ぐ
細
胞
シ
l

ト

移
植
治
療
を
世
界
で
初
め
て
実
施
し
た
と
し

て
、
豊
見
城
中
央
病
院
の
新
崎
修
院
長
と
加

藤
功
大
副
院
長
兼
先
端
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

長
、
中
頭
病
院
消
化
器
内
科
・

ち
ば
な
ク
リ

ニ
ッ
ク
副
院
長
の
石
原
淳
民
か
M
目
、
県
庁

で
会
見
を
聞
き
、
成
果
を
発
表
し
た

。

年
度

内
に
計6
症
例
の
実
施
を
予
定
し
て
お
り
、

評
価
や
治
験
を
経
て
、
将
来
的
に
広
く
県
民

に
医
療
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
す

。

技
術

・

療
法

豊
見
城
中
央
病
院
に
は
国
家

戦
略
特
区
制
度
を
活
用
し
た
再

生
医
療
の
専
用
病
床
が
整
備
さ

れ
て
お
り
、
今
回
が
初
の
取
り

組
み。
会
見
で
、
新
崎
医
長
は

「
世
界
初
の
事
例
で
、
国
家
戦

食道狼窄に対す

細胞シート
イメージ

略
特
区
制
度
に
基
づ
く
再
生
医

療
研
究
の
実
施
は
沖
縄
に
お
け

る
再
生
医
療
産
業
の
大
き
な
転

機
と
な
る
事
例
だ
」
と
ア
ピ
ー

ル
し
た。

連
携
協
定
を
結
ぶ
墓
京
女
子

医
科
大
学
が
開
発
し
た
「
細
胞

シ
l

ト
工
学」技
術
を
応
用
し
、

7

月
に
中
頭
病
院
で
初
代
男
性

に
、
日
月
に
は
豊
見
城
中
央
病

院
で
別
の
初
代
男
性
に
、
そ
れ

ぞ
れ
串
著
の
口
腔
粘
膜
細
胞
を

培
養
し
て
作
製
し
た
細
胞
シ
ー

ト
の
移
植
を
実
施
し
た
。

経
過

は
良
好
と
い
う。
ま
た
、
細
胞

シ
l

ト
の
輸
送
手
法
の
確
立
の

た
め
、
豊
見
城
中
央
病
院
で
培

養
し
た
細
胞
シ
!
ト
を
中
頭
病

院
ま
で
輸
送
す
る
実
験
も
実
施

し
た
。

険適用
病
気
の
治
療
を
目
的
に
し
た
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
(
ス
マ
ホ
)
ア
プ
リ
の
実
現

が
近
づ
い
て
い
る
。

国
が
有
効
性
を
認

め
保
険
が
適
用
さ
れ
る
禁
煙
ア
プ
り
が

2
0
1
9

年
に
も
第1
弾
と
し
て登
場

す
る
見
込
み
だ。
先
行
す
る
米国
で
は

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
や
う
つ
病
な
ど
に
も

対
象
が
広
が
る。
欧
米
の
製
薬
大
手
や

注目

圏
内
の
治
療
用
ア
プ
リ
で

第
1

号
と
な
る
見
通
し
な
の

は
、
日
年
創
業
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
、
キ
ュ
ア・
ア
ッ
プ

(
東
京・
中
央
)
の
ニ
コ
チ
ン

依
存
症
治
療
ア
プ
リ
。

実
際

の
医
療
現
場
の
知
見
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
し
、
利
用
者
は

た
ば
こ
を
吸
い
た
い気
持
ち

を
ど
の
よ
う
に
和
ら
げ
る
か 3

割
。
「
ア
プ
リ
を
使
え
ば

5

割
以
上
に
高
め
ら
れ
る
」

(
キ
ュ
ア・
ア
ッ
プ
の
佐
竹

晃
太
社
長
)
と
い
う

。

同
ア
プ
リ
は
口
年
叩
月
に

医
療
機
関
で
臨
床
試
験
(
治

験
)
を
始
め
、
標
準
的
な
治

療
と
併
用
し
た
場
合
の
効
果

を
確
か
め
て
い
る
。

同
年
上

期
に
も
医
療
用
途
で
使
う
た 現

在
の
標
準
的
な
禁
煙
治
療

補
助
薬
の
薬
価
は
約4
万

円
。

そ
れ
よ
り
も
低
く
な
る

可
能
性
が
あ
る。

日
本
で
は
は
年
に
法
律
が

改
正
さ
れ
、
ス
マ
ホ
ア
プ
り

も
「
医
療
機
器
」
と
し
て
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

行
動
変
容
を
促
す
こ
と
が主

な
目
的
で
、
生
活
習
慣
病
や

精
神
疾
患
の
治
療
に
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
る。
病
院
な
ど

で
医
師
が
処
方
す
る
た
め
、

販
売
前
に
は
安全
性
や
有
効 食

道
が
ん
を
内
視
鏡
手
術
で

切
除
す
る
と
、
患
部
が
収
縮
し

食
道
が
狭
く
な
る
後
遺
症
が
起

こ
り
ゃ
す
い。
バ
ル
ー
ン
と
呼

ば
れ
る
拡
張
術
を
施
す
と
、
食

道
に
裂
傷
が
生
じ
、
傷
が
原
因

で
狭
窄
が
再
発
す
る
ケ
l

ス
も

あ
り
、
拡
張
術
を
何
度
も
繰
り

返
す
患
者
も
多
い
と
い
う
。

拡

張
術
後
に
で
き
た
裂
け
目
に
細

胞
シ
l

ト
を
貼
り
付
け
て
食
道

を
再
生
し
、
狭
窄
の
再
発
を
予

防
す
る
こ
と
で
串
著
の
負
担
軽

減
に
つ
な
げ
る。

同
研
究
は
県
の
者
量
療
実

用
化
推
進
事
業
の
支
援
を
受
け

て
い
る。

沖
縄
タ
イ
ム
ス
・
朝
刊

2
0
1

8

年
叩
月
お
日

(木
)

長
)。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を

取
り
込
む
こ
と
で
新
た
な
成

長
分
野
に
育
て
る
考
え
だ

。

米
調
査
会
社
ザ
イ
オ
ン
・

マ
ー
ケ
ッ
ト・
リ
サ
ー
チ
は

治
療
ア
プ
り
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
治
療
市
場
が
げ
年
の
は
億

7

千
万
J
(
約
1
6
5
0

億

円
)
か
ら
剖
年
に
は
倒
億
7

2
0
0

万
ド
ル
に
拡
大
す
る
と

予
測
し
て
い
る
。

利
用
者
の
膨
大
な
デ
l

タ

を
持
つI
T

大
手
も
触
手
を

伸
ば
し
て
い
る。
F
D
A
は
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保治療アプリ
デジタル治療分野の主な取り組み

米ファイザー

A D H Dを治療するゲームアプリを開発する米ア

キリ ・ インタラクティブ ・ ラプズと提携

米
グ
l

グ
ル
な
どI
T

(情
報
技
術
)

大
手
も
注
目
し
て
お
り

、

医
療
の
あ
り

方
が
変
わ
る
可
能
性
も
あ
る
。

惨治療用アプリ 生活習慣病や精神疾患などに対する治療効
果を持つスマートフォン(スマホ)アプリのこと。医療向けア
プリ(ソフトウエア医療機器)のうち、 治験を経て治療効果を
うたうものを指す。
日本では2014年に旧 ・薬事法が医薬品医療機器等法(薬機法)

に改正され、 スマホアプリのように医療機器に組み込まれてい
ない単体のソフトウエアが医療機器と認められるようになっ
た。米国では食品医薬品局(F D A)がソフトウエア医療機器向
けの承認制度を用意しており 、 迅速な承認が可能だ。米アップ
ルが18年 9 月に発表した「アップルウオッチ」 で心電図アプリ
の FDA承認を短期間で取得できたのもこうした背景がある。

アルコール中毒などの治療用アプリを開発する米

ピア ・ セラビューティクスと提携

糖尿病治療支援アプり などを開発

ノパルティス

米グーグル

ロシュ

傘下企業でウエアラブル型医療機器などを開発

米アップル、 韓国サムスン電子

スマートフォンやウエアラプル機器と医療用アプ

リの連携を模索

T大手開発費安く
田辺三菱製薬

治療用アプリの事業化を検討

、

な
ど
、
あ
た
か
も
画
面
の
向

こ
う
に
医
師
が
い
る
か
の
よ

う
に
助
言
が
受
け
ら
れ
る
。

ニ
コ
チ
ン
依
存
症
治
療
の

場
合、

ア
プ
リ
に
よ
る
禁
煙

効
果
が
見
込
め
ると
医
師
が

判
断
し
た
患
者
が
専
用
ア
プ

リ
を
イ
ン
スト
ー

ル
し
、

日

々
ア
プ
り
か
ら
の
助
言
を
得

て
禁
煙
を
続
け
る

。

標
準
的
な
禁
煙
治
療
で
は

1

年
後
の
禁
煙
継
続
率
は
約

ビジネス
TODAy 

め
の
承
認
を
申
請
し
、
周
年

内
に
保
険
適
用
を
受
げ
て
発

売
す
る
こ
と
を
計
画
す
る
。

キ
ュ
ア
・
ア
ップ
の
治
療
ア
プ
リ
は
画
面
の
向
こ
う

に
医
師
が
い
る
か
の
よ
う
に
助
言
を
受
け
ら
れ
る

デジタル治療市場は年率24%の
成長が見込まれる

治療用アプリの
対怠となる支な疾患

糖尿病

中枢神経系疾患

循環器系疾患

⑮ 

技
術
・

療
法

(j主)米ザイオン・マーケット'リサーチ予測

性
を
証
明
す
る
治
験
が
必
要

に
な
る
。キ
ュ
ア
・

ア
ッ
プ

の
ほ
か
サ
ス
メ
ド
(
東
京
・

中
央
)
も
不
眠
症
治
療
ア
プ

リ
の
治
験
を6
月
に
始
め
る

な
ど
、
四
年
以
降
の
実
用
化

に
向
け
た
動
き
が
出
て
き
て

い
る
。

先
行
す
る
の
は
「
デ
ジ
タ

ル
治
療
」
と
い
う
言
葉
が
広

く
使
わ
れて
い
る
米
国
だ。

代
表
的
な
ス
ター
ト
ア
ッ
プ

企
業
で
あ
る
米
ピ
ア・セ
ラ

ピ
ュ
!
テ
ィ
ク
ス
は
ア
ル
コ

ー

ル
や
薬
物
の
中
毒
患
者
向

げ
の
ア
プ
リ
が
口
年9
月
に

米
食
品
医
薬
品
局(
F
D
A
)

の
承
認
を
取
得
。
う
つ
病
や

統
合
失
調
症
な
ど
の
疾
患
に

対
す
る
ア
プ
リ
も
用
意
し
て

い
る
。

欧
米
の
製
薬
大
手
は
こ
う

し
た
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業

の
取
り
込
み
に
動
い
て
い

る
。
ス
イ
ス
の
ノ
パ
ル
テ
ィ

ス
は
4

月
、

後
発
医
薬
品
事

業
部
門
を
通
じ
て
ピ
ア
と
提

携
。
ア
プ
リ
の
開
発
や
事
業

他
で
協
力
す
る
。
米
フ
ァ
イ

ザ
ー

も
米
ア
キ
リ
・

イ
ン
タ

ラ
ク
テ
ィ
ブ・
ラ
プ
ズ
と
提

携
し
て
い
る
。

一
般
に
医
薬
品
の
開
発
に

は
凶
年
以
上
の
期
間
と10

0
0

億
円
以
上
の
費
用
が
か

か
る
と
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
治
療
用
ア
プ
リ
の
開
発

期
間
は
数
年
で
開
発
コ
ス
ト

は
「
数
億
円
で
済
む
」
(
キ

ユ
ア
・

ア
ッ
プ
の
佐
竹
社

げ
年
7

月
、
治
療
用
ア
プ
り

な
ど
の
ソ
フト
ウ
エ
ア
医
療

機
器
の
承
認
を
迅
速
化
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
ち
上
げ

た
。
参
加
企
業9
社
に
は
ピ

ア
な
どと
並
び、

米
ア
ッ
プ

ル
社
や
韓
国
サ
ム
ス
ン
電

子
、
米
グ1
グ
ル
傘
下
企
業

な
ど
も
名
を
連
ね
る
。
脈
拍

な
ど
の
健
康
デー
タ
を
入
手

で
き
る
ウ
エ
ア
ラ
ブ
ル
端
末

と
の
組
み
合
わ
せ
を
狙
っ
て

い
る
と
み
ら
れ
る
。

日
本
で
は
こ
れ
ま
で
製
薬

会
社
の
動
き
は
目
立
っ
て
こ

な
か
っ
た
が
、
田
辺三
菱
製

薬
が
治
療
用
ア
プ
リ
を
事
業

化
す
る
こ
と
を
検
討。
中
枢

神
経
系
疾
患
な
ど
を
対
象
に

す
る
と
み
ら
れ
る
。

製
薬
業
界
の
動
向
に
詳
し

い
ア
l

サ
l
-

デ
ィ
・
リ
ト

ル
・

ジ
ャ
パ
ン
の
増
弁
慶
太

プ
リ
ン
シ
パ
ル
は
「
圏
内
製

薬
企
業
の
多
く
が
治
療
ア
プ

リ
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
は

ず
だ
。
た
だ
既
存
事
業
と
は

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
が
異
な
る

た
め、
ま
ず
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
へ
の
出
資
な
ど
の
形
で
参

入
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と

指
摘
す
る
。

時
間
軸
が
違
う
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
やI
T

企
業
と
の
競

争
と
な
る
だ
け
に
、
一
歩
間

違
え
ば
周
囲
遅
れ
と
な
り
か

ね
な
い
。
(
大
下
淳
一
)

日
本
経
済
新
聞
・
朝刊

2
0
1
8

年
m
月
白
日
(
水)
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学会、圏内初の診療指針案

大
人
の
叩
人
に1
人
以
上
が
抱
え

て
い
る
「
耳
鳴
り
」
の
診
療
に
関
す

る
圏
内
初
の
指
針
案
を
日
本
聴
覚
医

学
会
が
ま
と
め
た
。
回
目
、
神
戸
市

で
あ
っ
た
大
会
で
概
要
を
発
表
し

た
。
耳
鳴
り
の
多
く
は
薬
に
よ
る
治

療
は
効
果
が
な
く
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
を
丁
寧
に
し
て
耳
鳴
り
と
う
ま
く

付
き
合
え
る
よ
う
に
支
援
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。

耳
鳴
り
は
外
に
音
源
が
な
い
の

に
、
自
分
の
耳
の
中
で
音
が
聞
こ
え

る
状
態
。
日
本
に
は1
千
万
人
以
上

い
る
と
み
ら
れ
る
。
ス
ト
レ
ス
や
難

聴
、
耳
の
病
気
の
ほ
か
、
原
因
が
よ

く
わ
か
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
多
く

は
回
復
が
難
し
く
、
症
状
を
和
ら
げ
­

な
が
ら
う
ま
く
付
き
合
う
こ
と
が
必
一

要
だ
。
一

指
針
で
は
、
治
療
の
際
に
ま
ず
カ
一

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
す
る
こ
と
を
推
一

奨
。
原
因
や
付
き
合
い
方
を
知
る
こ
一

と
で
、
患
者
が
覚
え
る
不
安
や
苦
痛
一

を
軽
く
で
き
る
揚
合
も
少
な
く
な
い
一

と
指
摘
し
た
。
現
状
の
受
け
止
め
や
一

考
え
方
を
変
え
る
こ
と
で
精
神
的
な
一

苦
痛
を
緩
和
す
る
認
知
行
動
療
法
も
一

効
果
が
高
い
と
し
た
。
耳
鳴
り
を
和
一

ら
げ
る
た
め
、
補
聴
器
の
よ
う
な
機
一

器
で
別
の
音
を
流
す
音
響
療
法
も
効
一

果
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
一

一
方
、
向
精
神
薬
な
ど
の
薬
物
療
一

法
や
、
栄
養
補
助
食
品
、
頭
部
へ
の
一

磁
気
刺
激
は
、
現
時
点
で
は
勧
め
な
一

い
と
し
た
。
効
果
の
和
学
的
根
拠
が
一

十
分
検
証
さ
れ
て
い
な
い
た
め
だ
。
一

指
針
案
は
来
春
正
式
に
公
表
さ
れ
一

る
。
(
小
坪
遊
)
一

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
間
日
(
金
)

技
術
・
療
法

厚労省

全
国
切
施
設
指
定
ヘ

厚
生
労
働
省
は
、
が
ん
患
者

の
ゲ
ノ
ム
(
全
遺
伝
情
報
)
を

治
療
に
生
か
す
「
が
ん
ゲ
ノ
ム

医
療
」
の
検
査
(
遺
伝
子
パ
ネ

ル
検
査
)
が
で
き
る
病
院
を
増

や
す
方
針
を
固
め
た
。
現
在
は

全
国
日
施
設
の
み
だ
が
、
新
た

に
「
拠
点
病
院
」
を
指
定
し
、

将
来
的
に
は
全
都
道
府
県
で
印

施
設
弱
と
す
る
貝
通
し
。
厚
労

省
は
と
の
検
査
に
来
年4月
か

ら
公
的
保
険
を
適
用
で
き
る
よ う

手
続
き
を
進
め
て
お
り
、
ゲ

ノ
ム
医
療
の
体
制
拡
充
が
必
要

と
判
断
し
た
。
年
内
に
も
指
定

要
件
を
公
表
し
、
公
募
を
始
め

る
。パ

ネ
ル
検
査
は
網
羅
的
に
が

ん
の
原
因
と
な
る
異
常
(
変
異
)

を
調
べ
、
効
率
的
な
診
断
や
効

果
的
な
治
療
が
可
能
に
な
る
。

厚
労
省
は
今
年2
月
、
園
内

の
9

都
道
府
県
日
施
設
を
パ
ネ

ル
検
査
や
結
果
分
析
な
ど
を
行

が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療

「
d

患
者
の
遺
伝
子
を
解
析
装
置
で
読
み
解
き
、
が
ん
関
連

「
民
遺
伝
子
を
検
査
し
、
治
療
に
役
立
て
る
医
療
。
現
在
は
遺

伝
子
一
つ
一
つ
を
検
査
し
て
い
る
が
、
遺
伝
子
パ
ネ
ル
検
査
は

1

度
に
1
0
0

種
類
以
上
の
遺
伝
子
を
調
べ
ら
れ
る
。
遺
伝
子
に
変

異
が
見
つ
か
れ
ば
、
そ
の
遺
伝
子
が
作
り
出
す
た
ん
ぱ
く
質
の
働

き
を
薬
で
抑
え
る
な
ど
適
切
な
治
療
方
法
が
見
つ
か
る
可
能
性
が

あ
る
。
集
め
た
遺
伝
情
報
を
基
に
新
た
な
治
療
法
を
開
発
し
た
り
、

創
薬
に
つ
な
げ
た
り
す
る
と
と
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

う
ほ
か
、
人
材
育
成
や
研
究
開

発
な
ど
も
担
う
「
中
核
拠
点
病

院
」
に
指
定
。
一
方
、
患
者
側

の
窓
口
と
な
る
「
連
携
病
院
」

も
設
け
ら
れ
て
お
り
、
必
要
に

応
じ
て
検
査
の
た
め
に
患
者
の

細
胞
な
ど
を
中
核
拠
点
病
院
に

送
り
、
結
果
を
受
け
て
治
療
す

る
。
連
携
病
院
は
当
初
位
都
道

府
県
の
計1
0
0

施
設
だ
っ
た

が
、
叩
月
に
空
白
地
域
だ
っ
た

岩
手
、
群
馬
、
大
分
、
熊
本
、

沖
縄
の5
県
を
含
め
て1
3
5

施
設
に
ま
で
増
え
、
全
都
道
府

県
で
ゲ
ノ
ム
医
療
を
受
け
ら
れ

る
体
制
が
整
っ
た
。

た
だ
、
現
状
で
は
患
者
に
結

果
が
届
く
ま
で
約1
カ
月
か
か

る
。
保
険
適
用
さ
れ
る
と
検
査

数
が
増
え
、
さ
ら
に
長
期
化
す

る
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、 厚

労
省
は
新
設
す
る
「
拠
点
病

院
」
に
検
査
や
分
析
と
治
療
方

針
の
決
定
部
分
を
担
わ
せ
、
中

核
拠
点
病
院
に
次
ぐ
施
設
と
位

置
づ
け
る
。ω
施
設
弱
を
指
定

す
る
意
向
だ
。

パ
ネ
ル
検
査
で
適
切
な
治
療

薬
が
見
つ
か
る
の
は1
割
に
と

ど
ま
っ
て
お
り
、
厚
労
省
は
「
検

査
を
受
け
る
患
者
が
増
、
え
れ
ば

質
の
高
い
デl
タ
が
集
ま
り
、

効
果
の
高
い
治
療
法
の
開
発
に

つ
な
が
る
」
と
期
待
す
る
。

検
査
を
受
け
ら
れ
る
の
は
手

術
や
化
学
療
法
な
ど
「
標
準
治

療
」
で
結
果
が
出
な
か
っ
た
患

者
に
限
ら
れ
て
い
る
。
費
用
は

約
閃
万
円
。
保
険
適
用
さ
れ
れ

ば
患
者
負
担
は
減
る
が
、
医
療

保
険
財
政
へ
の
影
響
は
大
き

い
。
【
酒
井
雅
浩
】

h一
時

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
叩
月
訂
日
(
土
)
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で予測A がん生存率
手
術
で
切
除
し
た
が
ん
の
遺
伝
子
や
、
画
像
診
断
の
結
果
を
人
工
知
能

(A
I

)
が

学
ん
で
、
患
者
の
生
存
率
を
予
測
す
る
技
術
開
発
が
進

む
。
九
州
大
学は
お
種
類
の
遺

伝
子
の
解
析
か
ら
乳
が
ん
患
者
を
生
存
率
で
7
段
階
に
分
類
す
る

こ
と
に
成
功
。
国
立

が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
は
腎
細
胞
が
ん
の
生
存
率
を
予
測
す
る
目
印
に
な
る
遺
伝
子
を
特

定
し
た
。
高
リ
ス
ク
と
判
定
さ
れ
た
患
者
に
は

、

積
回
倒
的
な
投
薬
と
い
っ
た
治
療
方
針

を
修
正
で
き、

一
人
ひ
と
り
に
最
適
な
「
個
別
化
医
療
」
に
つ
な
が
る
。

九大や国立がんセンター、遺伝子解析
が
ん
は
進
行
初
期
の
「
1

」

か
ら
重
症
の
「4
」
ま
で4

段
階
の
ス
テ
ー
ジ
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
効
果
的

な
治
療
法
が
あ
る
。
が
ん
の

種
類
や
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ
て

治
り
や
す
さ
は
異
な
り
、
統

計
的
に5
年
後
の
生
存
率
が

公
表
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
同
じ
ス
テー
ジ
で
も

転
移
の
し
や
す
さ
や
大
き
く

な
る
速
さ
は
患
者
ご
と
に
異

な
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
。
A
I

で
患
者
ご
と
の
生

存
率
や
有
効
な
治
療
法
を
予

測
で
き
れ
ば
、
個
別
他
医
療

を
ど
こ
で
も実
施
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

九
州
大
学
の
中
山
敬
一主

幹
教
授
と
清
水
秀
幸
学
術
研

究
員
は
、
人
の
全
て
の
遺
伝

子
に
あ
た
る
約
2
万
2
0
0

0
種
類
の
働
き
の
強
さ
や
治

療
後
の
状
態
に
つ
い
て
、
約

7
0

0
0
人
の
乳
が
ん
患
者

の
デ
l

タ
を
A
I

に
学
ば
せ

た
。

幻
個
の
遺
伝
子
の
働
き

か
ら
患
者
を
生
存
率
で
7
分

類
で
き
る
こ
と
を
み
つ
け

とに最適医療ヘ患者ご
た
。

「
同
じ
ス
テー
ジ
2
の
患

者
で
も
、
叩
年
後
の
生
存
率

が
日
i

叩
%
と
大
き
な
差
が

出
た
」
(
中山
主
幹
教
授
)
。

今
後、

九
大
は
企
業
と
の
臨

床
研
究
の
開
始
を
目
指
す
。

企
業
が
遺
伝
子
検
査
サー
ビ

ス
と
し
て
有
糾
で
提
供
す
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
所
の
加
藤
護
部
門
長
は

胃
が
ん
や
肺
が
ん
な
ど
約
3

0

0
0

人
の
患
者
に
つ
い

て
、
約
2
万
2
00
0
種
類

の
遺
伝
子
の
働
き
や
変
異
と

生
存
率
の
デl
タ
を
、

A
ー

の
一
種
「
機
械
学
習
」
で
解

析
し
た。

腎
細
胞
が
ん
で
は
特
定
の

遺
伝
子
の
働
き
が
弱
い
と
、

そ
う
で
な
い
場
合
に
比
べ
て

3

年
後
の
生
存
率
が
2倍
超

の
百
%
に
な
っ
た
。
様
々
な

が
ん
で
精
度
を
確
か
め
る
。

5

年
後
に
も
臨
床
研
究
や
臨

床
試
験
(
治
験
)
を
実
施
す

る
目
標
だ。
検
査
会
社
の
予

測
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
げ
る。

AIでがん患者の予後を予測

予後を予測。診療方針
の手鍋かりにAIで解析遺伝子の解析データや

MRIの診断画像

画
像
解
析
と
組
み
合
わ
せ

た
手
法
も
で
て
き
た
。
産
業

技
術
総
合
研
究
所
の
瀬
々
潤

招
鴨
(
し
よ
う
へ
い
)
研
究

員
は
、
磁
気
共
鳴
画
像
装
置

(
MR
I

)
で
撮
影
し
た
脳

腫
療
の
画
像
と
遺
伝
子
解
析

の
結
果
に
つ
い
て
、
患
者
約

1
7
0
人
の
デ
ー
タ
をA
I

に
学
ば
せ
た。

が
ん
細
胞
の
約
叩
種
類
の

遺
伝
子
の
変
化
か
ら生
存
率

を
予
測
で
き
る
メ
ド
を
つ
け

た
。

3

年
後
に
も
技
術
を
確

立
し
、
企
業
と
の
臨
床
試
験

を
目
指
す。

A
I

の
ソ
フト

な
ど
が
国
に
承
認
さ
れ
れ
ば

実
用
化
で
き
る
。

A
ー

が
低
い
生
存
率
と
予

想
し
た
場
合
は、

新
し
い
が

ん
免
疫
薬
や
放
射
線
治
療な

ど
を
積
極
的
に
使
う
治
療
に

切
り
替
え
て
、
生
存
率
向
上

を
狙
う
。
反
対
に
高
い
予
想

の
場
合
は
、
不
要
な
投
薬
を

控
え
、
副
作
用
を
避
け
ら
れ

る
。
痛
み
を
和
ら
げ
る
緩
和

治
療
を
す
る
時
期
も
判
断
し

技
術
・

療
法

や
す
く
な
り、

患
者
の
生
活

の
質
を
高
め
ら
れ
る
。

医
療
で
のA
I

の
活
躍
は

生
存
率
の
予
測
だ
け
に
と
ど

ま
ら
な
い
。

先
頭
を
走
る
の

は
、
が
ん
と
正
常
な
組
織
を

見
分
け
る
病
理
診
断
の
支
援

だ
。
手
術
で
切
除
す
る
範
囲

の
確
認
な
ど
を
す
る
病
理
医

の
見
落
と
し
を
防
ぐ
。

病
理

医
の
人
材
不
足
も
あ
り
、
A

ー

へ
の
期
待
は
高
い
。

現
状
で
は8
1

9

割
の
精

度
で
見
分
け
ら
れ
る
研
究
成

果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
病

理
医
は
ほ
ぼ1
0
0
%
に
な

る
。
研
究
を
手
が
り
る
札
幌

医
制
大
学
の
中
津
川
宗
秀
助

教
は
「
少
な
く
と
も
凶
%
以

上
の
精
度
が
な
け
れ
ば
、
病

理
医
はA
I

を
頼
り
に
で
き

な
い
」
と
話
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
患
者
の

国立がん研究センター研究所は 「機
械学習」 を使い、 腎細胞がんなどの
予後を予測する技術を開発した

症
状
に
関
す
る
論
文
の
検
索

や
カ
ル
テ
情
報
の
自
動
解
析

な
ど
にA
I

を
使
い、

医
師

が
診
断
時
に
病
気
や
治
療
法

を
し
ぼ
り
こ
む
助
け
に
す
る

用
途
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

創
薬
に
もA
I

の
利
用
が

進
む
。
新
薬
開
発
は
全
体
で

9
1

口
年
の
歳
月
と10
0

0

億
円
以
上
の
開
発
費
が
か

か
り

、

成
功
率
は
2
万
分
の

1
以
下
と
さ
れ
る
。
A
I

で

開
発
期
間
を
最
大
で
3

割
弱

短
縮
で
き
る
可
能
性
が
あ
る

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
包
日
(
月)
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国
際
的
な
医
療
機
能
評
価
機
構
「
J
C
I

」
(
本
部

・

米
シ
カ
ゴ
)
の
認
証
を
取
得
す
る
取
り
組
み
が
、
圏

内
の
病
院
で
広
が
っ
て
い
る
。

日
本
国
内
に
も
病
院
を

評
価
す
る
仕
組
み
が
あ
る
が
、
J
C
I

が
世
界
で
最
も

厳
し
い
審
査
と
言
わ
れ
、
安
全
な
医
療
を
患
者
に
提
供

で
き
て
い
る
か
、
医
療
の
質
の
向
上
に
努
め
て
い
る
か

ど
う
か
、
千
を
超
え
る
項
目
に
つ
い
て
専
門
家
が
現
場

で
チ
ェ
ッ
ク
す
る。
認
証
を
受
け
た
中
部
地
方
の
病
院

の
取
り
組
み
を
追
っ
た
。

「
安
全
な
病
院
」

入
院
患
者
が
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き

て
立
と
う
と
す
る
と
、
近
く
の
看

護
師
が
両
手
で
支
え
た
。

患
者
の

手
首
に
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
リ
ス
ト

J

C
l

米
国
の
医
療
機
関
を

対
象
と
し
た
第
三
者
評
価
機
関

(
1
9
5
1年
設
立
)
の
国
際
部

門
と
し
て
例
年
に
設
立
さ
れ
た
非

営
利
組
織。
米
国
の
外
科
医
が
自

身
の
治
療
を
第
三
者
に
評
価
し
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
た
こ
と
が
発

端
と
さ
れ
る。
米
国
で
は9
割
を

超
え
る
病
院
が
認
証
を
取
得
。

中

国
や
韓
国
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
な
ど

ア
ジ
ア
で
も
多
く
の
病
院
が
取
得

す
る
。

日
本
国
内
は
お
施
設
が
取

得
し
、
中
部
地
方
で
は
ほ
か
に
相

沢
病
院
(
長
野
県
松
本
市
)
が
5

年
前
、
名
古
屋
第
二
赤
十
字
病
院

(
名
古
屋
市
昭
和
区
)
が
今
年

3

月
に
取
得
し
て
い
る
。

取得広がる国際的認証

(
小
中
寿
美
、
安
田
功
)

に
太
鼓
判

バ
ン
ド。
普
段
は
歩
行
に
問
題
が

な
く
て
も
、
術
後
は
ふ
ら
つ
き
転

倒
す
る
こ
と
も
あ
る。

一
人
一
人

の
リ
ス
ク
を
評
価
し
、
印
を
着
け

る
こ
と
で
注
意
を
払
い
や
す
く
な

っ
た。八

月
に
認
証
を
取
得
し
た
藤
田

医
科
大
病
院
(
愛
知
県
豊
明
市
、

十
日
に
藤
田
保
健
衛
生
大
か
ら
改

名
)
が
「
転
倒
・

転
落
の
リ
ス
ク

低
減
」
の
た
め
に
始
め
た
一
例
。

こ

こ
二
年
間
、
こ
う
し
た
工
夫
や
改

善
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

「
患
者
本

位
の
医
療
が
も
と
も
と
の
理
念
。

実
現
で
き
て
い
る
か
をJ
C
I

の

指
標
で
確
認
し
た
か
っ
た
」
と
湯

沢
由
紀
夫
院
長
(
六
る
は
話
す

。

病
院
の
種
類
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

異
な
り
、
大
学
病
院
の
審
査
項
目

は
千
二
百
七
十
に
上
る
。

教
育
や

研
究
を
担
う
た
め
一
般
病
院
よ
り

も
七
十
項
目
ほ
ど
多
い
の
が
特
徴

だ
。審

査
は
、
医
師
や
経
営
の
専
門

家
ら
五
人
が
五
日
間
か
け
て
行
っ

た
。

設
備
や
患
者
向
け
の
表
示
、

医
療
機
器
な
ど
を
細
か
く
調
べ
る

ほ
か
、
採
用
ま
も
な
い
ス
タ
ッ
フ

や
患
者
に
も
聞
き
取
り
を
し
て
、

工
夫
や
改
善
が
現
場
に
浸
透
し
て

い
る
か
確
か
め
る。
同
病
院
は
ほ

と
ん
ど
の
項
目
で
基
準
を
満
た
し

合
格
。

圏
内
の
大
学
病
院
で
は
三

例
目
の
取
得
と
な
っ
た。

「
非
常
に
厳
し
い
道
の
り
だ
っ

た
が
、
取
り
組
む
中
で
安
全
性
を

高
め
ら
れ
た
と
思
う
」
と
湯
沢
院

長
。

各
項
目
の
基
準
を
ど
う
満
た

す
か
は
病
院
の
実
情
に
合
わ
せ
て

考
え
ね
ば
な
ら
な
い。
項
目
の
分 病

院
運
営質向上ヘ厳しい審査合格藤田医大

野
ご
と
に
十
六
の
チl
ム
を
作
っ

て
具
体
策
を
練
り
、
現
場
に
取
り

入
れ
た。

例
え
ば
手
術
で
は
、
診
療
科
ご

と
に
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
手
術
部
位

の
印
を
「。
」
に
統
一。
薬
品
の
入

っ
た
容
器
を
洗
う
際
に
飛
沫
が
目

に
入
る
事
態
に
備
え
、
院
内
各
所

に
目
の
洗
浄
器
を
取
り
付
け
た
。

薬
品
の
冷
蔵
庫
は
温
度
が
自
動
で

管
理
さ
れ
て
い
る
が
、
表
示
が
正

し
い
と
は
限
ら
な
い。
冷
蔵
庫
内

に
も
温
贋
計
を
取
り
付
け
、
職
員

が
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
し
た
。

特
に
大
変
だ
っ
た
の
は
現
場
へ

の
周
知。
国
内
最
多
の
病
床
数
を

誇
る
同
病
院
は
、
職
員
に
学
生
、

飲
食
店
な
ど
の
業
者
を
含
め
る
と

四
千
人
の
関
係
者
が
い
る
。

マ
ニ

ュ
ア
ル
を
配
り
、
勉
強
会
も
開
い

て
徹
底
し
た。

「
そ
こ
ま
で
や
る

必
要
が
あ
る
の
か
」
と
異
論
も
出

た
が
、
湯
沢
院
長
ら
が
「
日
本
一

質
の
高
い
病
院
を
目
指
そ
う
」
と

呼
び
掛
け
続
け
た。

認
証
は
三
年
ご
と
の
更
新。
改

善
を
続
け
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
、

審
査
は
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
。

聖

隷
浜
松
病
院
(
浜
松
市
中
区
)
は

六
年
前
に
中
部
地
方
で
初
め
て
認

証
を
取
得
し
、
二
度
の
更
新
審
査

を
経
験
し
た。

「
二
度
目
は
特
に

大
変
だ
っ
た。
あ
ら
探
し
を
し
よ

う
と
い
う
審
査
員
の
意
図
を
感
じ

た
」
と
取
り
組
み
を
指
揮
し
た
山

本
貴
道
副
院
長
宝
七
)
は
振
り
返

る
。審

査
初
日
に
「
申
し
送
り
が
文

書
化
さ
れ
て
い
な
い
」
と
指
摘
さ

れ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
三
年
ご
と

に
改
定
さ
れ
て
お
り
、
新
た
に
追

加
さ
れ
た
項
目
だ
っ
た。
申
し
送

り
を
記
録
で
き
る
よ
う
に
対
策
を

取
り
、
滑
り
込
み
で
基
準
を
満
た

し
た
。コ

ニ
度
目
の
方
が
ス
ム
ー
ズ
だ

っ
た。
取
り
組
み
が
文
化
と
し
て

根
付
い
て
き
た
と
思
う
」
と
山
本

副
院
長。
設
備
の
改
善
な
ど
で
コ

ス
ト
も
か
か
る
が
、
認
証
を
更
新

し
た
い
考
え
だ。
認
証
の
取
得
は

患
者
の
病
院
選
び
に
も
役
立
つ
は

ず
だ
が
「
六
年
た
っ
て
も
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

ど
う
知
ら

せ
て
い
く
か
も
課
題
」
と
話
し
て

い
る
。

ô l 中
占 | 日
誌| 新
星| 聞
日 |・

さ|朝
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誘う口思わず消毒 阪
大
病
院
入
り
口
の
真
実

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
期
を
前
に
、
大
阪

大
医
学
部
付
属
病
院
(
大
阪
府
吹
田
市
)
は
羽
一

目
、
ロ
ー
マ
の
「
真
実
の
口
」
を
模
し
た
手
指
一

の
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
コ
ー
ナ
ー
を
入
り
口
近
く
一

に
設
け
た
。
口
に
手
を
入
れ
る
と
、
霧
状
の
ア
一

ル
コ
l

ル
消
毒
液
が
出
る
仕
組
み
。
来
院
し
た
一

岡
市
の
主
婦
、
北
側
晴
恵
さ
ん(ω
)は
口
に
手
一

を
入
れ
、
「
楽
し
い
。
何
度
も
消
毒
し
た
く
な
一

る
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

一

真
実
の
口
は
、
映
画
「
ロ
l

マ
の
休
日
」
で
一

有
名
な
彫
刻
。
偽
り
の
心
を
持
つ
人
が
手
を
入
一

れ
る
と
か
み
切
ら
れ
る
と
い
う
伝
説
が
あ
る

。

一

同
病
院
の
真
実
の
口
は
直
径
約
ω
今
で
、
実
物
一

の
半
分
程
度。

「
思
わ
ず
手
を
入
れ
、
消
毒
し
一

て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
効
果
を
狙
い
、
経
済
学
一

部
の
松
村
真
宏
教
授
(
仕
掛
学
)
が
発
案
し
た

。

一

病
院
に
は
免
疫
が
極
端
に
低
下
し
た
患
者
が
一

多
く
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
を
院
内
に
一

持
ち
込
ま
せ
な
い
必
要
が
あ
る
。

木
村
正
院
長
一

は
「
手
指
の
消
毒
だ
け
で
か
な
り
の
予
防
に
な
一

る
。

院
内
感
染
防
止
の
た
め
に
も
、
消
毒
を
す

る
き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い」
と
話
し
た。

【
松
本
光
樹
】

毎

日
(
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
間
月
初
日
(
火
)

見通せぬ需要人間性見込む/プμfμチ

再
生
医
療
開
業

東
京
都
心
に
、
全
国
で
も
ま

だ
少
な
い
個
人
経
営
の
「
再
生

医
療
」
専
門
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
あ

る
。

手
術
だ
け
に
頼
ら
な
い
治

療
を
目
指
し
た
整
形
外
判
明
医

と
、
将
来
を
見
込
ん
だ
銀
行
員

が
協
力
し
、
昨
春
開
業
に
こ
ぎ

着
け
た。

帝
国
ホ
テ
ル
東
京4
階
に
昨

春
開
業
し
た
「
リ
ソl
ク
リ
ニ

ッ
ク
」。

院
長
の
磐
田
振
一
郎

さ
ん
(
U
)は
、
細
胞
を
使
っ
て

傷
つ
い
た
体
の
組
織
を
再
生
さ

せ
る
再
生
医
療
を
手
が
け
る

。

関
節
痛
の
人
の
患
部
に
そ
の
人

の
細
胞
を
注
入
し
、
患
部
の
修

復
を
図
る。

細
胞
は
ひ
ざ
を
軽

く
切
開
し
て
約
1

ほ
うを
探
取

し
、
培
養
す
る。

「
手
術
で
は

な
い
の
で
、
処
置
の
日
も
日
帰

り
で
す
」

関
節
専
門
の
整
形
外
耕
医
と

し
て
、

大
学
病
院
な
ど
で
多
く

の
手
術
経
験
を
積
ん
だ

。

だ
が

手
術
は
患
者
へ
の
負
担
が
重
い

こ
と
が
気
に
か
か
っ
て
い
た

。

そ
こ
か
ら
再
生
医
療
に
関
心
を

持
ち
、
認
定
医
に
な
り
、
2

年

前
に
開
業
を
決
意
し
た。

資
金
面
で
相
談
相
手
と
な
っ

た
の
が
、
千
葉
興
業
銀
行
の
法 人

戦
略
部
で
部
長
代
理
を
務
め

る
飯
島
慶
太
さ
ん
(
必
)
だ
っ

飯
島
さ
ん
は
か
ね
で
、
磐
田

さ
ん
が
主
宰
す
る
関
節
痛
治
療

の
勉
強
会
に
参
加
し
て
い
た
。

医
療
関
係
の
取
引
先
を
広
げ
た

い
考
え
も
あ
っ
た
が
、
具
体
的

な
資
金
の
話
は
開
業
相
談
が
初

め
て
だ
っ
た。

飯
島
さ
ん
は
磐
田
さ
ん
の
医

療
へ
の
考
え
方
に
共
感
し
た

が
、

銀
行
員
と
し
て
融
資
す
る

と
な
る
と
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。

事
業
の
実
績
は
な
く
担
保
も
乏

し
い
か
ら
だ。

調
べ
て
み
る
と
、
夏
尽
周
辺

で
個
人
が
再
生
医
療
専
門
ク
リ

ニ
ッ
ク
を
開
業
し
た
例
は
、
当

時
は
一
つ
し
か
確
認
で
き
な
か

っ
た
と
い
う。

再
生
医
療
は
高

額
な
自
由
診
療
が
多
く
、
需
要

は
見
通
せ
な
か
っ
た
。

そ
れ
で

も
飯
島
さ
ん
は
「
貸
せ
る
」
と

確
信
し
た。

磐
田
さ
ん
に
よ
る
と
、
関
節

痛
は
軽
症
の
場
合
は
注
射
に
よ

る
治
療
、
重
症
の
場
合
は
人
工

関
節
を
入
れ
る
手
術
に
な
る

が
、
軽
症
と
重
症
の
「
す
き

間
」
を
「
埋
め
る
治
療
は
ほ
と

病
院
運
営

地
銀
が
融
資

ん
ど
な
い
」。

飯
島
さ
ん
は
そ

こ
に
ニl
ズ
が
あ
る
と
み
た。

多
忙
な
経
営
者
や
ス
ポ
ー
ツ

選
手
ら
は
、
貴
重
な
時
間
を
手

術
や
入
院
に
費
や
す
の
で
は
な

く
、
比
較
的
高
額
で
も
再
生
医

療
を
選
ぶ
の
で
は
な
い
か
。

そ

し
て
、
外
判
明
手
術
も
再
生
医
療

も
手
が
け
る
磐
田
さ
ん
な
ら
、

患
者
の
症
状
に
合
わ
せ
た
治
療

法
を
提
案
で
き
る
強
み
も
あ

る
。

飯
島
さ
ん
は
そ
う
考
え

た
。

起
業
し
て
も
う
ま
く
い
か

な
い
リ
ス
ク
は
ゼ
ロ
で
は
な

い
。

「
だ
け
ど
結
局
は
、
起
業

す
る
人
間
の
人
間
性
に
銀
行
は

金
を
貸
す
わ
け
で
す
か
ら
」

飯
島
さ
ん
は
、
支
出
や
患
者

あ
た
り
の
単
価
を
厳
し
く
見積

も
り
、
磐
田
さ
ん
の事
業
計
画

を
チ
ェ
ッ
ク
。

海
外
か
ら
の
患

者
も
見
込
み
、
宿
泊
で
き
る
帝

国
ホ
テ
ル
で
の
開
業
を
勧
め

た
。

政
府
系
の
日
本
政
策
金
融

公
庫
に
も
協
力
を
仰
ぎ
、
計
4

千
万
円
の
協
調
融
資
が
実
行
さ

れ
た
。

治
療
費
は
両
ひ
ざ
の
関
節
痛

の
揚
合
、
税
扱
き1
9
8

万

円
。

そ
れ
で
も
、
初
年
度
印
件

と
見
込
ん
だ
診
療
は
約
叩
件
に 達

し
た
。

富
裕
層
だ
け
で
な

く
、
家
を
空
け
ら
れ
な
い
主
婦

ら
の
受
診
も
あ
っ
た

。

「
医
療

の
可
能
性
を
広
げ
た
い
」
と
磐

田
さ
ん
は
言
う。

銀
行
に
と
っ
て
、
起
業
へ
の

融
資
は
リ
ス
ク
は
あ
る
が
、
大

企
業
に
貸
す
よ
り
も
利
ざ
や
を

期
待
で
き
る。

さ
ら
に
今
回
の

開
業
で
千
葉
興
銀
は
、
取
引
先

の
調
剤
薬
局
や
工
事
業
者
な
ど

を
紹
介
し
、
取
引
先
の
収
益
拡

大
に
も
つ
な
げ
ら
れ
た

。

日
本
銀
行
の
金
融
緩
和
が
長

引
き
、
超
低
金
利
は
今
後
も
続

き
そ
う
だ
。

銀
行
に
とっ
て
は

利
ざ
や
が
少
な
く、
収
益
が
厳

し
い
状
視
が
長
期
化
す
る
。

そ

う
し
た
中
、
起
業
へ
の
融資は

収
益
基
盤
を
多
様
他
し
、
生
き

残
る
に
は
不
可
欠
な
分
野
だ

。

全
園
地
方
銀
行
協
会
の
加
盟
行

の
灯
年
度
の
創
業
関
連
融資は

2

年
前
よ
り6
割
増
え
た。
今

後
は
銀
行
員
の
「
目
利
き
力
」

が
よ
り
い
っ
そ
う
問
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
(

榊
原
謙
)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
間
同
日
(
金
)
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図
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年
間
見
込
み
経
営
難
、
暴
力
団
つ
け
込
む

医
療
行
為
な
ど
の
診
療
報
酬

を
主
要
な
収
入
源
と
す
る
「医

療
・
福
祉
事
業」
の
1
i
8

月

の
倒
産
件
数
が
前
年
同
期
比ω

件
増
の
1
9
6

件
に
上
り
、
年

間
件
数
が
過
去
最
多
を
更
新
す

る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
が
9

日
、
民
閉
信
用
調
査
会
社
「東

京
商
工
リ
サ
ー
チ」
(
東
京
)

の
調
査
で
分
か
っ
た。
病
院
・

医
院
の
倒
産
に
加
え
、
身
売
り

も
続
発。

経
営
難
に
つ
け
込
ん

だ
暴
力
団
や
ブ
ロ
ー
カ
ー
ら

が
、
医
療
機
関
の
診
療
報
酬
請

求
権
を
売
買
す
る
な
ど
暗
躍
し

て
い
る
。

墓
尽
商
工
リ
サ
ー
チ
に
よ
る

と
、
病
院
・
医
院
や
整
体
院
、

有
料
老
人
ホl
ム
な
ど
医
療
・

福
祉
分
野
で
の1
1
8

月
の
倒

司
直
診
療
報

酬
請
求
権
医
療
機
関
が
、
患
者
ら
へ
の
医

'
包

療
行
為
な
ど
で
得
た
診
療
報
酬
を
健
康
保
険
組
合
や
市

区
町
村
と
い
っ
た
「保
険
者
」
に
請
求
で
き
る
権
利。
診
療
報

酬
は
請
求
か
ら
支
払
い
ま
で
に2
カ
月
ほ
ど
か
か
る
た
め
、
迅

速
に
現
金
化
す
る
手
段
と
し
て
請
求
権
が
債
券
化
さ
れ
る
こ
と

が
あ
る
。

レ
セ
プ
ト
(診
療
報
酬
明
細
書)
に
ち
な
ん
で
「レ

セ
プ
ト
債
」
と
も
呼
ば
れ
る
金
融
商
品
で
、
債
権
回
収
会
社
や

フ
ァ
ン
ド
に
よ
っ
て
売
買
さ
れ
て
い
る
。

「医
療
・
福
祉
事
業」
の
倒

産
件
数
が
今
年
、
最
多
を
突
破

す
る
見
込
み
と
な
る
中
、
暴
力

q勿
産
件
数
は
1
9
6

件
。

年
間
で

も
、
介
護
保
険
法
の
施
行
に
伴

っ
て
統
計
を
取
り
始
め
た
平
成

ロ
年
以
降
で
最
多
だ
っ
た
昨
年

「
ル
〕hリ

(2
5
0

件
)
を
上
回
る
見
通

し
だ
。

こ
の
う
ち
病
院
・
医
院

の
倒
産
は
詑
件
で
急
増
。

前
年

(幻
件
)
を
す
で
に
超
え
て
お

り
、
リ
l

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

(初
年
)
の
影
響
を
受
け
た
幻

年
(印
件
)
に
次
ぐ
多
さ
に
な

る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う。

全
国
約
2
5
0
0

の
病
院
が

加
盟
す
る
公
益
社
団
法
人
「全

日
本
病
院
協
会」
に
よ
る
と
、

昨
年
は
全
国
で3
割
超
の
病
院

が
赤
字
経
営
に
陥
っ
た
と
さ

れ
、
経
営
上
の
リ
ス
ク
を
抱
え

る
病
院
は
少
な
く
な
い。
背
景

に
は
、
国
の
財
政
状
況
の
悪
化

が
あ
る
と
さ
れ
る。
「
医
療
・

福
祉
事
業
」
の
事
業
者
の
主
な

収
入
源
と
な
る
診
療
報
酬
の
水

準
は
抑
制
傾
向
が
続
き
、
経
営

環
境
の
悪
化
を
招
く
一
因
に
な

っ
て
い
る。

関
係
者
に
よ
る
と
、
経
営
難

に
陥
っ
た
病
院
・
医
院
が
資
金

不
足
を
補
う
た
め
、
診
療
報
酬

請
求
権
を
担
保
に
金
策
に
走
っ た

り
、
医
療
法
人
の
経
営
権
自

体
を
譲
渡
し
た
り
し
て
い
る。

診
療
報
酬
は
健
康
保
険
組
合
な

ど
に
請
求
で
き
る
が
、
謹
盟
水
か

ら
支
払
い
ま
で2
カ
月
ほ
ど
か

か
る
こ
と
か
ら
、
す
ぐ
に
現
金

が
必
要
な
医
療
機
関
が
権
利
の

売
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
と
い
う
。

警
察
当
局
は
、
国
の
医
療
制

度
が
後
ろ
盾
と
な
り
、
確
実
に

回
収
で
き
る
と
い
う
診
療
報
酬

の
利
点
に
目
を
付
け
た
暴
力
団

や
ブ
ロ
ー
カ
ー
ら
が
、
活
発
に

参
入
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
。

7

月
に
は
警
視
庁
が
千
葉
県
内

の
医
療
法
人
乗
っ
取
り
を
め
ぐ

る
詐
欺
事
件
で
、
元
税
理
士
の

男
ら
ブ
ロ
ー
カ
ー5
人
を
逮
捕

し
て
い
る
。
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暴力団は診療報酬請求権の転売で
利益を上げている f診癒報酬請求権

団
や
ブ
ロ
ー
カ
ー
ら
が
医
療
機

関
を
食
い
物
に
し
て
い
る
実
態

が
明
ら
か
に
な
っ
た。

医
療
機

関
の
診
療
報
酬
請
求
権
の
売
買

を
繰
り
返
し
て
利
益
を
上
げ
て

い
る
と
い
う
暴
力
団
幹
部
は
、

産
経
新
聞
の
取
材
に「病
院
ビ

ジ
ネ
ス
は
金
に
な
る。
ま
さ
に

ぬ
れ
手
で
あ
わ
だ」
と
証
言。

国
の
医
療
制
度
を
後
ろ
盾
に
し

た
効
率
的
な
資
金
源
と
し
て
位

置
付
け
る
構
図
が
浮
か
び
上
が

っ
た
。

。高霊で
II:lI T . ~ 

←ーー
@利益

| ブローカー I I暴力団幹部|

ーカー暗躍

合ご し、
暴力団・ブロ

手段
「狙
い
や
す
い
の
は
、
理
事

長
の
権
限
が
強
い
ワ
ン
マ
ン
経

営
の
病
院。
ト
ッ
プ
の
信
頼
を

得
さ
え
す
れ
ば
、
経
営
中
枢
に

入
り
込
み
、
自
由
に
操
れ
る」

関
東
地
方
の
あ
る
指
定
暴
力

団
幹
部
は
こ
う
語
る。
幹
部
は

東
海
地
方
の
総
合
病
院
な
ど
複

数
の
医
療
法
人
に
暴
力
団
幹
部

で
あ
る
こ
と
を
明
か
さ
ず
、
医

療
関
係
者
と
し
て
接
近。

い
ず

れ
の
医
療
法
人
も
患
者
数
の
減

少
な
ど
で
経
営
難
に
陥
っ
て
い

た
と
い
う
。

幹
部
は
、
経
営
陣
に
診
療
報

酬
を
健
康
保
険
組
合
に
請
求

で
き
る
「診
療
報
酬
請
求
権」

を
売
却
し
て
運
転
資
金
を
工
面

す
る
と
い
う
提
案
を
承
諾
さ

せ
た
。

さ
ら
に
関
係
す
る
金
融

会
社
に
請
求
権
を
売
却
さ
せ
、

そ
れ
を
入
手。
最
終
的
に
ブ
ロ

ー
カ
ー
に
請
求
権
を
高
値
で

転
売
し
、
利
益
を
得
た
と
い

う
。幹

部
は
「診
療
報
酬
は
国
の

医
療
制
度
が
元
に
な
っ
て
お

り
、
回
収
の
安
全
性
が
高
い。

通
常
の
債
権
と
比
べ
て
売
却
し

や
す
く
、
と
り
っ
ぱ
ぐ
れ
が
な

い
。

う
ま
み
が
大
き
い
の
で
、

診
療
報
酬
を
扱
う
暴
力
団
は
増

え
て
い
る
」
と
明
か
し
た
。

病
院
経
営
を
食
い
物
に
し
て

い
る
の
は
暴
力
団
だ
け
で
は
な

い
。

「乗
っ
取
り
屋」
と
呼
ば

れ
る
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
存
在
が
あ

る
。

こ
の
幹
部
と
同
様
、
ブ
ロ

ー
カ
ー
が
「債
務
整
理
の
請
負

人
」
な
ど
と
称
し
て
、
苦
境
に

陥
っ
た
医
療
法
人
の
経
営
側
に

入
り
込
ん
で
い
る
と
い
う。

口

口

口

ブ
ロ
ー
カ
ー
が
医
療
法
人
を

私
物
化
し
、
資
産
を
吸
い
取
っ

た
と
み
ら
れ
る
ケ
l

ス
が
あ

る
。

警
視
庁
は7
月
、
千
葉
県

内
の
医
療
法
人
を
め
ぐ
っ
て
、

大
手
リ
l

ス
会
社
か
ら
約8
億

8

千
万
円
を
だ
ま
し
取
っ
た
と

さ
れ
る
事
件
を
摘
発
し
た
。

関
係
者
に
よ
る
と
、
詐
欺
容

疑
で
逮
捕
さ
れ
た
5

人
の
う

ち
、
元
税
理
士
の
男
は
こ
こ
数

年
、
「乗
っ
取
り
屋
」
の
代
表

格
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
人
物

だ
っ
た
。

男
は
経
営
不
振
の
病

院
に
近
づ
き
、
配
下
の
医
師
や

事
務
長
を
送
り
込
ん
で
実
質
的

に
経
営
権
を
掌
握
、
診
療
報
酬

請
求
権
の
現
金
化
を
繰
り
返
し

て
い
た
と
さ
れ
る。

千
葉
の
事
件
で
、
男
は
叩
億

病
院
運
営

円
の
買
収
資
金
を
用
立
て
る

際
、
医
療
法
人
内
部
の
協
力
者

に
診
療
報
酬
請
求
権2
億
円
分

を
売
却
さ
せ
て
資
金
を
確
保
し

た
形
跡
が
あ
る
と
い
う。
経
営

権
を
買
い
取
っ
た
後
、
逮
捕
容

疑
と
な
る
詐
欺
事
件
を
起
こ
し

て
い
た
。

医
療
機
関
が
経
営
難
に
陥
る

要
因
に
つ
い
て
、
全
国
で
複
数

の
病
院
売
買
に
か
か
わ
っ
た

医
療
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
「患

者
獲
得
の
た
め
の
設
備
投
資
が

過
大
に
な
る
と
、
経
営
が
圧
迫

さ
れ
る
。

法
人
運
営
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
乏
し
い
医
師
が
経
営
ト
ッ

プ
に
な
る
傾
向
も
強
く
、
放
漫

経
営
に
陥
り
や
す
い
」
と
話

す
。そ

の
上
で
、
「診
療
報
酬
の

低
下
で
経
営
環
境
の
さ
ら
な
る

悪
化
が
予
想
さ
れ
る。
病
院
が

暴
力
団
や
ブ
ロ
ー

カ
ー
に
狙
わ

れ
な
い
よ
う
生
き
残
る
に
は
、

規
模
に
見
合
わ
な
い
過
剰
な
設

備
投
資
を
控
え
、
不
採
算
の
診

療
判
明
を
閉
鎖
す
る
な
ど
経
営
資

源
の
選
択
と
集
中
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
」
と
指
摘
し
た。
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高
浜
町
「
地
域
づ
く
り
賞
」

都
内
で
プ
ラ
チ
ナ
大
賞
審
査

地
域
や
社
会
の
課
題
を
解
決
し

て
い
く
た
め
の
自
治
体
や
企
業
の

取
り
組
み
を
表
彰
す
る
「
第

6

回
プ

ラ
チ
ナ
大
賞
」
の
最
終
審
査
が
お

目
、
東
京
都
内
で
行
わ
れ
、
高
浜
町

が
部
門
賞
の
「
全
員
参
加
の
地
域
づ

く
り
賞
」
に
選
ば
れ
た
。

「
健
康

で
安
心
し
て
加
齢
で
当
》
也
社
会
」

を
目
指
し
て
福
井
大
や
地
域
住
民

と
連
携
し
、
医
療
関
係
者
の
移
住

促
進
に
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
た

。

同
大
賞
は
、
高
齢
化
や
人
口
減

少
、
環
境
な
ど
の
各
問
題
を
解
決

し
た
「
プ
ラ
チ
ナ
社
会
」
の
モ
デ

ル
を
示
す
こ
と
を
目
的
に
、
2
0

1
3

年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

今

回
は
全
国
か
ら
必
団
体
の
応
募
が

あ
り
、
-
次
審
査
を
通
過
し
た
U

団
体
が
最
終
審
査
に
進
ん
だ

。

高
浜
町
は
、
医
師
不
足
や
人
口
減

少
を
食
い
止
め
よ
う
と
、
「
医
住
」

と
銘
打
ち
医
療
関
係
者
の
移
住
を

促
す
こ
と
で
、
安
心
感
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
と
一
般
住
民
の
移
住
促
進

を
図
ろ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る

。

ω
年
度
か
ら
福
井
大
と
連
携

し
、
町
内
に
同
大
医
学
部
の
講
座
を

開
設。
診
療
の
補
助
や
地
域
医
療

教
育
な
ど
の
研
修
体
制
を
充
実
さ

せ
た。

ま
た
医
学
生
ら
に
高
浜
の

魅
力
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
ツ
ア

ー
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か

地
元
住
民
宅
に
研
修
生
が
泊
ま
る

ホ
l

ム
ス
テ
イ
制
度
の
実
施
や
、

住
民
有
志
団
体
が
地
域
医
療
支
援

ヘ
活
動
す
る
な
ど
し
て
い
る

。

部
門
賞
を
獲
得
し
、
野
瀬
豊
町

長
は
「
凶
年
間
継
続
し
た
取
り
組

み
が
評
価
さ
れ
、
大
変
光
栄
に
思

う
。

今
後
も
型
続
き
地
域
課
題

の
解
決
に
取
り
組
み
た
い
」
と
コ

メ
ン
ト
し
た。

(
小
柳
慶
祥
)

õl 福
よ|井
誌|新
星|閤
日|・

会|朝

地
域
医
療
を
支
え
る

現
場
連
携
し
効
果
高
め
る

健
康
診
断
や
口
腔
ケ
ア
と
い
っ
た
保
健
事
業
と
、
運
動
機
能
を
維
持
す
る

た
め
の
体
操
な
ど
を
行
う
介
護
予
防
事
業
は
、
ど
ち
ら
も
高
齢
者
の
健
康
を

支
え
る
両
輪
だ。
現
場
が
連
携
し
や
す
い
よ
う
国
が
制
度
見
直
し
を
進
め
る

傍
ら
、
地
方
自
治
体
で
は
独
自
の
取
り
組
み
も
進
む

。

病気と介護予防一体化

津
市
は
2
0
1
5

年
か
ら
、

地
域
の
高
齢
者
が
集
ま
る
場
を

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
ら
が
訪

れ
、
生
活
習
慣
や
食
生
活
を
チ

ェ
ッ

ク
す
る
「栄
華
パ
ト
ロ
ー

ル
」
を
実
施
し
て
い
る。
生
活

習
慣
な
ど
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
基
に
聞
き
取
り
し
、

支
援
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合

は
自
宅
を
訪
問。
相
談
に
乗
っ

た
り
、
医
療
や
介
護
の
専
問
機

関
に
つ
な
げ
た
り
す
る。

対
象
者
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

使
わ
ず
自
立
し
て
暮
ら
し
て
い

る
高
齢
者。
要
介
護
状
態
に
至

る
前
の
、
心
身
の
活
力
が
低
下

す
る
「
フ
レ
イ
ル
(
虚
弱
)
」

と
呼
ば
れ
る
段
階
に
着
目
し
、

予
防
す
る
狙
い
だ。
現
在
は
保

健
事
業
の
一
環
で
実
施
し
て
い る

。保
健
師
で
も
あ
る
健
康
づ
く

り
課
の
担
当
者
は
「
介
護
保
険

制
度
の
創
設
で
、
高
齢
者
の
健

康
問
題
は
介
護
の
担
当
部
署
が

扱
う
よ
う
に
な
り
、
健
康
づ
く

り
課
の
保
健
事
業
は
現
役
世
代

や
子
ど
も
が
中
心
に
な
っ
た
。

現
場
で
は
高
齢
者
が
元
気
な
う

ち
の
健
康
支
援
が
必
要
と
感
じ

て
い
た
」
と
話
す。

神
奈
川
県
大
和
市
は
介
護
予

防
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
活
用

し
、
防
歳
以
上
で
低
栄
養
の
恐

れ
が
あ
る
人
を
管
理
栄
養
士
が

戸
別
訪
問
し
て
い
る。
対
象
者

の
8

割
で
低
栄
養
リ
ス
ク
が
改

善
し
、
病
気
が
重
症
化
し
た
り

要
介
謹
に
な
っ
た
り
す
る
割
合

が
4

分
の
1

以
下
に
な
っ
た。

市
の
試
算
で
は
医
療
費
は
年
約

5
0
0

万
円
、
介
護
給
付
費
は

年
約
6
7
6
0

万
円
の
削
減
効

果
が
期
待
で
き
る
と
い
う
。

岡
市
は
同
年
の
事
業
開
始
を

き
っ
か
け
に
、
保
健
事
業
と
介

護
予
防
の
担
当一部
署
闘
で
情
報

共
有
を
推
進。
管
理
栄
養
士
で

あ
る
健
康
づ
く
り
推
進
課
の
担

当
者
は
「
縦
割
り
で
は
互
い
の

問
題
点
が
見
え
ず
、
真
の
課
題

を
見
落
と
し
て
し
ま
う
場
合
が

あ
る
」
と
話
す。

東
北
大
大
学
院
医
学
系
研
究

科
の
辻
一
郎
教
授
(
公
衆
衛
生

学
)
は
「医
療
と
介
護
は
相
互

に
作
用
し
て
い
る。
一
体
化
で

飛
躍
的
に
効
果
が
高
ま
り
、
各

制
度
で
似
た
取
り
組
み
を
す
る

非
効
率
性
も
解
消
で
き
る
」
と

必
要
性
を
強
調。
「
制
度
見
直

し
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
広

域
連
合
が
保
有
し
て
い
る
医
療

デ
l

タ
を
自
治
体
が
活
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

現
状
を
分
析

し
て
計
画
的
に
事
業
を
進
め

る
こ
と
が
重
要
だ
」
と
し
て
い

る
。
〈
共

同
通
信
)
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地域の保健富で健康相談

安
心
で
き
る
居
場
所

介
護
予
防
に
も

看
護
師
や
保
健
師
な
ど
の
専
門
家
に
、
健
康
に
関
す
る
悩
み
を
気
軽
に
相

談
で
き
る
H

地
域
の
保
健
室μ
の
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い
る。
「
病
院
に

行
く
ほ
ど
じ
ゃ
な
い
ん
だ
け
ど」と
気
後
れ
す
る
高
齢
者
を
す
く
い
上
げ
、

受
診
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
深
刻
な
病
気
や
体
調
不
良
に
な
る
事
態
を
予
防

で
き
るl
と
期
待
が
か
か
る。
(

木
ノ
下
め
ぐ
み)

看
護
師
ら
が
血
圧
測
定
や
講
座

「握
力
が
弱
い
ね。
全
身
の
筋
力
が

弱
り
つ
つ
あ
る
兆
候
だ
か
ら
、
も
う
少

し
体
を
動
か
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う」

4

日
、
大
阪
府
守
口
市
の
イ
オ
ン
モ

ー
ル
大
日
で
聞
か
れ
た
「ま
ち
の
保
健

室
」
。
看
護
師
や
保
健
師
、
助
産
師
が

握
力
の
ほ
か
、
血
圧
や
体
脂
肪
な
ど
を

器
具
で
計
測
、
無
料
で
健
康
指
導
や
子

育
て
相
談
を
行
っ
た。
月
に
1

度
、
午

前
日
時
か
ら
午
後2
時
ま
で
と
限
ら
れ

た
時
間
だ
が、
ω
人
ほ
ど
が
利
用
し
、

「商
業
施
設
な
の
で
、
何
か
の
つ
い
で

に
立
ち
寄
り
ゃ
す
い」
な
ど
と
好
評

だ
。

「ま
ち
の
保
健
室」
は

「学
校
の
保

健
室
の
よ
う
に
、
地
域
住
民
に
も
男
近

な
相
談
の
場
が
あ
れ
ば」
と
日
本
看
護

協
会
(東
京
)
が
平
成
ロ
年
か
ら
本
格

的
に
始
め
た。

大
阪
府
で
も
府
看
護
協

会
が
日
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト。
現
在
は

府
内
7

カ
所
日
図
H

で
実
施
し
て
お

り
、
府
看
護
協
会
地
域
包
括
ケ
ア
事
業 部

の
岸
本
ゆ
き
江
部
長(倒
)は
「聞
か

れ
た
保
健
室
と
し
て
府
民
に
利
用
し
て

も
ら
い
、
介
護
予
防
に
努
め
て
ほ
し

大阪市西ß: 大阪市立中央図書館 第4木 14~16時
堺市北区 フレスポしんかな 第4月 13時半~15時半
茨木市 イオンモール茨木 第3火 11時~14時
守口市 イオンモール大B 第1 木 11~14時

一津屋荘園笑顔の集い 第1火 13時半~15時
松原市 高見ヶE喫茶ふれあい 第2木 13時半~15時

河内天美おたがいさんカフェ 第3木 13時半~15時

大阪府看護協会が毎月開催している fまちの保健室j

問い合わせ 大阪府看護協会 ft06 ・ 6964 ・ 5000

い
」
と
呼
び
か
け
る。

-
イ
ベ
ン
ト
入
り
口
に

地
域
社
会
に
溶
け
込
む
地
域
密
着
型

の
「保
健
室
」
も
あ
る
。

淀
川
キ
リ
ス

ト
教
病
院
の
グ
ル
ー
プ
会
社「よ
ど
き

り
医
療
と
介
護
の
ま
ち
づ
く
り
株
式
会

社
」
が
お
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た「よ
ど

ま
ち
保
健
室
」

(大
阪
市
東
淀
川

区
)
。
看
護
師
や
保
健
師
が
常
駐
し
て

健
康
相
談
に
応
じ
る
ほ
か
、
血
管
年
齢

や
脳
年
齢
、骨
密
度
な
ど
の
測定
も
で

き
る
。

保
健
師
の
健
康
講座
を
は
じ
め

、

さ

ま
ざ
ま
な
イベ
ン
ト
が
ほ
ぼ
毎
日
開
催

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ポ
イ
ン
ト
。

地

域
看
護
専
門
看
護
師
で
も
あ
る
同
社
取

締
役
の
三
輪
恭
子
さ
ん
(印
)は
「い
き

な
り
健
康
相
談
に
来
る
の
は
気
が
引
け

る
と
い
う
人
も
い
る。
イ
ベ
ン
ト
を
入

り
口
に
、
地
域
の
方
に
親
し
ん
で
も
ら

い
た
い
」
と
話
す。

貸
し
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
市
民
団
体
が

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
く
こ
と
も
で
き
、

集
会
所
の
よ
う
な
親
し
み
ゃ
す
さ
。

健

康
講
座
に
参
加
し
て
い
た
近
く
の
村
松

照
代
さ
ん
(乃
)は
「こ
こ
で
で
き
た
友

達
も
多
く
、
地
域
と
繋
が
っ
て
い
る
実

感
が
あ
る
」
と
ほ
ほ
え
む
。
「
こ
の
地

域
は
独
居
高
齢
者
も
多
く
、

孤
立
さ
せ

な
い
こ
と
が
病
気
予
防
に
も
つ
な
が

地
域
医
療
を
支
え
る

る
」
と
三
輪
さ
ん
が
言
-
つ
よ
う
に

、

利

用
者
の
高
齢
男
性
の
異
変
に
ス
タ
ッ

フ

が
気
づ
き
、
受
診
を
促
し
て
脳
梗
塞
が

見
つ
か
っ
た
ケ
l

ス
も
あ
っ
た
と
い

う
。

同
社
は、
ロ
月
に
も
う
1

カ
所
の
保

健
室
を
区
内
に
増
や
す
予
定
だ
と
い

宇
つ。

圏
全
国
印
力
所
に
拡
大

こ
う
し
た
地
域
ご
と
の
取
り
組
み
が

全
国
に
広
が
っ
た
き
っ
か
け
は
、
墓
京

都
新
宿
区
で
お
年
か
ら
始
ま
っ
た
「暮

ら
し
の
保
健
室」
だ
。

責
任
者
の
秋
山

正
子
さ
ん(侃
)は
「安
心
し
て
集
え
る

居
場
所
で
あ
り
つ
つ
、
相
談
も
随
時
で

き
る
。

こ
こ
を
起
点
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
し
か
る
べ
き
所
へ
つ
な
ぐ
役
割
を
果

た
し
て
い
る
」
と
意
義
を
説
明
す
る
。

地
域
の
H

保
健
室
H
は
、
今
や
全
国

約
印
カ
所
に
広
が
っ
た。
「
医
療
に
か

か
る
前
の
段
階
で
私
た
ち
が
関
わ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
よ
り
長
く
元
気
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず」
(秋
山
さ

ん
)

経
(
大
阪
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
間
月9
日
(
火
)

産
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ネットだけで薬処方

「
初
診
は
対
面
」指
針
守
ら
ず

「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
」
と
称
し
て
、
勃
起
不
全

(
E
D
)や

男
性
型
脱
毛
症(
A
G
A
)の
治
療
薬
な
ど
医
師
が
診
療
し
て
処

方
す
る
薬
を、
患
者
に
一
度
も
会
わ
ず
に
処
方
す
る
医
療
機
関

が
複
数
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

厚
生
労
働
省
は
無
診
療
治
療

を
禁
止
す
る
医
師
法
に
違
反
す
る
疑
い
が
あ
る
と
し
、
指
導
に

乗
り
出
す。
同
省
の
指
針
で
は
、
禁
煙
外
来
を
除
い
て
初
診
は

医
師
が
患
者
と
実
際
に
会
っ
て
診
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は4
月
に

一
部
で
公
的
医
療
保
険
が
認
め

ら
れ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
診

察
が
受
け
ら
れ
る
た
め
普
及
が

進
む。
そ
の
た
め
の
ア
プ
リ
を

提
供
す
る
企
業
が
次
々
と
出

て
、
手
軽
に
受
診
で
き
る

。

厚
労
省
が3
月
に
示
し
た
指

針
で
は
、
初
診
は
対
面
で
と
定

め
て
い
る
。

だ
が
、
ネ
ッ
ト
で

、
イ
る
確
)

こ
ラ
け
聞
い

わ
豆
町
胤

工
務
、
M
U
ガ

以
療
品
色
沼

郡
診
出
向

い
ン
け
い
認

初診・再診ともに来院する必要は
一切ございません

自費診療は初診からオンライン診療可能です

問診・診察・診断・決済・
お薬の配送がスマホ上で

検
索
す
る
と
「E
D

薬
を
処

方
、
来
院
す
る
必
要
は
一
切
な

し
」
な
ど
と
説
明
す
る
医
療
機

関
が
多
数
出
て
く
る
。

そ
の
一

部
に
電
話
で
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
少
な
く
と
もm
以
上
の
医

療
機
関
が
通
院
不
要
と
回
答

。

ス
マ
ホ
で
質
問
に
答
え
、
画
面

上
で
医
師
の
診
察
を
受
り
れ
ば

よ
い
と
い
う。

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

E
D

の
ほ
か
A
G
A
、
低
用

ピ
ル
な
ど
、
患
者
が
人
目
に

触
れ
る
こ
と
を
嫌
う
傾
向
が
あ

る
薬
が
多
か
っ
た。

花
粉
症
治

療
の
た
め
の
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬

ゃ
、
抗
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
の

予
防
投
与
の
処
方
な
ど
も
あ
っ

た
。

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に

は
、
「
一
度
も
対
面
診
療
を
せ

ず
に
薬
の
危
険
性
の
説
明
か
不

十
分
だっ
た
」
「
薬
が
効
か
な

か
っ
た
」
な
ど
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
と
い
う。

厚
労
省
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診

ス
マ
ホ
画
面
に

アブリで定型の
問診票に回答し、
診療日時を予約
(本人確認なし)

東
京
都
内
の
診
療
所
を
、

E
D

治
療
の
初
診
患
者
と
し
て
記
者
が

実
際
に
受
診
し
て
み
た。

ま
ず
、
遠
隔
診
療
の
ア
プ
リ
の

指
示
に
従
っ
て
高
血
圧
や
糖
尿
病

と
い
っ
た
既
往
歴
の
質
問
に
回
答

し
、
診
療
予
約
ま
で
ス
マ
ホ
だ
け

で
簡
単
に
で
き
た。

当
日
、
ス
マ
ホ
の
画
面
に
「
相

談
員
」
を
名
乗
る
男
性
が
出
た
。

こ
の
男
性
は
医
師
ど
こ
ろ
か
医
療

関
係
の
資
格
さ
え
持
っ
て
い
な
か

療
で
得
ら
れ
る
情
報
だ
け
で
は

診
断
に
不
十
分
だ
と
の
見
解

だ
。

名
古
屋
大
病
院
医
療
の
質

.

安
全
管
理
部
の
長
尾
能
雅
教

授
は
「
初
診
で
対
面
診
療
し
、

問
診
の
ほ
か
必
要
に
よ
っ
て
は

検
査
を
行
う
こ
と
で
正
し
い
診

断
が
で
き
る。
薬
の
副
作
用
を

予
防
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
危

険
性
が
あ
る
」
と
話
す

。

E
D

薬
で
は、
多
く
の
心
臓
病
患
者

が
使
っ
て
い
る
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ

リ
ン
な
ど
と
の
併
用
が
禁
忌
と

さ
れ
、
死
亡
例
も
あ
る

。

厚
生
省
(
当
時)
は
1
9
9

7

年
、
遠
隔
診
療
の
通
知
で
、

「
初
診
及
び
急
性
期
の
疾
患
に

対
し
て
は
、
原
則
と
し
て
直
接

の
対
面
診
療
に
よ
る
こ
と
」
と

し
た
。

2
0
1
5

年
に
厚
労
省

が
遠
隔
診
療
は
離
島
、

へ
き
地

に
限
ら
な
い
こ
と
を
明
示
し
た

こ
と
で
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
増

え
た
。

「
原
則
」
な
ら
問
題
な

い
と
解
釈
し
て
初
診
で
も
対
面

診
療
を
し
な
い
揚
合
が
出
て
き

た
こ
と
か
ら
、
同
省
は
今
年
3

月
に
指
針
を
定
め
た
。

医
療
資
格
な
い
「
相
談
員
」

受診してみると

っ
た
。

相
談
員
は
「
医
師
か
ら
問

診
で
問
題
の
な
い
患
者
は
相
談
員

に
よ
る
薬
の
説
明
だ
け
で
良
い
と

指
示
を
受
け
て
い
る
」
と
話
し

た
。

「
医
師
が
常
駐
し
て
い
る
」

と
も
話
し
た
が
一
度
も
姿
を
見
せ

な
か
っ

た
。

相
談
員
は
健
康
状
態
を
確
認

後
、
E
D

薬
の
種
類
や
違
い
、
価

格
に
つ
い
て
説
明

。

最
後
に
好
き

な
薬
を
選
ぶ
と1
錠
単
位
で
処
方

で
き
る
と
い
う。

登
録
し
た
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
l

ド
で
決
済
し、
数
日

後
に
は
自
宅
に
薬
が
配
送
さ
れ
る

仕
組
み
だ。
診
察
料
は
無
料
で
薬

代
と
配
送
料
、
予
約
料
だ
は
で
い

い
と
い
う。

記
者
は
薬
を
選
ぶ
段

階
で
処
方
を
断
っ
た。

後
日
、
診
療
所
の
院
貴
か
取
材

に
応
じ
た。

「
自
費
診
療
な
ら
初

診
の
対
面
診
療
は
不
要
だ
と
思
っ

て
い
た
」
と
説
明
。

今
後
は
相談

員
だ
け
で
対
応
す
る
こ
と
は
し
な

い
と
い
う
。
(

姫
野
直
行)

朝

日

(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
8

年
問
月
m
日
(
月
)
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パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ビ
デ
オ
通
話
機
能
を
使
う
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
導
入
が
進
ま
な
い
。

4

月
に
保

険
適
用
が
始
ま
っ
た
が
、
全
国
の
厚
生
局
に
届
け
出
た
医
療
機
関
は
約

1
0
0
0

カ
所
と
全
体
の1
%
ほ
ど
だ
。
厚

生
労
働
省
が
対
象
を
糖
尿
病
な
ど
の
慢
性
疾
患
に
限
っ
て
お
り
、
基
準
が
厳
し
い
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
普
及
に
向

け
、
政
府
は
成
長
戦
略
を
議
論
す
る
未
来
投
資
会
議
で
規
制
緩
和
を
検
討
す
る
。

ン診療ラインオ
りどま% 1 導入

保
険
適
用
が
始
ま
っ
た
4

月
に
あ
わ
せ
て
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
を
申
請
し
た
医
療
機
関

は
約
8
0
0

カ
所
だ
っ
た。

5
i
8

月
は
毎
月
数
十
カ

普及ヘ規制緩和を検討

所
、9
月
は
7

カ
所
の
増
加

に
と
ど
ま
り
、
導
入
の
意
欲

が
あ
る
医
療
機
関
の
申
請
は

一
巡
し
た
形
だ
。

保
険
適
用
に
な
っ
た
の
に 導

入
が
進
ま
な
い
の
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
を
活
用
す
れ

ば
便
利
だ
と
思
わ
れ
る
病
気

が
対
象
か
ら
外
れ
て
い
る
た

め
だ
。

例
え
ば
う
つ
病。
患
者
が

自
宅
か
ら
出
ら
れ
ず
病
院
に

来
ら
れ
な
い
ケl
ス
も
あ
る

が
、
現
状
で
は
新
規
の
患
者

は
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
保
険

が
適
用
さ
れ
な
い
。
オ
ン
ラ

イ
ン
診
療
研
究
会
の
事
務
局

長
を
務
め
る
新
六
本
木
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
来
田
誠
院
長
は

「
患
者
に
が
っ
か
り
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
」
と
話
す
。

通
信
機
器
を
使
『
つ
診
療
は

具
合
が
悪
い
と
き
に
担
当
医

に
電
話
す
る
「
電
話
等
再
診
」

と
し
て
拡
大
解
釈
し
、
日
年

8

月
か
ら
事
実
上
認
め
ら
れ

て
き
た。
だ
が
厚
労
省
は
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
の
新
設
に
あ

た
り
、
「
一定
の
ルl
ル
を

定
め
る
必
要
が
あ
る
」
と
判

断
。

3

月
に
ま
と
め
た
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
で
対
象
を
一
部
の

慢
性
疾
患
に
限
り
、
結
果
的

に
要
件
が
厳
し
く
な
っ
た
。

運
用
の
ル
ー
ル
が
細
か
い

&
A

を
公
表
す
る
。
未
来
投

資
会
議
で
は
、
対
象
の
疾
患

を
ど
こ
ま
で
広
げ
る
か
が
焦

点
に
な
る
。

薬
剤
師
が
薬
の
飲
み
方
を

遠
隔
指
導
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン

服
薬
指
導
も
国
家
戦
略
特
区

で
始
ま
っ
た
。
「
在
宅
医
療

が
普
及
し
な
け
れ
ば
、
オ
ン

こ
と
も
普
及
の
壁
に
な
っ
て
ラ
イ
ン
診
療
の
需
要
は
生
ま

い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
で
れ
て
こ
な
い
」
(
日
本
総
合

も
、
最
初
の
診
察
は
対
面
が
研
究
所
の
西
沢
和
彦
主
席
研

義
務
づ
け
ら
れ
た
。
身
近
な
究
員
)
と
い
う
指
摘
も
あ
る

。

か
か
り
つ
け
医
に
患
者
を
誘
重
す
べ
き
だ
」
と
訴
え
る

。

範
囲
が
わ
か
り
に
く
い
と
い
普
及
に
は
ま
だ
時
闘
が
か
か

導
す
る
政
策
目
標
を
重
視
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
具
体
例
っ
た
批
判
も
あ
る
。
こ
の
た
り
そ
う
だ
。

し
、
対
象
者
は
原
則
と
し
て
が
少
な
く
、
対
象
の
疾
患
の
め
厚
労
省
は
同
年
度
中
に

Q

お
お
む
ね
却
分
以
内
に
通
院

で
き
る
患
者
に
限
ら
れ
て
い

ニ
l

ズ
と
矛
盾
、
現
場
困
惑

る
。

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
あ

む
な
髄
詰
向

精
神
・
小
児
科
除
外
診
療
取
り
や
め
も

な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
日
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
現
場

2
0
0

施
設
ほ
ど
で
オ
ン
ラ
療
が
で
き
な
く
な
っ
た
。

本
医
師
会
は
慎
重
だ
。
で
は
、
す
で
に
取
り
組
ん
で
イ
ン診
療
が
中
断
し
た
。
同
こ
う
し
た
疾
患
は
日
年

医
療
機
関
の
収
入
に
あ
た
い
た
医
療
機
関
が
中
断
す
る
業
の

M
I
C
I
N
(東京
・
千
夏
、
厚
生
労
働
省
が
出
し
た

る
診
療
報
酬
は
患
者
1

人
に
例
が
増
え
て
い
る
。

以
前
は
代
田
)
で
もご
部
の
診
療
制
通
知
で
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が

つ
き
月7
0
0

円
と
、
通
常
既
存
の
法
令
を
拡
大
解
釈
す
で
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
実
施
適
用
で
き
る
と
解
釈
さ
れ
た

の
再
診
料
の1
回
7
2
0

円
る
こ
と
で
多
く
の
疾
患
に
利
が
減
っ
て
い
る
」
と
い
う

。
が

、
今
回
の
保
険
適
用
の
対

と
比
べ
て
遜
色
は
な
い。一
用
で
き
た
が
、4
月
の
保
険
変
化
が
起
き
た
の
は
4

象
か
ら
は
外
れ
た。
厚
労
省

方
で
定
期
的
に
診
療
す
る
こ
適
用
と
と
も
に
対
象
の
疾
患
月
。
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
が
保
は
「
保
険
の
財
源
を
使
う
こ

と
で
得
ら
れ
る
管
理
料
は
対
が
絞
ら
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
険
の
対
象
に
な
っ
て
か
ら
と
は
慎
重
に
検
討
し
た
い
」

面
に
比
べ
て10
0
0

円
以
だ
。
医
療
機
関
か
ら
は
オ
ン
だ
。

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
と
の
立
場
。

財
政
支
出
に
も

上
も
低
い
こ
と
が
、
医
療
機
ラ
イ
ン
診
療
に
適
し
た
疾
患
慣
病
や
難
病
が
対
象
と
な
る
目
配
り
し
た
結
果
、
オ
ン
ラ

関
の
意
欲
を
そ
ぐ。

を
対
象
に
加
え
て
ほ
し
い
と
一
方
、
精
神
糾
や
小
児
税
、
イ
ン
診
療
は
対
象
が
絞
り
込

規
制
緩
和
を
求
め
る
声
は
の
不
満
が
漏
れ
る

。

皮
膚
制
な
ど
で
診
療
す
る
疾
ま
れ
た
。

多
い
。
昭
和
女
子
大
の
八
代
医
療
機
関
に
オ
ン
ラ
イ
ン
患
が
対
象
か
ら
外
れ
た
。
う
と
こ
ろ
が
現
場
で
は
、
「
オ

尚
宏
特
命
教
授
は
「
オ
ン
ラ
診
療
用
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
つ
病
や
パ
ニ
ッ
ク
障
害

、

夜
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
精
神
糾
と

イ
ン
診
療
で
患
者
の
利
便
性
ア
プ
リ
を
提
供
す
る
メ
ド
レ
尿
症
、
ア
ト
ピ
!
性
皮
膚
炎
、
小
児
糾
で
よ
く
使
わ
れ
て
き

が
高
ま
る
の
は
間
違
い
な
l
(東
京
・
港
)
で
は
、
提
供
先
花
粉
症
な
ど
は
、
新
規
の
患
た
」
(
メ
ド
レ
ー
代
表
取
締

い
。
患
者
の
選
「
ゆ
権
利
を
尊
の
約

1
0
0
0

施
設
の2
り
者
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
診
役
医
師
の
豊
田
剛

一郎
氏
)
。

オンライン診療の対象となる疾患は
限られている

-:õn事長田Jj官通話疋孟忌;t碍司k軍事kも羽・・麟

-糖尿病

・ 高血圧性疾患

. 脳血管疾患

- アトピー性皮虜炎

. うつ病

・ 花粉症などアレルギー性鼻炎

(注)いずれも慢性疾患の長期管理が必要な患者

連
携
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

忙
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
パ
!

ソ
ン

や
子
育
て
中
の
親
な
ど
が
通

院
で
き
な
い
と
き
に
、
自
宅

な
ど
で
診
療
を
受
け
て
き

た
。
手
軽
に
受
け
ら
れ
る
こ

と
が
利
点
の
は
ず
の
オ
ン
ラ

イ
ン
サ
ー
ビ
ス
が
、
ニ
ー
ズ

の
あ
る
人
に
使
え
な
い
と
い

う
矛
盾
が
あ
る
。

人
口
の
高
齢
化
が
進
む
日

本
で
は
医
療
の
受
け
皿
が
不

足
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
医
療
の
効
率
を
高
め
る

に
は
I
T
(情
報
技
術
)
の

活
用
が
欠
か
せ
な
い
。
矢
野

経
済
研
究
所
(
東
京
・
中
野
)

が
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
合
む

遠
隔
医
療
の
圏
内
市
場
規
模

を
同
年
度
の12
3

億
円
か

ら
四
年
度
に
は19
9

億
円

に
拡
大
す
る
と
予
測
す
る
な

ど
、
関
連
サ
ー
ビ
ス
へ
の
期

待
も
あ
る
。

米
国
で
は1
9
9
3

年
に

遠
隔
医
療
学
会
が
創
設
さ

れ
、
早
い
段
階
か
ら
制
度
が

整
備
さ
れ
て
き
た
。

日
年
の

地
域
別
に
見
た
市
場
規
模
は

北
米
が
ト
ッ
プ
だ
。
欧
州
は

国
を
ま
た
い
だ
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
が
で
き
る
。
日
本
は
世

界
に
遅
れ
な
い
た
め
に
も
、

I
T
を
う
ま
く
使
う
努
力
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
問
月
お
日
(
土
)
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「生きるための緩和ケア」を

患
者
・
家
族
支
援

愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
i

中
央
病
院
提
唱

「
緩
和
ケ
ア
」
と
聞
く
と
、
治
療
手
段
が
な
く
な
っ
た
後

の
痛
み
の
管
理
や
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア
を
想
像
す
る
人
も
多
い

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。

診
断
さ
れ
る
と
き
か
ら
、
患
者

や
家
族
の
さ
ま
ざ
ま
な
苦
痛
を
軽
減
し
「
そ
の
人
ら
し
い
生

活
」
を
保
つ
た
め
取
り
組
む
こ
と
こ
そ
が
本
来
の
意
味
で
、

患
者
の
安
心
が
治
療
に
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
も
多
い

。

「
生

き
る
た
め
の
緩
和
ケ
ア
」
を
提
唱
す
る
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ

ー
中
央
病
院
(
名
古
屋
市
千
種
区
)
の
実
践
を
紹
介
す
る

。

(
編
集
委
員
・
安
藤
明
夫
)

中
央
病
院
の
緩
和
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
の
一
室。
気
管
支
の
が
ん

な
ど
で
闘
病
す
る
東
海
地
方
の

由
紀
さ
ん
(
四
る
が
、
緩
和
ケ
ア

部
長
の
下
山
理
史
さ
ん
(
四
七
)
に

携
帯
電
話
の
画
像
を
見
せ
て
い

た
。写

っ
て
い
た
の
は
、
小
学
校

六
年
の
長
女
が
、
が
ん
に
つ
い

て
ま
と
め
た
夏
休
み
の
自
由
研

究
。

由
紀
さ
ん
の
病
気
を
き
っ

か
け
に
「
が
ん
の
正
し
い
知
識

を
周
り
の
子
た
ち
に
伝
え
た

い
」
と
、
図
書
館
に
通
っ
て
調

べ
た
と
い
う。
絵
と
文
で
三
十

汗
に
及
ぶ
大
作
だ。

「
娘
に
き

ち
ん
と
伝
え
ら
れ
て
、
本
当
に

よ
か
っ
た
」
と
喜
ぶ。

由
紀
さ
ん
は
三
年
前
に
が
ん

を
発
症。
国
立
病
院
機
構
名
古

屋
医
療
セ
ン
タ
ー
(名
古
屋
市

中
区
)
に
二
度
入
院
し
た
。

長

女
に
は
「
咳
の
治
療
」
と
だ
け

伝
え
て
い
た
が
、
長
女
は
不
安

か
ら
体
調
を
崩
し
た。

由
紀
さ

ん
は
「
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
」

と
悩
み
、
院
内
の
が
ん
サ
ロ
ン

で
子
ど
も
へ
の
対
応
に
つ
い
て

相
談
。

当
時
間
セ
ン
タ
ー
の
外

科
医
長
・

緩
和
ケ
ア
科
医
長
だ

っ
た
下
山
さ
ん
と
出
会
っ
た

。

下
山
さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
は

「
う
そ
は
禁
物。
話
し
に
く
い

こ
と
は
無
理
に
話
さ
な
く
て
も

い
い
け
れ
ど
、
聞
き
た
い
と
言

わ
れ
た
こ
と
に
返
事
が
で
き
る

よ
う
考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
」
。

下
山
さ
ん
は
昨
年
四
月
に
愛

知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー
中
央
病
院

に
転
勤
し
、
由
紀
さ
ん
も
抗
が

ん
剤
治
療
の
た
め
に
同
病
院
へ

転
院
。

そ
の
後
も
下
山
さ
ん
と

打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
昨
年
夏

に
長
女
に
病
名
を
伝
え
た。

高める早期から苦痛軽減生活の質
「
知
ら
な
か
っ
た
」
と
驚
い
た

長
女
は
、
下
山
さ
ん
か
ら
直
接

話
を
聞
い
た
り
、
子
ど
も
た
ち

が
が
ん
に
つ
い
て
学
ぶ
「
ど
あ

ら
っ
こ
」
の
集
い
に
も
参
加
。

自
由
研
究
に
つ
な
が
っ
た
。

夫

や
近
く
に
住
む
母
も
、
中
央
病

院
の
緩
和
ケ
ア
部
を
訪
ね
、
下

山
さ
ん
か
ら
家
族
の
心
構
え
を

学
ん
だ。

「
毎
回
、
じ
っ
く
り

話
を
聞
い
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

何
で
も
担
談
で
き
て
心
強

い
」
と
由
紀
さ
ん。
付
き
添
う

夫
(
四
邑
も
「
緩
和
ケ
ア
っ
て
、

治
療
手
段
が
な
く
な
っ
た
後
の

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ

ど
、
ま
っ
た
く
イ
メ
ー
ジ
が
変

わ
り
ま
し
た
」。

。

中
央
病
院
で
は
、
下
山
さ
ん

ら
医
師
と
緩
和
ケ
ア
を
専
門
と

す
る
看
護
師
、
薬
剤
師
、
ソl

シ
ャ
ル
ワ
l

カ
l

ら
兼
任
を
含

め
総
勢
十
数
人
が
緩
和
ケ
ア
を

担
う。
全
国
の
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
の
中
で
も
屈
指
の
充

実
ぷ
り
だ。

週
五
日
の
外
来
の
ほ
か
、
チ

ー
ム
で
入
院
患
者
を
支
え
る
活

動
や
、
地
域
の
医
療
機
関
か
ら

の
相
談
に
乗
る
地
域
連
携
の
活

動
も
あ
る。

外
来
に
は
、
主
治
医
や
看
護

師
か
ら
紹
介
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま

な
患
者
が
訪
れ
る。
手
術
の
後

遺
症
に
苦
し
む
人
、
抗
が
ん
剤

へ
の
不
安
が
強
い
人
、
ご
は
ん

を
十
分
に
食
べ
ら
れ
な
い
人

.・
・
。由
紀
さ
ん
の
よ
う
に
、
家
族

へ
の
告
知
に
悩
む
人
も
い
る

。

「
そ
の
人
ら
し
い
人
生
を
送
れ

る
よ
う
に
一
緒
に
取
り
組
む
の

が
緩
和
ケ
ア
。

家
族
も
支
援
す

る
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニl
ズ
に

応
え
る
た
め
に
、
い
ろ
ん
な
職

種
が
相
談
し
て
考
え
て
い
き
ま

す
」
と
下
山
さ
ん。だ
が
、
医
療

関
係
者
の
中
で
も
「
最
期
の
段

階
で
や
る
こ
と
」
と
の
誤
解
が

根
強
く
、
患
者
の
緩
和
ケ
ア
科

へ
の
受
診
が
遅
れ
る
一
因
に
な

っ
て
い
る
と
い
う。

下
山
さ
ん
は
も
と
も
と
は
外

科
医
だ
が
、
学
生
時
代
か
ら
緩

和
ケ
ア
に
関
心
を
持
ち
、
患
者

と
信
頼
関
係
を
結
ぶ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
な
ど
を
磨
い

て
き
た
。

「
何
ら
か
の
症
状
で

つ
ら
い
問
題
が
あ
れ
ば
、
そ
れ

を
主
治
医
や
看
護
師
に
告
げ
て

ほ
し
い
。

そ
れ
で
も
改
善
で
き

な
け
れ
ば
『緩
和
ケ
ア
科
を
受

診
し
た
い
』
と
要
望
し
て
ほ
し

い
。

つ
ら
さ
が
和
ら
げ
ば
、
で

き
る
こ
と
が
増
え
、
生
活
の
質

は
高
ま
る
」
と
強
調
す
る。

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
2

日
(
火
)
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膝
が
激
し
く
痛
ん
で
、
休
日
の
急
病
診
療
所

に
駆
げ
込
ん
だ
。
ま
だ
研
修
医
だ
と
い
う
若
い

女
性
が
診
て
く
れ
、
乙
う
関
わ
れ
た
。

「
こ
れ
ま
で
に
一
番
痛
か
っ
た
時
を
叩
だ
と

す
る
と
、
今
回
の
痛
み
は
幾
つ
で
す
か
」

m
は
間
違
い
な
く
あ
の
時
だ
。
9

は
あ
れ
か

:
:
:
。
中
を
取
っ
て
「

5

」
と
答
え
た
。

知
り
合
い
の
医
療
関
係
者
に
聞
く
と
、
乙
の

質
問
は
、
体
験
(
ま
た
は
想
像
)
を
基
に
患
者

が
痛
み
の
度
合
い
を
数
値
な
ど
で
評
価
す
る

「
ペ
イ
ン
ス
ケ
ー
ル
」
と
い
う
手
法
の
一
種
だ

そ
う
だ
。
と
て
も
シ
ン
プ
ル
だ
が
、
特
定
の
病

院
時に
よ
る
痛
み
の
推
移
を
追
跡
し
、
議
効

持
ぜ

痛
み
の
物
差
し

-

町
果
を
探
る
ケ
l
ス
な
ど
に
便
わ
れ
る
。

そ
も
そ
も
痛
み
は
そ
の
人
に
し
か
分
か
ら
な

い
主
観
的
な
も
の
だ
。
客
観
的
に
数
値
化
す
る

の
は
難
し
い
。
だ
が
と
の
手
法
に
は
、
患
者
が

示
し
た
数
値
な
ど
を
介
し
て
、
患
者
と
医
療
ス

タ
ッ
フ
が
向
き
合
い
、
「
痛
み
の
共
有
」
を
意

識
す
る
と
い
っ
た
狙
い
も
あ
る
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
で
、
乙
の
手
法
、
同
じ
く
数
値
化
し

づ
ら
いH
心
の
痛
みμ
に
も
使
わ
れ
る
ら
し
い
。

例
え
ば
「
一
番
腹
が
立
っ
た
時
を
叩
と
す
る
と

今
回
は
?
」
。
そ
ん
な
自
聞
を
し
て
み
る
と
、

よ
り
冷
静
に
、
客
観
的
に
自
分
と
向
き
合
え
そ

う
な
気
が
す
る
。

【神
崎
和
也】

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
と
、mm歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
が
ん
患
者
は
全
国
で
年
間
約

5

万
6

千
人

に
上
る
と
推
計
さ
れ
る
。

親
が
が
ん
に
な
っ
た
こ
と
を
わ
が
子
に
分
か
り
ゃ
す
く
伝
え
よ
う
と
、
子
ど
も
を
持
つ

患
者
の
交
流
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
一
般
社
団
法
人
「キ
ャ
ン
サ
!
ペ
ア
レ
ン
ツ」
が
一
冊
の
絵
本
を
制
作
し
た
。

「マ
マ
の
パ
レ
ッ
タ」
(A
4

判
、
白川l
)は
、
抗
が
ん
剤
の
治
療
で
髪
が
抜
け
た
母
と
娘
の
触
れ
合
い
を
温
か

く
描
い
た。
が
ん
に
向
当
」
合
う
親
子
の
心
の
支
え
に
な
れ
ば
と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る

。

絵本で理解

毎

日

(
大
阪
)・
夕
刊

親のがん

2
0
1
8

年
間
月
泣
日
(
月
)

交
流
サ
イ
ト
運
営
団
体
制
作

キ
ャ
ン
サ
l

ペ
ア
レ
ン
ツ

は
、
お
歳
の
時
に
ス
テ
ー
ジ

4

の
胆
管
が
ん
と
診
断
さ
れ

た
西
口
洋
平
代
表
理
事(
お
)

H

東
京
都H
が
2
0
1
6

年

に
設
立
し
た。
仕
事
や
幼
い

子
ど
も
の
こ
と
、
日
々
の
生

活
に
不
安
を
抱
え
る
子
育
て

世
代
の
患
者
が
集
ま
る
場
と

し
て
サ
イ
ト
を
開
設
し
て
お

り
、
全
国
の
約2
3
0
0

人

が
会
員
登
録
す
る。

会
員
の
平
均
年
齢
は
必
歳

で
、
小
学
生
ぐ
ら
い
の
子
ど

も
が
い
る
親
が
多
い。
「
が

ん
の
こ
と
を
子
ど
も
に
伝
え

て
も
い
い
か」
「
ど
う
話
す

べ
き
か
」
と
悩
む
人
は
少
な

く
な
い
と
い
う。

親
子
で
が

ん
を
理
解
で
き
る
も
の
が
あ

れ
ば
と
、
夏
原
や
京
都
、
静

岡
な
ど
の
m
i
却
代
の
会
員

叩
人
が
集
ま
っ
て「え
ほ
ん

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト」
を
発
足。

口
年
4

月
か
ら
制
作
を
始

め
、
今
年5
月
に
試
作
品
が

完
成
し
た。

「マ
マ
の
l

」
は
、
が
ん

闘
病
を
経
験
し
た
マ
マ
を
持

つ
女
の
子
が
主
人
公
。

治
療

の
副
作
用
で
自
慢
の
長
い
髪

が
抜
け
て
し
ま
っ
た
マ
マ
の

姿
か
ら
、
女
の
子
が
が
ん
や

治
療
に
つ
い
て
学
び
、
前
を

向
い
て
い
く
物
語。
「
か
み

の
毛
な
ん
て
な
く
て
も
、
マ

マ
は
マ
マ
」
と
い
っ
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
性
の
あ
る
文
章
と
、

柔
ら
か
な
タ
ッ
チ
の
絵
は
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
メ
ン
バ
ー
が

手
掛
け
た。

2
0
0

部
を
作
成
し
、
各

地
の
病
院
な
ど
に
寄
贈
。

県

内
で
は8
月
下
旬
、
キ
ャ
ン

サ
l

ペ
ア
レ
ン
ツ
理
事
の
高

橋
智
子
さ
ん(ぬ
)
H松
山
市

患
者

・

家
族
支
援

治療副作用など易しく県立図書館に寄贈

H

が
岡
市
堀
之
内
の
県
立
図

書
館
に2
部
を
贈
っ
た。

高
橋
さ
ん
は「親
が
が
ん

に
な
る
と
自
分
の
せ
い
だ
と

感
じ
る
子
ど
も
も
い
る」と

説
明
し
た
上
で
、「が
ん
が

特
別
な
こ
と
で
は
な
い
と
子

ど
も
や
社
会
全
体
に
理
解
が

広
が
れ
ば。

絵
本
を
通
じ
て

キ
ャ
ン
サ
l

ペ
ア
レ
ン
ツ
の

活
動
も
知
っ
て
も
ら
い
、
同

じ
境
遇
に
あ
る
親
た
ち
の
安

心
感
に
つ
な
げ
た
い」
と
話

し
て
い
る。

「マ
マ
の
|
」
は
ロ
月
ご

ろ
に
出
版
さ
れ
る
予
定
。

(原
田
茜)

愛
媛
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
8

年
叩
月
3

日
(
水
)
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医師が紹介

全国各地のスマートサイトの

パンフレツト

こと。 保謹者から「眼科の先生から、そんな説明は

なかったJ と指摘されました。 r病気やけがを治す

のが医者の仕事。 リハビリは専門外」 と考えている

医者が多いことを知りました。

大阪版スマートサイト「大阪あいねっと」の設立

メンバ一、竹田幸代さんも長い間、必要な情報が得

られませんでした。 中学生の時、進行性の網膜色素

変性症と診断を受けましたが、医者から告げられた

のは病名と「失明するかもしれなLリだけ。 リハビ

リ施設や患者団体を知ったのは、 25年後でした。 山

鯨さんは「眼科医がリハビリの入り口役となって、
福祉分野などの専門家とつながりを深めることが一

層重要になるj と話します。 【平井俊行、写真も】

患
者

・

家
族
支
援

重
度
の
後
遺
症
を
抱
え
る
父
と
意
思
疎
通
を
図
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

ー
。

家
族
の
目

線
か
ら
、
模
索
す
る
日
々
を
描
い
た
漫
画
が
あ
る

。

作
者
は
こ
の
春
、
富
山
大
芸
術
文
化
学
部
デ

ザ
イ
ン
情
報
コ
i

ス
を
卒
業
し
た
田
中
沙
里
さ
ん

(お
)
川和
歌
山
県
出
身
、
名
古
屋
市

。

全
例
話

2
0
0

ペ
ー
ジ
を
超
え
る
力
作
で
、
卒
業
制
作
と
し
て
発
表
し
た

。
「
父
が
治
る
こ
と
は
な
い
け

ど
、
家
族
の
関
係
性
は
変
わ
ら
ず
、
普
通
に
生
活
し
て
い
る

。

そ
の
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た

」
と

話
し
て
い
る。
(

文
化
部
次
長
・
近
江
龍
一
郎

)

た
。田

中
さ
ん
は
毎
週
の
よ
う
に
病
院
を

見
舞
い
、
介
護
を
手
伝
う
傍
ら
、
父
の

様
子
を
イ
ラ
ス
ト
で
克
明
に
記
録
し
て

い
た。

ち
ょ
う
ど
卒
業
制
作
の
テ

l

マ

を
決
め
る
時
期

。

そ
れ
を
見
た
ゼ
ミ
の

指
導
教
官
の
勧
め
も
あ
っ
て
、
漫
画
に

す
る
こ
と
に
し
た

。

作
品
は1
話
当
た
り2
ペ
ー
ジ
日
コ

マ。

9

カ
月
に
わ
た
る
闘
病
や
リ
ハ
ビ

リ
の
中
で
、
家
族
の
心
の
揺
れ
動
き
が

率
直
に
描
か
れ
る

。

例
え
ば
第
口
話

。

父
と
意
思
疎
通
が
で
き
な
く
な
り
、
途

田 |軍
中|早
さ|蚕
ん|受

芝虫|学
卒 |賢
業 | ロ
制一

作

漫画にリハビリ
作
品
タ
イ
ト
ル
は「れ
ん
し
ゅ
し
て

ま
す
」
。第
1

話
「お
と
ん
、
倒
れ
る
」

は
こ
う
始
ま
る

。

あ
る
日
、
大
学
の
ゼ
ミ
室
で
友
人
と

過
ご
し
て
い
る
と
、
母
か
ら
メ
!
ル
が

入
る。
「
と
う
さ
ん
脳
梗
塞
で
救
急

搬
送
さ
れ
た
電
話
し
て」
。何
食
わ

ぬ
顔
で
部
屋
か
ら
出
る

。

そ
の
瞬
間
、

大
量
の
冷
や
汗
が
・
:

。

当
時
の
緊
迫
し

と
が
現
実
の
深
刻
さ
を
和
ら
げ
る
効
果

を
生
ん
だ。
「
倒
れ
た
後
、
父
は
見
た

目
が
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

。

家
族
で
も
最
初
は
怖
か
っ
た
く
ら
い

」
。

思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も

随
所
に
盛
り
込
み
、
単
な
る
ル
ポ
で
は

な
く
、
読
み
物
と
し
て
の
面
白
さ
を
意

識
し
た。

タ
イ
ト
ル「れ
ん
し
ゅ
し
て
ま
す
」

は
最
終
第
例
話
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
取

っ
た。
リ
ハ
ビ
リ
の
一
環
で
父
か
ら
メ

ー
ル
が。
そ
こ
に
は
平
仮
名
で
次
の
よ

う
に
つ
づ
ら
れ
て
い
た
。
「れ
ん
し
ゅ

し
て
ま
す。
か
き
た
い
こ
と
が
い
っ
ぱ

い
あ
り
ま
す」
。
「れ
ん
し
ゅ」は
「練

習
」
の
こ
と。

そ
れ
を
見
て
思
わ
ず
伏

せ
っ
て
涙
す
る
田
中
さ
ん

。
「う
お
お

お
お
だ
か
ら
あ
か
ん
で
日」

卒
業
後
は
、
名
古
屋
市
の
デ
ザ
イ
ン

会
社
で
働
く
田
中
さ
ん

。

現
在
、
介
護

対
話
模
索
の
日
々
描
く

た
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る

。

和
歌
山
に
い
る
田
中
さ
ん
の
父
が
実

際
に
倒
れ
た
の
は
昨
年
4
月

。

奇
跡
的

に
一
命
は
取
り
留
め
た
も
の
の
、
重
い

ま
ひ
が
残
っ
た
。

教
員
を
定
年
退
職
し

た
ば
か
り
の
位
歳

。

3

人
の
子
は
み
な

県
外
に
い
て
、
介
護
は
母
が
担
っ
た

。

筆
談
が
唯
一
の
希
望

手
足
は
ほ
と
ん
ど
動
か
せ
ず
、
言
葉

も
話
せ
な
く
な
っ
た
。

唯
一
希
望
が
残 方

に
く
れ
た
田
中
さ
ん
は
思
う

。

頭
に

「い
い
感
じ」
の
機
械
を
付
け
て「ピ

ピ
ッ
と
読
み
取
れ
た
ら
い
い
の
に

」と
。

田
中
さ
ん
は
振
り
返
る
。
「
家
族
だ
か

ら
通
じ
合
え
る
と
か
、
そ
ん
な
の
は
な

か
っ
た。

会
話
に
関
し
て
は
全
く
の
ゼ

ロ
ペl
ス
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」

悲
し
み
ゃ
絶
望
ば
か
り
で
は
な
い

。

父
が
曹
い
た「し
ん
ど
い」
と
い
う
字

を
、
自
分
だ
け
が
判
読
で
き
た
時
の
誇

ら
し
い
気
持
ち
、
手
を
振
っ
て
く
れ
た

施
設
に
い
る
父
か
ら
は
、
週

1

回
く
ら

い
メ
l

ル
が
来
る
と
い
う
。
「も
と
も

と
そ
ん
な
に
会
話
が
な
い
父
と
娘
だ
っ

た
ん
で
す
け
ど
。

必
死
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
と
取
ろ
う
と
し
て
い
る
う
ち

に
、
前
よ
り
に
親
密
に
な
っ
た
気
が
し

ま
す
ね」
と
笑
う。

作
品
は
投
稿
サ
イ
ト
「n
o
t
e

」

で
見
る
こ
と
が
で
き
る

。

げ
=
。ω

一\
\

ロ

o
g
・
ヨ
ロ

\
g

ユ
ヨ
8

レ/
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支援情報
スマートサイトという言葉を聞いたことがありま

すか。 自に関する助言やリハビリ施設などの情報を

インターネットを活用して提供する取り組みです。

米国の眼科医たちが2005年に始めたのが原形で、支

援情報が掲載されたパンフレットを眼科医がダウン

ロードし、患者に手渡せます。 早い段階で支援者と

つながり、生活の質の向上につなげるのが狙いです。

日本では10年から兵庫県眼科医会が取り入れ、日

本眼科医会によると、今夏までに28府県に広がって

います。 その他の地域にも導入されるよう、スマー

トサイト作成に向けた学習会も聞かれています。

兵庫県で中心になったのが眼科医の山懸葎縫さ
ん。 盲学校で弱視者へのケアについて講演した時の

ス
マ
ー
ト
サ
イ
ト
の
役
割
っ
て
つ

J

J

J

 

J

J

J

 

毎日新聞社が発行す

る圏内唯一の週刊点字

新聞「点字毎日J の記
者が、機器や便利グツ

ズ、福祉制度の紹介と
共に視賞障害の世界を

解説します。

h一
時

日
(
東
京
)
・

朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
市
臼
(
火
)

父の
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
「筆

談
」
。思
い
通
り
に
動
か
な
い
右
手
で

言
葉
を
つ
づ
る
。

家
族
は
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち

ゃ
の
文
字
を
、
頭
を
抱
え
な
が
ら
読
み

解
く。

ボ
ー
ド
を
使
っ
た
り
、
筆
談
を

繰
り
返
し
た
り
す
る
う
ち
に

ρ

新
し
い

対
話μ
が
再
び
築
き
上
げ
ら
れ
て
い
っ

差
巴

だ
け
で
心
が
通
じ
た
よ
う
に
感
じ
た
喜

び
:
・。

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
前
を
向

フ
た。

ほ
の
ぼ
の
タ
ッ
チ

重
い
テl
マ
と
は
対
照
的
に
、
絵
柄

は
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
タ
ッ
チ

。

そ
の
こ

北
日
本
新
聞
・
朝
刊

2

0
1
8

年
間
月
2

日

(
火
)

三平
戸λノ

f斗
三二7
1-J 

ノ J、

し

ヌロlY
7 l�¥ 

、見

滑
川
高
の
部
活
動「薬
学
部」
に
所
属
す
る1
年
生
7
人
が
、
バ
タ
フ
ラ
イ
ピlや
経
漁
民
対
な

ど
薬
膳
の
素
材
を
使
っ
た
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
と
ク
レ
ー
プ
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る

。

富
山
市

大
手
町
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
店
「
C
H
I
L
L
O
U
T

(チ
ル
ア
ウ
ト)
&
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

畑
富
山
店」
が
協
力
し
、
同
店
で
幻
白
か
ら
嬰
児
さ
れ
る

。

滑
川
高
「
薬
学
部
」

生
徒
は5
月
か
ら
「
地
域
活
性
化」
の

課
題
研
究
と
し
て
、
お
い
し
く
て
健
康
的

な
ス
イ1
ツ
で
人
を
呼
び
込
も
う
と
、
開

発
に
乗
り
出
し
た
。

材
料
に
選
ん
だ
バ
タ
フ
ラ
イ
ピ
l

は
目

に
良
い
と
さ
れ
る
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
を
多

く
含
ん
で
お
り
、
羅
漢
果
は
カ
ロ
リ
ー
ゼ

ロ
の
甘
味
料。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
会
員
制
交 流

サ
イ
ト
(S
N
S

)
好
き
の
若
い
女
性

に
絞
り
、「
写
真
映
え」
に
も
こ
だ
わ
っ

て
い
る。

望
見
さ
れ
る
の
は
幻
自
の
ほ
か
、
日
月

3
、

4

、
叩
日
の
計4
日
間
だ
が
、
同
じ

コ
ン
セ
プ
ト
の
商
品
を
常
時
堅
守
る
こ

と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

薬
学
部
の
山
本
葵
依
さ
ん(日
)は
「
薬

膳
の
堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た
い

。

写
真
共
有
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
、
店
の
前

の
通
り
を
若
い
人
が
行
き
交
う
場
所
に
し

患
者
・

家
族
支
援

が
開
発
中

た
い
」

と
意
欲
を
示
し
て
い
る
。

犬
嶋
紗

都
店
長(お
)は
「
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア

を
思
い
付
く
想
像
力
が
す
ご
い

」
と
感
心

す
る。

薬
学
部
の
取
り
組
み
は
、
富
山
市
の
ま

ち
づ
く
り
と
や
ま
な
ど
が
8

月
に
開
い
た

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
実
施
事
業

に
選
ば
れ
た。

27 日から販売富山の専門店協力

富
山
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
刊
日
(
木
)
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臓
器
移
植

移
植
医
療

Z
号
」
J

己
氏
ヨ
、
円
三
に
-
-
L
'

-
E
r
-
川

E
=
主
E
、
-
K
S
F
'

』
者
-

3
・

-
F

ニ
l
'
l
'

三
て
ニ
ノ
3
4

の
男
性
」
と
伝
え
聞
い
て
い
る
。

ド
ナ
ー
や
遺
族
の
思
い
に
ど
う
向

き
合
う
か
。
同
じ
移
植
経
験
者
と

話
し
合
う
こ
と
は
あ
る
が
、
今
も

答
え
は
出
な
い
。
た
だ
、
「
気
持

ち
を
沈
ま
せ
る
こ
と
だ
け
は
や
め

よ
う
。
感
謝
を
忘
れ
ず
、
い
た
だ

い
た
臓
器
を
良
好
な
状
態
で
維
持

し
て
元
気
で
い
よ
う
」
。
1

日
7

キ
ロ
の
ウ
オl
キ
ン
グ
を
欠
か
さ

ず
、
昨
年
は
北
ア
ル
プ
ス
登
山
も

実
現
し
た
。

待
機
患
者
の9
割
を
占
め
、
都

道
府
県
別
デ
ー
タ
が
公
表
さ
れ
て

い
る
腎
臓
で
は
、
府
内
の
2
0
1

7

年
の
待
機
患
者
は22
4
人
だ

が
、
府
内
で
の
実
施
は
3
件
。
法

施
行
時
か
ら
年
数
件
と
横
ば
い
が

続
く
。

「
移
植
医
療
が
進
ん
で
ほ
し
い

第
羽
田
臓
器
移
植
推
進
国
民
大
会
(
厚
生
労
働
省
、
京
都
府

な
ど
主
催
)
が7
日
、
京
都
市
で
聞
か
れ
る
。
1
9
9
7

年
の

臓
器
移
植
法
興
行
以
降
、
家
族
の
承
諾
が
あ
れ
ば
提
供
可
能
と

な
る
改
正
も
行
わ
れ
た
が
、
移
植
を
希
望
す
る
待
機
患
者
の
解

消
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
初
の
京
都
開
催
を
前
に
、
移
植

を
受
け
た
経
験
者
は
「
提
供
に
賛
同
か
拒
否
か
を
問
わ
ず
、
事

前
の
意
思
表
示
が
広
が
っ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛
け
る
。

岩
井
浩
さ
ん
(
部)
H
京
都
市

中
京
区
日
は2
0
0
6
年
、
肺
臓

と
腎
臓
の
同
時
移
植
を
京
都
府
立

医
科
大
付
属
病
院
で
受
け
た
。
圏

内
4
例
自
の
脳
死
臓
器
移
植
だ
っ

た
。
中
学1
年
の
時
に
牌
臓
が
イ

ン
ス
リ
ン
を
う
ま
く
作
れ
な
い
小

児
糖
尿
病
を
患
い
、
辺
歳
で
糖
尿

病
由
来
の
慢
性
腎
不
全
に
か
か
っ

た

移
植
に
よ
っ
て
日
年
ぶ
り
に
ト

イ
レ
で
排
尿
で
き
、
週3日
の
人

工
透
析
も
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
も
要

ら
な
く
な
っ
た
。
感
染
症
に
よ
る

壊
死
や
、
体
調
が
悪
化
す
る
た
び

考
え
た
死
へ
の
恐
れ
か
ら
解
啓
。

れ
た
と
い
う
。

臓
器
提
供
者
(
ド
ナl)
の
詳

細
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

「
大
阪
の
病
院
に
い
た
同
じ
世
代

京で7 日推進国民大会

制度への理解訴え経験者

思
い
は
あ
る
が
、
制
度
を
理
解
し

て
も
ら
う
こ
と
が
先
だ
」
と
岩
井

さ
ん
は
指
摘
す
る
。
事
前
の
意

思
表
示
が
な
け
れ
ば
、
遺
族
が
重

い
決
断
を
迫
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
「
当
た
り
前
の
よ
う
に
、
運

転
免
許
証
や
健
康
保
険
証
に
意

思
を
示
す
時
代
に
な
っ
て
ほ
し

大
会
は7
日
午
後1
時
か
ら
上

京
区
の
同
志
社
大
寒
梅
館
で
。
心

臓
移
植
を
待
つ
高
校
教
員
や
就
活

指
導
を
行
う
企
業
の
担
当
者
が
、

若
者
に
向
げ
意
思
決
定
の
大
切
さ

を
テ
l

マ
に
意
見
を
交
わ
す
。
臓

器
に
ち
な
ん
だ
科
学
体
験
な
ど
も

あ
る
。
事
前
申
し
込
み
不
要
で
、

無
糾
。
問
い
合
わ
せ
は
府
健
康
対

策
課0
7
5
(
4
1
4
)
4
7
2

5
0
(

鈴
木
雅
人
)
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臓
器
移
植身
近
に
考
え
て

上
京
で
大
会

ド
ナ
l

待
つ
患
者
講
演

臓
器
移
植
に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
広
げ
る
催
し
「
第
却
回
臓
器
移
植
推

進
国
民
大
合
(
厚
生
労
働
省
、
府
な
ど
主
催
)
が

7

日
、
京
都
市
上
京
区

の
同
志
社
大
で
開
催
さ
れ
た
。
心
臓
移
植
を
待
つ
患
者
ら
が
講
演
し
、
臓
器

移
植
を
身
近
な
こ
と
と
し
て
捉
え
る
大
切
さ
を
訴
え
た
。

3

年
前
に
拡
張
型
心
筋

症
と
診
断
さ
れ
た
森
原
大

紀
さ
ん
(
却)
H
広
島
市

H

は
講
演
で
、
学
生
時
代

か
ら
熱
中
し
た
レ
ス
リ
ン

グ
を
高
校
生
に
教
え
始
め

た
直
後
に
発
症
し
た
と
振

り
返
り
、
「
心
臓
移
植
を

受
け
る
資
格
が
あ
る
の
か

迷
っ
た
が
、
家
族
た
め
に

生
き
よ
う
と
思
っ
た
」
と

話
し
た
。
現
在
は
補
助
人

工
心
臓
を
植
え
、
込
が
、
ド

ナ
ー
を
待
っ
て
い
る
段
階

と
説
明
し
た
上
で
「
も
う

一
度
レ
ス
リ
ン
グ
が
し
た

い
。
汗
を
か
き
、
息
の
上

が
る
感
覚
を
体
験
し
た

い
」
と
語
っ
た
。

臓
器
移
植
に
つ
い
て
さ

ま
ざ
ま
な
意
貝
が
あ
る
こ

と
を
認
め
つ
つ
、
「
人
ご

と
で
は
な
く
、
自
分
の
事

と
し
て
考
え
る
き
っ
か
け

に
し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と

望
ん
だ
。

こ
の
ほ
か
、
移
植
医
療

へ
の
功
労
者
に
対
す
る
厚

生
労
働
大
臣
の
感
謝
状
贈

呈
式
が
あ
り
、
京
都
大
医

学
研
究
科
の
伊
達
津
至
教

授
ら
お
人
と3
団
体
が
受

け
取
っ
た
。(

広
瀬
一
隆
)

京
都
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
m
月
8

日
(
月
)

熊
谷
さ
ん
案
ポ
ス
タ
ー
に

名
古
屋
の
専
門
学
校
取
り

組
み

専
門
学
校
「
名
古
屋
デ
ザ
イ
ナ
ー
学
院
」

(
名
古
屋
市
中
区
)
の
学
生
た
ち
が
、
愛
知
腎

臓
財
団
(
同
区
)
の
呼
び
掛
け
に
応
じ
て
臓
器

移
植
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
考
え

た
。

最
優
秀
賞
の
「
答
え
はN
O
だ
っ
て
い
い

ん
で
す
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
盛
り
込
ん
だ
作

品
は
ポ
ス
タ
ー
に
な
り
、
今
月
か
ら
県
内
の
保

健
所
な
ど
に
掲
示
さ
れ
て
い
る
。

(
小
中
寿
美
)

参
加
し
た
の
は
、
同
学
院
ビ
ジ

ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
一
年
生

約
三
十
人。
臓
器
移
植
に
つ
い
て

財
団
職
員
の
講
義
を
受
け
た
後
、

夏
休
み
の
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

だ
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
移
植
の

当
事
者
の
情
報
を
集
め
た
り
、
友

人
や
家
族
と
話
し
合
っ
た
り
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
デ
ザ
イ
ン
を
工

夫
し
た
。

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
熊
谷
実

桜
さ
ん
(
一
も
は
、
「
(
臓
器
を
)

提
供
す
る
、
し
な
い
の
選
択
は
自 由

で
、
ど
ち
ら
の
意
思
も
尊
重
さ

れ
る
。

意
思
を
伝
え
て
ほ
し
い
と

い
う
気
持
ち
を
込
め
た
」
と
話

し
、
柔
ら
か
い
タ
ッ
チ
で
意
思
表

示
カ
1

ド
と
向
き
合
う
少
年
を
描

い
た
。
優
秀
賞
は
二
点
で
、
武
村

蛍
佑
さ
ん
(
二O)と
永
峰
き
ら
り
さ

ん
合
己
の
作
品
が
選
ば
れ
た
。

財
団
は
、
腎
臓
に
限
ら
ず
臓
器

移
植
の
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

独

自
の
ポ
ス
タ
ー
制
作
は
初
め
て

で
、
財
団
や
医
療
関
係
者
の
ほ

か
、
県
民
ら
約
二
百
人
も
審
査
に

移
植
医
療

加
わ
っ
た
。

熊
谷
さ
ん
の
作
品
を
採
用
し
た

ポ
ス
タ
ー
は
四
百
枚
印
刷
し
、
保

健
所
や
県
庁
、
人
工
透
析
を
行
う

県
内
の
医
療
機
関
な
ど
に
掲
示
。

十
一
月
に
は
県
内
の
イ
オ
ン
の
一

部
店
舗
に
も
張
ら
れ
る。
県
臓
器

移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タl
で
看
護

師
の
石
井
賀
洋
子
さ
ん
(
五
邑
は

「
素
晴
ら
し
い
ポ
ス
タ
ー
が
で

き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
。

投
票
に
参
加
し
た
人
も
移
植

を
知
る
機
会
に
な
っ
た
と
思

『
つ
」。

今
回
は
初
回
の
た
め
一
校
に
の

み
声
を
掛
け
た
が
、
来
年
度
か
ら

は
よ
り
広
く
作
品
を
募
る
と
い

『
つ。

臓器移植 rN O だ、っていいんです」

中
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
ω
月
日
日
(
土
)
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定期受診39%ドナー空体

術
後
の
状
況
把
握
で
き
ず

親
族
か
ら
肝
臓
の
一
部
を
移
植
す
る

生
体
肝
移
植
の
ド
ナI
(提
供
者
)
で
、

経
過
観
察
の
た
め
定
期
的
に
病
院
を
受

診
し
て
い
る
人
は4
割
に
満
た
な
い
こ

と
が
、
日
本
肝
移
植
研
究
会
の
調
査
で

わ
か
っ
た。
カ
ル
テ
が
な
い
な
ど
、
そ

も
そ
も
追
跡
で
き
て
い
な
い
ド
ナ
ー
も

多
い
。

専
門
家
は
全
国
の
情
報
を一括

管
理
す
る
必
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

肝移植研調査

脳
死
ド
ナ
ー
が
少
な
い
日
本

の
肝
臓
移
植
は
生
体
肝
移
植
が

主
流
。

健
康
な
ド
ナl
に
メ
ス

を
入
れ
、
負
担
が
大
き
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
移
植
を
受
け
た

患
者
に
比
べ
て
ド
ナl
の
健
康

や
生
活
は
十
分
に
把
握
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て

き
た
。

調
査
は
、
生
体
肝
移
植
の
経

験
が
あ
る
侃
病
院
で
、20
1

1

年
ま
で
に
手
術
を
受
け
た
ド

ナ
1
6
5
0
5

人
を
対
象
に
実

施
。

体
調
や
手
術
後
の
受
診
、

社
会
復
帰
の
状
況
な
ど
を
尋

ね
、2
2
3
0

人
が
回
答
し
た。

そ
れ
に
よ
る
と
、
定
期
的
に

受
診
し
て
い
た
の
は
お・
9

%

に
と
ど
ま
っ
た
。

日
・
8

%
は

通
常
の
健
康
診
断
は
受
け
て
い

た
が
、
m
・

3
%
は
全
く
受
け

て
い
な
か
っ
た。
肝
・
1
%
の

ド
ナ
ー
が
体
調
は
「完
全
に
回

復
し
た
」
と
答
え
、
ω
%
以
上

が
社
会
復
帰
し
て
い
た。

生
体
ド
ナl
は
、
患
者
が
死

亡
し
た
り
、
患
者
と
の
関
係
が

悪
化
し
た
り
す
る
と
受
診
が
途

絶
え
や
す
い
と
い
わ
れ
る。
中

に
は
、
今
は
生
体
肝
移
植
を
中

止
し
た
病
院
も
あ
り
、
古
い
カ

ル
テ
が
廃
棄
さ
れ
た
例
も
あ

る
と
み
ら
れ
、
調
査
票
の
回
収

率
は
M
・

2
%
に
と
ど
ま
っ

た
。調

査
を
担
当
し
た
園
土
典
宏

.
国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
理
事
長
は
「生
体
ド
ナl
手

術
を
受
け
た
人
は
健
康
状
態
の

継
続
的
な
観
察
や
支
援
が
必
要

だ
が
、
十
分
で
き
て
い
な
い。

転
居
な
ど
の
理
由
で
別
の
病

院
を
受
診
す
る
こ
と
も
多
い

の
で
、
全
国
の
ド
ナl
情
報
を

一
括
管
理
し
、
過
去
の
情
報

も
長
期
的
に
保
存
で
き
る
支

援
拠
点
が
必
要
だ
」
と
し
て

い
る
。

号士

im: 

売
(
東
京
)・朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
市
日
(
火
)

移
植
医
療

精
神
的
ケ
ア
、
就
労
支
援
必
要

臨t~面ì!I週~.，煩~JI錯JaI 臓器移植後の健康悪化紡 ぐ には

臓
器
移
植
を
受
け
た
人
の
生
存

率
が
改
善
さ
れ
る
中
、
健
康
状
態

が
悪
く
な
る
人
も
い
る。
背
景
に

は
移
植
前
の
体
調
の
悪
さ
や
精
神

的
ス
ト
レ
ス
、
経
済
状
況
の
苦
し

さ
が
あ
る
と
す
る
研
究
結
果
が
、

夏
尽
で
叩
月
に
あ
っ
た
日
本
移
植

学
会
で
報
告
さ
れ
た
。

移
植
を
受
け
た
人
や
希
望
す
る

人
、
そ
の
家
族
で
つ
く
るN
P
O

法
人
「
日
本
移
植
者
協
議
会
」(大

阪
市
北
区
、
下
野
浩
理
事
長
)の
谷

川
基
務
さ
ん
た
ち
の
研
究
で
、2

0
1
6

年
に
移
植
を
受
け
た
会
員

ら
を
対
象
に
実
施
し
た
実
態
調
査

重
き If健康J n珊康j
精 ! と答えた人
袖 |健康状態語' f悪い」
的 ※ 非常に惑いj

き諸罰 と答えた~2叩o 4叩o 6印o 8叩0 1旧O∞O
レ届図鐙幽 大域変ゆ附と的りが尚ある引1 守 司副副帽圃酬 ややゆとりがある 1

2割 大変苦しいVやや育しい L，ln 無
経会| 良好群伝1 普通 十四
済岩l … 答

状言
況与
る

よくあ

移植者ら団体が調査

の
デ
i

タ
を
分
析
し
た。

健
康
状
態
に
つ
い
て
「
健
康
」

「
ほ
ぼ
健
康」
と
生
守
え
た32
2

人
と
「
悪
い」
「
非
常
に
悪
い
」

と
答
え
た
却
人
の
二
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
健
康
に
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
要
因
を
探
っ
た
。

食
事
な
ど
自
己
管
理
状
況
に
差

が
な
い
一
方
、
健
康
状
態
の
悪
い

グ
ル
ー
プ
で
は「移
植
前
の
体
調

が
非
常
に
悪
か
っ
た
」
「
移
植
前
に

合
併
症
が
あ
っ
た」
と
い
う
人
の

割
合
が
多
い。
同
グ
ル
ー
プ
で
は

半
数
以
上
が
精
神
的
ス
ト
レ
ス
を

感
じ
て
お
り
、
ス
ト
レ
ス
の
要
因

と
し
て
体
調
以
外
に
「
経
済
的
な

こ
と
」
を
挙
げ
る
人
が
目
立
つ
。

谷
川
さ
ん
は
「移
植
後
の
健
康

状
態
は
移
植
前
の
状
態
に
影
響
さ

れ
る
た
め、
早
期
の
移
植
が
重
要

だ
。
健
康
状
態
が
精
神
的
ス
ト
レ

ス
や
経
済
状
況
に
影
響
を
与
え
る

可
能
性
も
あ
る
」
と
語
り

、

移
植

後
に
精
神
的
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る

体
制
の
整
備
や
、
経
済
的
な
悩
み

の
解
決
に
向
け
た
就
労
支
援
の
必

要
性
を
指
摘
し
た。

〈共
同
通
信
〉

南
日
本

新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
初
日
(
火
)
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家
族
の
思
い
尊
重
し
対
応

m
月
は
臓
器
移
植
推
進
月
間
。

臓
器
移
植
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
る
研
修
会
が
、
鹿
児
島
市
立
病
院
で
あ
っ
た

。

県
内
の
医
療
関
係
者
ら
約
叩
人
が
、
臓
器
提
供
施
設
と
し

て
手
術
に
立
ち
会
っ
た
県
立
大
島
病
院
(奄
美
市
)
の
医

師
ら
か
ら
、
臓
器
提
供
者(ド
ナ
l

)
家
族
へ
の
寄
り
添

い
方
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
、
臓
器
提
供
推

進
に
必
要
な
こ
と
を
学
ん
だ

。

気象や移動手段に課題県立大島病院が報告

人
で
チl
ム
を
組
む
な
ど
、
通
常

の
手
術
よ
り
た
く
さ
ん
の
人
た
ち

が
関
わ
っ
て
い
る
」
と
話
し
た

。

離
島
固
有
の
課
題
と
し
て
、①

台
風
な
ど
の
気
象
条
件
に
左
右
さ

れ
や
す
い
②
移
動
が
航
空
機
に
限

ら
れ
る
た
め
、
摘
出
チi
ム
や
J

O
T

職
員
の
移
動
に
時
間
が
か
か

る
③
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
は
摘
出

チ
l

ム
の
宿
泊
場
所
の
確
保
が
難

し
い
④
輸
血
が
す
ぐ
に
準
備
で
き

な
い
ー
な
ど
を
挙
げ
た。

中
村
医
師
は「周
囲
の
協
力
で
、

主
治
医
と
し
て
家
族
の
ケ
ア
を
含

め
た
丁
寧
な
対
応
が
で
き
た。重

大
な
決
断
を
し
た
家
族
が
、
ど
う

す
れ
ば
未
来
に
進
ん
で
行
け
る
か

を
一番
に
考
え
て
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い」
と
訴
え
た。

県
立
大
島
病
院
で
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
の
フ
ラ
イ
ト
ナ
l

ス
と
し
て
働

く
坂
元
あ
ゆ
み
さ
ん
は
、
ド
ナ
ー

家
族
の
ケ
ア
の
重
要
性
を
中
心
に

経
験
を
話
し
た
。「
医師
と
家
族
が

話
す
際
は
話
を
妨
げ
な
い
よ
う
に

(呼
び
出
し
用)P
H
S
を
預
か
る

な
ど
の
配
慮
を
し
た」
と
い
う
。

移
植
医
療

後
日
の
事
例
検
討
で
は
「
家
族

の
聞
き
た
い
こ
と
に
鑑
守
え
ら
れ
た

の
だ
ろ
う
か
」「
家族
に
ど
う
声

を
か
け
て
い
い
か
わ
か
ら
な
か
っ

た
」
「関
わ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
は
落

ち
込
ん
で
い
な
い
か
」
な
ど
の
意

見
が
あ
り
、
通
常
と
は
違
う
経
験

に
戸
惑
う
ス
タ
ッ
フ
が
い
た
こ
と

も
分
か
っ
た
。

坂
元
さ
ん
は
「ス
タ
ッ
フ
の
心

の
ケ
ア
も
重
要。
一
人
で
抱
え
込

ま
な
い
よ
う
、
思
い
を
発
信
で
き

る
場
や
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
大

事
だ
」
と
振
り
返
っ
た
。

県
臓
器
移
植
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

l

の
山
口
圭
子
さ
ん
は
「全
国
的

に
は
日
歳
未
満
の
臓
器
提
供
も
増

え
て
お
り
、
以
前
よ
り
関
心
は
高

ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。

提

供
の
意
思
を
尊
重
で
き
る
よ
う
、

よ
り
多
く
の
病
院
が
対
応
で
き
る

よ
う
に
体
制
整
備
を
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
話
し
た。

(中
村
直
人
)

75 

に
携
わ
っ
た
経
緯
を
説
明
し
た
。

ド
ナ
1

家
族
か
ら
臓
器
提
供
の

意
思
が
示
さ
れ
て
か
ら、
日
本
臓

器
移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク(J
O
T

)

に
連
絡
し
、
脳
死
判
定
、
臓
器
が

研
修
会
は
凶
日
に
あ
り
、
県
立
摘
出
、
搬
送
さ
れ
る
ま
で
を
解
説

。

大
島
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
「J
O
T

の
職
員
が
、
家
族
へ
の

中
村
健
太
郎
医
師
は
、20
1
7

説
明
や
、
臓
器
摘
出
の
時
間
な
ど

年
7

月
に
叩
代
女
性
、
日
年9月
を
綴
密
に
計
算
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

に
叩
代
男
性
の
脳
死
下
臓
器
提
供
ル
を
立
て
る

。

心
臓
の
摘
出
は7

臓
器
移
植
法
1
9
9
7

年
目
悩
ん
だ
。

2
0
1
0

年
に
法
改
正

月
に
施
行
さ
れ
、
日
本
で
も
脳
死
さ
れ
、
家
族
の
承
諾
が
あ
れ
ば
提

後
の
臓
器
提
供
が
可
能
に
な
っ
供
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
提
供

た
。

し
か
し
「本
人
の
生
前
の
書
者
も
増
加
し
た。
県
内
で
公
表
さ

面
に
よ
る
意
墨
表
示
が
な
い
と
脳
れ
た
脳
死
判
定
に
よ
る
臓
器
提
供

死
判
定
、
臓
器
提
供
が
で
き
な
い
」
は
6

例
、
全
国
で
は5
5
9

例
と

な
ど
の
条
件
が
あ
り
、
数
は
伸
び
な
っ
て
い
る(初
日
現
在)
。

南
日
本
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
叩
月
沼
田
(
日
)
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次はできるかなパパの話量•• -
安
ゆ

鹿
児
島
市
の
看
護
師、
椎
昏
美
穂
子
さ

ん
(
但
)
は
8

月
末
、
3

人
の
息
子
と
そ
の

家
族
を
自
宅
に
招
き
、

庭
で
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
し
た

。

全
員
が
そ
ろ
う
の
は
久
し
ぶ
り
だ
。

美
穂
子
さ
ん
に
は
こ
の
日
、
息
子
た
ち

に
話
し
た
い
こ
と
が
あ
っ
た。

と
こ
ろ

が
、
口
に
出
そ
う
と
し
た
瞬
間
、
そ
ば
で

孫
が
ぐ
ず
り
始
め
た

。

孫
を
息
子
が
そ
っ
と
抱
き
上
げ
る

。

話

を
す
る
の
は
ま
化
衿
度
で
い
い
の
か
な

。

若
い
こ
ろ
の
夫
三
幸
さ
ん
に
そ
っ
く
り
な

息
子
の
姿
を
見
て
、
自
然
に
そ
う
思
っ
た

。

美
穂
子
さ
ん
が
同
い
年
生
ま
れ
の
三
幸

さ
ん
を
胃
が
ん
で
亡
く
し
た
の
は
、
部
歳

の
と
き
だ
。
ふ
さ
ぎ
こ
む
日
々
。

小
堂
生

だ
っ
た
長
男
か
ら
は
「
マ
マ
が
悲
し
む

と
、
ぼ
く
も
悲
し
い
」
と
言
わ
れ
た

。

病
床
の
三
幸
さ
ん
に
笑
顔
で
付
き
添
っ

て
く
れ
た
女
性
看
護
師
の
姿
を
思
っ
た

。

看
護
学
校
に
通
い
始
め
、
必
歳
で
看
護
師

に
な
っ
た。

今
度
は
、
自
分
が
末
期
が
ん

の
患
者
や
家
族
を
支
え
よ
う
。

勤
め
先
に

ホ
ス
ピ
ス
を
選
ん
だ

。

た
く
さ
ん
の
別
れ
に
立
ち
会
っ
た

。

3

人
の
父
親
と
い
うω
歳
ぐ
ら
い
の
男

性
患
者
は
毎
晩
、
机
に
向
か
い
、
妻
子
に

尊
厳
死
宣
言
」

病
気
が末
期
状
態
の
終
末

期
に
延
命
治
療
を
望
ま
な
い

意
向
を
公
正
証
書
で
表
明
す

タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
・

緩
和
ケ
ア

手
紙
の
よ
う
な
も
の
を
書
い
て
い
た

。

自

分
も
三
幸
さ
ん
に
末
期
が
ん
と
伝
え
て
い

れ
ば
、
何
か
を
残
し
て
く
れ
た
の
か
な

。

美

穂
子
さ
ん
は
自
分
た
ち
家
族
を
重
ね
た
。

夜
勤
の
晩
、
男
性
に
自
身
の
経
験
を
話

し
た
。

「
あ
な
た
が
亡
く
な
っ
て
も
、
家

族
の
支
え
は
あ
な
た
し
か
い
ま
せ
ん
よ
」

。

天
国
の
三
幸
さ
ん
に
伝
え
た
い
と
思
っ
て

い
た
言
葉
で
も
あ
っ
た
。

男
性
は
「
そ
う

い
う
も
の
か
な
」
と
表
情
を
ゆ
る
め
た

。

ω
代
の
女
性
患
者
か
ら
は
、
中
学
生
と

小
学
生
の
子
に
自
分
が
が
ん
で
あ
る
こ
と

を
伝
え
た
方
が
い
い
か
、
相
談
さ
れ
た

。

子
ど
も
た
ち
は
病
室
で
ゲ
l

ム
ば
か
り
し

て
い
た
。

美
穂
子
さ
ん
は
「
母
親
の
思
い

を
伝
え
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
の
将
来
の
糧

に
な
り
ま
す
よ
」
と
話
し
た
。

女
性
は
次
の
目
、2
人
の
子
を
ベ
ッ
ド

に
呼
び
寄
せ
、
が
ん
で
余
命
が
短
い
こ
と

を
伝
え
た。

「
マ
マ
は
幸
せ
だ
っ
た
?
」

と
聞
く
2

人
を
抱
き
し
め
、
「
い
い
人
生

だ
っ
た
よ。

お
母
さ
ん
の
子
に
生
ま
れ
て

き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
答
え
た
。

子
ど
も
た
ち
は
泣
き
じ
ゃ
く
り
、
「
空
か

ら
見
守
っ
て
い
て
ね
」
と
言
っ
た

。

翌

日
、
女
性
は
患
を
引
き
取
っ
た

。

美
穂
子
さ
ん
は
い
つ
の
日
か
ら
か
、
み

広
が
る

ず
か
ら
を
責
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た

。

あ
の
と
き
、
自
分
は
な
ぜ
家
族
に
別
れ
の

時
間
を
つ
く
れ
な
か
っ
た
の
か
。

悲
し
ま

せ
た
く
な
い
と
の
一
念
か
ら
、
三
幸
さ
ん

に
が
ん
を
告
知
で
き
ず
、
8

歳
、
5

歳
、

0

歳
だ
っ
た3
人
の
息
子
に
も
、
病
気
の

こ
と
を
話
し
て
こ
な
か
っ
た

。

畏
男、
次
男
は
結
婚
し
、2
人
の
孫
も

で
き
た。

三
男
は
、
看
護
師
に
な
っ
た

。

子
ど
も
た
ち
に
謝
り
た
い
。

そ
し
て
パ
パ

の
こ
と
を
ど
う
思
っ
て
生
き
て
き
た
の

か
、

聞
い
て
み
よ
う。

そ
ん
な
ふ
う
に
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た。

毎
晩
、
枕
元
の
ス
マ
ホ
を
手
に
、
撮
り

た
め
た
家
族
の
写
真
を
眺
め
る
。

患
子
た

ち
と
そ
ろ
っ
て
会
え
る
の
は
年
に
数
回

。

次
は
言
え
る
か
な。

そ
の
と
き
は
一
晩
中

話
し
た
い
。
パ
パ
の
話
を。
(
野
崎
智
也)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
泊
日
(
日
)

公
正
証
書
遺
言
と
併
せ

が
ん
緩
和
ケ
ア
実
態
調
査
ヘ

76 



liuki Sokuhou 

議と安全管理総集版 2019 年 1 号

延命治療望まぬ意思表示終末期
る
「
尊
厳
死
宣
言
」
の
件
数

が
、2
0
1
8

年
1
i
7

月

の
7

カ
月
間
で9
7
8

件
に

上
っ
た
こ
と
が
初
日
、
日
本

公
証
人
連
合
会
の
初
調
査
で

分
か
っ
た
。
相
続
対
策
な
ど

の
た
め
に
遺
言
の
公
正
証
書

を
作
成
す
る
際
に
同
時
に
尊

厳
死
宣
言
す
る
ケ
l

ス
が
多

い
と
い
う
。

公
正
証
書
は
全
国
2
8
5

カ
所
の
公
証
役
場
で
作
成
、

保
管
さ
れ
、
本
人
の
意
思
を

公
的
に
証
明
す
る
。
尊
厳
死

は
法
制
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、

尊
厳
死
宣
言
に
法
的
な
拘
束

力
は
な
い
が
、
公
正
証
書
の

写
し
(
謄
本
)
を
医
療
機
関

な
ど
に
提
示
す
れ
ば
意
思
を

尊
重
し
て
も
ら
い
や
す
く
な

る
と
い
う
。

同
連
合
会
に
よ
る
と
、
凶

年
に
公
正
証
書
の
基
本
類
型

(
ひ
な
型
)
を
ま
と
め
た
書

籍
に
初
め
て
尊
厳
死
宣
言
の

文
例
が
掲
載
さ
れ
た
。
件
数

が
増
加
傾
向
と
み
ら
れ
た
こ

と
か
ら
凶
年
に
統
計
調
査
の

対
象
に
加
え
今
回
、
中
間
集

計
し
た
。

基
本
類
型
の
文
例
で
は

「
現
在
の
医
学
で
不
治
の
状

態
に
陥
り
、
死
期
が
迫
っ
て

い
る
と
2

名
以
上
の
医
師
に

診
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
死

期
を
延
ば
す
た
め
だ
げ
の
延

命
措
置
は
一
切
行
わ
な
い
で

下
さ
い
」
と
し
、
家
族
の
了

1 -- 7月調査 1000件迫る

承
を
得
て
い
る
こ
と
、
医
師

ら
を
訴
追
対
象
と
し
な
い
よ

う
に
希
望
す
る
こ
と
な
ど
の

文
言
も
含
ま
れ
て
い
る

。

文
例
程
度
の
内
容
で
あ
れ

ば
公
正
証
書
作
成
の
手
数
糾

は
1

万
数
千
円
程
度
。
文
面

は
希
望
に
応
じ
て
変
更
も
可

能
と
い
う
。

同
連
合
会
の
西
潟
英
策
事

務
局
長
は
「
死
後
や
老
後
に

備
え
る
『
終
活
』
に
関
心
が

高
ま
る
な
か
、
遺
産
相
続
な

ど
の
遺
言
と
セ
ッ
ト
で
最
期

の
迎
え
方
を
検
討
し
、
公
正

証
書
で
尊
厳
死
宣
言
す
る
人

が
多
い
」
と
し
て
い
る
。

尊
厳
死
を
巡
っ
て
は
、
一

般
財
団
法
人
「
日
本
尊
厳
死

協
会
」
(
東
京・
文
京
)
も

延
命
治
療
を
望
ま
な
い
こ
と

を
表
明
す
る
「
終
末期
医
療

に
お
け
る
事
前
指
示
書
」
(
リ

ビ
ン
グ
ウ
イ
ル
)
の
普
及
活

機々な手段でf尊厳死jの意思表示が
広がっている

延命治療は
希望しません

阻
止
問

4
・
v
m
M
H
J

動
を
継
続
。
リ
ビ
ン
グ
ウ
イ

ル
を
作
成
し
た
会
員
数
は
約

日
万
人
、
新
規
会
員
も
毎
年

6

千
人
前
後
に
上
る
。

他
に
医
療
機
関
や
介
護
施

設
が
本
人
に
意
思
を
確
認
し

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

同
協
会
の
江
藤
真
佐
子
事

務
局
次
長
は
「
尊
厳
死
の
考

え
が
徐
々
に
定
着
し
つ
つ
あ

る
」
と
歓
迎
。
リ
ビ
ン
グ
ウ

イ
ル
と
公
正
証
書
で
は
本
人

確
認
や
フ
ォ
ロ
ー
体
制
な
ど

に
違
い
が
あ
る
と
い
い
、
「
意

思
表
示
に
は
様
々
な
方
法
が

あ
る
。
個
々
の
要
望
に
応
じ

て
選
択
し
て
ほ
し
い
」
と
話

し
て
い
る
。。

日
本
公
証
人
連
合
会
は
叩

月
1

日
か
ら
の
7

日
間
を

「
公
証週
間
」
と
し
て
お
り
、

期
間
中
は
無
料
で
電
話
相
談

(
⑨03
・
3
5
0
2

・
8

2
3
9
)を
受
け
付
け
る
。

午
前9
時
半
1

正
午
、
午
後

1

時
i

同
4

時
半
ま
で
で
、

遺
言
証
書
や
任
意
後
見
、
尊

厳
死
宣
言
な
ど
の
相
談
に
応

じ
る
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月1
日
(
月
)

厚
労
省
研
究
班
全
国
珊
カ
所
の
病
院
対
象

が
ん
に
伴
う
苦
痛
や
精

神
的
不
安
な
ど
に
対
処
す

る
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
、

厚
生
労
働
省
の
研
究
班

(
班
長
、
加
藤
雅
志
・

国

立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
が

ん
医
療
支
援
部
長
)
は
全

国
約7
8
0
0

カ
所
の
病

院
を
対
象
に
し
た
初
の
実

態
調
査
を
始
め
る
。
国
の

が
ん
対
策
推
進
基
本
計
画

で
診
断
後
早
期
の
提
供
が

求
め
ち
れ
て
い
る
が
、
実

態
が
不
明
で
病
院
閣
で
格

差
が
生
じ
て
い
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
だ
。

緩
和
ケ
ア
は
、
が
ん
に

よ
っ
て
生
じ
る
痛
み
の
ほ

か
、
精
神
的
な
不
安
な
ど

を
含
ん
だ
全
人
的
な
苦
痛

を
対
象
に
し
た
治
療
。2

0
0
7

年
に
始
ま
っ
た
が

ん
対
策
推
進
基
本
計
画
に

「
診
断
早
期
か
ら
の
緩
和

ケ
ア
の
推
進
」
が
盛
り
込

ま
れ
、
医
療
者
対
象
の
緩

和
ケ
ア
研
修
会
が
聞
か
れ

て
き
た
。
各
都
道
府
県
に

配
置
す
る
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
に
対
し
、
研
修

会
を
受
講
し
た
医
師
の
配

置
を
義
務
づ
け
る
な
ど
、

提
供
体
制
の
整
備
が
進
ん

で
き
た
。

一
方
、
拠
点
病
院
以
外

の
病
院
で
治
療
を
受
け
る

が
ん
患
者
も
多
い
。
国
の

統
計
(
H年
)
で
は
新
規

の
が
ん
患
者
約
叩
万
人
の

4

割
に
当
た
る
初
万
人
以

上
が
拠
点
病
院
以
外
で
治

療
を
受
け
て
い
る
と
み
ら

れ
る
が
、
緩
和
ケ
ア
の
実

態
は
不
明
だ
っ
た
。
側
年

と
日
年
に
同
省
な
ど
に
よ

る
医
師
や
看
護
師
を
対
象

に
し
た
調
査
で
は
、
拠
点

病
院
に
比
べ
緩
和
ケ
ア
の

知
識
が
低
く
、
取
り
組
み

へ
の
困
難
感
が
高
い
こ
と

-
が
わ
か
り
、
提
供
体
制
の

不
十
分
さ
が
示
唆
さ
れ
て

し
た調

査
は
、
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院4
3
4

カ
所

と
、
精
神
科
病
院
を
除
く

一
般
病
院
約74
0
0

カ

所
が
対
象
。
病
院
長
や
緩

和
ケ
ア
チl
ム
の
責
任
者

に
対
し
、
チ
ー
ム
の
整
備

状
視
や
院
内
全
体
の
体

制
、
活
動
状
祝
な
ど
に
つ

い
て
聞
く
。
医
師
や
看

護
師
に
対
し
て
は
、
緩
和

ケ
ア
の
標
準
治
療
の
順
守

状
祝
や
終
末
期
に
向
け
た

患
者
と
の
話
し
合
い
、

就
労
支
援
の
情
報
提
供

の
有
無
な
ど
を
尋
ね
る
。

対
策
強
化
が
必
要
な
地
域

を
把
握
す
る
た
め
、
結

果
は
都
道
府
県
別
に
解
析

す
る
。

加
藤
班
長
は
「
緩
和
ケ

ア
は
診
断
直
後
の
患
者
に

と
っ
て
も
重
要
。
拠
点
病

院
以
外
で
が
ん
治
療
を
受

け
て
い
る
患
者
に
も
適
切

な
緩
和
ケ
ア
が
提
供
さ
れ

る
よ
う
、
調
査
を
役
立
て

た
い
」
と
話
す
。【

高
野
聡
】

ム一

時

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
叩
月
3

日
(
水
)
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医療に応用の動きム編集ゲノ
遺
伝
情
報
を
改
変
す
る
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
そ
使
い
、
病
気
を
治
療
し
よ
う
と
い
う
研
究
が
圏
内

で
も
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
。

遺
伝
病
の
原
因
遺
伝
子
を
修
復
し
た
り
、
が
ん
の
治
療
に
い
か
し
た

り
。

そ
ん
な
期
待
の
一
方
で
、
意
図
し
な
い
遺
伝
子
の
改
変
を
起
こ
し

、

健
康
被
害
に
つ
な
が
る

と
い
う
懸
念
も
あ
る
。

リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
編
集
技
術
を
改
良
す
る
動
き
も
出
て
い
る

。

遺
伝
子
を
修
復
や
破
壊
し
て
治
療

ゲ
ノ
ム
編
集
を
医
療
に
応
用

す
る
研
究
は
日
本
で
も
進
み
つ

つ
あ
る。

自
治
医
和
大
の
大
森

司
教
授
(
血
栓
止
血
学
)
は
、

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
「
ク
リ
ス
パ

l

・
キ
ャ
ス9
」
を
使
い
、
血

が
止
ま
り
に
く
い
「
血
友
病
」

の
治
療
法
開
発
に
取
り
組
む
。

血
友
病
は
遺
伝
子
異
常
が
起

こ
す
病
気。
肝
臓
で
作
ら
れ
る

血
を
固
め
る
成
分
が
不
足
す
る

た
め
、
出
血
す
る
と
止
ま
り
に

く
い
。

圏
内
に
約6
千
人
の
患

者
が
い
る
と
さ
れ
、
血
液
凝
固

因
子
製
剤
を
毎
週15
3

回
注

射
し
な
く
て
は
い
け
な
い。

大
森
さ
ん
が
め
ざ
す
の
は
、

ゲ
ノ
ム
編
集
で
正
常
な
遺
伝
子

を
組
み
込
ま
せ
、
血
を
固
め
る

成
分
を
作
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
だ
。

実
現
す
れ
ば
、
因
子
製

剤
を
注
射
し
な
く
て
も
済
む
と

期
待
さ
れ
る。

大
森
さ
ん
ら
は
昨
年
、
マ
ウ ス

で
の
実
験
に
成
功
し
た
と
発

表
し
た
。

血
友
病
の
マ
ウ
ス

に
、
ゲ
ノ
ム
編
集
を
行
う
酵
素

と
正
常
な
遺
伝
子
を
組
み
込
ん

だ
無
害
の
ウ
イ
ル
ス
を
注
射
し

た
と
こ
ろ
、
マ
ウ
ス
が
血
を
固

め
る
成
分
を
作
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た。

5

年
後
に
も
人
間
へ
の
応
用

を
め
ざ
す。

「
ゲ
ノ
ム
編
集
を

使
っ
た
治
療
が
可
能
に
な
れ

ば
、
患
者
の
未
来
を
明
る
く
で

き
る
」
と
大
森
さ
ん。
よ
り
精

度
の
高
い
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の

登
場
を
期
待
す
る。

ゲ
ノ
ム
編
集
は
、
体
内
で
行

う
方
法
と
、
取
り
出
し
た
細
胞

を
体
外
で
編
集
し
て
体
に
戻
す

方
法
が
あ
る。
手
法
も
、
遺
伝

子
の
働
き
を
取
り
戻
す
た
め
の

修
復
と
、
特
定
の
遺
伝
子
を
壊

し
て
治
療
効
果
を
狙
う
も
の
に

大
別
さ
れ
る。

研
究
で
先
行
す
る
中
国
や
欧

米
で
は、
主
に
探
血
で
取
り
出

し
た
細
胞
を
体
の
外
で
編
集
す

る
研
究
が
進
む。

免
疫
の
働
き

に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
遺
伝
子

を
壊
し
、
が
ん
患
者
の
治
療
に

い
か
し
た
り
、
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
に
関
わ
る
遺
伝
子
を

壊
し
て
ウ
イ
ル
ス
の
活
動
を
抑

え
た
り
す
る。

一
方
、
体
内
で
ゲ
ノ
ム
編
集

を
試
み
る
企
業
も
あ
る

。

米
サ

ン
ガ
モ
・
セ
ラ
ピ
ュI
テ
ィ
ク

ゲノム編集を使った病気の治療

医
療
倫
理

-・・・g3~藍耐烹 ーーーー園圃圃圃1~J":.ï甚園l :ーを唱圃圃圃園

はさみ役
の酵素

組み込ませ
る遺伝子

2 目

運び役となる
ウイルス

ス
社
は
昨
年
、
遺
伝
子
異
常
で

特
定
の
酵
素
を
作
れ
ず
、
呼
吸

困
難
な
ど
が
起
き
る
難
病
「
ム

コ
多
糖
症2
型
」
の
臨
床
試
験

を
始
め
た
と
発
表。

正
常
な
遺

伝
子
を
患
者
に
注
射
し
、
肝
臓

精
度
と
検
査
法

体外に取り出せ 体外に取り出せる
ない細胞も可能 改変の対象 血液など一部の

細飽だけ

取り除けない 改変に失敗 取り除ける
した細胞

の
細
胞
に
組
み
込
ま
せ
る
こ
と

で
、
酵
素
を
作
れ
る
よ
う
に
す

る
。

2
0
2
2

年
2

月
ま
で
に

9

人
の
患
者
に
行
い
、
安
全
性

と
効
果
を
検
証
す
る
計
画
だ
。

両
輪
で
技
術
向
上

率
の
向
上
と
、
改
変
の
結
果
に

問
題
が
な
い
か
を
調
べ
る
検
査

方
法
の
開
発
に
か
か
っ
て
い

る
」
。

埼
玉
医
耕
大
ゲ
ノ
ム
医

学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
三
谷
幸
之

介
教
授
(
遺
伝
子
治
療
)
は
指

摘
す
る。

三
谷
さ
ん
は
、
体
の
外
で
編 集

す
る
方
が
課
題
は
少
な
い
、

と
話
す。

体
の
外
だ
と
改
変
結

果
に
問
題
が
な
い
か
検
査
で
き

れ
ば
、
安
全
な
細
胞
だ
け
を
体

に
戻
せ
る。

体
内
で
編
集
す
る

と
、
そ
う
し
た
細
胞
を
取
り
除

く
こ
と
が
で
き
な
い。

ま
た
、
ゲ
ノ
ム
編
集
は
細
菌

や
人
工
の
酵
素
を
「
は
さ
み
」

と
し
て
使
う。

体
内
で
の
編
集

に
使
え
ば
、
「
本
来
人
間
の
体

の
中
に
は
な
い
酵
素
に
対
し
て

免
疫
が
反
応
し
、
酵
素
が
入
っ

た
細
胞
は
排
除
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
る
」
と
三
谷
さ
ん
は
指
摘

す
る
。

防
ぐ
た
め
に
免
疫
抑
制

剤
か
必
要
だ
と
み
る
。

一
方
、
ゲ
ノ
ム
編
集
の
精
度

が
高
く
な
る
ほ
ど
、
多
く
の
細

胞
に
狙
い
通
り
の
改
変
が
で
き

る
た
め
治
療
効
果
が
上
が
り
、

意
図
し
な
い
改
変
も
防
げ
る
。

墓
京
大
の
濡
木
理
教
授
(
構

造
生
物
学
)
の
チl
ム
は
8

月
、
こ
れ
ま
で
の
キ
ャ
ス
9

の

4

倍
の
塩
基
配
列パ
タ
ー
ン
を

改
変
で
き
る
技
術
を
糾
学
誌

「
サ
イ
エ
ン
ス
」
に
発
表
し

た
。

改
変
で
き
る
範
囲
が
広
が

る
と
、
似
た
配
列
が
少
な
い
と

こ
ろ
を
狙
え
る
よ
う
に
な
り
、

意
図
し
な
い
改
変
を
防
げ
る
と

い
う
。

「
医
療
応
用
で
き
る

『
ス
ー
パ
ー
キ
ャ
ス
9

』
を
め

ざ
し
て
い
る
」
と
語
る
。

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

ゲ
ノ
ム
編
集
は
狙
っ
た
遺
伝

子
以
外
を
改
変
し
て
し
ま
う
恐

れ
が
あ
る。

細
胞
の
が
ん
化
を

抑
え
る
遺
伝
子
が
壊
さ
れ
る

と
、
が
ん
の
リ
ス
ク
上
昇
が
懸

念
さ
れ
る。

「
ゲ
ノ
ム
編
集
の
臨
床
応
用

は
、
狙
い
通
り
に
改
変
す
る
確

2
0
1
8

年
叩
月
刊
日
(
木
)
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ドナー不足精子人工授精

「
出
自
知
る
権
利
」
懸
念
背
景
に

夫
の
精
子
で
妊
娠
で
き
な
か

っ
た
夫
婦
が
、
や
む
を
得
ず
他

人
の
精
子
を
使
う
人
工
授
精

(
A
工D
)
を
、
圏
内
で
最
も

多
く
行
っ
て
い
る
慶
応
大
学
病

院
(
東
京
都
新
宿
区
)
で
、
事
業

の
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
ρ

新
た
な
ド
ナl
(
提
供
者
)
が

確
保
で
き
な
い
た
め
で
、
背
景

に
匿
名
の
ド
ナl
の
情
報
が
将

来
、
「
出
自
を
知
る
権
利
」
を

理
由
に
公
表
さ
れ
る
可
能
性
へ

の
懸
念
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

同
病
院
は
今
夏
、
提
供
を
希
望

す
る
夫
婦
の
新
規
受
け
入
れ
を

中
止。
近
く
、
事
業
の
存
続
な

ど
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

A
I
D
は
夫
が
無
精
子
症
な

ど
で
妊
娠
に
至
ら
ず
、
他
の
選

択
肢
が
な
い
夫
婦
が
対
象
。
ド

ナ
ー
は
性
感
染
症
な
ど
を
調
べ

た
う
え
で
精
子
を
提
供
す
る

。

日
本
産
税
婦
人
税
学
会
に
よ
る

と
、
全
国
の
登
録
施
設
は
ロ
カ

所
(
今
年7
月
現
在
)。
2
0
1

6

年
は
A
I
D
が
計
3
8
1
4

件
行
わ
れ
、
慶
応
大
病
院
が
半

数
の
1
9
5
2

件
を
占
め
る。

諜居

生まれた子どもの父親を明記した法
律がないため、ドナーが父親とみなさ
れる可能性がある

可V

慶応大病院でドナー不足に。続子関
係をめぐるトラブルが起きることを懸
念か

同
病
院
は
ド
ナl
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
保
護
な
ど
を
理
由
に
、

提
供
を
受
け
る
夫
婦
や
生
ま
れ

た
子
ど
も
に
ド
ナl
の
情
報
を

公
表
し
て
い
な
い。
た
だ
、
海

外
で
出
自
を
知
る
権
利
が
認
め

ら
れ
て
き
た
状
況
を
ふ
ま
え
、

昨
年
6

月
、
ド
ナl
の
同
意
書

の
内
容
を
変
え
た
。

匿
名
性
を
守
る
考
え
は
変
わ

ら
な
い
が
、
生
ま
れ
た
子
が
情

報
開
示
を
求
め
る
訴
え
を
起
こ

し
、
裁
判
所
か
ら
開
示
を
命
じ

ら
れ
る
と
公
表
の
可
能
性
が
あ

る
旨
を
明
記。

日
本
はA
I
D

で
生
ま
れ
た
子
の
父
親
が
、
育

て
た
男
性
か
ド
ナl
の
ど
ち
ら

な
の
か
を
明
確
に
決
め
た
法
律

が
な
い
た
め
、
扶
養
義
務
な
ど

法
的
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
う
る

こ
と
を
丁
寧
に
説
明
し
た
。

す
る
と
、
昨
年
日
月
以
降
、

新
た
に
ド
ナ
ー
を
確
保
で
き
な

く
な
り
、
今
年8
月
、
提
供
を
希

望
す
る
夫
婦
の
新
規
受
け
入
れ

を
中
止
し
た
。
こ
の
ま
ま
だ
と

事
業
を
続
け
られ
な
く
な
る。

感
染
症
検
査
な
ど
を
せ
ず
、

医
療
倫
理

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
個
人
で
精
子

提
供
す
る
動
き
も
あ
る
。

同
病

院
で
A
I
D
が
で
き
な
く
な
れ

ば
、
こ
う
し
た
精
子
提
供
に
頼

る
人
が
増
え
る
恐
れ
も
あ
る

。

同
病
院
は
ド
ナl
の
集
め
方

は
非
公
表
だ
が
公
募
は
し
て
い

な
い
。

慶
応
大
の
田
中
守
教
授

(
産
税
)
は
「
善
意
の
ド
ナ
ー

を
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
な
い

た
め
に
親
子
関
係
の
法
整
備
を

進
め
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
る
。

提
供
者
確
保
と
の
両
立
難
題

院
(
北
九
州
市
)
の
田
中
温
院

長
は
「
出
自
を
知
る
権
利
は
認

め
た
方
が
い
い
が
、
ド
ナ
ー
が

特
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
ド

ナ
l

は
確
実
に
減
る。
両
立
は

非
常
に
難
し
い
」
と
話
す

。

同

医
院
で
は
、
不
妊
治
療
を
受
け

て
妊
娠
し
た
夫
婦
の
夫
に
、
精

子
の
提
供
を
依
頼。

約
半
数
が

協
力
し
て
く
れ
る
と
い
う

。

A
I
D
に
詳
し
い
吉
村
泰
典

・
慶
応
大
名嘗
教
授
は
、
開
示

請
求
を
受
け
て
機
械
的
に
公
表

す
れ
ば
親
子
と
ド
ナ
!
と
の
間

で
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
か
ね
な
い

と
考
え
る。

「
公
的
な
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
が
大
事
だ
」
と
語
る。

(
福地
慶
太
郎)

国
の
専
門
家
会
議
は20
0

3

年
、
法
整
備
に
加
え
て
、
公

的
機
関
で
ド
ナ
!
の
個
人
情
報

の
保
存
や
開
示
請
求
の
相
談
に

応
じ
る
よ
う
求
め
た
が
、
実
現

し
て
い
な
い
。

法
務
省
は
今
月

立
ち
上
げ
た
研
究
会
で
、
提
供

精
子
で
生
ま
れ
た
子
ど
も
の
親

子
関
係
に
関
す
る
法
整
備
も
、

議
論
の
対
象
と
し
た
。

一
方
、
日
本
産
税
婦
人
税
学

会
は
見
解
で
、
ド
ナ
!
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
相
手
夫

婦
や
生
ま
れ
た
子
ど
も
に
は
ド

ナ
l

の
個
人
情
報
を
公
表
し
な

い
と
し
て
き
た
。

こ
の
見
解
に
基
づ
き
、A
I

D

を
年
約3
0
0

件
行
っ
て
い

る
セ
ン
ト
マ
ザl
産
婦
人
税
医

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
引
日
(
日
)
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同
大
う
つ
病
研
究
チ
ー

ム
の
山
脇
成
人
特
任
教
授

(
精
神
医
学
)
ら
に
よ
る

共
同
研
究
で
、
イ
ギ
リ
ス

の
科
学
雑
誌
に
掲
載
さ
れ

た
。う

つ
病
は
抑
う
つ
気
分

や
意
欲
低
下
な
ど
、
医
師

が
主
観
的
に
症
状
を
判
断

し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
投

薬
が
行
わ
れ
る
ご
と
が
多

い
。
一
方
で
投
薬
の
効
果

う
つ
A
I
で
投
薬
効
果
解
析

広大チーム

広
島
大
は
、
う
つ
病
患
者
の
脳
科
学
デ
ー

タ
な
ど
を
人
工
知
能(
A
I
)に
解
析
さ
せ

る
こ
と
で
、
抗
う
つ
薬
の
一
つ
「

S
S
R
-

」

が
効
か
な
い
患
者
を
8

割
の
精
度
で
予
測
可

能
に
な
っ
た
と
す
る
研
究
結
果
を
発
表
し

た
。
効
果
の
な
い
長
期
服
用
を
防
ぎ
、
新
し

い
診
断
方
法
や
治
療
法
の
開
発
に
つ
な
が
る

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

【
東
久
保
逸
丞

ラ
ウ
マ
体
験
な
ど30
0

0

の
評
価
指
数
を
デl
タ

化
。
投
薬
前
と
投
薬
後
の

状
態
を
比
較
し
、AI
に

客
観
的
に
パ
タ
ー
ン
性
を

解
析
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、

脳
機
能
の
異
常
と
幼
少
期

の
ト
ラ
ウ
マ
経
験
の
二
つ

の
要
素
が
重
な
っ
た
グ
ル を

予
測
で
き
る
可
能
性
が

示
さ
れ
た
」
と
説
明
。
今
後

は
さ
ら
に
指
標
数
を
増
や

し
予
測
精
度
を
向
上
さ
せ

る
な
ど
し
て
、
医
療
現
場

で
の
実
用
化
を
目
指
す
。

う
つ
病
患
者
数
は
近
年

増
加
傾
向
で
推
移
。
自
殺

の
要
因
の
一
っ
と
も
い
わ

副
作
用
防
ぎ
治
療
法
開
発
も

が
表
れ
ず
、
長
期
的
な
服

用
で
副
作
用
に
悩
ま
さ
れ

る
人
な
ど
が
一
定
数
い
る

と
い
う
。

山
脇
特
任
教
授
ら
は
適

切
な
治
療
法
を
確
立
す
る

た
め
、
う
つ
病
の
患
者
ち

約
1
3
0

人
の
血
液
や
脳

の
デl
夕
、
幼
少
期
の
ト

ー
プ
に
、
投
薬
効
果
が
な

い
こ
と
が
判
明
。
ど
ち
ら

か
一
方
の
要
素
の
場
合
は

効
果
が
あ
っ
た
。

山
脇
特
任
教
授
は
「
幼

児
期
の
ト
ラ
ウ
マ
経
験
な

ど
を
初
診
時
に
評
価
す
る

と
と
で
、
治
療
開
始
前
か

ら
S
S
R
-

の
治
療
効
果

れ
て
お
り
、
国
は
う
つ
病

と
自
殺
の
経
済
的
損
失
を

2

兆
7
0
0
0

億
円
(
2

0
0
9

年
)
と
推
計
し
て

い
る
。

毎

日
(
広
島
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
4

日
(
木
)

精
神
医
療

精
神
科
1

年
以
内
に
退
院
8

割
以
上

新
規
入
院
患
者
ω
万
人
調
査

精
神
科
に
新
た
に
入
院
し
た
患
者
の

8

割
以
上
は
、1
年
以
内
に
退
院
し
て

い
る
と
す
る
調
査
結
果
を
、
医
療
経
済

研
究
機
構
な
ど
の
研
究
チl
ム
が
ま
と

め
た
。

入
院
期
聞
が
長
期
化
し
た
場
合
、
精

神
障
害
者
の
社
会
復
帰
が
難
し
く
な
る

傾
向
が
あ
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
は
2

0
1
4

年
、
新
た
に
入
院
す
る
場
合
は

原
則
1

年
未
満
で
退
院
す
る
体
制
を
確

保
す
る
よ
う
、
医
療
・
福
祉
関
係
者
ら

に
求
め
る
指
針
を
策
定
し
て
い
る
。

研
究
チ
1

ム
は
、
厚
労
省
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
活
用
し
、
は
年4
月
か
ら
日

年
3

月
に
か
け
て
、
全
国
約1
6
2
0

か
所
の
精
神
科
病
院
な
ど
に
新
規
に
入

院
し
た
約
印
万
6
0
0
0

人
に
つ
い

て
、
退
院
ま
で
の
日
数
を
調
べ
た
。

そ
の
結
果
、
患
者
の
臼
%
は
卯
日
以

内
に
退
院
し
、
ー
年
以
内
で
は
部
%
に

上
っ
た。

認
知
症
患
者
が
対
象
の
病
棟

に
限
る
と
邸
%
だ
っ
た。
ω
日
以
内
の

退
院
率
は
病
院
ご
と
に
大
き
く
異
な

り
、
精
神
科
救
急
は
必i
m四
%
、
認
知

症
治
療
病
棟
で
は0
5

∞
∞
%
と
な
っ

た
。調

査
対
象
に
、
精
神
科
に
入
院
す
る

患
者
の
約2
割
を
占
め
る
生
活
保
護
受

給
者
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

研
究
チl
ム
は
「病
院
に
よ
っ
て
退

院
率
に
差
が
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ

た
。

各
病
院
に
は
、
治
療
方
針
を
検
討

す
る
参
考
に
し
て
ほ
し
い」
と
話
し
て

い
る
。

号士

ii7i: 

士
冗
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
間
月
四
日
(
土
)
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猪
股
さ
ん

精神科の研修や診療支援

大村出身、日本大使館医務官

ギ
、国圃.

W岡田園.

大
村
市
出
身
で
長
崎
大
医
学
部
卒
の
精
神
科

医
、
猪
股
晋
作
さ
ん(訂
)
は
、
ア
フ
リ
カ
・
ギ
ニ

ア
の
首
都
コ
ナ
ク
リ
に
あ
る
日
本
大
使
館
の

1

等

書
記
官
兼
医
務
官
。

2
0
1
5

年
秋
に
赴
任
し
、

仕
事
の
傍
ら
現
地
の
医
師
に
精
神
科
医
療
を
指
導

す
る
研
修
を
行
い
、
診
療
を
支
援
す
る
な
ど
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取
り
組
ん
で
い
る

。

世
界
で
最
も

貧
し
い
国
の

一
つ
と
さ
れ
、
専
門
医
が
全
土
に

5

人
し
か
い
な
い
中
で
精
神
科
医
療
の
普
及
を
目
指

し
て
い
る。

「人
々
が
す
ご
く
フ
レ
ン
ド

リ
l

。

都
会
で
は
な
い
分
、
道

を
歩
い
て
い
て
も
、
み
ん
な
あ

い
さ
っ
し
て
く
れ
て
人
の
関
わ

ア
で
奮
闘

り
方
が
温
か
い
」

ギ
ニ
ア
の
印
象
を
尋
ね
る

と
、
優
し
い
表
情
で
語
っ
た

。

「家
は
ボ
ロ
ボ
ロ
で
道
も
デ
コ

+λ
E法

100主m

-・・・

ボ
コ
」

と
い
う
、
現
代
の
日
本

と
懸
け
離
れ
た
環
境
で
の
勤
務

は
4

年
目
を
迎
え
る。

在
外
公
館
の
医
務
官
は
現
地

職
員
や
在
留
邦
人
の
診
療
、
感

染
症
を
中
心
と
し
た
現
地
の
情

報
収
集
な
ど
が
役
割
。
佐
賀
県

の
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
が
、

初
任
地
が
ア
フ
リ
カ
と
な
る
医

務
官
の
募
集
を
知
り「旅
行
で

行
け
な
い
国
に
行
っ
て
み
た

い
」

と
応
募
、
採
用
さ
れ
た
。

赴
任
当
時
、
同
国
で
は
エ
ボ

ラ
出
血
熱
が
流
行

。

政
府
機
関

〈ミ

ズ
ー
ム

ギ
ニ
ア
ア
フ
リ
カ
大
陸
西
端

に
位
置
す
る
共
和
制
国
家

。

人
口

l
2
4
0

万
人
(2
0
1
6

年
)
、

面
積
は
日
本
の
本
州
と
ほ
ぼ
同
じ

M
万
5
8
5
7

平
方
キ
ロ
。19
5

8

年
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
独
立

。

公

用
語
は
フ
ラ
ン
ス
語

。

2
0
1
4

1
日
年
、
感
染
力
が
強く致
死
率

が
高
い
エ
ボ
ラ
出
血
熱
の
大
流
行

に
見
舞
わ
れ
、
約2
5
0
0

人
が

死
亡
し
た。

精
神
医
療 や

病
院
を
巡
っ
て
調
査
し
な
が

ら
、
首
都
の
国
立
病
院
で
も
聴

診
器
さ
え
不
足
し
て
い
る
厳
し

い
医
療
・
活t
E環境
を
知
っ

た
。

治
療
を
祈
祷
や
伝
統
療
法

に
頼
る
傾
向
も
強
い

。

特
に
専

門
の
精
神
科
に
つ
い
て
は
、
1

5
0

万
人
以
上
と
推
定
さ
れ
る

精
神
疾
患
患
者
に
対
し
、
診
察

を
受
け
ら
れ
る
病
院
は
首
都
に

1

カ
所
だ
け
と
い
う
状
況
だ
っ

た
。

こ
う
し
た
中
、
現
地
で
知
り

合
っ
た
同
国
保
健
省
の
精
神
科

医
ら
と
連
携
し
、
げ
年
2

月
か

ら

他
分
野
の
医
師
に
精
神
科
の

診
療
を
指
導
す
る
研
修
を
大
使

館
で
開
始
。
周
年
末
か
ら
新
た

に
2

カ
所
の
病
院
で
、
研
修
を

受
け
た
医
師
に
よ
る
診
療
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
た。

猪
般
さ
ん
や

専
門
医
が
定
期
的
に
同
席
し
、

助
言
を
し
て
い
る。

患
者
は
統
合
失
調
症
な
ど
に

加
え
、
大
麻
使
用
の
後
遺
症
に

苦
し
む
人
ら
も
い
る
。「新
規

と役立てたい」国内に専門医わずか 5人「学んだこ

患
者
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
の
治

療
で
治
ら
な
か
っ
た
り
、
薬
の

副
作
用
が
出
て
い
る
人
が
受

診
。

適
切
な
治
療
や
投
薬
で
改

善
す
る
患
者
が
多
い
」
。
た
だ
、

定
期
的
に
薬
を
買
え
る
お
金
の

あ
る
人
は
少
な
く
、
日
本
で
寄

付
金
を
募
り
薬
代
を
補
助
す
る

活
動
も
し
て
い
る

。

ほ
か
に
現
地
の
空
手
教
室
で

指
導
し
た
り
、
仲
間
と
海
岸
の

ご
み
拾
い
を
し
た
り
と
熱
心

。

「
学
ん
で
き
た
こ
と
を
多
く
の

人
の
た
め
に
役
立
て
ら
れ
る
の

は
う
れ
し
い」
と
や
り
が
い
を

語
っ
た。
今
月
末
、
ギ
ニ
ア
に

戻
る
予
定。
「

ち
ゃ
ん
と
し
た

日
本
食
が
食
べ
ら
れ
な
い
の
が

悩
み。
帰
国
し
て
豚
カ
ツ
を
食

べ
過
ぎ
て
太
り
ま
し
た
」
と
笑

顔
を
見
せ
た。

活
動
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
N
P
O

法
人
「
ギ
ニ
ア
こ
こ

ろ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
お
む
す
び

の
会」
(
メ
l

ル
ア
ド
レ
スW

O
K
o
ヨ

C
ω
C
-

肉
c
-
コ

0
0

⑥
∞
B
m
w
ニ

・8
5

)
。

(山
口
恭
祐)

長

崎
新
聞
・

朝
刊

2
0
1
8

年
市
月
担
臼
(
日
)
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二長岡市二祐也さん (35)黒崎

救
急
医
療

い
つ
で
も
万
全
な
状
態
で
現
場

ヘ
飛
べ
る
よ
う
、
ヘ
リ
に
積
み
込

ん
だ
医
療
器
具
の
点
検
や
補
充
を

欠
か
さ
な
い
。
長
岡
市
千
秋
2

の

長
岡
赤
十
字
病
院
の
看
護
師
、
黒

崎
祐
也
さ
ん
(
お)H同
市H
は
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
医
師
と
共
に
駆

け
付
け
る
フ
ラ
イ
ト
ナ
l

ス
だ
。

2
0
1
7

年
3

月
に
同
病
院
に

配
備
さ
れ
た
県
内2
機
目
の
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
に
乗
り
、
救
命
活
動
に

当
た
る
。
看
護
師
に
な
っ
て
日
年

目
。
ヘ
リ
の
配
備
と
同
時
に
抜
て

き
さ
れ
た
。
最
初
の
1

年
で
約1

0
0

件
の
出
動
要
請
に
応
じ
た
。

新
潟
大
医
歯
学
総
合
病
院
の
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
と
連
携
し
、
県
内
全

域
に
別
分
以
内
で
到
着
で
き
る
よ

う
、
要
請
後5
分
以
内
に
飛
び
立

つ
。
山
あ
い
の
集
落
な
ど
、
病
院

に
運
ぶ
ま
で
時
聞
が
か
か
る
ケ
ー

ス
で
、
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る

。

「1
分
で
も
早
い
医
療
措
置
が
、

患
者
の
容
体
を
左
右
す
る
」
と
気

を
引
き
締
め
る
。

仕
事
は
多
岐
に
及
ぶ
。
着
陸
す

る
ま
で
に
、
消
防
か
ら
得
た
患
者 の

情
報
で
治
療
の
準
備
を
整
え

る
。
現
場
で
は
、
医
師
の
診
療
補

助
や
患
者
と
家
族
へ
の
声
掛
け
、

救
急
救
命
士
か
ら
の
情
報
収
集
な

ど
を
短
時
間
で
こ
な
す
。
「
病
院

と
違
い
、
人
数
と
医
療
機
器
が
限

ら
れ
て
い
る
中
で
、
最
善
の
処
置

を
導
く
力
が
必
要
」
。
長
岡
赤
十

字
病
院
で
は
技
術
や
判
断
力
に
優

れ
た
5

人
が
交
代
で
重
貝
を
担
っ

て
い
る
。
圃
圃

小
千
谷
市
で
生
ま
れ
育
っ
た
。

小
学
生
の
頃
、
祖
父
母
の
見
舞
い

に
通
っ
た
病
院
で
医
師
や
看
護
師

の
姿
を
見
て
「
人
を
助
け
ら
れ
る

人
に
な
り
た
い
」
と
思
い
を
募
ら

せ
た
。

ω
年
に
県
立
看
護
短
大
(
現
県

立
看
護
大
)
を
卒
業
し
、
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
の
あ
る
長
岡
赤
十
字

病
院
に
就
職
。
救
急
病
棟
や
救
急

外
来
な
ど
、
急
病
人
や
重
症
者
の

治
療
に
携
わ
っ
て
き
た
。

-
年
目
に
中
越
地
震
が
あ
り
、

被
災
地
で
の
救
護
活
動
が
重
要
だ

と
痛
感
し
た
。D
M
A
T
(災
害

断力現場で磨く

心のケアにも一生懸命

〆\

心感を与えている姿を見て、

「フライトナースの仕事は、
スピードや技術に偏りがちだ
が、現場で看護師にしかでき
ない役割をきちんと考えてい
る」と目を細める。

院内の業務や災害派遣をは

じめ活躍の場は幅広い。「培
ってきた経験や技術を院内外

で発信し、飛躍してほしいJ

とエールを送った。

党喜弘

たど東派
「。被日璽
知災本医
識地大療
不予震チ
足ぷ災 l
を ζ やム
痛泊北)

感暫海に
す に道加
る当地わ
こ た震り
と つな、

救命救急センター看護師長
の熊木大蔵さんの0) は「患者
を何より大切にしていること

が分かるJ と評価する。
心のケアに力を注ぎ、患者

や家族の気持ちを思いやり安

場症た陸
だも男。し
がな性

二宅竺量
った命な
の。を蘇
判〔取生
断只り 措
でヒ留置
助アめが
かな後で
る現遺き
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フ
ラ
イ
ト
ナ
!
ス

円
滑
な
救
急
救
命

叩
人
が
意
見
交
換

松
山
で
中
予
の
関
係
者

中
予
地
域
の
消
防
機
関
と
医

療
関
係
者
が
救
急
救
命
体
制
の

充
実
に
向
け
て
意
見
を
交
換
す

る
会
が
日
日
、
松
山
市
三
津
3

丁
目
の
市
西
消
防
署
で
あ
っ

も
こ
こ
に
注
目

現場に駆け付ける際、腰や背中

に着けるフライト用のバッグ。 点
滴の針、止血用ガーゼなどの医療
品や、手のけがを防ぐグロープな

ど、使い勝手の良い道具を用意す
る。 バッグ脇にぷら下げたキッチ
ンタイマーは、投薬のタイミング

や現場の滞在時間などを正確に把
握するため欠かせない。

た
。

救
急
当
番
を
担
う
ロ
医
療

機
関
や
消
防
な
ど
の
約
叩
人

が
、
円
滑
な
救
急
搬
送
や
受
け

入
れ
な
ど
に
つ
い
て
考
え
た

。

市
消
防
局
が2
0
1
0

年
か

ら
開
催
し9
回
目
。

搬
送
先
の

病
院
で
の
医
師
へ
の
引
き
継
ぎ

時
間
の
短
縮
な
ど
ス
ム
ー
ズ
な

収
容
体
制
の
ほ
か
、
混
雑
す
る

病
院
の
日
動
帯
で
緊
急
性
が
な

命救う判

い
場
合
に
救
急
隊
員
が
患
者
に

通
常
の
病
院
へ
の
受
診
を
勧
め

て
ほ
し
い
と
い
っ
た
提
案
を
基

に
話
し
合
っ
た。

「救
急
隊
員
か
ら
の
電
話
に

出
ら
れ
な
い
状
況
が
あ
る
か
」

と
の
質
問
に
は
、
各
病
院
が
直

接
医
師
や
看
護
師
に
つ
な
が
る

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
設
置
、
代
表

電
話
で
事
務
職
員
か
ら
担
当
の

救
急
医
療

が
多
か
っ
た
」
と
、
専
門
知
識
や

技
術
を
磨
き
、
ロ
年
に
救
急
看
護

分
野
の
認
定
看
護
師
の
資
格
を
取

得
。
経
験
を
積
む
中
で
、
早
く
治

療
を
始
め
る
こ
と
で
助
か
る
命
が

あ
る
と
実
感
し
た
。
「
現
場
に
出

て
多
く
の
命
を
救
い
た
い
」
。
フ

ラ
イ
ト
ナ
l

ス
を
志
願
し
、
県
内

外
で
研
修
を
重
ね
て
き
た
。

圃
圃

忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
が
あ

る
。
今
年3
月
、
ス
キl
場
で
却

代
男
性
が
心
肺
停
止
と
の
連
絡

を
受
け
て
飛
ん
だ
。
ス
キ
i

場
か

ら
着
陸
予
定
地
ま
で
は
救
急
車

で
日
分
か
か
る
。
「
搬
送
さ
れ
て

か
ら
で
は
助
か
ら
な
い
。
近
く
に

降
り
ら
れ
ま
せ
ん
か
」
。
消
防
に

掛
け
合
い
、
ス
キl
場
職
員
の
協

力
も
得
て
ゲ
レ
ン
デ
近
く
に
着

看
護
師
や
医
師
に
引
き
継
ぐ
な

ど
の
対
応
を
説
明。
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
を
設
置
し
て
い
て
も
出
ら

れ
な
い
場
合
、
次
に
誰
が
電
話

を
取
る
か
を
決
め
る
な
ど
、
確

実
に
つ
な
が
る
体
制
の
重
要
性

が
指
摘
さ
れ
た
。

タ
ク
シ
ー
事
業
者
に
よ
る
民

間
救
急
サ
ー
ビ
ス
の
認
知
度
が

低
い
現
状
も
挙
げ
ら
れ「医
療

命
が
あ
る
」
と
手
応
え
を
感
じ
た

瞬
間
だ
っ
た
。

長
岡
赤
十
字
病
院
の
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
は
導
入
か
ら1年
が
過
ぎ
た

ば
か
り
だ
。
同
病
院
の
フ
ラ
イ
ト

ナ
l

ス
は
少
な
く
、
経
験
や
教
訓

を
後
輩
に
伝
え
る
こ
と
も
使
命
だ

と
考
え
る
。
「
信
頼
し
て
も
ら
え

る
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
医
療
体
制
を

整
え
る
た
め
に
貢
献
し
た
い
。
­

人
で
も
多
く
の
命
を
救
え
る
よ
う

に
」
。
命
と
真
筆
に
向
き
合
う
ま

な
ざ
し
は
優
し
く
、
温
か
い

。

(
文
と
写
真
H

長
岡
支
社
・
野

上
貴
)

新
潟
日
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
8

日
(
月
)

機
関
で
も
民
間
の
救
急
搬
送
車

を
さ
ら
に
周
知
し
、
通
常
の
救

急
車
の
適
正
利
用
に
つ
な
げ
て

も
ら
え
れ
ば」
と
の
意
見
も
出

た

(杉
本
賢
司)

愛
媛
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
叩
月
同
日
(
日
)
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救
急
医
療

北
九
州
で
来
月
、
全
国
初
の
実
証
実
験

Kirinuki Sokuhou 

医療と安全管理総集版 2019

救急車の代替搬送手段として 「民間救急車」 の普
及に向けた総務省消防庁の実証実験が、全国で初
めて北九州市八幡東区・八幡西区で 11 、 12月に実
施される。 民間救急車は国がタクシー業者などを

認定する形で制度化されているが実験では救急救
命士が同乗し、無料で実施する。 緊急性の低い患
者が119番するケースが全国的に問題となっている
ことが背最にあり、軽症者などを受け入れ、救急車

の適正使用につなげる狙い。

「
緩
や
か
な
救
急
搬
送
シ
ス

テ
ム
」
と
名
づ
け
た
実
験
は
、

医
師
や
大
学
、
行
政
関
係
者
に

よ
る
研
究
班
(班
長U
伊
藤
重

彦
・

市
立
八
幡
病
院
副
院
長
)

に
消
防
庁
が
委
時
八
幡
病
院

内
に
資
機
材
を
積
ん
だ
搬
送
車

1

台
を
待
機
さ
せ
、
研
究
班
と

契
約
し
た
医
療
関
連
の
民
間
事

業
所
の
救
急
救
命
士
1

人
と
運

転
手
が
、
平
日
午
前9
時
ら
午

後
6

時
に
対
応
す
る
。
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
て
の
緊
急
走
行
は

で
き
な
い
。

利
用
は
医
師
や
介護
施
設
を

通
じ
て
受
げ
付
け
る。
発
熱
や 【長谷川容子 】

軽症者対象代替搬送充実狙う;

道「民間救急申Jに
吐
き
気
な
ど
の
軽
い
症
状
や
慢

性
疾
患
の
症
状
が
あ
る
人
か
ら

相
談
を
受
け
た
か
か
り
つ
け
医

が
判
断
し
、
民
間
業
者
に
連
絡

し
搬
送
先
や
送
迎
の
日
時
を
指

定
す
る。
独
居
の
高
齢
者
や
老

老
介
護
な
ど
で
受
診
手
段
に
困

っ
て
い
る
患
者
を
受
け
持
つ
医

師
や
、
介
護
施
設
か
ら
の
搬
送

依
頼
も
受
け
る。
実
験
期
間
中

の
利
用
は
無
料。

ま
た
、
医
療
機
関
が
所
有
す

る

「病
院
救
急
車」
を
搬
送
手

段
と
し
て
使
う
厚
生
労
働
省
の

研
究
事
業
も
併
せ
て
実
施
す

る
。

転
院
搬
送
で
の
走
行
を
想 定

し
、
市
内
と
近
郊
の
3

病
院

の
車
を
使
う。
同
省
は
来
年
度

以
降
、
積
極
的
に
病
院
救
急
車

の
活
用
に
取
り
組
む
方
針
だ
。

民
間
救
急
車
、
病
院
救
急
車

と
も
病
状
変
化
に
備
え
、
救
急

医
や
消
防
機
関
な
ど
で
作
る

「
地
域
メ
ディ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
(
M
C
)協
議
会
」
が
講

習
な
ど
で
認
め
た
救
急
救
命
士

が
同
乗
。
通
常
の
救
急
車
に
乗

る
救
命
士
に
比
べ
救
急
処
置
の

内
容
は
制
限
さ
れ
る
が
、
搬
送

中
に
酸
素
吸
入
な
ど
が
必
要
に

な
っ
た
ら
、
地
域MC
の
医
師

と
連
絡
を
取
り
指
導・
助
言
を

受
け
る。

民
間
救
急
車
は1
9
8
9

年
、
消
防
庁
が
民
間
の
事
業
所

実
験
の
主
目
的
は
二
つ
あ
る
。

一
つ

は
、
軽
症
者
に
よ
る
消
防
救
急
車
の
利

用
を
減
ら
し
て
い
く
と
と
。
も
う
一
つ

は
、
救
急
救
命
士
と
い
う
国
家
資
格
保

持
者
の
活
用
だ。

消
防
庁
の2
0
1
7

年
の
速
報
値
で

は
、
救
急
車
の
出
動
件
数
は
約
6
3

4

万
件。
8

年
連
続
で
過
去
最
多
を
更

新
し
た
が
、
搬
送
人
員
の
必
・
5

物
は

入
院
を
必
要
と
し
な
い
「
軽
症
」
だ
っ

た
。ま

た
、
搬
送
さ
れ
た
約6
割
は
高
齢

者
。

介
護
施
設
の
寝
た
き
り
の
入
所
者

が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
発
症
し
た
場
合

な
ど
、
救
急
車
以
外
の
搬
送
手
段
が
な

く
1
1
9

番
す
る
例
が
少
な
く
な
い
と

活
用
の
た
め
導
入
し
た
。

国
土

交
通
省
の
認
可
と
自
治
体
の
消

防
本
部
の
「
患
者
等
搬
送
事
業

者
」
認
定
を
受
け
た
タ
ク
シ
ー

業
者
な
ど
が
運
営
し
て
お
り
、

東
京
消
防
庁
は20
0
5

年
か

ら
「
東
京
民
間
救
急
コ
i

ル
セ

ン
タ
ー
」
を
本
格
運
用
し
弘
時

間
体
制
で
案
内
し
て
い
る
。

救

急
現
場
の
負
担
解
消
が
期
待
さ

れ
る

一方
、
有
料
で
あ
る
と
と

や
安
全
性
へ
の
不
安
な
ど
か

ら
、
全
国
的
に
は
浸
透
し
て
い

な
U伊

藤
班
長
は「ま
ず
は
き
ち

ん
と
し
た
選
択
肢
を
用
意
す
る

こ
と
で
、
代
替
搬
送
の
道
筋
を

探
り
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

84 

い
う
。

病
状
変
化
に
も
対
応
で
き
る
よ

う
医
療
的
な
安
心
を
担
保
し
た
選
摂
肢

を
増
や
す
こ
と
が
、
救
急
車
の
適
正
利

用
に
つ
な
が
る
と
み
る
。

一方
、
今
年8
月
末
時
点
で
救
急
救

命
士
は
5

万
8
0
0
0

人
を
超
え
た

が
、
約4
割
は
消
防
機
関
に
属
し
て
い

な
し各

自
治
体
の
消
防
職
員
採
用
枠
に
は

限
り
が
あ
り
、
新
た
な
マ
ン
パ
ワ
ー
と

し
て
活
用
し
、
救
急
医
療
現
場
の
負
担

軽
減
も
目
指
し
た
い
考
え
だ
。

救急救命士どう活用するか

毎

日

(
福
岡
)・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
ロ
目
(
金
)
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l県内消防本部! 救急業務逼迫背景か

体制は変わらず出動増、

日
日
新
聞
の
取
材
に
対
し
、
南
ア

ル
プ
ス
市
、
富
士
五
湖
、
上
野
原

市
の3
消
防
本
部
も
過
去
に
違
法

走
行
が
あ
っ
た
と
回
答
し
た
。

県
消
防
保
安
課
に
よ
る
と
、
救

急
車
の
台
数
は
消
防
庁
が
定
め

る
「
消
防
力
の
整
備
指
世
に
基

急
走
行
で
移
動
時
聞
を
短
縮
し
た
し
、
事
故
の
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
づ
き
、
管
内
の
人
口
で
決
ま
る

。

い
と
思
う
ほ
ど
、
余
裕
が
な
い
実
る
」
と
説
明
す
る

。

県
内
消
防
本
部
の
管
内
は
い
ず

情
を
訴
え
る。

た
だ
、
救
急
隊
の
隊
員
か
ら
は
れ
も
人
口
が
減
少
し
て
お
り
、
「
現

救
告
霊
一
宗
務
外
で
の
違
法
な
緊
急
消
防
署
へ
戻
る
時
間
も
短
縮
し
た
行
の
指
針
で
は
救
急
車
の
台
数

走
行
を
し
て
い
た
の
は
、
甲
府
地
い
ほ
ど
、
業
務
に
追
わ
れ
て
い
る
が
増
え
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
」

区
消
防
本
部
南
消
防
署
の
玉
穂
出
と
の
指
摘
が
上
が
る
。
甲
府
地
区
(
同
課
)
と
い
う

。

一
方
で、
同

張
所。
ト
ン
ネ
ル
事
故
の
け
が
人
消
防
本
部
に
よ
る
と
、

2
0
1
7

課
は
高
齢
化
の
進
行
で
出
動
件
数

を
病
院
に
搬
送
後
、
出
張
所
に
戻
年
の
救
急
出
動
件
数
は

1

万
4
7

は
今
後
も
増
加
す
る
、
と
み
て
い

る
際
、
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
な
が89
件
で
、ω
年
か
ら3
3
9
6

る
。

ら
走
行
し
、
交
差
点
で
乗
用
車
と
件
(却
・
8
%
)
増
加。

一
方
で
救
急
出
動
件
数
の
増
加
に
対
応

衝
突
す
る
事
故
を
起
こ
し
た
。

同
配
備
さ
れ
て
い
る
救
急
車
は
9

台
す
る
た
め
、
甲
府
地
区
消
防
本
部

本
部
の
聞
き
取
り
に
、
緊
急
走
行(非
常
用
除
く)
で
郎
年
か
ら
変
は
救
急
隊
と
消
防
隊
が
連
携
し
て

を
指
示
し
た
隊
長
は「次
の
出
動
わ
ら
な
い。
消
防
職
員
数
も
横
ほ
救
急
活
動
に
当
た
る
「

P
A
連
携
」

に
備
え
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
l

の
消
い
で
推
移
し
て
い
る。
違
法
走
行
を
導
入。
坂
本
田
昌
救
急
救
助
課

毒
が
必
要
と
判
断
し
た
」
と
説
明
を
し
て
い
た
雫
穂
出
張
所
の
救
急
長
は
「
今
後
も
救
急
車
を
効
率
よ

し
た
。

車
も
1
A思
ιけ
だ
っ
た。

く
運
用
す
る
方
法
を
模
索
し
て
い

消
防
庁
に
よ
る
と
、
緊
急
走
行
救
急
業
務
が
逼
迫
化
し
て
い
る
く
し
か
な
い
」
と
話
す

。

た
だ
、

で
き
る
ケ1
ス
は
消
防
法
で
「
医
の
は
甲
府
地
区
だ
け
で
は
な
い

。

現
場
か
ら
は
こ
ん
な
声
も
上
が

療
機
関
へ
の
搬
送
」
と
規
定

。

消
県
消
防
保
安
課
に
よ
る
と
、
県
内
る
。
「効
率
運
用
に
は
限
界
が
あ

防
署
へ
の
帰
還
は
道
交
法
で
緊
急
叩
消
防
本
部
の
口
年
の
救
急
出
動
る

。

救
急
車
の
台
数
、
職
員
数
な

走
行
が
認
め
ら
れ
る
「
緊
急
用
務
」
件
数
は

4

万
5
8
6

件
で
、ω
年
ど
救
急
体
制
を
考
え
る
時
期
に
き

に
は
当
た
ら
な
い
と
し
て
い
る
。

か
ら
7
8
1
3

件
(お
・
8
%
)

て
い
る
の
で
は
な
い
か
」

同
庁
の
担
当
者
は
「
帰
還
時
な
ど
増
加

。

こ
れ
に
対
し
、
救
急
車
は

救
告
霊
乗
務
外
で
も
む
や
み
に
緊
急
悦
台
(非
常
用
含
む
)
で2台
の

走
行
す
れ
ば
交
通
に
支
障
を
き
た
増
加
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
山
梨

山
梨
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
呂
田
(
木
)

救
急
医
療
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冠
動
脈
が
血
栓
に
よ
っ
て

完
全
に
ふ
さ
が
れ
る「S
T

上
昇
型
心
筋
梗
塞
」
で
は
、
心

筋
細
胞
に
酸
素
や
栄
養
が
届

か
な
く
な
っ
て
壊
死
(
え
し
)

が
始
ま
り
、
時
間
と
と
も
に

そ
の
範
囲
は
広
が
っ
て
い
く

。

発
症
後
は
で
き
る
だ
け
早

く
血
栓
を
取
り
除
い
た
り
血

管
を
広
げ
た
り
す
る
カ
テl

心
電
図
伝
送
シ
ス
テ
ム「S
C
U
N
A

」の
心
電
計
(
手
前
)

と
伝
送
に
使
う
タ
ブ
レッ
ト

端
末

新
シ
ス
テ
ム
導
入
進
む

患
者
に
接
触
し
て
か
ら
治
療
ノ
イ
ズ
で
乱
れ
、
操
作
性
が

ま
で
をω
分
以
内
に
す
る
こ
良
い
低
コ
ス
ト
の
シ
ス
テ
ム

と
と
、
病
院
に
運
ぶ
ま
で
の
も
な
か
っ
た
た
め
で
、
藤
田

聞
に
診
断
の
決
め
手
と
な
る
教
授
は
新
し
い
シ
ス
テ
ム
の

「
ロ
誘
導
心
電
図
」を
取
り
、
研
究
に
取
り
組
ん
だ。

病
院
到
着
前
の
早
い
タ
イ
ミ
そ
の
成
果
を
基
に
医
療
機

ン
グ
で
伝
送
す
る
こ
と
を
勧
器
会
社「メ
ハ
l

ゲ
ン
」
(福

め
て
い
る。

岡
市
)
が
実
用
化
し
た
。
「S

手
足
と
胸
に
叩
個
の
電
極C
U
N
A
(ス
ク
ナ
)」
と

を
付
け
、
心
臓
の
電
気
信
号
名
付
け
た
シ
ス
テ
ム
で
、
救

を
ロ
方
向
か
ら
測
っ
た
デ
l

急
隊
員
が
ノ
イ
ズ
に
強
い
小

タ
の
こ
と
で
、
循
環
器
専
門
型
心
電
計
で
取
っ
た
デ

l

タ

医
が
読
め
ば
急
性
心
筋
梗
塞
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で

か
ど
う
か
分
か
る。
治
療
が
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー
に
送

テ
ル
治
療
で
血
流
を
回
復
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。

治
療
法

が
進
歩
し
、
病
院
に
運
ば
れ

た
人
の
死
亡
率
は
減
っ
た
。

「し
か
し
、
壊
死
し
た
部

分
が
大
き
い
と
、
一
命
を
取

り
留
め
た
場
合
で
も
、
そ
の

後
の
経
過
は
良
く
な
く
、
死

亡
の
リ
ス
ク
も
高
い」
と
自

治
医
制
大
さ
い
た
ま
医
療
セ

ン
タ
l

循
環
器
内
糾
の
藤
田

英
雄
教
授
は
語
る。

実
際
、
京
都
大
な
ど
の
研

究
で
は
、
発
症
か
ら
治
療
ま

で
3

時
間
以
上
か
か
っ
た
人

は
3

時
間
未
満
の
人
に
比

-E言書記宮崎誠mt~遺'Jii謹樋園

突然、胸に激しい痛みが
起こり 、 15分以上続く

不安感や動惨(どうき) 、息
切れ、 冷や汗、めまし1、脱
力感を伴う

意識消失

心肺停止

急
性
心
筋
梗
塞
は
心
臓
の
表
面
に
あ
る
冠
動
脈
が
狭

く
な
っ
た
り
突
然
血
栓
で
詰
ま
っ
た
り
し
て
起
こ
る

。

冠
動
脈
が
完
全
に
ふ
さ
が
っ
た
場
合
は
死
亡
の
リ
ス
ク

が
高
く
、
一
刻
も
早
く
治
療
す
る
必
要
が
あ
る

。

そ
こ

で
救
急
隊
員
が
取
っ
た
心
電
図
デ
ー
タ
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
経
由
で
専
門
の
医
師
に
速
報
す
る
シ
ス
テ
ム
が
開

発
さ
れ
、
導
入
す
る
地
域
が
増
え
て
い
る

。

ネ
ッ
ト
経
由
で
医
師
ヘ
デ
l

タ

救
急
医
療

救急車 心電図伝送システム
CUNAJ の仕組み

病院 循環器専門医
③パソコンなどで
データを読み、
受け入れ判断や
治療の準備をする

べ
、
そ
の
後
に
心
不
全
と
な

る
割
合
や3
年
た
っ
た
時
点

で
の
死
亡
率
が
高
い
と
い
う

結
果
が
出
て
い
る。

米
国
の
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
、
救
急
隊
員
が
最
初
に 必

要
と
判
断
す
れ
ば
ス
タ
ッ

フ
の
招
集
な
ど
準
備
を
早
め

に
始
め
ら
れ
る。

と
こ
ろ
が
日
本
の
救
急
現

場
で
は
、
こ
の
心
電
図
が
普

及
し
な
か
っ
た。
デ
ー
タ
が

り
、
医
師
が
パ
ソ
コ
ン
な
ど

で
見
る
と
い
う
仕
組
み

。

最
初
に
連
絡
を
受
け
た
病

院
で
態
勢
が
整
わ
ず
、
患
者

を
別
の
病
院
に
運
ぶ
場
合
、

そ
こ
で
も
デl
タ
を
見
る
こ

と
が
で
き
る。

デ
ー
タ
は
患

者
の
氏
名
で
は
な
く
数
字
で

管
理
さ
れ
る
な
ど
個
人
情
報

を
守
る
配
慮
も
し
て
あ
る
。

メ
ハ
l

ゲ
ン
に
よ
る
と
、

2
0
1
5

年
以
降
、
約
加
の

消
防
本
部
と
約
刊
の
医
療
機

関
が
導
入。
凶
年
に
全
救
急

車
で
使
い
始
め
た
岩
手
県
の

宮
古
地
区
広
域
行
政
組
合
消

防
本
部
で
夜
間
と
休
日
に
病

院
到
着
か
ら
治
療
ま
で
の
平

均
時
間
が
導
入
前
の16
0

分
か
ら
担
分
に
短
縮
す
る
な

ど
、
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

日
本
で
も
蘇
生
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
が
日
年
か
ら
、
救
急
隊

員
が
ロ
誘
導
心
電
図
を
取
り

事
前
に
病
院
に
送
る
こ
と
を

強
く
勧
め
て
い
る。
藤
田
教

授
は
「心
電
図
を
軸
に
消
防

と
医
療
機
関
が
連
携
を
深
め

る
こ
と
に
よ
り
、
急
性
心
筋

梗
塞
の
治
療
成
績
は
さ
ら
に

上
が
る
と
思
う」
と
話
す。

〈
共
同
通
信
〉

愛

媛
新
聞

・
朝
刊

2

0
1
8

年
間
月
沼田
(月
)
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決
定
す
る
際
、
脳
卒
中
や
心
筋

梗
塞
を
、
特
徴
的
な
い
く
つ
か

の
症
状
か
ら
高
精
度
に診断
予

測
で
き
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
開

発
を
目
的
と
し
た
臨
床
研
究
が

今
夏
ス
タ
ー
ト。
同
病
院
の
ほ

か
市
内日
医
療
機
関
、
市
消
防

局
と
連
携
し
て
デ
ー
タ
を
収
集

し
て
い
る。

中
田
さ
ん
は
「精
度
の
高
い

情
報
が
共
有
さ
れ
れ
ば
、
医
療

機
関
が
串
著
を
受
け
入
れ
や
す

く
な
り
H

た
ら
い
回
し
H
を
防

げ
る。
ま
ず
は
千
葉
市
内
で
実

績
を
つ
く
り
、
全
国
の
自
治
体

に
広
げ
て
い
き
た
い」
と
展
望

を
語
る。

87 

A 
ー
で
救
急
医
療
効
率
化

A
I

(人
工
知
能)
を
活
用

し
救
急
医
療
を
迅
速
か
つ
適
切

に
l
。

高
齢
化
で
救
急
搬
送
件

数
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
る

中
、
千
葉
大
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
「S
m
a
r
t
-
-
9

」

(千
葉
市
中
央
区
、
中
田
孝
明

社
長
)
は
、
患
者
の
容
体
を
医

療
関
係
者
ら
が
タ
イ
ム
リ
ー
に

共
有
で
き
る
新
た
な
救
急
医
療

情
報
シ
ス
テ
ム
の
実
用
化
を
目

指
し
て
い
る。

同
大
医
学
部
付

属
病
院
で
医
師
と
し
て
救
急
医

療
に
長
年
携
わ
っ
て
き
た
経
験

を
生
か
し
、
旧
態
依
然
の
シ
ス

テ
ム
に
メ
ス
を
入
れ
る
。

新
シ
ス
テ
ム
は
、
同
大
大
学

院
講
師
で
も
あ
る
中
田
さ
ん
が

代
表
研
究
者
を
務
め
る
日
本
医

療
研
究
開
発
機
構(A
M
E
D
)

の
研
究
開
発
事
業「救
急
現
場

に
て
傷
病
者
が
早
く
正
し
い
医

療
を
受
療
で
き
る
技
術
開
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
(2
0
1
6

年

日
月
i

来
年
3

月
)
か
ら
誕
生

し
た
。

研
究
成
果
を
事
業
化
し
、
社

会
に
還
元
、
す
る
た
め
今
年

5

月

に
会
社
を
設
立。
ほ
か
の
医
師

や
I
T

技
術
者
ら
を
役
員
に
迎

え
、
医
療
現
場
の
現
状
を
踏
ま

え
た
実
用
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
目
指
す。

1
1
9

番
の
通
報
内
容
は
従

来
、
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
か
ら

救
急
隊
、
受
げ
入
れ
医
療
機
関

へ
と
、
音
声
や
紙
に
よ
る
リ
レ

ー

方
式
で
伝
達
し
て
い
る
の
が

実
情。
中
田
さ
ん
は
「救
急
現

場
で
は
、
最
小
限
の
情
報
の
や

り
と
り
に
と
ど
ま
る
た
め
、
患

者
の
既
往
歴
な
ど
の
詳
し
い
情

報
が
共
有
さ
れ
ず
に
適
切
な
医

療
が
受
け
ら
れ
な
い
ケl
ス
も

あ
る
」と
問
題
点
を
指
摘
す
る

。

新
シ
ス
テ
ム
で
は
、
患
者
が

薬
歴
や
か
か
り
つ
け
医
な
ど
の

医
療
情
報
を
あ
ら
か
じ
め
登
録

し
、
緊
急
時
に
医
療
機
関
な
ど

が
ア
ク
セ
ス
で
き
る
個
人
用
ア

プ
リ
を
開
発。
さ
ら
に
、
通
報

内
容
や
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

で
の
や
り
と
り
を
音
声
か
ら

文
字
変
換
し
、
医
療
関
係
者

が
一
斉
に
共
有
で
き
る
よ
う

に
す
る。

救
急
隊
が
現
場
で
患
者
の
症

状
を
入
力
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
も
、
手
入
力
方
式
で
は
な
く
、

音
声
認
識
や
簡
単
な
タ
ッ
プ
方

式
に
し
て
実
用
性
を
高
め
る

。

さ
ら
に
救
急
隊
が
搬
送
先
を

救
急
医
療

医師が主導千葉大発、

千
葉
日
報

・
朝
刊

2
0
1
8

年
叩
月
沼
田
(
木
)
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血
液
で
卵
巣
が
ん
診
断

国
立
研
究

セ
ン
タ
ー

使
用
微
量
、
精
度
ω
%

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
は
口

目
、
わ
ず
か
な
量
の
血
液
か
ら
が

ん
の
有
無
を
調
べ
る
新
し
い
検
査

法
で
、
卵
巣
が
ん
患
者
の
的
%
を

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
発
表

し
た
。
診断
が
難
し
い
卵
巣
が
ん の

早
期
発
見
と
生
存
率
向
上
に
つ

な
が
る
と
期
待
さ
れ
、
同
セ
ン
タ

ー
は
、
さ
ら
に
開
発
を
進
め
て
「

5

予
防
医
療

年
以
内
の
実
用
化
を
目
指
し
た

い
」
と
し
て
い
る
。

チ
ー
ム
は
、
が
ん
が
血
中
に
分

泌
す
る
「
マ
イ
ク
ロ
R
N
A
」
と

呼
ば
れ
る
物
質
に
着
目

。

冷
凍
保
存

さ
れ
た
卵
巣
が
ん
患
者
4
2
8
人

分
を
含
む
計
4
0
4
6
人
分
の
血

液
を
使
っ
て
、
卵
巣
が
ん
に
特
徴

的
な
マ
イ
ク
ロR
N
A
を
調
べ
た。

叩
種
類
を
特
定
し
、
こ
れ
ら
の

患
者
数
・
平
均
年
齢
に
注
意

.臨彊聖書

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
患
者
が
5

年
後
に
ど
れ
ぐ
ら
い
生
存
し
て

い
る
の
か。
国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
(
東
京

・

中
央
)
は9
月
、

が
ん
の
治
癒
の
目
安
と
な
る
「
5

年
生
存
率
」
に
つ
い
て
、
全
国

2
3
0

病
院
に
つ
い
て
進
行
度
別
の
デ
ー
タ
を
初
め
て
公
表
し

た
。

病
院
間
で
治
療
成
績
に
差
が
あ
る
も
の
の
、
単
純
な
優
劣
の

比
較
は
で
き
な
い
。

患
者
数
に
よ
る
誤
差
や
平
均
年
齢
、
現
在
の

治
療
法
と
の
違
い
な
ど
読
み
解
く
際
の
注
意
点
を
ま
と
め
た

。

別
の
事
情
が
大
き
く
影
響
す

る
」
と
説
明。

「
生
存
率
に
関

す
る
各
病
院
の
コ
メ
ン
ト
は
必

ず
見
て
ほ
し
い
」
と
患
者
や
家

族
ら
に
強
く
求
め
る
。

実
際
に
そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
の

5

年
生
存
率
を
見
る
際
に
注
意

す
べ
き
点
は
患
者
数
(
対
象

数
)
。
患
者
数
が
少
な
い
と
、
統材料に

分
泌
量
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ω%
の
卵
巣
が
ん
患
者
を
正
し

く
発
見
で
き
た
。

が
ん
で
な
い
人

を
誤
っ
て
陽
性
と
判
定
す
る
ケ
ー

ス
は
ほ
ぼ
0%
だ
っ
た。
必
要
な

血
液
の
量
は
0
・
8
ミ

b
だ
っ
た。

卵
巣
が
ん
は
年
間
新
規
患
者
が

約
1

万
人
。
自
覚
症
状
が
乏
し
い

上
に
有
効
な
検
整
刀
法
も
な
い
た

め
、
進
行
し
て
か
ら
見
つ
か
る
ケ ー

ス
が
多
く
、
死
亡
率
が
高
い
こ

と
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

。

同
様
の
手
法
で
が
ん
研
究
セ
ン

タ
ー
は
、
胃
が
ん
や
肺
が
ん
、
肝

臓
が
ん
な
ど
計
日
種
の
検
査
法
の

開
発
を
目
指
し
て
い
る

。
〈共
同
通
信
〉

福
井
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
叩
月
四
日
(
金
)

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
は
今
回
、

…
…20
1
1

年
に
が
ん
と診
断
さ
れ
た
患

山
者
の3
年
生
存
率
も
初
め
て
公
表
し

一
た
。5
年
生
存
率
に
比
べ
短
期
間
に
集

一
計
で
き
、
新
薬
や
治
療
法
の
効
果
を
早

川
く
把
握
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

。

さ
ら
に
全
国
約7
8
0

病
院
で2
o

m
1
6年
に
ロ
部
位
の
が
ん
と
診
断
さ
れ

…
…
た
患
者
数
な
ど
を
閲
覧
で
き
る
検
索
シ

…
…
ス
テ
ム
も
公
開

。

同
セ
ン
タ
ー
が
運
営

……
す
る
が
ん
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
ホ
ー
ム
ペ

山
1

ジ
(
『
ご
まにと
宮
7
2

・2
三
喜

3年生存率も活用

0
・
包\F
F
2
Z
E
2
\)
か
ら
利
用
可

能
で
、
病
院
ご
と
に
年
代
別
、
性
別
、

進
行
度
別
の
患
者
数
を
検
索
で
き
る
。

東
が
ん
登
録
セ
ン
ター長
は
「
こ
う

し
た
デ
ー
タ
を
用
い
て
各
病
院
が
治
療

の
実
態
を
把
握
し
、
医
療
の
質
の
改
善

に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
期
待
す
る

。

全
国
が
ん
患
者
団
体
連
合
会
の
天
野

理
事
長
も
「患
者
が
病
院
を
選
ぶ
上
で

役
に
立
つ。
今
後
は
患
者
数
が
少
な
い

希
少
が
ん
に
つ
い
て
情
報
公
開
の
充
実

を
進
め
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る

。

治療法の効果を早期把握
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がん 5年生存率~病 | 
同
セ
ン
タ
ー
は
治
療
の
地
域

拠
点
と
な
る
「
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
」
な
ど
の
2
5
1
病

院
で
2
0
0
81
ω
年
に
診

断
、
治
療
し
た
約
印
万
人
分
の

症
例
を
集
計
。
公
表
の
対
象
は

胃
、
大
腸
、
肝
臓
、
肺
、
乳
房

の
主
要
な
5
つ
の
が
ん
だ
。

公
表
を
了
承
し
た
2
3
0
病

院
の
個
別
デー
タ
を
同
セ
ン
タ

ー
が
ん
情
報
サー
ビ
ス
の
ホ
ー

ム
ペ
l

ジ

(Z
ご
百
・
\
\
同
白
三

o

z

・
-
司
)
で
掲
載
し
て
い
る
。

デ
ー
タ
は
ト
ッ
プ
ペl
ジ
の
右

上
に
あ
る
「
が
ん
登
録
・

統
計
」

を
ク
リ
ッ
ク
し
、「お
知
ら
せ
」

の
9

月
四
日
の
発
表
資
糾
に
あ

る
。

「
生
存
率
報
告
書
全
文
」
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
と、

ア
ク
セ
ス

で
き
る
。
と
こ
ろ
が
最
初
に
表

示
さ
れ
る
の
は
「
単
純
に
生
存

率
を
比
較
し
て
、
そ
の
施
設
の

治
療
成
績
の
良
し
あ
し
を
論
ず

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」
と
い

う
警
告
。
そ
し
て
「
ご
理
解
い

た
だ
け
ま
す
か
」
の
問
い
か
け

に
「
は
い
」
を
選
択
し
な
い
と

見
ら
れ
な
い
。

個
別
の
事
情
影
響

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
の

東
尚
弘
が
ん
登
録
セ
ン
タ
ー
長

は
「
同
じ
部
位
で
も
病
院
聞
で

生
存
率
に
差
は
あ
る
が
、
受
げ

入
れ
時
の
患
者
の
状
態
な
ど
個 計

上
の
誤
差
が
大
き
く
な
る
。

例
え
ば
北
海
道
が
ん
セ
ン
タ

ー

(
札
幌
市
)
で
は
乳
が
ん
の

E
期
の
5
年
生
存
率
は
邸・4

%
だ
が
、
対
象
と
な
る
患
者
数

は
引
人
で
、
統
計
上
の
誤
差
の

範
囲
は
「
幻・1
1

叩
・

3
%
」

と
却
間
以
上
も
あ
る
。
こ
の
範

囲
内
の
病
院
と
は
治
療
成
績
に

差
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
こ
と

に
な
る
。

公
表
さ
れ
た
デ
1
タ
で
は

「
部
%
CI
」
の
「h
l
g
h

」

(
高
い
)
と
「lo
w
」
(
低

い
)
が
誤
差
の
範
囲
だ
。
今
回

は
こ
う
し
た
誤
差
の
大
き
さ
か

ら
叩
人
未
満
の
ス
テ
ー
ジ
(
病

期
)
の
生
存
率
は
算
出
し
て
い

医師と話し合う
な
い
が
、1
0

0
人
を
超
え
て

い
て
も
叩
汗
程
度
の
差
は
誤
差

の
範
囲
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と

は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

病
期
ご
と
の
「
平
均
年
齢
」

も
注
目
し
た
い
。

年
齢
が
高
げ
れ
ば
、
他
の
病

気
を
抱
え
、
手
術
が
で
き
な
い

場
合
も
あ
る
ほ
か
、
が
ん
以
外

の
理
由
で
5
年
以
内
に
亡
く
な

る
こ
と
も
あ
る
。
平
均
年
齢
が

高
い
病
院
で
は
、
が
ん
の
進
行

度
が
同
じ
で
も
生
存
率
が
低
く

な
る
傾
向
に
あ
る
。

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
中

央
病
院
(
璽
泉・中
央
)
で
は
、

主
要
5
部
位
の
生
存
率
は
い
ず

れ
も
全
国
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

だ
。
だ
が
平
均
年
齢
が
叩
歳
未

満
と
若
く
、
合
併
症
が
な
く
手

術
可
能
な
患
者
も
多
い
。
同
病

院
は
「
(
外
斜
手
術
な
ど
)
観

血
的
治
療
の
割
合
が
高
く

、

叩

歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
が
低

い
こ
と
が
大
き
く
関
係
し
て
い

る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

「
最新
」
反
映
で
き
ず

一
方
、
宮
城
県
の
あ
る
病
院

で
は
胃
が
ん
の
生
存
率
が
全
国

平
均
を
約
叩
付
下
回
っ
た
。
こ

の
病
院
で
は
叩
代
、
朗
代
の
患

者
の
割
合
が
多
い
う
え
、
進
行

度
を
み
て
も
早
期
の「I
期
」

の
患
者
の
割
合
が
全
国
平
均
よ

り
約
出
向
低
く
、
「
こ
う
し
た

病院のコメン卜(抜粋)

82.4 

予
防
医
療

点
が
生
存
率
に
影
響
を
与
え
て

い
る
」
と
説
明
す
る
。

が
ん
の
治
癒
の
目
安
と
な
る

5
年
生
存
率
だ
が
、
今
回
の
デ

ー

タ
は
叩
年
前
に
診
断
さ
れ
た

が
ん
患
者
の
デl
タ
だ
。
が
ん

治
療
は
新
し
い
抗
が
ん
剤
が
登

場
す
る
な
ど
進
歩
が
早
い
が
、

最
新
の
治
療
実
態
を
反
映
で
き

な
い
ジ
レ
ン
マ
も
あ
る
。

そ
も
そ
も
5
年
生
存
率
は
、

大
勢
の
患
者
の
情
報
を
集
計
し

た
平
均
の
数
値
で
、
自
分
自
身

が
5
年
後
に
生
き
る
か
死
亡
す

る
か
を
個
別
に
予
測
す
る
も
の

で
は
な
い
。

全
国
が
ん
患
者
団
体
連
合
会

の
天
野
慎
介
理
事
長
は
「
生
存

率
は
が
ん
患
者
に
と
っ
て
関
心

が
高
く
、
詳
細
な
情
報
公
開
が

進
ん
で
い
る
点
は
歓
迎
す
べ
き

こ
と
」
と
す
る
。
た
だ
「
が
ん

治
療
は
部
位
ご
と
に
治
療
難
度

や
進
行
の
早
さ
、
判
明
時
の
年

齢
に
よ
っ
て
取
る
べ
き
行
動
が

変
わ
っ
て
く
る
」
と
指
摘
。
「
公

表
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
参
考
に
、

自
身
の
が
ん
の
状
態
な
ど
を
主

治
医
と
話
し
合
う
材
糾
と
し
て

ほ
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て

い
る
。
(
村
越
康
二
)

日
本
経
済
新
聞
・朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
包
日

(月
)
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A 

を
使
っ

て
脳
動

? 岡。
画 じι.J AIが血管内の
侮 a画面. L/3iを判別

霊 大量の画像データを
字 読み込ませ、脳動脈煽
る の特徴を学習済み
イ
メ

ジ

@量量

脳
血
管
の
「
こ
ぶ
」

A
I
が
見
つ
け
る

予
防
医
療

封
刊
銃

剣
判明

見
つ
け
、
必
要
に
応
じ
て
治
療

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
大
切
だ
。

検
査
に
使
わ
れ
る
「
M
R

A
」
は
、
通
常1
人
あ
た
り1

0
0

枚
以
上
の
画
像
を
撮
影

。

医
師
は
そ
こ
か
ら
こ
ぶ
(
平
均

4
F
ほ
ど
)
を
見
つ
け
る
必
要

が
あ
る。

こ
ぶ
が
で
き
や
す
い

脳
の
血
管
内
に
で
き
る
こ
ぶ

「
脳
動
脈
癌
」
を
、
脳
ド
ッ
ク

な
ど
の
画
像
か
ら
見
つ
け
や
す

く
す
る
A
I
(
人
工
知
能
)

を
、
大
阪
市
立
大
な
ど
の
グ
ル

小
腸
画
像

カ
プ
セ
ル
型
の
内
視
鏡
で

撮
影
し
た
小
腸
の
画
像
か

ら
、
び
ち
ん
や
潰
療
と
い
っ

た
粘
膜
傷
害
を
人
工
知
能

(A
I
)で
診
断
す
る
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
た
と
、
東
京

大
な
ど
の
チl
ム
が
発
表
し

た
。
正
解
率
は9
割
以
上
で
、

1

万
枚
超
の
画
像
を4
分
足

ら
ず
で
分
析
し
た
。
診
断
医

の
負
担
軽
減
や
病
変
の
貝
逃

し
を
減
ら
す
効
果
の
ほ
か
、

患
者
が
苦
し
く
な
い
カ
プ
セ

ル
内
視
鏡
の
普
及
の
後
押
し

も
期
待
さ
れ
る
。

小
腸
の
粘
膜
傷
害
は
、
薬

ー
プ
が
開
発
し
た
。
診
断
の
補

助
に
使
え
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
。

お
日
付
の
北
米
放
射
線

学
会
の
学
会
誌
に
掲
載
さ
れ

1 万枚を 4 分正解率 9 割
東大病院など

こ
ぶ
は
血
管
が
枝
分
か
れ
す

る
と
こ
ろ
に
で
き
、
破
裂
す
る

と
「
く
も
膜
下
出
血
」
を
引
き
起

こ
す。

「
脳
ド
ッ
ク
」
を
受
け
、

破
裂
前
の
こ
ぶ
を
画
像
検
査
で

A
I
診
断

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト

き
ょ
う
オ
ー
プ
ン

チ
ー
ム
は
、
東
大
病
院
が

保
管
す
る5
3
6
0

枚
の
び

ら
ん
や
潰
鷹
の
画
像
を
、
デ

ィ
l

プ
ラ
l

ニ
ン
グ
(
深
層

学
習
)
と
い
う
手
法
を
便
っ

て
A
I
に
堂
脅
さ
せ
た
。
そ

の
上
で
カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
で

撮
影
し
た
小
腸
の
画
像
1

万

4
4
0

枚
に
粘
膜
傷
害
が
あ

る
か
ど
う
か
診
断
さ
せ
た
と

と
ろ
、
剖
物
の
高
い
正
解
率

だ
っ
た。
診
断
医
が「正
常
」

と
し
た
小
腸
の
画
像
1

万
枚

の
う
ち
、3
枚
に
び
ち
ん
が

あ
る
乙
と
も
突
き
止
め
た
。

チ
ー
ム
の
山
田
篤
生
・
東

医療機闘が提案する
フィットネスジム

場
所
を
中
心
に
読
影
す
る
が
、

見
逃
し
を
防
ぐ
た
め
に
全
体
を

く
ま
な
く
読
影
し
よ
う
と
す
る

と
、
医
師
の
負
担
が
大
き
く
な

る
。

だ
い
U
・

同
大
の
植
田
大
樹
医
師
(
放

射
線
診
断
学
)
ら
は
、
1
2
7
1

人
分
の
M
R
A
画
像
を
使
い
、

デ
ィ
l

プ
ラ
l

ニ
ン
グ
(
深
層

学
習
)
と
い
う
手
法
で
こ
ぶ
の

特
徴
を
学
ば
せ
た。
す
る
と
、

検
出
率
は
約
位
%
と
精
度
が
高

く
、
3

ミ
リ
以
下
の
こ
ぶ
も
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
た。

ま
た
、

こ
の
A
I
を
専
門
医
が
補
助
的

に
使
う
と
、
検
出
数
は
5
s

ロ

聞
ド
ッ
ク
・
健
康
詮
剛
専

門
の
「桜
十
字
グ
ラ
ン
フ

ロ
ン
ト
大
阪
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
に
フ
ィ
ト
ネ
ス
ク
ラ

ブ
「
m
e
d
--
F
I
T

」

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
る。
「身

体
か
ら
人
生
に
違
い
を
作

る
」
が
コ
ン
セ
プ
ト
で
、

病
気
の
予
防
に
重
点
を
置

い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供

す
る。同

ク
リ
ニ
ッ
ク
は
8

月
、
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大

阪
北
館
に
あ
る
知
的
創
造

拠
点
「ナ
レ
ッ
ジ
キ
ャ
ピ

タ
ル
」
に
開
設
さ
れ
た
。

C
T

や
M
R
ー
な
ど
の
放

射
線
機
器
、
大
腸
内
視
鏡 具

体
的
に
は
、
生
活
習
慣

病
予
防
と
治
療
の
た
め
の

エ
ク
サ
サ
イ
ズマ
腰
痛
・

膝
痛
・
首
痛
を
予
防
改
善

す
る
た
め
の
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
マ
ダ
イ
エ
ッ
ト
の
た
め

の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
食
事

の
ア
ド
バ
イ
スー
な
ど
5

コ
ー
ス
を
用
意
。

会
員
に
な
る
と
、
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
後
、
身
体

の
機
能
性
を
分
析
し
評
価

す
る
「F
M
S
テ
ス
ト
」

を
受
け
、
一
人
一
人
の
柔

軟
性
や
動
作
性
に
応
じ
た

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
が
提
供
さ

れ
る。
レ
ッ
ス
ン
は
専
門

の
ト
レ
ー
ナ
ー
が
マ
ン
ツ

%
ほ
ど
増
え
た。

一
方
、A
I
は
大
き
な
こ
ぶ

を
見
逃
し
ゃ
す
い
傾
向
に
あ
っ

た
。

血
流
が
滞
り
や
す
く
、
鮮

明
な
画
像
に
な
ら
な
い
た
め
、

検
出
し
に
く
い
と
い
う
。

植
田

さ
ん
は
「
大
き
な
こ
ぶ
は
、
逆

に
専
門
医
は
見
逃
さ
な
い
」
と

指
摘。

「A
I
と
医
師
が
互
い

に
補
い
合
え
ば
、
医
師
の
負
担

を
減
ら
せ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
話
す。
(

後
藤

一也
)

朝

日
(
大
阪
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
お
日
(
木
)

リ
ニ
ッ
ク
と
同
ク
ラ
ブ
の

双
方
で
デ
l

タ
を
集
積

し
、
「健
康
社
会」
に
向

け
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の

創
出
を
目
指
す

。

入
会
金
は
無
料
で
月
会

費
は1
万
5

千
円。
サ
ー

ビ
ス
内
容
は
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
(初
回
)
と
F
M
S

テ
ス
ト

(初
回
に
実
施。

以
降
は3
カ
月
に1
回
を

目
安
に
実
施)
、
パ
ー
ソ

ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ(印

分
1

回
)
、
レ
ン
タ
ル
フ

ル
セ
ッ
ト
(シ
ュ
ー
ズ
、

ハ
l

フ
パ
ン
ツ
、T
シ
ャ

ツ
)
、
フ
リ
l

ト
レ
ー
ニ

ン
グ
(予
約
制)
。
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剤
や
炎
症
に
よ
っ
て
高
い
頻

度
で
起
き
て
い
る
。
カ
プ
セ

ル
内
視
鏡
は
こ
れ
を
検
知
す

る
の
に
有
効
と
さ
れ
る
が
、

患
者1
人
に
つ
き6
万
枚
も

の
画
像
を
分
析
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
診
断
医
の
負
担
が

大
き
か
っ
た
。

大
病
院
助
教
(
消
化
器
内
科
)

は
「
診
断
精
度
を
向
上
さ
せ
、

他
の
病
気
の
診
断
も
で
き
る

よ
う
シ
ス
テ
ム
を
改
良
し
た

い
」
と
話
す
。
【
河
内
敏
康
】

h一
時

日
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
間
月
四
日
(
月
)

予
防
医
療
事
業
や
病

院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
を

展
開
す
る
桜
十
字
グ
ル
ー

プ
(
西
川
朋
希
代
表
)
の

医
療
法
人
大
阪
桜
十
字
は

叩
月
1

日
、
同
法
人
が
大

阪
市
北
区
で
運
営
す
る
人 検

査
機
器
な
ど
を
備
え
て

お
り
、
最
新
の
検
査
技
術

で
診
断
を
受
け
ら
れ
る
。

同
ク
ラ
ブ
は
身
体
的
な

不
調
の
予
防
改
善
や
生
活

習
慣
病
予
防
な
ど
、
医
学

的
な
デl
タ
に
基
づ
く
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
。

鴎
肉
隠
濁
ト
レ
ル
ー
ム

盛岡市永井の盛岡友愛病

院 (遠藤重厚院長) は、筋

力を鍛える運動機器をそろ

えたトレーニングルームを

院内に整備し、患者が利用

を始めた。 スポーツ選手も

使用する本格的な設備で、

リハビリ患者の身体機能向

上に役立てる。 体に大きな

負担をかけまいとする従来

のメニューではなく、積極

的に筋力を付けてもらう先

進的な流れに沿った取り組

み。 同病院は患者のみなら

ず、職員の健康増進にも積

極活用していく考えだ。

盛
岡
友
愛
病
院力
を
強
化
し
た
り
、
体
幹
を
鍛

え
る
機
器
の
ほ
か
、
ペ
ダ
ル
を

こ
ぐ
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
な
ど
約
加

台
の
ほ
か
、
鉄
車
鈴
な
ど
も
完

備
し
た。
8

月
か
ら
利
用
を
ス

タ
ー
ト
し
た
。

同
病
院
に
よ
る

と
、
県
内
の
病
院
で
本
格
的
な

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
そ
ろ

同
病
院
は
リ
ハ
ビ
リ
医
療
の

強
化
を
目
的
に
独
自
負
担
で
導

入
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

の
フ
ロ
ア
の
一
宰
一
約
1
7
0

平

方
M
に
上
半
身
や
下
半
身
の
筋

マシン本格整備機器、
え
た
例
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い

と
い
う
。

室
内
は
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
さ
な

が
ら
。

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
な
ど
に

よ
る
有
酸
素
運
動
と
、
筋
力
強

化
の
運
動
を
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
身
体
能
力
の
ア
ッ
プ
が

期
待
で
き
る
と
い
う。

脳
卒
中
や
骨
折
、
呼
吸
器
や

循
環
器
の
疾
患
を
抱
え
た
急
性

期
か
ら
回
復
期
に
か
け
て
の
多

く
の
患
者
が
利
用。
医
師
と
理

学
療
法
士
ら
が
患
者
一
人
一
人

の
状
況
に
合
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
作
り
、
運
動
中
も
そ
ば
に
付

き
添
っ
て
見
守
る。

本
格
的
な
マ
シ
ン
で
の
リ
ハ

ビ
リ
に
、
患
者
は
大
量
の
汗
を

流
し
な
が
ら
も
楽
し
そ
う
に
取

り
組
む。
毎
日
1

時
間
ほ
ど
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
と
い
う
紫
波

町
佐
比
内
の
農
業
川
村
稔
さ
ん

(
邸
)
は
「
以
前
は
起
き
上
が
る

予
防
医
療

先進的リハビリに活用
ー
マ
ン
で
行
い
、
身
体
に

関
わ
る
相
談
に
つ
い
て
は

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
対
応
す

る
。同

法
人
事
業
開
発
部
の

竹
端
秀
海
氏
は
「
病
気
に

な
る
前
段
階
を
サ
ポ
ー
ト

し
た
い
」
と
話
し
、
同
ク

(
木
下
功
)

大
阪
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
1

日
(
月
)

の
も
大
変
だ
っ
た
が
、
足
や
腕

の
筋
力
が
付
い
た
気
が
す
る
。

リ
ハ
ビ
リ
が
楽
し
い」
と
充
実

感
を
に
じ
ま
せ
る。

同
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
の
小
川
大
輔
科
長
は
「
先

進
的
な
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、
ス
ポ

ー
ツ
の
よ
う
に
身
体
機
能
を
高

め
る
こ
と
が
主
流
に
な
っ
て
い

る
。

体
の
機
能
回
復
に
加
え
、

在
院
日
数
が
短
縮
で
き
た
り
、

認
知
症
の
改
善
に
も
効
果
が
見

込
め
る
」
と
期
待
す
る。

岩
手
日
報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
叩
月
1

日
(
月
)
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医
薬
品

接
攻
撃
す
る
の
で
は
な
く
、
人
に
備

わ
る
免
疫
の
働
き
を
促
す

。

「T
細

胞
」
と
呼
ば
れ
る
免
疫
細
胞
の
表
面

に
複
数
あ
る
ブ
レ
ー
キ
役
の
分
子
に

く
っ
つ
き
、
こ
の
分
子
に
か
か
わ
る

働
き
を
妨
げ
る
こ
と
で
、
が
ん
細
胞

へ
の
攻
撃
力
を
高
め
る

。

チ
ー
ム
は
、
こ
の
分
子
に
オ
プ
ジ

1

ボ
が
く
っ
つ
い
て
い
る
様
子
を
調

べ
る
方
法
を
開
発。

く
っ
つ
き
方
に

は
、
こ
の
分
子
す
べ
て
が
ふ
さ
が
る

「
完
全
結
合
」
、
一
部
だ
け
が
ふ
さ

オ
。
フ
ジI
ボ

中
止
後
も
し
ば
ら
く
効
果

が
ん
治
療
薬
「
オ
プ
ジ
l

ボ
」
は
使

う
の
を
や
め
て
も
、
肺
が
ん
患
者
の

免
疫
を
高
め
る
効
果
が
却
週
間
以
上

続
く
と
す
る
研
究
結
果
を
、
大
阪
大

の
小
山
正
平
助
教
(
呼
吸
器
・
免
疫
内

税
学
)
ら
の
チl
ム
が
ま
と
め
た。
米

臨
床
医
学
会
誌
に4
目
、
発
表
し
た

。

オ
プ
ジl
ボ
は
、
1

日
に
ノ
l

ベ

大阪大チーム

ル
医
学
生
理
学
賞
の
受
賞
が
決
ま
っ

ほ
ん
じ
よ
た
す
く

た
、
本
庶
佑
京
都
大
特
別
教
授
の
研

究
を
も
と
に
開
発
さ
れ
た
点
滴
薬

。

使
用
期
間
は
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、

医
療
機
関
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る

。

高
額
な
医
療
費
負
担
が
問
題
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
う
し
た
研
究
が
積
み

重
な
る
こ
と
で
、
将
来
的
に
中
止
期

間
を
設
け
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
る

。

オ
プ
ジl
ボ
は
、
が
ん
細
胞
を
直

肺
が
ん
患
者
初
週
以
上
免
疫
高
い
状
態

a
ロ
お
ロ
タ
酸

‘

内
臓
痛
も
効
果

富
大
・
三
原
助
教
ら
研
究
で
確
認

富
大
医
師
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
創
造
セ
ン
タ
ー
(
第
三
内
糾
)

の
三
原
弘
助
教
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
骨
粗
し
よ
う
症
の

治
療
薬
「
ク
ロ
ド
ロ
ン
酸」
に
内
臓
痛
を
抑
え
る
効
果
が
あ

る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。

内
臓
痛
は
世
界
人
口
の
約
2

割
が

悟
慰
し
て
い
る
と
さ
れ
る

。

ク
ロ
ド
ロ
ン
酸
は
す
で
に
人
体

へ
の
安
全
性
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
早
期
の
導
入
が
期
待
で

き
る
。

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
人
間
の

大
腸
か
ら
採
取
し
た
細
胞
に
クロ
ド
ロ
ン
酸
を
投
与
し
た
と
こ

ろ
、
細
胞
間
で
痛
み
な
ど
の
信 号

を
伝
え
る
物
質「A
T
P
」の

移
動
を
阻
害
す
る
効
果
を
確
認

し
た。
ク
ロ
ド
ロ
ン
酸
に
鎮
痛

効
果
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て

い
た
が
、
内
臓
の
細
胞
で
確
認

さ
れ
た
の
は
初
め
て
と
い
う

。

三
原
助
教
に
よ
る
と
、
内
臓

痛
に
使
用
で
き
る
薬
剤
の
有
効

性
は
印
%
程
度
で
、
さ
ら
に
効

果
の
高
い
薬
剤
が
求
め
ら
れ
て

い
る。

研
究
成
果
は
お
日
、
米

国
の
糾
学
雑
誌
「
プ
ロ
ス
ワ
ン

」

電
子
版
に
掲
載
さ
れ
た

。

1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

富
大
・
東
田
教
授
ら

富
大
和
漢
医
薬
学
総
合
研
究

所
・
神
経
機
能
学
分
野
の
東
田

千
尋
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ

は
、
脊
髄
損
傷
の
改
善
に
効
果

が
あ
る
生
薬
成
分
を
見
つ
け
、

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
た

。

脊

髄
損
傷
は
時
聞
を
経
過
す
る
ほ

ど
回
復
が
難
し
く
な
り
、
有
効

な
治
療
法
や
治
療
薬
は
開
発
さ

れ
て
い
な
い。
見
つ
か
っ
た
成

分
は
、
受
傷
か
ら
長
時
間
が
経

過
し
た
「
慢
性
期
」
の
脊
髄
損

傷
で
も
回
復
が
見
込
め
、
新
薬

の
開
発
に
期
待
が
か
か
る

。

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
脊
髄
損

傷
に
は
萎
縮
し
た
筋
肉
を
回
復

さ
せ
、
神
経
を
活
性
化
す
る
成

分
が
必
要
だ
と
考
え
、
マ
ウ
ス

の
筋
肉
・
神
経
細
胞
に
1
2
5

種
類
の
生
薬
を
投
与
し
て
変
化

発
見
し
解
明

脊髄損傷
回復作用の
生薬成分

を
調
べ
た。

こ
の
う
ち
、
ニ
ク
ジ
ュ
ヨ
ウ

と
い
う
植
物
の
成
分
を
与
え
た

細
胞
が
特
に
活
性
化
し
た

。

成

分
の
分
析
や
マ
ウ
ス
実
験
を
行

っ
た
結
果
、
抗
炎
症
作
用
な
ど

が
る
「
部
分
結
合
」
が
あ
っ
た

。

こ
の
方
法
を
使
い
、
副
作
用
な
ど

が
原
因
で
オ
プ
ジl
ボ
の
使
用
を
や

め
た
肺
が
ん
患
者
8

人
の
血
液
を
定

期
的
に
採
っ
て
調
べ
た
。

す
る
と
、

最
も
短
い
患
者
で
も
、
完
全
結
合
の

状
態
が
却
週
間
続
い
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た。
(

鍛
治
信
太
郎)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
5

日
(
金
)

が
知
ら
れ
て
い
る
成
分
「
ア
ク

テ
オ
サ
イ
ド」
に
筋
肉
や
神
経

を
回
復
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
と

突
き
止
め
た
。

ア
ク
テ
オ
サ
イ
ド
を
投
与
し

た
筋
肉
か
ら
は「P
K
M
2
」

と
呼
ば
れ
る
化
合
物
が
分
泌
さ

れ
、
筋
肉
や
神
経
細
胞
の
一
部

で
運
動
や
感
覚
な
ど
の
信
号
を

伝
え
る
「
軸
索
」
の
回
復
に
つ

な
が
る
こ
と
が
分
か
っ
た

。

研
究
に
は
大
学
院
生
の
小
谷

篤
さ
ん
、
菊
池
高
広
さ
ん
が
参

加
し
た。

研
究
成
果
は
米
国
の

学
術
雑
誌「
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
オ

ブ
・
ニ
ュi
ロ
ト
ラ
ウ
マ」
に

掲
載
さ
れ
た

。

富
山
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
旧
月
初
日
(
火
)
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パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に

高
血
圧
薬
が
効
果
か

慶
大
、
・1
P
S
細
胞
使
い
確
認

高
血
圧
の
治
療
に
使
う
薬
が

パ
l

キ
ン
ソ
ン
病
に
効
く
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
、
慶
応
大
と

製
薬
大
手
エ
ー
ザ
イ
の
グ
ル
ー

プ
が
突
き
止
め
た。

ヒ
ト
の
i

p
S

細
胞
(
人
工
多
能
性
幹
細

胞
)
を
使
っ
て
病
気
の
状
態
を

再
現
す
る
こ
と
で
確
か
め
た
。

研
究
論
文
が
回
目
、
米
判
明
学
誌

ス
テ
ム
・

セ
ル
・

リ
ポ
l

ツ
に

掲
載
さ
れ
た
。
パ1
キ
ン
ソ
ン

病
は
ド
!
パ
ミ
ン
と
い
う
物
質

を
作
る
脳
内
の
神
経
細
胞
が
減

り
、
手
足
が
震
え
た
り
、
体
が

動
か
し
に
く
く
な
っ
た
り
す
る

難
病。

圏
内
に
凶
万
人
の
患
者

が
い
る
と
さ
れ
る
が
、
根
本
的

な
治
療
薬
は
な
い。

岡
野
栄
之
教
授
ら
の
グ
ル
ー

プ
は
、
タ
イ
プ
が
異
な
る
遺
伝

性
の
パ
!
キ
ン
ソ
ン
病
の
患
者

2

人
の
細
胞
か
らi
p
S

細
胞

を
作
り
、
病
気
の
状
態
を
再

現
。

1
1
6
5

種
の
薬
を
試
し

た
と
こ
ろ
、
高
血
圧
の
治
療
に

使
わ
れ
て
い
る
既
存
薬
の
ベ
ニ

ジ
ピ
ン
塩
酸
塩
で
、
神
経
細
胞

が
死
ぬ
の
を
防
ぐ
効
果
が
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
と
い
う

。

同
大
に
よ
る
と
、
パl
キ
ン

ソ
ン
病
の
患
者
の
約9
割
は
突

発
的
に
発
症
す
る
「
孤
発
性
」

。

様
々
な
要
因
が
関
係
す
る
た

め
、
発
症
の
住
組
み
を
解
明
す

る
こ
と
は
難
し
い。

遺
伝
性
の

パ
l

キ
ン
ソ
ン
病
で
、
発
症
の

仕
組
み
ゃ
治
療
薬
の
候
補
が
見

つ
か
れ
ば
、
孤
発
性
の
治
療
法

の
開
発
に
も
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
。
(
戸
田
政
考
)

朝

日

(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
間
月
旧
日
(
金
)

個
人
に
合
わ
せ

名
古
屋
大
は
今
月
か
ら
、
米
医
薬
品
大
手

ブ
リ
ス
ト
ル
・

マ
イ
ヤ
1

ズ
・

ス
ク
イ
ブ
と

鶴
舞
キ
ャ
ン
パ
ス
(
名
古
屋
市
昭
和
区
)
に

研
究
室
を
構
え
、
が
ん
免
疫
薬
の
効
果
の
個

人
差
を
調
べ
る
共
同
研
究
を
始
め
た
。

患
者

ご
と
に
効
き
目
が
異
な
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を

、

細
胞
や
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
解
明
し
た
上
で
、

個
人
に
合
っ
た
薬
を
特
定
し
た
い
考
え
だ

。

名
大
に
よ
る
と
、
こ
の
分
野
で
大
学
と
大
手

医
薬
品
会
社
と
の
共
同
研
究
は
、
全
国
で
も

珍
し
い
と
い
う。
(

安
田
功
)

が
ん
治
療
は
近
年
、
手
術
や
放

射
線
、
抗
が
ん
剤
の
ほ
か
、
「
第

四
の
治
療
法
」
と
し
て
、
薬
で
が

ん
細
胞
へ
の
抵
抗
力
を
高
め
る
免

疫
薬
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
圏
内

で
も
数
種
類
が
承
認
さ
れ
て
い

る
。

だ
が
人
に
よ
っ
て
効
き
目
が

異
な
り
、
が
ん
が
消
滅
す
る
人
が

い
る
一
方
、
効
か
な
い
上
に
副
作

用
が
現
れ
る
ケl
ス
も
あ
る
。

今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学

賞
の
受
賞
が
決
ま
っ
た
京
都
大
特

別
教
授
の
杭
艇
傾
さ
ん
(
七

六
)が
開

発
し
た
治
療
薬
「
オ
プ
ジl
ボ
」

も
、
実
際
に
効
果
が
あ
る
の
は
約

効果を事前判定 I

名大と米医薬品大手が研究

医
薬
品

が
ん
免
疫
薬

二
割
の
患
者
に
と
どま
り
、
事
前

に
効
果
の
有
無
を
詳し
く
確
認
す

る
こ
と
も
で
き
な
い。

開
発
の
歴

史
が
浅
い
こ
と
が
一
因
で
、

医
療

機
関
は
免
疫
薬
と
抗
が
ん
剤
を
併

用
し
な
が
ら
、
手
探
り
で
投
薬
し

て
い
る
の
が
実
情
だ。

ブ
リ
ス
ト
ル
は
小
野
薬
品
工
業

(
大
阪
市
)
と
と
も
に
オ
プ
ジ
1

ボ
を
実
用
化
し
た
世
界
的
企
業

で
、
治
験
を
含
め
た
豊
富
な
デ
ー

タ
を
持
つ。
研
究
で
は
、
名
大
病

院
の
患
者
か
ら
採
取
し
た
が
ん
細

胞
に
、
オ
プ
ジl
ボ
や
試
薬
を
含

め
た
数
十
種
類
の
免
疫
薬
を
投
与

し
、
免
疫
と
が
ん
の
働
き
や
遺
伝

子
変
異
と
の
関
係
性
を
解
析
。

各

患
者
に
と
っ
て
、
最
も
有
効
な
免

疫
薬
を
特
定
さ
せ
、
現
状
で
適
し

た
薬
が
な
い
人
に
対
し
て
は
、
薬

の
新
規
開
発
も
進
め
て
い
く
。

共
同
研
究
は
二O
二
三
年
三
月

ま
で
の
五
年
間
で
、
鶴
舞
キ
ャ
ン

パ
ス
に
百
平
方
が
余
の
専
用
室
を

構
え
た。
名
大
の
研
究
員
六
人
の

態
勢
で
臨
み
、
解
析
デ1
タ
は
ブ

リ
ス
ト
ル
に
提
供
す
る。
研
究
の

中
心
と
な
る
分
子
細
胞
免
疫
学
が

専
門
の
名
古
屋
大
大
学
院
医
学
系

今後現在

免
疫
薬

が
ん
治
療
薬
投
与
の

イ
メ
ー
ジ

研
究
科
の
西
川
博
嘉
教
授
(
四
八

)は

「
抗
が
ん
剤
と
免
疫
薬
を
併
用
す

る
必
要
性
の
有
無
は
個
人
で
異
な

る
。

複
数
の
投
薬
に
よ
る
副
作
用

を
な
く
し
、
一
人
一
人
に
合
っ
た

治
療
方
法
を
解
明
し
た
い
」
と
話

し
た

。

中

日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
叩
月
白
日
(
水
)
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安
価
で
有
効
、

患
者
に
対
し
、
有
効
成
分
が

入
っ
て
い
な
い

「プ
ラ
セ
ポ

(偽
薬
)
」
を
処
方
し
て
い
る

の
に
、
症
状
に
何
ら
か
の
改
善

が
み
ら
れ
る
現
象
の
こ
と
を

「プ
ラ
セ
ボ
効
果」
と
呼
ぶ
。

近
年
、
そ
の
効
果
が
改
め
て
注

目
さ
れ
て
お
り
、
制
科
学
的
な
検

証
や
活
用
の
道
を
探
る
動
き
も

出
て
い
る
。
(

平
沢
裕
子
)

服
用
で
「
安
心
」

「便
秘
で
困
っ
て
い
る
の
で

薬
を
下
さ
い」

和
歌
山
県
岩
出
市
の
有
料
老

人
ホ
ー
ム
「
エ
ン
ゼ
ル
パ
ー

ク
」
で
は
、
こ
う
言
っ
て
一
日

に
何
度
も
薬
を
も
ら
い
に
く
る

認
知
症
の
患
者
が
い
る。
「
じ

ゃ
あ
、
1

錠
ね
」
と
、
看
護
師

の
磯
崎
亜
希
さ
ん
が
渡
す
の
は

本
物
の
薬
そ
っ
く
り
の
プ
ラ
セ

ポ
だ
。

こ
れ
は
、
プ
ラ
セ
ポ
製

薬
(大
津
市
)
の
「プ
ラ
セ
プ

ラ
ス
」
と
い
う
直
径8
、
♂の
錠

剤
で
、
見
た
目
は
薬
だ
が
、
還

元
麦
芽
糖
が
原
料
の
加
工
食
品

だ
。議

崎
さ
ん
は
「患
者
さ
ん
は

プラセボ効果

実
際
は
便
秘
で
は
な
い
の
で
本

物
の
下
剤
は
渡
せ
な
い
。

で

も
、
薬
を
渡
さ
な
い
と
怒
り
出

し
て
大
変
な
こ
と
に
な
る
。

プ

ラ
セ
ポ
な
ら
体
へ
の
影
響
も
ほ

と
ん
ど
な
い
の
で
安
心
し
て
渡

せ
る
」
と
話
す。

プ
ラ
セ
ボ
製
薬
は
、
大
手
製

薬
会
社
の
研
究
員
だ
っ
た
水
口

直
樹
さ
ん
(詑
)が
平
成
部
年
に

設
立
。

介
護
現
場
で
過
剰
服
薬

や
処
方
薬
依
存
が
問
題
と
な
っ

医
薬
品

介
護
で
も
活
用

圏内の治験における新薬とプラセポの改善率
|プラセボ効果+自然治癒力 |

心身症CV 42%L+薬の真の
効果

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
「プ
ラ

セ
ボ
を
使
え
ば
い
い
の
で
は」

と
考
え
、
会
社
を
辞
め
て
事
業

化
し
た
。

「高
齢
者
の
過
剰
服
薬
や
処

方
薬
依
存
は
、
『薬
を
服
用
す

る
』
と
い
う
行
為
で
安
心
し
た

い
場
合
が
多
い。
薬
効
成
分
が

入
っ
て
い
な
い
偽
の
薬
な
ら
、

患
者
さ
ん
の
体
に
悪
さ
を
す
る

こ
と
も
な
く
、
介
護
す
る
側
も

安
心
し
て
使
え
る
と
思
っ
た」

※中妻子重行・大分大名誉教援が関わった治験のデータから引用

と
水
口
さ
ん
は
話
す。

条
件
反
射
で
も

新
し
い
薬
を
開
発
す
る
と

き
、
本
当
に
効
い
て
い
る
か
を

調
べ
る
た
め
に
プ
ラ
セ
ボ
と
比

較
、
プ
ラ
セ
ボ
と
の
差
が
薬
の

「真
の
効
果」
と
さ
れ
るH
グ

ラ
フ
。

プ
ラ
セ
ボ
で
の
症
状
の

改
善
は
、
人
間
に
も
と
も
と
備

わ
っ
た
自
然
に
病
気
を
治
す
力

(自
然
治
癒
力
)
の
影
響
が
大

き
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

プ
ラ
セ
ボ
で
症
状
が
改
善
す

る
の
は
こ
れ
ま
で
、
飲
ん
だ
人

が
「本
物
の
薬
を
飲
ん
で
い

る
」
と
思
い
込
む
こ
と
が
必
要

で
、
プ
ラ
セ
ポ
と
分
か
っ
て
飲

む
場
合
は
効
果
が
な
い
と
考
え

ら
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
最

近
、
プ
ラ
セ
ボ
と
分
か
っ
て
飲

ん
で
も
症
状
の
改
善
が
み
ら
れ

る
と
い
う
研
究
結
果
が
報
告
さ

れ
始
め
て
い
る
。

J
一
セ
モ

ノ
H
と
分
か
っ
て
飲
ん
で
い
る

の
に
効
果
が
出
る
と
は
、
ど
う

い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

「治
療
効
果
が
出
る
の
は
、

条
件
反
射
が
関
係
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る」
。
こ
う
話

す
の
は
唐
木
英
明
・
東
大
名
菅

教
授
(薬
理
学
)
だ
。

条
件
反
射
と
は
、
「梅
干
し

を
見
る
と
唾
液
が
出
て
く
る」

と
い
う
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
に
よ
っ
て
体
が
反
射
的
に

反
応
す
る
こ
と
を
い
う。
「
錠

剤
や
カ
プ
セ
ル
な
ど
薬
の
形
を

し
た
も
の
を
飲
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
患
者
の
体
で
『薬
H

治

る
』
と
い
う
条
件
反
射
が
起
こ

り
、
治
療
効
果
が
出
た
の
で
は

な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
ま

す
」
(
唐
木
名
誉
教
授)

世
界
的
な
流
れ

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
片

頭
痛
マ
過
敏
性
大
腸
炎マ
う
つ

ー

な
ど
で
プ
ラ
セ
ポ
と
知
り
な

が
ら
服
用
し
て
も
効
果
が
出
る

こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。

一

方
、
血
糖
値
や
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
値
は
プ
ラ
セ
ポ
で
改
善
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た

。

ま
た
、
プ
ラ
セ
ボ
で
も
副
作

用
が
出
る
こ
と
が
あ
る。
「ノ
セ

ポ
効
果
」と
呼
ば
れ
る
が
、
場
合

に
よ
っ
て
は
、
本
物
の
薬
と
同

じ
よ
う
に
命
に
か
か
わ
る
副
作

用
の
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
。

そ
れ
で
も
プ
ラ
セ
ポ
を
活
用

し
よ
う
と
い
う
動
き
は
世
界
的

な
流
れ
だ。
米
ハ
ー
バ
ー
ド
大

で
は
組
織
が
設
置
さ
れ
、
成
果

を
あ
げ
て
い
る
と
い
う。

プ
ラ
セ
ポ
製
薬
の
水
口
さ
ん

は
「プ
ラ
セ
ポ
効
果
を
有
効
に

活
用
で
き
れ
ば
、
低
コ
ス
ト
か

っ
高
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
な
医
療
を

実
現
で
き
る
か
も
し
れ
な
い」

と
指
摘
。

唐
木
名
誉
教
授
も

「新
薬
の
開
発
に
は
加
年
の
歳

月
と
2
0
0

億
円
の
経
費
が
か

か
る
と
い
わ
れ
る。
こ
の
開
発

費
を
回
収
す
る
た
め
に
は
、
ノ

ー
ベ
ル
賞
で
話
題
の
オ
プ
ジl

ボ
の
よ
う
に
高
額
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い。
ブ
ド
ウ
糖
や
乳
糖

が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
プ
ラ

セ
ポ
は
、
新
薬
に
比
べ
て
安
価

で
、
そ
れ
が
有
効
な
治
療
効
果

を
発
揮
す
る
の
で
あ
れ
ば
活
用

す
べ
き
で
、
利
用
に
よ
る
恩
恵

は
極
め
て
大
き
い」
と
話
し
て

い
る
。

経
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
羽
田
(
月
)

産

〔編集の都合上、写真を割愛しております1 94 
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大
人
用
薬
子
ど
も
ヘ
適
応
促
進

厚
労
省
製
薬
会
社
の
治
験
支
援

大
人
で
使
用
が
認
め
ら
れ

た
薬
を
子
ど
も
に
も
適
切
に

使
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

厚
生
労
働
省
は
、
薬
の
適
応

を
子
ど
も
に
広
げ
る
た
め
の

臨
床
試
験
(
治
験
)
を
促
進

す
る
方
針
を
固
め
た
。
採
算

性
な
ど
で
二
の
足
を
踏
む
製
薬

企
業
に
対
し
、
経
済
的
な
メ
リ

ッ
ト
を
与
え
る
な
ど
、
開
発
意

欲
を
刺
激
す
る
方
策
を
打
ち
出

す
。

大
人
で
効
果
が
確
か
め
ら
れ

た
薬
で
も
、
子
ど
も
で
は
作
用

の
仕
方
な
ど
が
異
な
り
、
予
期

せ
ぬ
副
作
用
が
出
る
恐
れ
も
あ

る
。
子
ど
も
に
適
し
た
使
い
方

や
量
を
探
る
必
要
が
あ
る
が
、

一
般
的
に
患
者
が
少
な
く
採

算
が
合
わ
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
企
業
は
適
応
を
広
げ
る

た
め
の
治
験
に
消
極
的
と
さ

れ
る
。

こ
の
た
め
厚
労
省
は
、
子
ど

も
に
適
応
を
拡
大
す
る
た
め
の

治
験
に
つ
い
て
は
、
優
先
審
査

の
対
象
に
し
て
開
発
期
間
を
短

く
し
た
り
、
市
販
後
は
他
社
が

後
発
薬
を
申
請
で
き
な
い
期
聞

を
延
ば
し
た
り
す
る
な
ど
、
企

業
が
取
り
組
み
ゃ
す
い
環
境
を

整
備
す
る
。

読

士
冗(
東
京
)・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
沼
田
(
木
)

り
た
く
な
い
」
8

割

女
性
の
健
康
を
支
援
す
る

N
P
O

法
人
の
H
A
P
(東

京
・

台
東
、
宮
原
富
士
子
理

事
長
)
は
国
が
推
進
す
る
「
か

か
り
つ
け
薬
局・
薬
剤
師
」

に
つ
い
て
薬
剤
師
の
意
識
調

査
を
実
施
し
た
。
制
度
を
必

要
と
考
え
る
人
は
必
・7%

に
と
ど
ま
り
、
人
材
不
足
や

教
育
面
の
不
安
な
ど
か
ら

「
な
り
た
く
な
い
」
と
答
え

た
人
は
剖
・9
%
だ
っ
た。

本
格
普
及
に
向
げ
で
は
薬
剤

師
の
意
識
改
革
や
支
援
の
仕

組
み
が
求
め
ら
れ
そ
う
だ
。

団
塊
の
世
代
が
百
歳
を
迎

え
る
2
0
2
5

年
を
メ
ド

に
、
国
は
地
域
全
体
で
高
齢

者
ら
を
支
え
る
地
域
包
括
ケ

かかりつけ薬剤師
になりたいと思うか

なりたい

医
薬
品

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指

し
て
い
る
。
薬
局・薬
剤
師

に
は
M
時
間
対
応
や
在
宅
医

療
へ
の
参
加
な
ど
、
従
来
の

病
院
付
近
で
処
方
筆
を
待
つ

「
門
前
薬
局
」
か
ら
の
脱
却

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

同
年
度
の
診
療
報
酬
改
定

で
服
薬
指
導
料
が
増
額
さ
れ

る
な
ど
制
度
が
本
格
始
動
し

た
こ
と
を
受
け
、HA
P

は

9

月
四
1

お
臼
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
。39
8

人

か
ら
有
効
回
答
を
得
た
。

か
か
り
つ
け
薬
局
・
薬
剤

師
制
度
で
は1
人
の
薬
剤
師

が
1

人
の
患
者
の
服
薬
状
況

を
1

つ
の
薬
局
で
ま
と
め
て

なりたくない

41.1 

人材不足・教育面で不安

(;主)HA P調べ

管
理
す
る
。
制
度
の
メ
リ
ッ

ト
を
複
数
回
答
で
た
ず
ね
た

と
こ
ろ
「
多剤
投
与
の
防
止
」

(
却・
5
%
)、
「
服
薬
情

報
の
継
続
的
な
把
握
」
(
お

・

2
%
)
な
ど
の
面
で
多
く

の
薬
剤
師
が
効
果
を
感
じ
て

い
た
。
個
人
の
職
務
と
し
て

も

「
患
者に
接
す
る
意
識
が

変
わ
る
」
(
M・
9
%
)、

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
高
ま
る
」
(
却
・
4
%
)

な
ど
前
向
き
に
と
ら
え
る
意

見
が
多
か
っ
た
。

一
方で
デ
メ
リッ
ト
と
し

て
「
接
客
に
時
間
が
か
か
り

す
ぎ
る
」
(
羽・
5
%
)、

「
患
者と
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
(
引
・1
%
)

と
負
担
増
を
不
安
に
感
じ
て

い
る
声
も
多
い
。
「
患
者
の

負
担
金
が
増
え
る
だ
け
だ
」

「
患
者
の
同
意
が
得
に
く
い
」

な
ど
と
し
て
制
度
そ
の
も
の

が
必
要
と
な
い
と
す
る
薬
剤

師
は
回
・3
%
だ
っ
た
。

H
A
P

は
旧
年
の
設
立。

げ
年
か
ら
大
塚
製
薬
と
共
同

で
地
域
に
根
ざ
し
た
薬
局
・

薬
剤
師
を
育
成
し
て
い
る
。

日

経
産
業
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
沼
田
(
火
)
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• 厚
労
省
、
「
重
症
者
向
け
」
思
惑
外
れ

毎
年
ほ
ぼ
1

兆
円
ず
つ
増

え
る
医
療
費。
そ
の
一
因
は

公
的
保
険
か
ら
医
療
機
関
に

払
う
診
療
報
酬
の見
直
し
に

あ
る
。

ロ
年
前
に
導
入
さ
れ

た
重
症
患
者
向
け
の
高
報
酬

ベ
ッ
ド
は
厚
生
労
働
省
の
想

定
を
超
え
て
急
増
し
、
医
療

費
を
膨
ら
ま
せ
た
。
推
定
上

振
れ
額
は2
兆
円
超。
今
春
、

同
省
は
是
正
へ
と
新
手
法
を

打
ち
出
し
た
が
、
い
っ
た
ん

根
付
い
た
病
院
の
意
識
を
変

え
る
の
は
難
し
い
。

診
療
報
酬
見
直
し

「
北
風
か
ら
太
陽
へ
と
政

策
を
転
換
し
た
」
。
中
央
社

会
保
険
医
療
協
議
会
(
厚
労

相
の
諮
問
機
関
)
の
公
益
委

員
は
こ
う
話
す。
「
太
陽
」

と
は
今
春
の
報
酬
改
定
で
導

入
し
た
「
急
性
期
一
般
入
院

料
2

」
ベ
ッ
ド
の
こ
と
だ。

現
在
、
最
も
多
い
病
院
ベ

ッ

ド
は
患
者7
人
に
看
護
師

1

人
を
配
置
す
る
「
7

対
1

」

ベ
ッ
ド
。
基
本
報
酬
は
1

日

1

万
5
9
1
0

円
と
最
高
額

だ
。

新
し
い
「
一
般
入
院
料

ド」医療費膨張「高報酬ベッ
2

」
の
看
護
師
配
置
は
「
叩

対
1

」
と
「7
対
1

」
よ
り

少
な
く
、
報
酬
は1
万
5
6

1
0

円
と

「7
対
1

」
と
大

差
な
い
。

人
件
費
が
浮
く
分
、

病
院
の
収
支
に
プ
ラ
ス
と
い

う
触
れ
込
み
だ。

狙
い
は
「7
対
1

」
ベ
ッ

ド
か
ら
の
移
行
を
促
す
こ
と

だ
。
厚
労
省
は
何
年
度
の
導

入
時
に
「7
対
1

」
ベ
ッ
ド

は
重
症
患
者
向
け
と
し
た

が
、
基
準
は
看
護
師
数
だ
け

で
患
者
の
状
態
は
問
わ
な
か

っ
た。
看
護
師
さ
え
増
や
せ

ば
、
そ
れ
ま
で
最
高
額
だ
っ た

「叩
対1
」
よ
り2
割
の

増
収
に
な
る
た
め
「
7

対
1

」

に
移
る
病
院
が
急
増
し
た
。

厚
労
省
が
想
定
し
た5
万
ベ

ッ
ド
は
す
ぐ
に
超
え
、一時

は
約
犯
万
に
達
し
た
。

「7
対
1

は
重
症
者
向
け

な
の
に
、
容
体
の
安
定
し
た

患
者
が
多
く
寝
て
い
る
」
。

調
査
で
こ
ん
な
実
態
が
表
面

化
し
、
厚
労
省
は
基
準
を
厳

し
く
し
た
。
一
定
割
合
は
常

時
ケ
ア
が
必
要
な
患
者
な
ど

の
条
件
を
追
加。
空
き
ベ
ッ

ド
が
増
え
れ
ば
諦
め
て「叩

対
1

」
に
戻
る
と
見
込
ん
だ

そ
の
他
(叩
対
1

、

日
対
1

、

日
対
1

一般ベッドの6割が重症者向け r7対 1J 
万ベッド (看護師の配置別)

70 

7

対
1

ベッ ド数

60 

50 

40 

30 

20 
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2兆円上振れ想定超え急増 医
療
行
政が

、
「
北
風
」
に
病
院
は
抵

抗
す
る。

入
院
途
中
で
患
者
を
別
病

棟
に
移
す
な
ど
あ
の
手
こ
の

手
で
基
準
を
ク
リ
ア
。

財
務

省
に
よ
る
と
同
年
度
の
診
療

報
酬
改
定
で
の
基
準
上
げ
で

7

対
1

ベ
ッ
ド
は
9

万
減

る
は
ず
だ
っ
た
が
、
実
際
は

1

万
強
し
か
減
ら
な
か
っ

た
。

北
風
で
難
し
け
れ
ば
、
太

陽
で。
新
設
の
ご
般
入
院

料
2

」
は

一定
の
重
症
患
者

が
い
れ
ば
「叩
対1
」
の
看

護
師
配
置
で
も
高
い
報
酬
が

入
る。
病
院
の
不
安
を
和
ら

げ
る
狙
い
だ
が
、
医
療
デー

タ
の
日
本
ア
ル
ト
マl
ク
に

よ
る
と
、
6

月
ま
で
に
ご

般
入
院
料2
」
を
届
け
た
の

は
全
国
で
叩
病
院
、37
6

3

ベ
ッ
ド
だ
け。
「7
対
1

」

は
お
万2
9
2
6

ベ
ッ
ド
あ

り
、
昨
年
日
月
と
比
べ1%

も
減
っ
て
い
な
い
。

「
最
高
基
準
」
が
壁

太
陽
の
光
を
遮
っ
て
い
る

の
は
「
最
高
基
準
」
に
こ

だ
わ
る
病
院
の
プ
ラ
イ
ド

だ
。「

最
高
基
準
の
ケ
ア
を
意

味
す
る7
対
1

の
看
板
を
下

ろ
せ
ば
、
病
院
の評
判
に
響

く
」
と
あ
る
中
堅
病
院
院
長

は
話
す。
2

軍
落
ち
の
よ
う

な
印
象
と
な
り
、
研
修
医
や

看
護
師
も
集
め
に
く
く
な
る

と
い
う
。

以
前
は
「
叩
対1
」

が
最
高
基
準
だ
っ
た
が
、
覆

水
盆
に
返
ら
ず
だ
。

医
療
経

営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の工藤

高
氏
は
「
当
面
は
新
区
分
に

切
り
替
え
る
病
院
は
少
な
い

だ
ろ
う
」
と
見
る

。

侃
年
度
の
導
入
時
、「7

対
1

」
ベ
ッ
ド
へ
の
一
般
の

関
心
は
低
か
っ
た
。

注
目
さ

れ
た
の
は
マ
イ
ナ
ス3
・
1

6
%
と
過
去
最
大
の
診
療
報

酬
改
定
の
引
き
下
げ
で
、
医

療
費
抑
制
効
果
を45
0
0

億
円
と
政
府
は
公
表
し
た
。

だ
が
、
想
定
外
の「7
対

1

」
の
急
増
で
医
療
費
は
上

振
れ
し
、
抑
制
効
果
は
帳
消

し
。
「
想
定
を
超
え
た
却
万

ベ
ッ
ド
が
過
剰
分
と
試
算
す

る
と
叩
年
で2
兆
円
超
の
医

療
費
が
余
計
に
使
わ
れ
た
」

と
武
久
洋三
・

日
本
慢
性
期

医
療
協
会
会
長
は言う
。

問
題
は
個
々
の
病
院
で
は

な
く
、
報
酬
評
価
の
基
準
を

看
護
師
の
数
と
し
、
患
者
の

実
態
や
ケ
ア
の
成
果
を
後
回

し
に
し
た
制
度
に
あ
る
。

誤

っ
た
基
準
に
病
院
が
適
応
し

て
実
態
と
ズ
レ
が
生
じ
、
ツ

ケ
は
じ
わ
じ
わ
国
民
負
担
に

回
る
。経

済
協
力
開
発
機
構(
O

E
C
D
)に
よ
る
と
日
本
の

病
院
の
平
均
在
院
日
数
は
約

口
日
と
英
米
独
の61
9

日

と
比
べ
長
い。
人
口
当
た
り

ベ
ッ
ド
が
多
く
、
高
報
酬
の

ベ
ッ
ド
を
埋
め
る
こ
と
が
病

院
に
と
っ
て
重
要
な
経
営
努

力
と
な
る
か
ら
だ

。

「
診
療
報
酬
の
見
直
し
で

は
医
療
費
へ
の
影
響
を
吟
味

す
る
こ
と
が
重
要
だ
」
(
池

上
直
己
聖
路
加
国
際
大
学
特

任
教
授
)。
必
要
な
の
は
、

個
々
の
病
院
の
努
力
が
医
療

全
体
の
費
用
対
効
果
を
向
上

さ
せ
る
仕
組
み
作
り
だ

。

(
編
集
委
員
吉
田
あ
り
さ
)

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
叩
月
間
日
(
水
)
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アレルギー研究支援拡大ヘ

患
者
D
B

や
治
療
法
開
発

厚
生
労
働
省
は
来
年
度
か
ら
、
国
民
病
と

も
言
わ
れ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
の
発
症
の
仕

組
み
の
解
明
と
効
果
的
な
治
療
法
開
発
に
向

け
て
、
研
究
支
援
を
強
化
す
る
。
固
と
し
て

先
月
、
初
め
て
策
定
し
た
研
究
戦
略
に
基
づ

き
、
今
後
叩
年
で
研
究
助
成
の
規
模
を
総
額

約
別
億
円
に
拡
大
し
た
い
方
針
だ
。

現
在
、
国
民
の
半
数
は
花
粉

症
や
ア
ト
ピl
性
皮
膚
炎
、
食

物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
何
ら
か
の

ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
が
あ
る
と
さ

れ
る
。
病
原
体
や
異
物
を
排
除

す
る
人
体
の
免
疫
機
能
が
過
剰ー
ー

に
働
く
こ
と
が
原
因
だ
が
、
発E
E

症
に
は
体
質
と
環
境
要
因
が
複也
思

雑
に
絡
み
、
治
療
法
に
悩
む
患九
U

者
は
多
い。

唱
U

研
究
戦
略
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー7
、

研
究
の
課
題
と
し
て
、
子
供
が旨
十

大
人
に
な
る
に
つ
れ
て
発
症
のn
サ

仕
方
が
変
化
し
た
り
、
治
療
が
唱
』

裡
数
の
診
療
科
に
ま
た
が
っ
たど
圏

り
し
た
場
合
な
ど
に
、
研
究
者ん
f

閣
の
患
者
デl
タ
の
共
有
が
不
巴
ソ

十
分
で
、
遺
伝
的
な
要
因
の
解厚

析
な
ど
、
踏
み
込
ん
だ
研
究
が

あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
な
ど
と

指
摘
し
て
い
る。

今
後
、
患
者
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
作
成
の
ほ
か
、
免
疫
に
関
す

る
基
礎
研
究
か
ら
、
患
者
が
参

加
し
て
治
療
法
の
効
果
を
確

か
め
る
臨
床
研
究
ま
で
、
幅
広

く
助
成
す
る
。
最
終
的
に
は
、

シ
ョ
ッ
ク
症
状
に
よ
る
重
症
化

や
発
症
を
予
防
す
る
治
療
法

の
開
発
を
目
指
す。
日
本
医
療

研
究
開
発
機
構
な
ど
を
通
じ

て
、
近
く
研
究
テl
マ
を
公
募

す
る
。

m
年
間
の
研
究
助
成
約
加
億

円
の
う
ち
、
来
年
度
は
、
今
年

度
の
ア
レ
ル
ギ
ー
研
究
関
連
予

算
約
5

億
8
0
0
0

万
円
に
対

し
、
5

割
増
と
な
る
約8
億
5

0
0
0

万
円
を
要
求
し
て
い

る
。

号士

im: 

売
(
東
京
)
・
夕
刊

2
0
1
8

年
間
月
市
日
(
月
)

不認定率

(%) 
①ピ、ユルガー病 38.9 
②天庖箔 37.9 
③サルコイドーシス 32.0 
④もやもや病 28.9 
⑤特発性血小板減少性紫斑病

27.4 
⑥再生不良性貧血 24.5 
⑦大動脈炎症候群 22.5 
⑧特発性拡張型心筋症 22.3 
⑨慢性炎症性脱髄性多発神経炎

21. 6 
20.5 

難
病
不
認
定

不認定率上位10疾患

病名

lf軽症j凶
難病患者への医療費助成制度の変更で「軽症J

の患者ら約15万人が制度対象から外れた問題

で、厚生労働省は認定状況の詳細をまとめ、難

病対策委員会で公表した。 制度変更前に助成対

象だった人のうち 4割近くが「不認定」とされ

た疾患がある一方、申請者全員が引き続き認定

された疾患もあり、疾患ごとにばらつきが大き

かった。 【横田愛、酒井雅浩】

2
0
1
5

年
の
難
病
法
施
行
に

伴
い
、
助
成
対
象
は
原
則
と
し
て

疾
患
ご
と
に
定
め
た
「
重
症
度
」

の
基
準
を
満
た
し
た
人
に
限
ち

れ
、
軽
症
者
は
対
象
外
と
な
っ
た
。

経
過
措
置
で
昨
年
末
ま
で
軽
症
者

も
助
成
を
受
け
色
れ
た
。

厚
労
省
は
、
経
過
措
置
対
象
者

札
万
7
0
0
0

人
を
対
象
に
今
年

1

月
時
点
の
認
定
状
祝
に
つ
い
て

調
べ
た
と
と
ろ
、
脳
の
難
病
「
プ

リ
オ
ン
病
」
な
ど
は
助
成
を
継
続

医
療
行
政
ゼロから 4 割まで

申
請
し
た
人
全
員
が
引
き
続
き
認

定
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
手
足
の

動
脈
が
閉
塞
す
る
「
ビ
ュ
ル
ガ
1

病
」
(
不
認
定
率
お
・
9

物
)
や
、

免
疫
異
常
に
よ
り
皮
膚
や
粘
膜
に

水
ぶ
く
れ
や
ひ
ら
ん
を
生
じ
る

「
天
庖
宿
」
(
同
訂
・
9

物
)
な

ど
は
不
認
定
率
が
高
く
、
約
凶
万

人
と
患
者
の
多
い
潰
虜
性
大
腸
炎

も
m
m必
が
不
認
定
だ
っ
た
。

ま
た
、
脳
血
管
に
障
害
が
生
じ

脳
梗
塞
を
起
こ
す
恐
れ
も
あ
る

「
も
や
も
や
病
」
(
同
お
・

9

物
)

な
ど
急
変
す
る
リ
ス
ク
の
あ
る
疾

患
で
も
不
認
定
の
患
者
が
い
た
。

患
者
団
体
「
日
本
難
病
・
疾
病
団

体
協
議
会
」
の
森
幸
子
代
表
理
事

は
委
員
会
で
「
『
軽
症
』
と
さ
れ

た
後
に
入
院
し
た
と
い
う
相
談
も

来
て
い
る
。
本
当
に
『
軽
症
』
な

の
か
非
常
に
疑
問
が
あ
り
、
検
証

す
る
必
要
が
あ
る
」
と
訴
え
た
。

難
病
法
に
は
施
行
後5
年
以
内

の
見
直
し
規
定
が
あ
る
。
委
員
長 の

千
葉
勉
・
関
西
電
力
病
院
院
長

は
「
基
準
の
公
平
化
が
重
要
だ
。

疾
患
ご
と
に
『
ど
れ
ぐ
ら
い
困
っ

て
い
る
か
』
を
数
値
化
し
、
認
定

す
る
よ
う
な
作
業
が
必
要
だ
」
と

し
て
、
今
後
の
議
論
の
中
で
、
重

症
度
基
準
の
見
直
し
も
検
討
す
る

考
え
を
示
し
た
。

経
過
措
置
対
象
者
全
体
で
は
約

町
万
人
(
叩
・6
物
)
が
引
き
続

き
認
定
さ
れ
、
約8
万
6
0
0
0

人
(
日
・9
物
)
が
不
認
定
と
な

っ
た
。
ま
た
、申
請
が
な
か
っ
た

り
、
不
明
だ
っ
た
り
し
た
人
は
約

6

万
1
0
0
0

人
(
8・
5

必
)

だ
っ
た
。毎

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
幻
自
(
日
)

⑮パッド・キアリ症候群

97 



Kirinuki Sokuhou 

医療と安全管理総集版 2019年 1 回

再生医療審査の流れ
※リスクの高い第 1 種の場合は
国の審査も必要 E話国

匡ヨ|
怪ヨ|
匡ヨ|
巴剖|
ド弓弓|

省労

来
春
か
ら
、
事
前
審
査
厳
格
に
厚

厚
生
労
働
省
は
、
再
生
医
療
の
監
視
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
再
生
医
療
安
全
性

確
保
法
に
基
づ
く
省
令
を
改
正
し
、
事
前
審
査
を
厳
格
化
す
る
ほ
か
、
専
門
家
ら
に
よ
る
評
価

や
利
害
関
係
が
な
い
複
数
の
委
員
の
参
加
を
義
務
付
け
る
。
来
春
か
ら
施
行
す
る
。
自
由
診
療

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
、
安
全
性
や
有
効
性
の
不
明
確
な
治
療
が
ル

l

ル
を
無
視
し
て
行
わ
れ
る
事
例

が
相
次
ぎ
、
健
康
被
害
が
出
か
ね
な
い
た
め
、
規
制
を
厳
し
く
す
る
。

ル
ー
ル
無
視
相
次
ぎ

本
庶
佑
京
都
大
特
別
教
授

が
ノ
ー
ベ
ル
賞
に
決
ま
っ
た
こ

と
に
便
乗
し
、
想
子
的
根
拠
の

乏
し
い
が
ん
免
疫
細
胞
療
法
が

増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
愛
芯 さ

れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
治
療

に
も
規
制
の
網
を
か
け
る
。

同
法
は
、
人
工
的
に
手
を
加

え
た
細
胞
を
患
者
の
体
内
に
移

植
す
る
治
療
を
再
生
医
療
と
定

態労相

義
し
、
健
康
リ
ス
ク
な
ど
に
応

じ
て
3

段
階
に
分
類
し
て
い

る
。
最
も
リ
ス
ク
が
小
さ
い
と

さ
れ
る
第3
種
で
は
、
全
国
に

約
1
0
0

カ
所
あ
る
審
査
委
員

幽量極主主主量調語圏直語通語直歯車
e再生医療の計画の審査で、専門家の評価
を義務付け

・ 審査委員会には医療機関と利害関係がな
い委員が2人以上含まれるよう規定

⑥ がん免疫細胞療法も規制の対象

・ 計画にない治療が行われた場合は速やか
に委員会に報告

・審査の議事録を公表 医
療
行
政

し
た
行
為
は
現
行
制
度
で
は
規

制
で
き
な
い
た
め
、
厚
労
省
は

法
改
正
で
抜
本
的
な
対
策
を
取

る
考
え
。

厚
労
省
へ
の
報
告
に
よ
る

と
、
圏
内
で
同
法
に
基
づ
く
再

生
医
療
を
受
け
た
人
は
年
間
4

万
人
を
超
え
る
。
人
工
多
能
性

幹
細
胞
(
i
p
S細
胞
)
な
ど

を
使
っ
た
最
先
端
の
研
究
は
ご

く
わ
ず
か
で
、
報
告
の
9

割
以

上
は
第3
種
の
自
由
診
療
。
美

容
目
的
や
効
果
の
不
明
確
な
が

ん
治
療
が
大
半
と
み
ら
れ
る
。

〈
共同
通
信
〉
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副
副

再
生
医
療
安
全
性
確
保
法
再
生
医
療
の
安
全
を
確
保
す

-
E

る
た
め
、
害
諾
す
る
医
療
機
関
に
対
し
、
実
部
計
画
の
提
出

や
事
前
審
査
を
義
務
付
け
た
法
律
。

人
工
多
能
性
幹
細
胞(
i
p
s

細
胞
)
を
用
い
る
臨
床
研
究
が
始
ま
る
な
ど
再
生
医
療
に
注
目
が
集

ま
り
、
2
0
1
4

年
日
月
に
施
行
さ
れ
た
。

が
ん
免
疫
細
胞
療
法
な

ど
細
胞
を
投
与
す
る
治
療
も
規
制
の
対
象
と
な
る

。

安
全
性
や
有
効

性
に
疑
問
が
あ
る
再
生
医
療
が
、
自
由
診
療
と
し
て
野
放
し
で
行
わ

れ
て
い
る
状
況
を
変
え
る
こ
と
も
目
的
だ
っ
た
が
、
各
地
に
設
置
さ

れ
た
委
員
会
の
質
に
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い

と
の
批
判
が
あ
る。

会
が
、
医
療
機
関
の
計
画
を
事

前
審
査
し
、
認
め
ら
れ
れ
ば
実

施
で
き
る
。

今
回
の
省
令
改
正
で
、
委
員

会
が
第3
種
の
計
画
を
審
査
す

る
際
に
は
、
対
象
の
病
気
の
再

生
医
療
に
詳
し
い
専
門
家
の
評

価
を
義
務
付
け
る
。
ま
た
委
員

会
に
は
、
医
療
機
関
と
利
害
関

係
が
な
い
委
員
が2
人
以
上
含

ま
れ
る
よ
う
規
定
す
る
。

第
3

種
以
外
で
も
計
画
に
な

い
治
療
が
行
わ
れ
た
場
合
に

は
、
速
や
か
に
委
員
会
ヘ
報
告

を
求
め
る
。
審
査
の
議
事
録
も

公
表
す
る
。

医
療
機
関
の
中
に
は
、
最
初

に
計
画
を
審
査
し
た
委
員
会
が

実
施
を
認
め
な
か
っ
た
場
合

に
、
審
査
の
甘
い
別
の
委
員
会

へ
と
変
更
す
る
「
委
員
会
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る
行
為

を
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

こ
う

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
泣
日
(
月
)
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厚
生
労
働
省は
高
度
な
手
術
実
績
な
ど
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
重
症
患
者
へ
の
対
応
」
を
標
携
す
る
病
院
の

解
消
に
動
き
出
す
。2
0
1
8

年
度
中
に
手
術
や
救
急
医
療
の
実
績
な

ど
定
量
的
な
新
基
準
を
都
道
府
県
単
位
で
導

入
す
る。
基
準
に
該
当
し
な
い
病
院
に
は
高
度
医
療
を
担
う
届
け
出
を
で
き
な
い
よ
う
に
す
る

。

各
地
域
で
実
態
に

合
っ
た
病
床
へ
の
再
編
を
後
押
し
し

、

効
率
的
な
医
療
体
制
の
構
築
に
つ
な
げ
る
。

地
域
の
病
床
再
編
後
押
し

病
院
の
機
能
に
は
、

重
症

患
者
向
け
の
「
高
度
急
性
期
」

と

「急
性
期
」、

リ
ハ
ビ
リ

な
ど
を
通
じ
て
在
宅
復
帰
を

目
指
す
「
回
復
期
」
、
長
期

の
療
養
を
目
的
と
し
た
「
慢

性
期
」
が
あ
る。

国
は
団
塊
の
世
代
が
百
歳

以
上
に
な
る2
0
2
5

年
を

目
標
に、

急
性
期
の
病
院
ベ

ッ
ド
(
病
床
)
を
減
ら
し
、

高
齢
化
で
需
要
が
増
す
回
復

期
病
床
を
手
厚
く
す
る
「
地

域
医
療
構
想
」
を
進
め
て
い

る
。

構
想
の
必
要
病
床
数
を

み
る
と、
急
性
期
・

高
度
急

性
期
は
日
年
度
に
比
べ
約
加

%
減
ら
す
必
要
が
あ
る

。

た
だ
、
病
院
側
に
と
っ
て

は
、
手
厚
い
医
療
の
体
制
を 新しい基準で病院の「実力jを正確につかむ

惨 ムム県
基準をもとに
チェック(手術
や救急医療の
実績など )

届け出

る川
る
ス
ぁ
-
』
仇

ω

肌
婆

ら

体
必

な
ず

床
す

達
せ

E
V
病
や

禾
理
1

司
た
富

準
受
つ
市

基
沿
司

a
司
こ
ロ

M

一

勧
病
実
期
の
復制
回

A積院

120 
万
100 

80 

60 

40 

敷
く
急
性
期
病
床
は
支
払
わ

れ
る
診
療
報
酬
が
高
い
。
「
高

度
な
医
療
を
担
って
い
る
」

と
の
イ
メー
ジ
も
強
く
、
名

乗
り
た
が
る
傾
向
が
あ
る
。

厚
労
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

実
態
が
な
い
こ
と
が
疑
わ
れ

る
急
性
期
病
棟
は
全
国
に
約

3

千
棟
、
全
体
の
は
%
に
達

す
る
と
さ
れ
る。
新
基
準
で

急
性
期
病
棟
を
絞
り
込
む
効

果
を
見
込
ん
で
い
る
。

厚
労
省
が
実
態
把
握
で
活

用
す
る
の
が
、
地
域
ご
と
の

病
床
の
分
布
を
把
握
す
る

医
療
行
政

20 

0 1 -・ 1・・・・高度急性期
2015年度の病床数 25年の必要病床数

(出所) 燃政制度等審議会の資料から作成

「
病
床
機
能
報
告
」
と
呼
ば

れ
る
制
度
だ。
実
際
の
病
棟

に
は
様
々
な
患
者
が
入
院
し

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
最

も
多
く
手
掛
けて
い
る
医
療

機
能
を
報
告
す
る。

い
ま
は
機
能
ごと
の
基
準

が
厳
密に
定
義
づ
け
ら
れ
て

お
ら
ず
、
各
病
院
の
判
断
に

委
ね
ら
れ
て
い
る。
同
じ
よ

う
な
機
能
を
担
っ
て
い
て
も

病
院
に
よ
っ
て
「
急
性
期
」

と
報
告
し
た
り
「
回
復
期
」

と
称
し
た
り
と
異
な
る
ケ
ー

ス
が
あ
る。

そ
こ
で
厚
労
省
は
、
病
床

数
あ
た
り
の
手
術
の
実
施
数

な
ど
、
定
量
的
な
基
準
を
導

入
し
て
病
床
の
機
能
を
正
確

に
把
握
す
る
こ
と
を
都
道
府

県
に
求
め
る。
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
病
院
は
急
性
期

な
ど
と
報
告
で
き
な
い
よ
う

に
な
り

、

正
確
な
現
状
把
握

に
つ
な
が
る
と
み
て
い
る
。

病
床
機
能
報
告
の
内
容
は

個
別
の
病
院
ご
と
に
自
治
体

が
公
表
し
て
い
る。
定
量
的

な
基
準
の
導
入
は
患
者
側
に

正
確
な
病
院
の
役
割
を
伝
え

る
効
果
も
あ
る。

具
体
的
な
基
準
は全
国

一

律
で
は
な
く
、
各
都
道
府
県 で

決
め
るよ
う
に
す
る
。
地

域
ご
と
の
実
情
に
合
わ
せ
た

も
の
に
す
る
ほ
か
、
先
行
し

て
基
準
を
定
め
て
い
る
自
治

体
の
取
り
組
み
を
後押し
す

る
狙
い
も
あ
る
。
例
え
ば
、

奈

良
県
で
は
、
急
性
期と
報
告

す
る
病
棟に
つ
い
て
「
閃
床

あ
た
り
の
手
術
と
救
急
入
院

件
数
が
計1
日
2

件
」
な
ど

の
独
自
基
準
を
設
け
て
い

る
。

新
基
準
で
病
床
数
の
実
態

が
把
握
で
き
れ
ば
、
地
域
医

療
構
想
で
定
め
て
い
る
機
能

別
の
病
床
数
計
画
が
実
際
の

需
要
に
合
っ
て
い
る
か
の
点

検
に
も
役立
つ。
実
態
と
異

な
る
病
床
数
を
前
提
に
計
画

が
作
ら
れ
て
い
れ
ば
、
お
年

の
時
点
で
、
必
要
以
上
に
急

性
期
病
床
が
削
減
さ
れ
て
い

た
り
、
回
復
期
病
床
が
逆
に

足
り
な
く
な
っ
た
り
す
る
事

態
が
生
じ
か
ね
な
い
。

厚
労

省
は
新
基
準
を
テコ
に
地
域

実
態
に
合
わ
せ
た
病
床
再
編

を
促
進
し
た
い
考
え
だ
。

日
本
経
済
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
泊
日(月
)
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「あ
な
た
の
話
は
具
体

的
す
ぎ
て
わ
か
り
に
く

い
。

も
っ
と
抽
象
的
に
話

し
て
く
だ
さ
い
」
(
数
学

者
、
吉
田
耕
作
の
言
葉
)

。

税
学
者
に
向
い
て
い
る
の

は
、
好
奇
心
旺
盛
、
法
則

性
一
般
性
に
ひ
か
れ
る
、

複
雑
な
こ
と
が
苦
手
、
数

や
量
に
こ
だ
わ
る
人
と
の

こ
と
。

な
か
な
か
興
味
深

古
川
~

〆
紘
一
、

糾
学
の
発
達
す
る
近
代
学
の
ミ
シ
ェ
ル
・
フ

l

コ

以
前
、
私
た
ち
の
祖
先
は
、
ー
は
、
こ
の
糾
学
至
上
主

こ
の
も
の
が
た
り
的
知
と
義
に
疑
問
を
呈
し
た

。

彼

い
う
レ
ン
ズ
で
世
界
を
み
ら
は
、
税
学
の
知
は
人
間

て
い
た。
い
ま
の
医
学
は
、
の
知
の
ひ
と
つ
の
あ
り
方

も
の
変
り
的
知
に
対
し
に
過
ぎ
な
い
と
語
る
。

知

て
と
て
も
手
厳
し
い
。

証
の
あ
り
ょ
う
は
、
従
来
の

拠
が
な
い
、
不
合
理
、
一
桝
学
(
医
学
)
が
考
え
る

貫
性
が
な
い
と
攻
撃
す
よ
り
、
ず
っ
と
裾
野
が
広

る
。

皮
肉
な
こ
と
に
、
じ
い
の
で
あ
る

。

つ
は
税
学
自
体
も
壮
大
な
ナ
チ
ス
の
強
制
収
容
所

知
の
あ
り
方
と
地
域
医
療

も
の
が
た
り
の
ひ
と
つ
か

も
し
れ
な
い。
不
合
理
な

因
習
か
ら
の
解
放
、
知
識

や
技
術
に
よ
り
社
会
は
か

な
ら
ず
進
歩
す
る
と
い
う

「
解
放
と
進
歩
」
の
も
の

が
た
り
で
あ
る。

し
か
し
、
初
世
紀
の
ポ

ス
ト
モ
ダ
ン
の
思
想
家
た

ち
、
文
化
人
類
学
の
レ
ヴ

イ
H

ス
ト
ロ
ー
ス
、
系
譜

豆豆 ‘ 
日一一

い
話
で
は
な
い
か
。

そ
も
そ
も
現
代
の
医
学

は
、
税
学
に
も
と
づ
い
て

作
り
上
げ
る
べ
き
、
と
い

う
強
い
信
念
が
あ
る
。

病

気
の
診
断
と
治
療
の
根
拠

を
関
わ
れ
る
の
で
、
各
学

会
か
ら
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

が
出
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ

く
医
療
を
お
こ
な
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。

絶
対
的

谷口鳥取大学医学部地域医療学講座教授

真
理
が
根
底
に
あ
り
、
そ

れ
に
向
か
っ
て
歩
む
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
つ
よ
い
。

そ
し
て
、
医
学
部
で
勉

強
し
て
い
る
と
、
あ
ら
ゆ

る
病
気
は
明
快
で
あ
る
か

の
よ
う
な
錯
覚
に
と
ら
わ

れ
る。
病
態
や
原
因
が
は

っ
き
り
し
な
い
患
者
を
み

る
と
、
何
と
な
く
気
持
ち

が
悪
い
、
複
雑
な
問
題
は 扱

い
づ
ら
い
、
と
い
っ
た

感
覚
に
陥
り
や
す
い
。

と

こ
ろ
が
、
現
実
の
患
者
さ

ん
や
社
会
事
象
は
複
雑
で

あ
り
、
と
き
に
不
合
理
だ

っ
弘
行Jす
る。
地
域
医
療

の
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の

現
場
は
そ
の
よ
う
な
事
象

で
満
ち
て
い
る。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か。
私
は
、
も
の
が

た
り
的
知
(
ナ
ラ
テ
ィ
プ

の
知
)
を
意
識
す
る
こ
と
、

人
間
の
一
回
性
個
別
性

(
か
け
が
え
の
な
さ
)
を

尊
重
す
る
こ
と
、
で
は
な

い
か
と
思
う。
も
の
が
た

り
と
は
、
寓
話
、
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
の
よ
う
な
お
話
に

よ
る
世
界
観
で
あ
り
、
現

実
世
界
の
解
釈
や
意
味
に

注
目
す
る。

意
見
・
社
説

を
生
き
延
び
たVE
・
フ

ラ
ン
ク
ル
は
「
夜
と
霧
」

の
中
で
「
ひ
と
り
ひ
と
り

の
人
間
を
特
徴
づ
け
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
の
存
在
性
に

意
味
を
与
え
る
一
回
性
と

唯
一
性
は
、
仕
事
や
創
造

だ
け
で
な
く
、
他
の
人
や

そ
の
愛
に
も
言
え
る
の

だ
。

こ
の
か
け
が
え
の
な

さ
は
、
意
識
さ
れ
た
と
た ん

、
人
闘
が
生
き
る
と
い

う
こ
と
に
対
し
て
担
っ
て

い
る
責
任
の
重
さ
を
、
ま

ざ
ま
ざ
と
気
づ
か
せ
る
」

と
語
る。

制
学
の
言
葉
で
は
抽
象

化
さ
れ
た
「ヒ
ト

」
の
一

例
で
あ
っ
て
も
、
自
の
前

の
そ
の
人
は「か
け
が
え

の
な
い
、
た
っ
た
一
回
き

り
の
存
在」
と
い
う
視
点

が
大
切
で
あ
る
。

お
そ
ら

く
、
全
人
的
医
療
と
い
う

の
は
、
糾
学
と
も
の
が
た

り
を
行
き
来
す
る「や
じ

ろ
べ
え
」
の
よ
う
な
柔
軟

な
知
的
態
度
を
持
つ
こ
と

で
し
か
実
現
で
き
な
い

。

税
学
的
に
考
え
る
姿
勢

と
、
複
雑
で
不
条
理
な
人

間
と
い
三
仔
在
を
扱
う
も

の
が
た
り
の
知
、
そ
の
両

方
を
か
き
混
ぜ
ら
れ
る
よ

う
な
人
間
で
あ
り
た
い
と

思
う。

(
米
子
市
)
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紀宏浜田鳥取大学医学部地域医療学講座

で
き
た
と
い
う
こ
と
だ
ね

。

そ
れ
で
は
、3
時
か
ら
訪

問
診
療
に
出
か
け
よ
う
」

浜
田
「よ
ろ
し
く
お
ね

が
い
し
ま
す」

車
内
に
て
、
浜
田「ひ

と
つ
疑
問
に
思
っ
た
の
で

す
が
、
往
診
は
訪
問
診
療 常

生
活
動
作(
A
D
L
)

が
低
下
し
た
患
者
さ
ん
が

対
象
で
し
ょ
う
か」

医
師
「そ
う
だ
ね
、
他

に
も
家
族
や
家
の
様
子
な

ど
、
総
合
的
に
判
断
し
て

い
る
。

こ
れ
か
ら
お
邪
魔

す
る
男
性
(卯
代)
は
前

隣
に
住
む
娘
が
ひ
孫
を

車
か
ら
降
ろ
し
な
が
ら
、

「空
い
て
ま
す
の
で
先

に
お
入
り
く
だ
さ
い」

医
師
ほ
か
「こ
ん
に
ち

は
。

お
邪
魔
し
ま
す」

患
者
「お
世
話
に
な
り

ま
す
」

続
・
熱
血
ド
ク
タ
ー
と

学
ぶ
地
域
に
お
け
る

訪
問
診
療
と
往
診

と
違
う
も
の
で
す
か
?
」

医
師
「訪
問
診
療
は
患

者
『
%
の
同
意
を
得
て
訪

問
日
と
診
療
内
容
を
あ
ら

か
じ
め
計
画
し
て
行
う
も

の
、
家
か
ら
の
要
請
で
別

の
日
に
診
療
す
る
こ
と
を

往
診
と
区
別
し
て
い
る」

浜
田
「い
ず
れ
も
、
日

の
実
習
の
と
き
に
入
院
し

て
お
ら
れ
た
よ
ね
。

も
と

も
と
一
人
暮
ら
し
で
、
心

臓
の
調
子
が
悪
く
足
も
弱

っ
て
い
る
の
で
訪
問
す
る

こ
と
に
し
た
ん
だ」

玄
関
先
で
、
医
師・
看

護
師
「こ
ん
に
ち
は
、0

0
病
院
で
す」

医
師
「
(診
察
し
な
が

ら
)
今
日
は
天
気
が
よ
く

景
色
が
き
れ
い
で
す
ね
。

(学
生
に)
血
圧
な
ど
、

診
察
し
て
み
て」

患
者
の
娘
「カ
ー
テ
ン

で
仕
切
ら
れ
た
白
い
ベ
ッ

ド
と
違
っ
て
、
家
の
方
が

落
ち
着
く
よ
う
で
す
。

こ

意
見
・

社
説

れ
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

職
員
さ
ん
が
害
か
れ
た
日

記
帳
で
す」

医
師
「血
圧
や
体
温
、

体
重
が
安
定
し
て
い
ま

す
。

(
患
者
さ
ん
に
)
い

つ
も
利
用
者
さ
ん
と
碁
を

う
た
れ
る
の
で
す
ね」

患
者
「楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
」

患
者
の
娘
「丁
寧
に
み

て
い
た
だ
け
る
し
、
風
呂

も
利
用
で
き
る
の
で
、
助

か
っ
て
い
ま
す」

そ
の
後
、
医
師
が
話
を

終
え
て
学
生
が
カ
ル
テ
を

費
H
終
え
るの
を
確
認
し

て
か
ら
、
「次
は2
週
間

後
に
参
り
ま
す
。

お
薬
は

あ
と
で
取
り
に
い
ら
し
て

く
だ
さ
い」

患
者
と
娘
「あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た」

帰
り
の
車
内
に
て
、

医
師
「家
は
癒
や
し
の

空
間
で
あ
り
、
病
棟
と
比

日
本
海
新
聞
・
朝
刊

(
関
連
記
事 ベ

て
心
に
ゆ
と
り
が
で
き

や
す
い」

浜
田
「確
か
に
入
院
中

と
違
っ
て
、
表
情
が
落
ち

着
い
て
い
ま
し
た
。

あ
と

一
緒
に
お
ら
れ
た
方
が
忙

し
そ
う
な
印
象
を
も
ち
ま

し
た
」

看
護
師「訪
問
先
で
は
、

患
者
さ
ん
を
支
『
え
る
家
族

の
様
子
、
家
の
散
ら
か
り

具
合
、
食
事
や
お
薬
の
管

理
が
な
さ
れ
て
い
る
か
な

ど
多
く
の
こ
と
を
観
察
し

ま
す
」

医
師
「医
師
は
介
護
者

の
体
調
に
も
目
を
向
け
る

必
要
が
あ
る。
こ
の
よ
う

に
病
院
で
の
診
療
と
ち
が

う
、
訪
問
診
療
な
ら
で
の

特
徴
を
い
か
し
た
患
者
さ

ん
の
み
か
た
を
、
地
域
医

療
を
目
指
す
人
に
は
学
ん

で
ほ
し
い」

※
注
・

架
空
の
患
者
さ

ん
で
す。

(
米
子市
)
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ノーベル平和賞ムクウェゲ・氏|

感謝
「
日
本
含
め
世
界
に
責
任
」

【
ブ
カ
ブ
共
同
}
コ
ン
ゴ
(
旧

ザ
イ
l

ル
)
紛
争
下
で
性
暴
力

被
害
者
の
治
療
に
尽
力
し
、
今

年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
が

決
ま
っ
た
男
性
産
婦
人
制
医
デ

ニ
・
ム
ク
ウ
ェ
ゲ
氏
(
臼
)
が

6

日
、
東
部
ブ
カ
ブ
の
病
院
で
共

同
通
信
の
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
応
じ
た。
世
界
中
で
需
要
が

多
い
レ
ア
メ
タ
ル
(
希
少
金
属
)

の
奪
い
合
い
が
コ
ン
ゴ
紛
争

の
原
因
だ
と
指
摘
し
「
日
本
を

は
じ
め
世
界
中
の
人
々
に

(
紛
争
に
伴
う
)
性
暴
力
に
立

ち
向
か
う
責
任
が
あ
る
」
と
語

っ
た。

ム
ク
ウ
ェ
ゲ
氏
は
コ
ン
ゴ
の

紛
争
に
つ
い
て「経
済
戦
争
だ」

と
表
現
「
世
界
中
の
人
々
や

企
業
は
利
益
の
こ
と
ば
か
り
考

え
て
い
る。
利
益
追
求
が
性
暴

力
被
害
者
の
苦
し
み
に
直
結
し

て
い
る
」
と
訴
え
た
。

受
賞
決
定
に
つ
い
て
は
「
非

常
に
う
れ
し
い
。

被
害
女
性
の

苦
し
み
が
世
界
に
認
識
し
て
も

ら
え
た」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

性
被
害
を
告
発
す
る「#
M
e

T
0
0

」
(
「私
も」
の
意
)

運
動
が
欧
米
を
中
心
に
盛
ん
な

こ
と
に
触
れ
、「
世
界
中
で
近

年
、
女
性
が
被
害
を
打
ち
明
け

や
す
く
な
っ
て
い
る。
(問
題

解
決
に
向
け
)
希
望
は
あ
る
」

デ
ニ
・
ム
ク
ウ
ェ
ゲ
氏
1
9
5
5

年
3

月
1

日
、
コ
ン
ゴ
(
旧

ザ
イ1
ル
)
東
部
南
キ
プ
州
プ
カ
プ
生
ま
れ

。

父
は
キ
リ
ス
ト
教
の

牧
師。
隣
国
プ
ル
ン
ジ
で
医
学
を
生
ん
だ
後
、
南
キ
プ
州
の
農
村
部

の
病
院
で
勤
務
。

そ
の
後
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
、
的
年
に
プ
カ
プ
で

パ
ン
ジ
病
院
を
空
襲
力
被
害
者
の
生
活
轟
や
女
性
の
権
利

向
上
に
取
り
碧
パ
ン
ジ
財
号
立
ち
ょ
げ
た
。
国
連
人
妻

(
2

8
8

年
)
や
欧
州
連
主
口
(
E
U
)欧
州
議
会
の
サ
ハ
ロ
フ
賞
(
M

年
)
も
受
賞
し
た
。

今
月5
日
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
が
決
定

。

本
庶
さ
ん

性暴力の背景に資源争奪

コ
ン
ゴ
紛
争
ア
フ
リ
カ
大
陸
中
央

町』
d

部
に
位
置
し
、
人
口
約
8
1

F
A【
3
4

万
人
の
コ
ン
ゴ
(
旧
ザ

哩

イ
l

ル
)は
レ
ア
メ
タ
ル(
希

i
b

少
金
属
)
が
豊
富
。
1
9
6

0

年
に
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
独
立
。

凶
年、

政
府
と
反
政
府
勢
力
の
内
戦
に

。
ダイ

ヤ
モ
ン
ド
や
豊
富
な
鉱
物
資
源
の
利
権

も
絡
み
、
ジ
ン
パ
プ
エ
や
ル
ワ
ン
ダ
な

ど
周
辺
国
を
巻
き
込
ん
だ
国
際
紛
争
に

発
展
し
た。
2
0
0
2

年
に
ル
ワン
ダ

な
ど
と
和
平
協
定
に
調
回
、
凶
年
に
暫

定
政
府
が
発
足
。

し
か
し
、
そ
の
後
も

武
装
勢
力
が
乱
立
し
て
戦
闘
が
頻
発
、

世
界
最
悪
規
模
の
人
道
危
機
と
言
わ
れ

る
。

と
強
調
し
た。

一
方
、
コ
ン
ゴ
で
は
最
近
も

民
兵
ら
に
よ
る
集
団
暴
行
事
件

が
発
生
し
た
と
言
及
。

兵
士
ら

が
性
暴
力
を
家
族
や
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
破
壊
す
る
た
め

の
「
戦
争
の
武
器
」
と
し
て
利

用
し
て
い
る
と
非
難
し
た

。

こ
れ
ま
で
治
療
を
担
当
し
た

患
者
の
中
に1
歳
半
の
女
児
が

い
た
こ
と
も
明
ら
か
に
し
た
。

「
レ
イ
プ
さ
れ
、
性
器
が
破
壊

さ
れ
て
い
た」
と
説
明。
手
術

妻
と
喜
び
か
み
し
め

注
目
さ
れ
て
い
な
い
研
究
対
象
に
取
り
組
む
こ
と
の
跡
酔
時
を
後
進
に
伝
え
て
き
た

京
都
大
特
別
教
授
の
本
庶
佑
さ
ん
(
七
る

。

ノ
ー
ベ
ル
賞
を
分
け
合
う
こ
と
に
な
っ
た
長

年
の
知
己
と
す
れ
違
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
好
奇
心
、
勇
気
、
挑
戦
、
確
信
、
集
中
、

継
続
と
い
う
英
単
語
の
頭
文
字
の
「
六
つ
の
C

」
を
大
切
に
歩
い
て
き
た
。

受
賞
決
定

の
知
ら
せ
か
ら
一
夜
明
け
た
二
日
の
会
見
で
は
研
究
に
専
念
さ
せ
て
く
れ
た
家
族
へ
の

感
謝
の
言
葉
を
繰
り
返
し
、
「
こ
う
い
う
人
生
を
二
度
や
り
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ

た
。

ノーベル賞

し
ょ
う
が
な
か
っ
た
か
な
あ
と

思
う
」
と
、
笑
み
を
浮
か
べ
て

振
り
返
っ
た。

妥
協
し
な
い
研
究
姿
勢
で
知

ら
れ
る
本
庶
さ
ん。
滋
子
さ
ん

は
、
夫
婦
の
会
話
な
ど
家
庭
の

さ
さ
い
な
こ
と
で
も
、
細
か
く

を
重
ね
、
命
は
助
か
っ
た
と
い

う
。
「

と
て
も
悲
し
か
っ
た
。

治
療
に
携
わ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
の

多
く
が
心
的
外
傷
(
ト
ラ
ウ
マ
)

を
抱
え
た」
と
述
べ
、
性
暴
力

の
悲
惨
さ
を
訴
え
る
と
と
も
に

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
国

際
社
会
に
求
め
た
。
〈
共
同
通
信
〉

北
園
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
8

日
(
月
)

突
き
詰
め
て
く
る
場
合
が
多
い

と
打
ち
明
け
「
こ
う
い
う
態
度

が
今
回
の
結
果
に
つ
な
が
っ
た

の
で
は
」
と
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

て
語
っ
た。

二
十
分
ほ
ど
の
会
見
で
は
、

緊
張
し
た
滋
子
さ
ん
の
声
が
通

る
よ
う
に
、
本
庶
さ
ん
が
マ
イ

ク
を
近
づ
け
る
場
面
も
あ
っ

た
。

(
安
田
功
)
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家族に、進研究ま
京
都
大
の
会
見
場
に
は
、
本

庶
さ
ん
と
共
に
妻
滋
子
さ
ん

(
七
色
の
姿
も
あ
っ
た
。

「
研
究

に
ま
い
進
で
き
た
の
は
家
族
の

お
か
げ
」
(
本
庶
さ
ん
)
「
支
え

て
き
た
の
は
、
し
ょ
う
が
な
か

っ
た
の
か
な
」
(
滋
子
さ
ん
)

。

静

か
な
口
調
で
喜
び
を
分
か
ち
合

っ
た。本

庶
さ
ん
は
会
見
で
「家
族

の
細
か
い
こ
と
は
タ
ッ
チ
せ

ず
、
典
型
的
な
亭
主
関
白
と
し

て
研
究
に
ま
い
進
し
て
き
た
」

と
回
顧。

「
家
族
に
感
謝
し
て

い
る
。

こ
ん
な
人
生
を
『ま
た

や
り
た
い
』
と
言
う
と
、
ぜ
い

た
く
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
充
実

し
て
い
た
」
と
語
っ
た。

滋
子
さ
ん
は
大
学
時
代
、
本

庶
さ
ん
と
同
じ
生
命
科
学
の
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
た。

「
大

変
さ
を
知
っ
て
お
り
、
支
え
る

側
に
回
っ
て
き
た
」
と
、
ひ
と

言
ず
つ
か
み
し
め
る
よ
う
に
話

し
た
。

一
男
一
女
を
育
て
な
が

ら
、
米
国
や
日
本
各
地
を
転
々

と
す
る
生
活
だっ
た
が
「
あ
っ

と
い
う
問
。

今
回
、
受
賞
す
る

結
果
と
な
り
、
大
変
う
れ
し

く
、

家
庭
を
支
え
た
こ
と
も
、

後
進
に
伝
え
る
6

つ
の
「C
」

本
庶
さ
ん
が
弟
子
た
ち
に
説
い

て
き
た
の
は
、
有
望
な
研
究
対
象

を
見
抜
く
目
の
大
切
さ。
受
賞
を

決
め
た
タ
ン
パ
ク
質
「PD
l

l

」

の
研
究
は
、
本
庶
さ
ん
自
ら
が
掘

り
出
し
た
「
原
石
」
だ
っ
た。

本
庶
さ
ん
の
下
で
学
ん
だ
大
学

院
生
の
こ
ろ
、
が
ん
に
関
す
るP

D
l

l

の
働
き
を
マ
ウ
ス
で
初
め

て
確
認
し
た
日
本
医
科
大
の
岩
井

佳
子
教
授
(四
七)は
「
注
目
さ
れ
て

い
な
い
と
こ
ろ
で
、
新
し
い
価
値

を
見
い
だ
す
こ
と
が
大
切
だ
と
話

し
て
い
た
」
と
振
り
返
る。

当
時
の
本
庶
さ
ん
は
非
常
に
多

忙
で
、
学
生
で
す
ら
直
接
会
う
チ

ャ
ン
ス
は
め
っ
た
に
な
か
っ
た。

急
ぎ
の
報
告
が
あ
れ
ば
紙
に
書

き
、
研
究
室
の
前
に
置
い
て
あ
る

古
い
木
箱
に
入
れ
て
伝
え
る
仕
組

好奇心=CURIOSITY
勇気=COURAGE
挑戦=CHALLENGE
確信=CONFIDENCE
集中=CONCENTRATION
継続=CONTINUATION

み
に
な
っ
て
い
た。

実
験
で
良
い
結
果
が
出
た
こ
と

を
木
箱
経
由
で
報
告
す
る
と
、
本

庶
さ
ん
の
自
筆
で
「
お
め
で
と

う
」
。

「
そ
の
文
字
を
見
た
だ
け

で
も
研
究
を
頑
張
ろ
う
と
思
っ

た
」
と
岩
井
さ
ん。

本
庶
さ
ん
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

「
六
つ
のC
を
大
切
に
」
と
掲
げ

る
。

英
語
の
「
好
奇
心H
n
c
回
目

。
白
、H
4」
「
勇
気
l

n
c
c
月

〉
の
開
」
「
挑
戦l
n
Z
〉
口
、
開

z
o
開
」
「確
信
u

n
o
z
E口

開
z
h
開
」
「
集
中H
n
o
Z
打
開

Z
H，
同
〉
→
円OZ
」
「
継
続
H

n

o
z
→
-
z
c〉
→
-
o
Z」
の
頭
文

字
。

自
ら
の
モ
ッ
ト
ー
は
、
後
進
の

若
者
た
ち
へ
の
激
励
で
も
あ
る
。

「
ど
ん
な
に
忙
し
く
て
も
先
生

は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
機
会
を
設
け

て
、
必
ず
参
加
し
て
く
れ
た
。

一

一
言
一
言
が
す
ご
く
重
く
、
核
心
を

つ
い
て
い
た
」
と
恩
師
へ
の
感
謝

の
言
葉
を
口
に
し
た。

共
同
研
究
断
ら
れ
た
過
去

本
庶
さ
ん
は
、
共
同
受
賞
者

の
ジ
ェ
l

ム
ズ
・
ア
リ
ソ
ン
米

テ
キ
サ
ス
大
教
授(七
O
)と
長
い

交
流
が
あ
る
が
、
過
去
に
は
共

同
研
究
を
断
ら
れ
た
苦
い
思
い

出
も
あ
る
。

本
庶
さ
ん
は
一
九
八
0
年

代
、
免
疫
細
胞
の
研
究
を
一
緒

に
や
ろ
う
と
誘
う
た
め
、
米
国

の
ア
リ
ソ
ン
さ
ん
の
自
宅
を
訪

ね
た
。

だ
が
返
っ
て
き
た
答
え

は
「
他
の
研
究
チ
I

ム
と
組

む
」
。

結
局
、
そ
の
テl
マ
で

結
果
を
先
に
出
し
た
の
は
第
三

者
の
チ
l

ム
だ
っ
た
。

過
去
に
は
す
れ
違
っ
た
二
人

も
、
そ
れ
ぞ
れ
画
期
的
な
発
見

で
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
分
け
合
う
こ

と
に
な
っ
た
。

本
庶
さ
ん
と
ア

リ
ソ
ン
さ
ん
は
免
疫
の
ブ
レ
ー

キ
役
と
な
る
別
々
の
タ
ンパ
ク

質
を
発
見
、
新
し
い
治
療
薬
の

開
発
に
結
び
つ
け
た。
薬
は
広

範
な
が
ん
に
効
果
を
示
し
、
多

く
の
患
者
を
救
え
る
こ
と
が
分

か
り
つ
つ
あ
る。

受
賞
発
表
後
の
記
者
会
見

で
、
本
庶
さ
ん
は
「
ベ
ス
ト
な

組
み
合
わ
せ
。

極
め
て
妥
当

だ
」
と
断
言。

ア
リ
ソ
ン
さ
ん

も
、
二
人
の
成
果
を
元
に
し
た

薬
を
併
用
す
る
と
生
存
率
が
さ

医
療
ニ
ュ
ー
ス

ら
に
高
ま
る
と
の
研
究
結
果
に

触
れ
、
「
今
後
さ
ら
に
多
く
の

患
者
を
助
け
る
こ
と
に
つ
な
が

る
か
も
し
れ
な
い
」
と
話
し
た

。

小
野
薬
品
株
が

年
初
来
高
値
に

オ
プ
ジl
ポ
開
発

一
一
日
午
前
の
東
京
株
式
市
場

で
、
小
野
薬
品
工
業
の
株
価
が

取
引
開
始
直
後
に
前
日
比
二
百

二
十
円
高
の
一
時
三
千
四
百
三

十
円
ま
で
上
昇
し
年
初
来
高
値

を
更
新
し
た。
本
庶
特
別
教
授

の
発
見
を
、
同
社
は
が
ん
の
免

疫
治
療
薬
「
オ
プ
ジl
ボ
」
開

発
に
つ
な
げ
実
用
化
し
た

。

午
前
の
終
値
は
前
日
比
七
十

二
円
高
の
三
千
二
百
八
十
二

円
。

同
社
の
二O
一
八
年
三
月

期
の
連
結
売
上
高
は
、
オ
プ
ジ

l
ボ
発
売
前
の
一
四
年
三
月
期

の
約
一
・
八
倍
に
増
加
し
た
。

薬
価
は
当
初
か
ら
は
引
き
下
げ

ら
れ
た
が
、
一
九
年
三
月
期
も

5

・
8

%
の
増
収
を
見
込
む。

東
京
新
聞
・
夕
刊

2
0
1
8

年
問
月
2

日
(
火
)
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医
学
部
入
試
規
範
作
成
ヘ

募
集
要
項
周
知
方
法
な
ど
検
討

複
数
の
大
学
の
医
学
部
入
試

で
不
正
な
得
点
操
作
な
ど
が
判

明
し
た
こ
と
を
受
け
、
医
学
部

を
持
つ
大
学
や
病
院
で
作
る

「全
国
医
学
部
長
病
院
長
会
議」

は
回
目
、
公
平
、
公
正
な
入
試

の
あ
り
方
に
関
す
る
規
範
を1

か
月
以
内
に
示
す
こ
と
を
明ら

か
に
し
た。
医
学
部
を
持
つ
全

国
の
大
学
に
、
規
範
に
基
づ
き

入
試
を
改
善
す
る
よ
う
促
す。

同
会
議
は
小
委
員
会
を
設

け
、
受
験
生
の
性
別
、
浪
人
年

数
、
地
域
受
験
枠
な
ど
を
踏
ま

え
た
公
平
な
選
抜
方
法
や
、
募

集
要
項
な
ど
で
の
周
知
方
法
に

つ
い
て
検
討
す
る。

こ
の
日
、
小
委
員
会
の
委
員 長

を
務
め
る
嘉
山
孝
正
・
山
形

大
医
学
部
参
与
は
記
者
会
見
し

「入
試
の
眼
目
は
良
い
医
療
人

に
な
り
得
る
人
材
を
と
る
こ
と

だ
」
と
強
調。
浪
人
年
数
を
例

に
挙
げ
「合
否
判
定
の
材
料
だ

と
募
集
要
項
に
示
せ
ば
、
受
験

生
の
判
断
材
料
に
な
る。
受
験

生
が
不
公
平
と
思
わ
な
い
要

項
を
作
り
た
い」
な
ど
と
語
っ

た
。

読

官
冗
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1

8

年
間
月
げ日
(
水
)

医
療
ニ
ュ
ー
ス

不
適
切
入
試
疑
い
4

事
例

医
学
部
調
査
文
科
省
が
中
間
報
告

文
部
制
学
省
は
お
目
、
全
国

凱
大
学
の
医
学
部
医
学
判
明
の
入

試
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
不

正
調
査
の
中
間
報
告
を
公
表

し
、
性
別
や
浪
人
年
数
で
合
否

判
定
に
差
を
つ
け
る
な
ど
、
複

数
の
大
学
で
不
適
切
な
入
試
が

行
わ
れ
た
疑
い
が
あ
る
事
例
を

示
し
た。

柴
山
昌
彦
文
和
相
は

同
日
の
会
見
で
、
「
受
験
生
が

安
心
し
て
受
験
で
き
る
よ
う
公

正
な
入
試
の
実
施
を
求
め
る
」

と
述
べ
た。

報
告
書
に
よ
る
と
、
不
適
切

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
事
案
と

し
て
、
マ
学
力
検
査
で
の
得
点

が
同
等
で
も
、
女
性
や
浪
人
回

数
が
多
い
多
浪
生
は
面
接
試
験

で
よ
り
高
い
評
価
を
得
な
い
と 合

格
と
な
ら
な
いマ
調
査
書
や

出
願
時
の
書
類
を
審
査
す
る

際
、
現
役
生
に
だ
け
加
点
し
、

多
浪
生
と
差
を
つ
け
て
い
るマ

合
格
圏
外
の
同
窓
生
の
子
ど
も

ら
を
合
格
さ
せ
て
い
るマ
補
欠

合
格
者
へ
の
繰
り
上
げ
合
格
の

連
絡
を
、
総
合
得
点
の
順
番
で

は
な
く
、
よ
り
下
位
の
特
定
の

受
験
者
ヘ
連
絡
し
て
い
る
、
の

4

事
例
を
示
し
た。

大
学
名
は

「
不
正
の
調
査
が
継
続
中
」
な

ど
と
明
か
さ
ず
、
引
き
続
き
大

学
側
の
自
主
的
な
公
表
を
求
め

る
と
し
た
。

調
査
は
、
墓
尽
医
和
大
で
女

子
や
多
浪
生
が
一
律
に
不
利
な

扱
い
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
判

明
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
実 施

。

文
和
省
は、
東
京
医
棋
大

を
除
く
全
的
大
学
を
訪
問
調
査

す
る
方
針
で
、
年
内
に
最
終
結

果
を
公
表
す
る
。

医
学
部
入
試
を
め
ぐ
っ
て

は
、
昭
和
大
(
東
京
)
が
回
目
、
現

役
と
1

浪
の
受
験
生
や
同
窓
生

の
親
族
を
優
遇
し
た
こ
と
を
認

め
、
謝
罪
し
て
い
る。

関
係
者

に
よ
る
と
、
順
天
堂
大
(
同
)

は
、
女
子
が
不
利
に
な
る
合
格

基
準
を
設
定
し
た
疑
い
が
持
た

れ
て
い
る
と
い
う。
(
矢
島
大
輔
)

朝

日

(
東
京
)・
夕
刊

2
0
1
8

年
叩
月
呂
田
(
火
)
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「精神疾患J40年ぶり教科書に

疾
病
の
早
期
発
見
及
び
社
会
的
な

対
策
が
必
要
で
あ
る
こ
と
」
と
盛

り
込
ま
れ
た。

教
訓
明
書
会
社
は
こ

2
0
2
2
年
度
か
ら
使
わ
れ
る
高
校
の
保
健
体
育
の
教
れ
を
も
と
に
教
和
書
を
作
る

。

ス
ポ
ー
ツ
庁
に
よ
る
と
、19

和
書
に
、
精
神
疾
患
の
記
述
が
却
年
ぶ
り
に
復
活
す
る

。

8

年
告
示
の
高
校
の
学
習
指
導

家
族
会
や
専
門
家
ら
は
「
偏
見
の
解
消
や
早
期
発
見
に
つ

要
領
か
ら
、
中
学
も
何
年
告
示
の

な
が
る
」
と
評
価。

現
場
の
先
生
か
ら
は
「
ま
ず
は
自
分
学
習
指
導
要
領
か
ら
精
神
疾
患
の

た
ち
が
学
ば
な
貯
れ
ば
」
と
声
が
上
が
る

。

記
述
が
な
く
な
っ
た
。

今
回
、
高

校
の
教
和
書
でω
年
ぶ
り
に
復
活

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
同
庁
は

「
精
神
疾
患
に
り
患
す
る
若
者
は

多
い
。

現
代
の
健
康
課
題
の一
つ

で
、
理
解
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
」
と
説
明
す
る。

中
学
高
校
の
保
健
体
育
の
教
和

書
を
調
べ
た
中
根
対
刃
・
長
崎
大

名
誉
教
授
(
社
会
精
神
医
学
)
に

よ
る
と
、
初
年
代
後
半
ま
で
、

精

高
校
・
保
健
体
育

文
部
判
明
学
省
が
3

月
に
告
示
し

た
、
高
校
の
新
学
習
指
導
要
領
。

保
健
体
育
に
「
精
神
疾
患
の
予
防

と
回
復
」
の
項
目
が
で
き
、
「
精

神
疾
患
の
予
防
と
回
復
に
は
、
運

動
、
食
事
、
休
養
及
び
睡
眠
の
調

和
の
と
れ
た
生
活
を
実
践
す
る
と

と
も
に
、
心
身
の
不
調
に
気
付
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
。

ま
た

貰四官立

糟
神
疾
患
に
つ
い
て
の
記
述
が

あ
る
、

1
9
5
0
5
7
0

年
代

の
高
校
保
健
体
育
の
教
科
書

早期発見・偏見解消ヘ期待

現場の先生「自分たちも学ばねば」

神
疾
患
に
つ
い
て
人
権
を
無
視
し

た
記
述
が
多
く
見
ら
れ
た

。

患
者

ら
に
よ
る
教
税
書
改
訂
運
動
な
ど

を
受
け
、
初
年
代
に
入
る
直
前
に

な
っ
て
、
偏
見
な
く
対
応
す
べ
き

疾
患
だ
と
の
表
記
が
現
れ
た

。

記
述
が
消
え
た
背景
に
は
、
教

訓
明書
改
訂
運
動
や
授
業
時
間
数
の

減
少
な
ど
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

中
根
名
嘗
教
授
は
「
偏
見
に
満
ち

た
記
述
は
更
な
る
偏
見
を
生
む

が
、
知
ら
な
い
こ
と
に
よ
る
不
安

や
恐
怖
感
も
偏
見
に
つ
な
が
る

。

今
回
、
高
校
教
判
明
書
に
復
活
し
た

の
は
評
価
で
き
る
」
。

東
邦
大
医
学
部
の
水
野
雅
文
教

授
(
社
会
精
神
医
学
)
に
よ
る

と
、
操
鞍
病
や
統
合
失
調
症
な

ど
は
思
春
期
で
発
症
す
る
人
が

多
い。

生
涯
に
精
神
疾
患
に
か
か

る
人
は6
5
7

人
に
1

人
お
り
、

花
%
は
お
歳
未
満
で
発
病
す
る
と

の
報
告
も
あ
る
。
「
例
え
ば
統
合

失
調
症
は
発
症
し
て5
年
間
の
治

療
が
そ
の
後
を
決
め
る
。

早
く
気

づ
き
、

専
門
機
闘
を
受
診
す
る
こ

と
が
大
事
で
、
自
分
自
身
や
周
囲

の
健
康
の
た
め
に
も
、
精
神
疾
患

の
知
識
は
欠
か
せ
な
い
」
と
話

す
。

学
校
現
場
で
は
ど
う
受
け
止
め

て
い
る
の
か。

大
阪
府
立
高
校
で
保
健
体
育
を

教
え
る
教
諭
は
「
自
分
に
知
識
が

な
い
。

忙
し
く
て
勉
強
す
る
時
間

が
な
け
れ
ば
、
さ
ら
っ
と
流
す
だ

け
に
な
る
か
も
」
と
打
ち
明
け

る
。

東
京
都
高
校
保
健
体
育
研
究 会

長
の
清
水
智
之
・
都
立
調
布
北

高
校
長
は
「
教
和
書
の
記
述
を
見

て
、
我
々
に
足
り
な
い
勉
強
が
あ

っ
た
ら
進
め
た
い。
ク
ラ
ス
に
当

事
者
の
生
徒
が
い
る
揚
合
も
あ

り
、
ど
う
い
う
配
慮
が
必
要
か
も

考
え
な
い
と
い
け
な
い
」
と
話

す
。

長
年
、
教
判
明
書
へ
の
記
載
復
活

を
求
め
て
き
た
、
全
国
精
神
保
健

縄
地
会
連
合
会
(東
京
)
の
小
幡

恭
弘
事
務
局
長
は
「
今
は
ま
ず
、

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
。

こ

ち
ら
か
ら
も
授
業
や
教
材
を
提
案

し
て
い
き
た
い
。

発
症
の
第1
ピ

ー
ク
は
U
歳
。

中
学
生
へ
の
教
育

も
求
め
た
い
」
と
話
す
。

①
知
識
の
提
供
②
偏
見
の
改
善
③
援
助
・
受
診
行
動
の
促
進

海
外
の
学
校
で
、
精
神
疾
患
や
精
神

保
健
は
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
の

カ
。国

立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ

ー
の
小
塩
靖
崇
・
流
動
研
究
員
(
学
校

精
神
保
健
)
に
よ
る
と
、
豪
州
や
英

国
、
カ
ナ
ダ
、
米
国
、
台
湾
な
ど
で
は

授
業
で
扱
わ
れ
て
い
る
。

豪
州
は
凶
年
以
上
前
か
ら
取
り
組

む
。

「
冨
宮
(
同
冨
巳gg

」
(
中
高

生
向
け
)
と
い
う
精
神
保
健
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
あ
り
、2
0
1
0

年
当
時
で
園
内

の
6

割
以
上
の
学
校
で
使
わ
れ
て
い

る
と
い
う
。

生
徒
用
と
教
師
用
の
テ
キ

ス
ト
が
あ
り、
生
徒
用
に
は
「
い
じ
め

や
嫌
が
ら
せ
と
の
関
係
」
「
ス
ト
レ
ス

と
そ
の
対
処
法
」
「
精
神
疾
患
の
理

解
」
な
ど
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
冊
子

が
出
て
い
る。

う
つ
病
や
統
合
失
調
症

な
ど
の
病
名
の
ほ
か
、
自
分
自
身
や
友

人
が
発
症
し
た
時
に
気
付
く
た
め
、
具

体
的
な
症
状
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い

る
。

英
国
で
は
中
学2
年
で
精
神
疾
患
を

詳
し
く
学
ぶ。

カ
ナ
ダ
は
州
に
よ
っ
て

異
な
る
が
、
高
校
生
で
学
ぶ
ブ
ロ
グ
ラ

海外での教え方は
医
療
ニ
ュ
ー
ス

ム
が
あ
り
、
教
師
は
教
え
る
前
に
必
ず

研
修
を
受
け
る
と
い
う
。

小
塩
研
究
員
は
、①
正
し
い
知
識
の

提
供
②
偏
見
の
改
善③
援
助
、
受
診
行

動
の
促
進|
|

の
3

点
が
共
通
す
る
要

素
だ
と
指
摘。

「
日
本
で
も
当
然
必

要
。

非
専
門
家
で
あ
っ
て
も
教
え
ら
れ

る
よ
う
な
教
材
を
作
る
な
ど
、
医
療
と

教
育
を
つ
な
ぐ
活
動
を
進
め
な
い
と
い

け
な
い
」
と
話
す
。

(
山
下
知
子)

朝

日
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
四
日
(
月
)
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医
療
過
誤
訴
訟

1 億2千万円
支払いで和解
鳥取赤十字病院と原告男性

鳥
取
赤
十
字
病
院
(
鳥

取
市
)
で
手
術
後
、
処
置

が
不
適
切
だ
っ
た
た
め
重

度
認
知
症
や
四
肢
の
ま
ひ

な
ど
の
後
遺
症
が
あ
る
と

し
て
、
鳥
取
市
の
男
性
H

提
訴
当
時
(
臼)Hと
家
族

が
担
当
医
師
と
病
院
を
運

営
す
る
日
本
赤
十
字
社

(
東
京
都
)
に
慰
謝
料
な

ど
総
額
約1
億
1
1
0
0

万
円
の
支
払
い
を
求
め
た 訴

訟
に
つ
い
て
、
病
院
側

が
解
決
金1
億
2

千
万
円

を
支
払
う
な
ど
の
内
容
で

和
解
し
て
い
た
こ
と
が
凶

日
ま
で
に
分
か
っ
た
。

和

解
は
8

月
8

日
付。

訴
状
な
ど
に
よ
る
と
、

男
性
は
大
腸
が
ん
を
摘
出

す
る
開
腹
手
術
後
、
精
密

検
査
で
縫
合
不
全
が
疑
わ

れ
る
と
し
て
緊
急
開
腹
手

術
を
受
け
た。
そ
の
後
、

呼
吸
障
害
な
ど
で
危
篤
状

態
と
な
り
、
重
度
認
知
症

や
四
肢
ま
ひ
な
ど
の
後
遺

症
が
生
じ
た
な
ど
と
し
て

い
る。原

告
側
の
代
理
人
は

「
再
発
防
止
を
徹
底
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
コ
メ

ン
ト
し
た。

日
本
海
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
刊
日
(
木
)

医
療
事
故
・
訴
訟

県
、
か
ん
セ
ン
タ
ー
で
ミ
ス

所
見
見
落
と
し
治
療
遅
れ

県
が
ん
セ
ン
タ
ー
愛
知
病
院

(岡
崎
市
)
は
日
目
、
m
w歳
代

の
男
性
患
者
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
断
層
撮
影
法
(
C
T)
検
査

で
、
肺
が
ん
を
疑
う
所
見
を
見

落
と
す
医
療
ミ
ス
が
あ
っ
た
と

発
表
し
た。

発
表
に
よ
る
と
、
患
者
は
大

腸
が
ん
治
療
中
の20
1
5

年

日
月
、
C
T
検
査
で
右
肺
に1

.
2
Hン
の
病
変
が
見
つ
か
っ
た

が
、
消
化
器
内
科
の
男
性
主
治

医
(
位
)
は
異
常
な
し
と
判
断
、

経
過
観
察
も
し
な
か
っ
た
。

日

「

美
容
手
術
で
痛
み
」
和
解
裁

損
賠
訴
訟
県
内
女
性
ら
日
人
士也

全
国
展
開
の
「品
川
美
容
外

科
」
と
「品
川
ス
キ
ン
ク
リ
ニ

ッ
ク
」
で
、
特
殊
な
糸
を
使
っ

て
顔
の
た
る
み
を
解
消
す
る

「
フ
ェ
イ
ス
リ
フ
ト
術
」
を
受

け
た
広
島
県
と
岡
山
県
の
おi

m
歳
の
女
性
計
白
人
が
、
手
術

後
に
顔
の
痛
み
が
生
じ
た
な
ど

と
し
て
、
運
営
す
る
医
療
法
人

「朔
友
会
」
(
東
京
)
と
施
術

イ
ン
ス
リ
ン
0

・

U
戸
川仰を
投

与
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
お
日

に
血
糖
値
がl
f
yM
当
た
り
初

戸
等
以
下
と
な
り
、
低
血
糖
発

作
で
意
識
を
失
っ
た
。
女
性
の

年
7

月
に
再
びC
T
検
査
を
受

け
、
放
射
線
科
が
「
右
肺
に
2

・

9
Hン
の
が
ん
を
疑
う
」
と
報

告
書
に
記
し
た
が
、
主
治
医
は

見
落
と
し
た
。
患
者
は
今
年
4

月
、
た
ん
や
せ
き
の
症
状
を
訴

え
て
、
呼
吸
器
内
科
を
受
診
。

C
T
検
査
で
同
部
位
に7
弓
の

腫
療
が
見
つ
か
っ
て
、
重
い
肺

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
。

患
者
は
放
射
線
と
抗
が
ん
剤

の
治
療
を
受
け
、
経
過
観
察
中

を
担
当
し
た
医
師3
人
に
計
約

2
5
0
0

万
円
の
損
害
賠
償
を

求
め
た
三
つ
の
訴
訟
は
日
日
、

広
島
地
裁
で
和
解
が
成
立
し

た
。

和
解
の
内
容
や
金
額
は
公

表
さ
れ
て
い
な
い。

原
告
側
に
よ
る
と
、
和
解
条

項
に
は
、
「
原
告
ら
か
ら
問

題
点
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と
を

真
撃
に
受
け
止
め
、
よ
り
良

院
に
駆
け
付
け
た
女
性
の
家
族

が
「
(
女
性
は
)
糖
原
病
と
診

断
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
」
と
指

摘
し
た
こ
と
な
ど
で
判
明
。
病

院
に
よ
る
と
、
ω
代
の
男
性
医

だ
が
、
日
年7
月
の
時
点
で
あ

れ
ば
手
術
で
切
除
で
き
た
可
能

性
も
あ
っ
た
と
い
う。
病
院
は

今
年
9

月
、
患
者
ら
に
謝
罪
。

今
後
損
害
賠
償
金
を
支
払
う
方

針
。

読
売
(
名
古
屋
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
ロ
日
(
金
)

い
医
療
の
提
供
に
努
め
る」

と
の
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。

読

士
冗
(
広
島
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
同
月
げ
日
(
水
)

後
遺
症
の
心
配
が
な
い
。

関
係

者
の
処
分
は
考
え
て
い
な
い
」

と
説
明
し
て
い
る。

女
性
の
家
族
の1
人
は
「
意

識
低
下
の
連
絡
を
受
け
た
時
は
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函
館
・
共
愛
会
病
院
女
性
、

【
函
館
】
函
館
市
の
共
愛
会

病
院
(
水
島
豊
院
長
、37
8

床
)
で
8

月
末
、
足
の
む
く
み

で
入
院
し
た
女
性
患
者
H

当
時

(
引)H
が
、
糖
尿
病
患
者
向
け

の
イ
ン
ス
リ
ン
を
誤
っ
て
3

回

ーーーーー...... ・.

投
与
さ
れ
、
何
血
糖
で
一
時
、

意
識
不
明
に
な
っ
て
い
た
こ
と

が
お
目
、
分
か
っ
た
。
担
雪
医

が
同
姓
の
別
の
患
者
と
勘
違
い

し
た
ミ
ス
。
女
性
は
回
復
し
た

が
、
病
院
は
「
非
常
に
大
き
な 時

意
識
不
明

イ
ン
シ
デ
ン
ト
だ
と
受
け
止
め

て
い
る
。
再
発
防
止
に
努
め
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

病
院
や
女
性
の
家
族
に
よ
る

と
、
女
性
は8
月
初
日
に
入
院
。

同
月
n
i
お
日
の
毎
日1
回
、

容
体
は
、
検
査
を
経
て
ブ
ド
ウ

糖
が
投
与
さ
れ
た
こ
と
で
落
ち

着
い
た
が
、
道
内
の
あ
る
糖
尿

病
専
門
医
は
「
血
糖
値
が
こ
こ

ま
で
低
く
な
る
と
、
初
分
も
続

け
ば
脳
の
機
能
が
落
ち
、
さ
ら

に
続
け
ば
植
物
状
態
や
死
亡
す

る
恐
れ
も
あ
る
」
と
指
摘
す
る
。

ミ
ス
は
、
連
絡
を
受
け
て
病

個
人
情
報
保
護
法
に
基
づ
く

開
示
請
求
は
ど
こ
の
病
院
で
も

で
き
る
が
、
自
分
で
端
末
を
操

作
す
る
方
式
は
珍
し
い。
似
た

シ
ス
テ
ム
を
亀
田
総
合
病
院

(千
葉
県
)
が
位
年
か
ら
運
用

手
術
死
の
続
発
を
教
訓
に
し
こ
の
シ
ス
テ
ム
は2
0
1
6

一操
作
し
て
見
ら
れ
る。
閲
覧
に

一中
だ
が
、
他
の
国
立
大
学
病
院

た
改
革
の

一環
と
し
て
、
群
馬

一年
7

月
に
公
表
さ
れ
た
第三
者

一は
病
棟
ご
と
に
設
置
し
た
端
末一に
読
売
新
聞
が
問
い
合
わ
せ
た

大
学
病
院
は
来
年1
月
に
も
、

一の
事
故
調
査
委
員
会
が
報
告

一を
使
い
、
無
料
と
す
る。
一

と
こ
ろ
、
導
入
例
は
な
か
っ
た
。

入
院
患
者
が
自
分
の
電
子
カ
ル一書
で
提
言
し
た
。

同
病
院
は

一

テ
を
自
由
に
閲
覧
で
き
る
シ
ス一電
子
カ
ル
テ
更
新
が
予
定
さ

一

テ
ム
の
運
用
を
始
め
る。
一
連

一れ
て
い
た
幻
年
叩
月
を
め
ど
に一

の
死
亡
例
で
は
患
者
へ
の
説
明十検
討
す
る
と
し
て
い
た
が
、
改一
記
載
充
実
さ
せ
情
報
共
有
を

や
カ
ル
テ
記
載
の
不
備
が
問
題一革
の
た
め
前
倒
し
で
導
入
を
決一

に
な
っ
て
お
り
、
患
者
参
加
型一め
た
。
一

一
司
トd
群
馬
大
病
院
が
入
院
患一て
ほ
し
い
。

で
情
報
共
有
を
進
め
、
医
療
の一
新
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
登
録
云
‘
医

者
と
の
電
子
カ
ル
テ
共一
一
連
の
死
亡
例
で
は
医
師
の

安
全
や
質
の
向
上
を
目
指
す。
一し
た
患
者
や
そ
の
家
族
は
、
電一有
を
実
現
す
る。
運
用
す
れ
ば

一カ
ル
テ
記
載
が
乏
し
く
、
医
療

こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
導
入
は
ほ一子
カ
ル
テ
上
の
医
師
や
看
護
師一課
題
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
が
、一者
同
士
の
連
携
や
後
の
検
証
を

と
ん
ど
例
が
な
く
、
国
立
大
学一に
よ
る
記
載
内
容
、
検
査
結
果一少
し
ず
つ
改
善
し
、
他
の
病
院一困
難
に
し
、
遺
族
の
不
信
を
増

病
院
で
初
の
取
り
組
み
だ。
一
や
画
像
な
ど
を
自
分
で
端
末
を一に
も
広
が
る
シ
ス
テ
ム
に
育
て一幅
さ
せ
た
。

診
療
経
過
の
記
載

群
大
カ
ル
テ
自
由
閲
覧
導
入

来
年
1

月

院
内
端
末
自
分
で
操
作

医
療
安
全

が
不
十
分
な
ら
新
シ
ス
テ
ム
の一ま
ぬ
努
力
は
、
地
に
落
ち
た
評

意
義
も
薄
れ
る。
患
者
参
加
型一価
を
い
つ
か
反
転
さ
せ
る
。

そ

の
チ
l

ム
医
療
は
、
情
報
共
有一れ
は
患
者
の
死
に
報
い
る
こ
と

あ
っ
て
こ
そ
。

そ
の
点
は
留
意

一で
も
あ
る。

が
必
要
だ
ろ
う
。

一
(
医
療
部

事
故
調
査
報
告
書
で
も
、
同一

病
院
の
経
験
が
日
本
の
医
療
を

変
革
す
る
こ
と
へ
の
期
待
が
記

さ
れ
た
。

改
善
に
向
け
た
た
ゆ

師
が
、
同
じ
日
に
入
院
し
た
同

姓
の
患
者
と
女
性
を
間
違
え
た

こ
と
が
要
因
と
い
う
。

病
院
は
女
性
と
家
族
に
謝
罪

し
、
「
医
師
と
看
護
師
の
双
方

が
氏
名
や
識
別
番
号(
I
D
)

で
患
者
を
確
認
す
る
な
ど
、
基

本
的
な
ルl
ル
を
徹
底
す
る
」

考
え
。
一
方
で
「
(
女
性
は
)

国
の
情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
審
査
会
委
員
を
務
め
、
カ

ル
テ
開
示
の
問
題
に
も
詳
し
い

森
田
明
弁
護
士
は
「実
践
例
が

あ
ま
り
な
い
な
か
で
群
馬
大
で

導
入
さ
れ
る
意
義
は
大
き
い
。

患
者
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
す

る
た
め
に
、
少
な
く
と
も
国
立

大
学
病
院
で
は
標
準
と
す
べ
き

『
も
う
最
期
か
も
』
と
怖
く
な

っ
た
。
(
医
師
の
)
謝
罪
か
ら

は
命
を
預
か
る
華
文
の
責
任

が
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
」
と
話

し
て
い
る
。

(
横
田
望
)

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
旧
月
羽
田
(
金
)

だ
」
と
指
摘
す
る。
群
馬
大
病

院
は
「患
者
が
自
身
の
状
態
や

治
療
方
針
・
経
過
を
逐
次
確
認

で
き
る
こ
と
は
、
医
療
者
と
の

相
互
理
解
を
深
め
、
医
療
の
安

全
に
も
寄
与
す
る
と
考
え
る」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

高
梨
ゆ
き
子)

号士

ii7i: 

宮
冗
(
東
京
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
包
日
(
月
)

107 



Kirinuki Sokuhou 

医療と安全管理総集版 2019年

探る動き調査の質向上
「
診
療
に
関
連
し
た
患
者
の
予
期

せ
ぬ
死
亡
」
を
対
象
と
す
る
医
療
事

故
調
査
制
度
は
叩
月
1

日
で
開
始
か

ら
3

年
と
な
っ
た。
医
療
現
場
で
は

質
の
高
い
調
査
を
目
指
す
自
主
的
な

取
り
組
み
が
み
ら
れ
、
安
全
へ
の
意

識
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と
の
指
摘

も
。

た
だ
「
院
内
調
査
が
必
要
」
と

す
る
医
療
機
関
側
か
ら
の
届
け
出
は

当
初
の
想
定
を
下
回
っ
て
お
り
、
患

者
側
か
ら
は
「
こ
の
ま
ま
で
は
制
度

が
先
細
り
に
な
る」
と
改
善
を
求
め

る
声
も
聞
か
れ
る
。

~言1 医療事故調査制度全国18万カ所の医療機関や !
~副助産所などを対象とするシステムで、医療法に定 l

l められている。 診療や治療に関連した患者の予期せぬ死 l
l 亡や死産が起きた場合、第三者機関 「医療事故調査 ・ 支 l
i 援センターJ に指定された日本医療安全調査機構への届 |
| け出や院内調査、遺族に対する調査結果の説明を義務化。 1
1 ただ届け出 ・ 院内調査の対象とするかどうかの判断は当 |
| 該医療機関に委ねられ、遺族への調査報告書の交付は「努 l
i 力規定」 にとどまっている。 調葺桔果を不服とする遺族 l
i は機構に再調査を依頼できる。 機構は報告を基に事故が i
i 多い症例の再発防止策を検討している。

患者に不満届け出は低調、

移
F
回

申
し
て
い
る
」
な
ど
の
意
タl

(さ
い
た
ま
市)
の
千
件
」
と
の
想
定
を
大
き

明…
…

見
が
出
さ
れ
た。

遠
出
回
幸
医
療
安
全・渉
く
下
回
っ
て
い
る。

撒
…
…

医
療
安
全
の
確
保
と
再
外
対
策
部
長
は
、
制
度
の
制
度
上
、
届
け
出
の
判

制
…
…

発
防
止
を
目
的
と
し
て
2

意
義
を
解
説
す
る
。

断
が
当
該
医
療
機
関
に
委

全
国
自
治
体
病
院
協
議
風
一
一

0
1
5

年
刊
月
に
始
ま
っ
診
療
中
の
イ
ン
シ
デ
ン
ね
ら
れ
、
対
象
と
す
る
事

i
h
 

会
が
叩
月
に
大
阪
市
で
開
制
一
一

た
事
故
調
査
制
度
。

医
療
ト
は
全
て
、
セ
ン
タ
ー
内
案
が
明
確
化
さ
れ
て
い
な

い
た
研
修
会。
「
院
内
調
暗
法
の
施
行
規
則
は
、
診
療
の
医
療
安
全
管
理
室
に
報
い
こ
と
が
原
因
と
の
見
方

査
は
『
な
ぜ
』
を
繰
り
返
蹴

E

寸i

録
の
確
認
や
関
係
し
た
医
告
す
る
よ
う
規
定

。

ヒ
ヤ
も
あ
る
が
、
厚
生
労
働
省

事
"
一

し
た
上
で
の
分
析
が
必
療
…
「
|

師
や
看
護
師
ら
へ
の
聞
き
リ
ハ
ッ
ト
や
軽
微
な
も
の
の
担
当
者
は

「事
故
発
生

要
。

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ1

異
い
μ
ム

取
り
、
解
剖
、
「
死
亡
時
も
含
め
る
と
昨
年
度
は

3

時
の
状
況
が
そ
れ
ぞ
れ
違

仲
↑
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u

は
あ
く
ま
で
結
果
で
、
そ
{

伺
お
お
M

画
像
診
断
」
(A
i
)
な
万
件
近
く
の
報
告
が
あ
っ
い
、
か
ち
っ
と
し
た
マ
ニ

の
奥
に
は
根
本
と
な
る
原
ん
の
所
見
を
見
落
と
し
、
ど
か
ら
必
要
な
項
目
を
選
た

。

重
大
事
案
は
原
因
分
ユ
ア
ル
を
示
す
の
は
難
し

因
が
あ
る
は
ず
で
す
」
。

患
賓
が
死
亡
し
た
|
。

参
択
し
、
原
因
究
明
に
当
た
析
し
て
再
発
防
止
策
を
策
い
」
と
話
す

。

講
師
を
務
め
た
「S
O
M
加
者
は
こ
う
し
た
設
定
の
る
よ
う
定
め
て
い
る

。

定
し
、
実
行
の
有
無
も
確
お
年
前
に
医
療
事
故
で

P
O
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
も
と
5

人
ほ
ど
で
グ
ルl

開
始
当
初
は
、
調
査
の
認
し
て
い
る

。

娘
を
亡
く
し
、
「
医
療
過

ト

」
(
本
社
・
東
き
の
プ
を
組
み

、

原
因
を
検
証。

内
容
や
質
が
医
療
機
関
ご
た
だ
遠
山
部
長
は
「
『
医
誤
原
告
の
会
」
会
長
を
務

山
崎
堅
司
氏(必
)が
医
師
「主
宿
泊
医
と
放
射
線
科
医
と
に
ば
ら
つ
く
の
で
は
な
療
事
故
イ
コ
ー
ル
医
療
過
め
る
宮
脇
正
和
さ
ん

(印
)

や
看
護
師
ら
約
却
人
に
語
の
連
携
が
悪
か
っ
た
の
で
い
か
、
と
い
っ
た

懸
念
が
琶
と
捉
え
る
医
師
も
多
は「医
療
機
関
の
自
覚
、

り
掛
け
た。

は
」
「
放
射
線
科
医
が
1

患
者
ら
か
ら
示
さ
れ
た
。

い
」
と
も。
「
報
告
し
て
自
律
を
信
頼
し
て
つ
く
ら

エ
ッ
ク
ス
線
検
査
で
が
人
し
か
お
ら
ず
業
務
が
集
制
度
が
始
ま
っ
て

3

年
が
原
因
を
探
り
再
発
防
止
に
れ
た
制
度
で
『
小
さ
く
生

た
ち
、
大
学
病
院
や
医
療
つ
な
げ
る
と
い
う
制
度
の
ん
で
大
き
く
育
て
る
』
は

関
連
団
体
が
自
主
的
に
調
意
義
を
周
知
す
る
た
め
、
ず
だ
っ
た
の
に
、
全
く
育

査
の
質
向
上
を
探
る
動
き
病
院
任
せ
で
は
な
く
学
会
っ
て
い
な
い
」
と
厳
し
い

。

も
目
立
っ
て
い
る
と
い
な
ど
で
の
取
り
組
み
も
必
「
医
療
界
が
事
故
の
犠

う
。

医
療
関
係
者
か
ら
は
要
だ
」
と
訴
え
る

。

牲
者
の
命
の
重
さ
を
受
け

「
想
定
し
て
い
な
い
死
亡
制
度
に
基
づ
き

「調
査
止
め
て
い
る
な
ら
制
度
を

事
例
に
医
療
側
が
向
き
合
が
必
要
-
と
す
る
届
け
出
生
か
す
は
ず
だ

」と
強
調。

う
よ
う
に
な
っ
た
」
と
評
件
数
は
低
調
だ

。

第
三
者
対
象
と
す
る
事
案
を
定
め

価
す
る
声
も
聞
か
れ
る
。

機
関
「医
療
事
故
調
査・
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
、必

「
治
療
を
や
り
っ
ぱ
な
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
指
定
要
な
届
け
出
を
し
な
か
っ

し
に
す
る
の
で
は
な
く
、
さ
れ
て
い
る
日
本
医
療
安
た
際
の
罰
則
規
定
が
必
要

系
統
立
て
て
調
査
す
る
仕
全
調
査
機
構
(墓
尽
)
に
と
し
て
い
る

。

組
み
が
で
き
た
の
は
大
き
よ
る
と
、
1
年
目
は3
8

〈
共
同
通
信
〉

い
。

む
ち
ゃ
な
治
療
の
歯8
件
、2
年
目
は3
6
3

止
め
に
も
な
っ
て
い
る
の
件
、
3

年
目
は3
7
8

件

で
は
な
い
か
」。
自
治
医
で
計
1
1
2
9

件
。

制
度

科
大
さ
い
た
ま
医
療
セ
ン
開
始
前
の
「
年
に
千

1
2

医
療
安
全

1 :年目 2 年目 3 年目

(能開月~)(1122?)(!;鶴見-)

静
岡
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
叩
月
日
日(土
)
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日
本
産
科
麻
酔
掌
ム
ロ
学
術
集
会

は
こ
の
ほ
ど
、
出
産
時
の
痛
み
を

麻
酔
で
和
ら
げ
る
露
払
を
テ

ー
マ
に
し
た
市
民
公
開
講
座
を
神

戸
市
中
央
区
の
神
戸
国
際
会
館
で

開
催
し
た。
無
痛
分
娩
を
巡
る
医

療
事
故
が
起
き
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
産
科
医
と
麻
酔
医
の
両
資

格
を
持
つ
入
駒
慎
吾
会
長
ら
が

「
医
療
を
受
け
る
側
も
正
し
い
知

識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
、
危
険

を
遠
ざ
け
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」

と
呼
び
掛
け
た。

無
痛
分
娩
は
麻
酔
を
使
っ
て
出

産
時
の
痛
み
を
感
じ
に
く
く
す
る

方
法。
背
中
の
脊
髄
神
経
に
近
い

硬
膜
外
腔
と
い
う
部
分
に
局
所
麻

方
向
に
は
近
づ
け
ら
れ
る
」
と
説

明
し
た
。

ま
た
、
硬
膜
外
腔
よ
り
中心に

あ
る
く
も
膜
下
に
薬
が
入
っ
た
際

酔
薬
を
投
与
す
る「硬
膜
外
麻
酔
」
に
起
き
る
全
脊
髄
く
も
膜
下
麻
酔

が
主
に
用
い
ら
れ
る
。

は
、
脳
に
麻
酔
が
効
く
た
め
、
呼

公
開
講
座
で
は
入
駒
医
師
が
利
吸
停
止
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
低

戸
F
F
」
も
に
、
陣
痛
促
進
剤
の
使
酸
素
脳
症
を
発
症
す
る
こ
と
も
あ

用
量
増
加
や
合
併
症
が
起
こ
る
可
る
。

入
駒
医
師
は
「
患
者
さ
ん
が

麻
酔
薬
の
誤
注
入
で
合
併
症
に

利
点
と
リ
ス
ク
の
確
認
を

能
性
な
ど
を
紹
介
。

合
併
症
の
主

な
要
因
と
し
て
麻
酔
薬
の
誤
注
入

に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
。

血
管
内
に
誤
っ
て
麻
酔
薬
が
入

っ
て
起
き
る
局
所
麻
酔
中
毒
は
、

呼
吸
や
心
臓
が
止
ま
る
危
険
性
が

あ
る
が
「
薬
を
薄
め
て
使
用
す
れ

ば
、
致
死
的
な
症
状
を
回
避
す
る

無
痛
分
娩
の
知
識
深
め
て

日本産科麻酔学会学術集会が神戸で講座

こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
も
対

応
で
き
る
よ
う
(医
師
が)
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
し
、
異
変
を
発
見
し

た
ら
人
工
呼
吸
で
対
応
で
き
る
よ

う
に
す
れ
ば
、
命
を
失
う
こ
と
は

な
く
な
る
は
ず
」
と
話
し
た
。

そ
の
上
で
、
受
講
し
た
妊
婦
ら

に
対
し
、
「
自
分
の
受
け
る
医
療

医
療
安
全

行
為
を
正
し
く
知
り
、
(医
師
に
)

一
つ
ず
つ
確
認
し
て
い
く
こ
と

で
、
危
険
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
が

で
き
る
」
と
語
り
掛
け
た
。

こ
の
ほ
か
、
聖
隷
浜
松
病
院
の

山
下
亜
貴
子
医
師
が
登
壇
し
、
無

痛
分
娩
が
日
本
で
普
及
し
に
く
い

理
由
を
、
海
外
に
比べて
出
産
施

設
が
分
散
し
、
産
科
医
の
負
担
が

大
き
い
こ
と
や
、「お
な
か
を
痛

め
る
の
が
母
性
」
な
ど
の
意
貝
が

背
景
に
あ
る
と
指
摘
。

「
無
痛
分

娩
で
(痛
み
と
い
う)
精
神
的
な

負
担
は
減
り
、
疲
労
感
は
少
な
く

な
る
」
と
し
た
。
(
篠
原
拓
真)
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コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影

(C
T
)
な
ど
で
浴
び
る
弱
い

放
射
線
の
人
体
へ
の
影響に
は

個
人
差
が
あ
る
こ
と
が
、
広
島

大
原
爆
放
射
線
医
科
学
研
究
所

(広
島
市
南
区)
の
田
代
聡
教

授
(放
射
線
生
物
学)
た
ち
の

研
究
で
分
か
っ
た
。

患
者
の
細

胞
を
C
T

検
査
の
前
後
で
比

べ
、
染
色
体
異
常
の
増
え
方
が

人
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
か
ら

突
き
止
め
た。

低線量被曝

梢
血
リ
ン
パ
球
を
調
べ
た
。

細

胞
千
個
当
た
り
の
染
色
体
異
常

を
み
る
と
、
検
査
前
後
で
平
均

5

・
6

個
か
ら7
・
2

個
に
増

え
、
増
加
率
に
は
有
意
な
個
人

差
が
あ
っ
た。

染
色
体
異
常
の
増
加
に
つ
い

て
田
代
教
授
は
、
「
す
ぐ
に
が

ん
や
白
血
病
に
な
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
被
曝
へ
の
耐
性
が
弱

い
人
はC
T
検
査
の
頻
度
を
低

く
し
た
方
が
よ
い」
と
糧
摘。

「
C
T

影
響
に
個
人
差
」
実
証

広
島
大
染
色
体
異
常
比
較

低
線
量
の
被
曝
に
よ
る
染
色

体
異
常
の
増
加
を
示
唆
す
る

研
究
は
既
に
あ
っ
た
が
、
個
人

差
ま
で
実
証
し
た
の
は
初
め

て
。研

究
班
は
、
広
島
大
病
院
(南

区
)
の
初
i
m
代
の
患
者
印
人

の
協
力
を
得
て
、C
T
検
査
の

前
後
に
血
液
を
採
取
。

短
時
間

で
染
色
体
異
常
を
判
別
で
き
る

独
自
開
発
の
手
法
を
用
い
、
患

者
1

人
に
つ
き
千
個以
上
の
末

医
療
被
曝
の
低
減
急
げ

医
療
安
全

「研
究
手
法
を
応
用
し
、
誰
も

が
放
射
線
へ
の
感
受
性
の
強
弱

を
事
前
に
調べ
ら
れ
る
仕
組
み

が
で
き
れ
ば
、
個
人
の
特
性
に

応
じ
た
医
療
が
可
能
に
な
る
」

と
話
し
て
い
る。

ま
た
研
究
班
は
、
健
康
な
人

の
リ
ン
パ
球
に
強
さ
の
異
な
る

放
射
線
を
当
て
る
実
験
を
通
じ

て
、
被
曝
線
量
と
染
色
体
異
常

の
関
係
に
つ
い
て
も
調
べ
た
。

C
T
検
査
の
線
量
は1
回
目
戸

祈
前
後。
実
験
で
はω
戸
新
以

下
だ
と
、
線
量
に
比
例
し
て
染

色
体
異
常
の
数
が
直
線
的
に
増

え
る
群
と
、
横
ば
い
の
群
に
二

分
さ
れ
た。

1
0
0

戸
計
以
下
の
低
線
量

被
曝
を
巡
り
、
こ
れ
ま
で
放
射

線
影
響
研
究
所(南
区
)
な
ど

は
、
広
島
と
長
崎
の
原
爆
被

と
し
て
普
及
す
る
可
能
性
が
あ

る
。

た
だ
、
遺
伝
情
報
を
扱
う
倫

理
的
な
課
題
も
あ
る
。

当
面
は

医
療
機
関
の
側
が
、
自
助
努
力

に
委
ね
ら
れ
て
い
る
被
曝
線
量

の
低
減
に
つ
い
て
積
極
的
に
取 爆

者
の
追
跡
調
査
に
基
づ
き

「
被
曝
線
量
と
が
ん
発
症
の

比
例
関
係
は
は
っ
き
り
し
な

い
」
と
し
て
き
た。

田
代
教
授

は
「
放
射
線
に
強
い
人
と
弱
い

人
を
分
け
ず
に
解
析
し
て
き
た

こ
と
が
、1
0
0

戸
新
以
下
の

発
か
ん
リ
ス
ク
が
明
確
で
な
か

っ
た
原
因
で
は
な
い
か
」
と
み

る
。研

究
結
果
は
、
米
科
学
誌
「
ラ

ジ
エ
l

シ
ョ
ン
・
リ
サ
ー
チ
」

今
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。

(馬
場
洋
太)
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よ
っ
て
低
線
量
被
曝
へ
の
耐
性

が
違
う
と
な
れ
ば
、
議
論
の
前

提
が
変
わ
っ
て
く
る
。

平
均
的

な
人
よ
り
放
射
線
に
弱
い
人
の

存
在
を
意
識
し
た
政
策
作
り
も

求
め
ら
れ
る。
(
馬
場
洋
太)



A
U

ノ

お
酒
に
強
い
人
、

(解
説
)

局
は

\

弱
い
人
が
い
る
の
と

同
様
に
、
低
線
量
被
曝
の
影
響

に
も
個
人
麦
が
あ
る
と
明
か
し

た
今
回
の
発
見
は
、
個
人
差
を

考
慮
せ
ず
国
際
機
関
や
国
が
一

律
に
定
め
て
き
た
放
射
線
の
防

護
基
準
を
見
直
す
契
機
に
な

る
。

と
り
わ
け
日
本
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影(C
T
)

検
査
な
ど
に
よ
る
医
療
被
曝
が

先
進
国
で
最
多
と
さ
れ
る
だ
け

に
、

被
曝
量
低
減
の
一
層
の
取

り
組
み
が
急
務
だ
。

日
本
は
、
人
口
当
た
り
の
C

T
台
数
が
世
界
一。
気
軽
に
検

査
を
受
け
ら
れ
、
が
ん
の
早
期

発
見
な
ど
思
恵
を
受
け
て
き

た
。

裏
腹
に
、
医
療
被
曝
に
よ

る
発
が
ん
リ
ス
ク
も
先
進
国
で

最
も
高
い
と
さ
れ
る
。

m
i
初
分
で
血
液
か
ら
染
色

体
異
常
を
判
別
す
る
広
島
大
の

手
法
は
将
来
、
一
般
的
な
検
査

点
滴
液
の
採
血
混
入
検
知

弘
大
・
野
坂
講
師
ら
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

弘
前
大
学
大
学
院
保
健
学
研
究
糾
の
野
坂
大
喜
講
師

(必
)ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
点
滴
治

療
中
の
患
者
の
血
液
検
査
の
際
に
、
血
液
に
点
滴
成
分
が
混
入
し
た
こ
と
を
検
知
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
発
し
、9
月
下
旬
に
イ
タ
リ
ア
で
開
か
れ
た
世
界
医
学
検
査
学
会
で

「米
国
医
学
検

査
学
会
賞」
を
受
賞
し
た。
野
坂
講
師
は
「医
療
者
の
経
験
値
に
左
右
さ
れ
ず
イ
ン
シ
デ
ン
ト

(事
故
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
出
来
事
)
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

世
界
中
で
安
全
安
心
な
医

療
の
提
供
に
つ
な
が
れ
ば
」
と
話
し
て
い
る。

(太
田
佳
希)

米
国
医
学
検
査
学
会
賞
受
賞

議と安全管理総集版 2019年 1 号

野
坂
講
師
に
よ
る
と
、
採
血

し
た
血
液
へ
の
点
滴
成
分
の
混入

は
、1
病
院
当
た
り
年
間
数

十
件
は
発
生
し
て
い
る
と
言
わ れ

て
い
る
と
い
う。
も
し
誤
っ

た
検
査
結
果
に
基
づ
い
て
治
療

が
行
わ
れ
れ
ば
、
大
き
な
医
療

事
故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ

る
。

り
組
む
こ
と
が
先
決
だ
ろ
う
。

墓
京
電
力
福
島
第1
原
発
事

故
後
の
避
難
の
在
り
方
を
巡
る

議
論
に
も
、
一
石
を
投
じ
る
こ

と
に
な
り
そ
う
だ。

居
住
制
限

区
域
の
設
定
基
準
の「年
間
却

戸
新
」
に
つ
い
て
「高
い
」「
低

い
」と
渦
巻
い
た
賛
否
も
、
人
に

研
究
で
は
、
自
ら
点
滴
を
受

け
、
採
血
し
検
査
値
の
変
化

を
調
べ
た。

そ
の
結
果
、
点
滴

の
種
類
や
量
に
か
か
わ
ら
ず
点

滴
成
分
が
混
入
し
た
場
合
、
同

じ
よ
う
な
傾
向
が
表
れ
る
こ
と

が
分
か
り
、
点
滴
混
入
を
疑
う

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
(計
算
手
法)

の
開
発
に
つ
な
が
っ
た
。

「医
療
現
場
で
利
用
で
き
る

技
術
と
評
価
し
て
も
ら
い
、
あ

り
が
た
い」
と
受
賞
を
喜
ぶ
野

坂
講
師
。
「
医
療
の
安
全
は
世

界
共
通
で
解
決
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
課
題
だ」
と
話
し
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
広
く
利
用
し
て
も

ら
う
た
め
に
特
許
出
願
せ
ず
、

各
国
に
公
開
す
る
考
え
だ
。

野
坂
講
師
ら
は
在
宅
医
療
の

患
者
向
け
に
、
指
先
か
ら
自
己

医
療
安
全

111 

中
国
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
旧
日
(
水)

採
血
し
、
ご
く
少
量
の
血
液
で

栄
養
状
態
を分
析
で
き
る
小
型

機
器
も
開
発
し
、
併
せ
て
同
学

会
で
発
表
。

こ
れ
も高
く
評
価

さ
れ
た。

米
国
医
学
検
査
学
会
賞
は
、

3

人
に
贈
ら
れ
る
優
秀
発
表
賞

の
一
つ
で
、
東
北
地
方
の
大
学

の
研
究
者
の
受
賞
は
初
め
て
と

い
う
。

東

奥
日

報
・
朝
刊

2
0
1
8

年
問
月
げ
日
(
水
)
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ワクチンの有効性実証

医
薬
品
の
安
全

新
大
研
究
チ
!
ム
、
国
内
初
報
告

Ea証珪J'j望調;:&.~軍~;I覇軍ヨ

子
宮
郵
が
ん
を
引
き
起
こ
す
ヒ
ト
パ
ピ
ロ

l
マ
ウ
イ
ル
ス
(
H
P
V
)の
感
染
予
防
に
、
子

宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
が
高
い
効
果
を

示
す
こ
と
を
新
潟
大
大
学
院医歯
学
総
合
研
究
科
の
榎
本

隆
之
教
授
(
位
)
リ
産
科
婦
人
科

学
H

ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が実証
し
た。

接
種
者
の
感
染
率
は

非
接
種
者
の
叩
分
の
1
以
下
に
抑
え
ら
れ
た

。

健
康
被害
の
副
作
用
を
懸
念
し
、
厚
生
労
働
省

が
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
勧
奨
を
停
止
す
る
中
、
榎
本
教
授
は
「
効
果
と
副
作
用
の
頻
度
を
あ
ら
た

め
て
科
学
的
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
し
た

。

グ
ル
ー
プ
に
よ
る
と
、
ワ
ク

チ
ン
に
関
し
、
海
外
で
は
高
い

効
果
を
示
す
研
究
報
告
が
あ
っ

た
が

、

国
内
で
は
大
規
模
調
査

を
基
に
し
た
報
告
は
な
か
っ

た
。

研
究
成
果
は
9
日
(
日
本

時
間
)
、
米
国・
感
染
症
学
会

の
機
関
誌
に
発
表
さ
れ
た
。

研
究
は
2
0
1
4
1
凶
年
度

に
か
け
、
新
潟
、
長
岡
、
三
条
、

.，五回IP.a唖詩語藷品u昭島司・園
田l:l'lll:量I:l!g~窓生霊妙~;i盃置
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接種あり接種なし を

新
発
田、

上
越
、
見
附
の
6
市
し
た
上
で
、
最
終
的
に
各
市
の

で
子
宮
頚
が
ん
検
診
を
受
け
た
接
種
情
報
と
突
き
合
わ
せ
た

。

当
時
m
i
n
歳
の
女
性
を
対
象
1
8
1
4
人
を
解
析
し
た
結

に
実
施
。H
P
V
感
染
、
ワ
ク
果
、
接
種
者
1
3
5
5
人
の
う

チ
ン
接
種
の
有
無
な
ど
を
確
認
ち
、
ワ
ク
チ
ン
が
標
的
と
し
、

特
に
子
宮
頚
が
ん
の
原
因
と

な
る
H
P
V
時
、
同
型
に
感
染

し
て
い
た
の
は
3
人
(
感
染
率

0
・

2
%
)
だ
っ
た。

一
方
、

非
接
種
者
4
5
9
人
の
う
ち

感
染
者
は
叩
人
(
同
2・
2

%
)。
接
種
に
よ
っ
て
感
染
を

防
げ
た
確
率
に当
た
る
ワ
ク
チ

ン
の
有
効
性
は
引・
9
%
だ
っ

た
。H

P
V
は
性
交
渉
で
感
染
す

る
た
め
、
調
査
で
は
初
交
前
に

接
種
し
て
い
た
ケl
ス
も
解
析

し
、
有
効
性
がm
m・
9
%
ま
で

高
ま
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
ま

| 厚労省は副作用を懸念 |

勧
奨
停
止
し
接
種
者
激
減
新
潟
市

子
宮
頚
が
ん
は
近
年
、
静
慰
者
が

急
増
し
て
い
る
。
特
に
却
代
ま
で
の

若
年
層
で
発
症
す
る
ケ
l

ス
が
増
え

て
お
り
、
出
産
年
齢
と
重
な
る
こ
と

も
多
い
と
い
う。

圏
内
で
は
年
間
3

千
人
近
く
が
亡
く
な
っ
て
い
る

。

子
宮
頚
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
2
0
0

9
年
に
承
認
さ
れ
、
日
年
か
ら
順
次
、

市
町
村
に
よ
る
公
費
接
種
が
始
ま
っ

た
。

m
M年
4
月
に
は
定
期
接
種
の
対

象
と
な
っ
た
が
、
全
身
の
痛
み
や
し び

れ
な
ど
の
健
康
被
害
を
訴
え
る
声

が
相
次
ぎ
、
同
年
6
月
に
厚
労
省
が

積
極
的
な
接
種
を
呼
び
掛
け
る
勧
奨

を
停
止
し
た
。
た
だ
、
現
在
も
希
望

者
は
定
期
接
種
と
し
て
無
料
で
受
け

ら
れ
る。
市
町
村
は
勧
奨
停
止
に
基

づ
き
、
積
極
的
な
接
種
を
呼
び
掛
け

て
い
な
い。

ホ
ー
ム
ベ
l

ジ
上
の
案

内
や
対
象
者
に
配
布
す
る
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
で
は
副
作
用
の
リ
ス
ク
を
強
調

し
、
十
分
に
理
解
し
た
上
で
接
種
す

た
、
本
来
の
標
的
で
は
な
い
H

P
V
泊
、
必
、
臼
型
に
も
予
防

効
果
が
あ
る
こ
と
も
判
明
し

た
榎
本
教
授
は
、
別
型
へ
の
効

果
も
合
わ
せ
る
と
「
圏
内
の
子

宮
頚
が
ん
の
約
8
割
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
強
調。

一
方
、
現
状
に

つ
い
て
「
(
勧
奨
停
止
後
)
事

実
上
の
接
種
停
止
状
態
が
長
く

続
き
、
国
際
的
に
日
本
だ
げ
が

取
り
残
さ
れ
て
い
る
」
と
懸
念

を
示
し
た
。

る
よ
う
求
め
て
い
る
。

新
潟
市
に
よ
る
と
、
公
費
接
種
段

階
だ
っ
た
ロ
年
度
は
延
べ
1
万
6
5

3
人
が
受
け
た
が
、
勧
奨
停
止
が
あ

っ
た
日
年
度
は
延
べ
1
5
6
4
人
に

激
減
。
同
年
度
は
延
べ
必
人
で
、
接

種
率
は
0・
1
%
と
な
っ
て
い
る
。

岡
市
保
健
管
理
課
は
「
厚
労
省
の
通

知
、
方
針
に
基
づ
い
て
対
応
し
て
い

く
」
と
し
、
慎重
な
対
応
を
続
け
る

と
し
て
い
る
。ðl 新

よ | 潟
完|目
見|報
日| ・

さ | 朝
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災
害
医
療
に
取
り
組
む
ア
ジ
ア
・
環
太
平
洋
地
域
の
医
師
や
看
護
師
、
研
究
者
ら
が
集
う
「
第

U
回
ア
ジ
ア
太
平
洋
災
害
医
学
会
」
が
日
目
、
神
戸
市
垂
水
区
の
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
舞
子
ビ

ラ
神
戸
で
始
ま
っ
た
。

M
カ
国
約
4
0
0

人
が
集
ま
り
、
最
新
の
研
究
成
果
や
知
見
を
発
信
、

共
有
し
た
。
(

金
畏
革
)

間|

国|
EEEl 
，~ 

閉|
E司|

臣官|

恩
玄
Eは
1
9
8
8

年
か
ら

2

年
に
1

度
日
本
と
他
国
で
交

互
に
聞
か
れ
、
神
戸
市
で
の
開

催
は
初
め
て。
日
日
ま
で
あ
り
、

参
加
者
は
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連

合
(A
S
E
A
N
)
加
盟
国
を

は
じ
め
米
国
や
カ
ナ
ダ
、
豪
州

な
ど
か
ら
も
集
ま
っ
た
。

初
日
は
、
大
会
長
の
中
山
伸

一
・
兵
庫
県
災
害
医
療
セ
ン
タ

ー
畏
が
登
壇
し
た。
6
4
3
4

人
が
犠
牲
に
な
っ
た
阪
神
・
淡

路
大
震
に
触
れ
「
防
ぐ
こ
と
が

で
き
た
死
が
あ
っ
た。
予
防
と

備
え
は
極
め
て
重
要
」
と
強
調

。

震
災
の
教
訓
と
し
て
、
災
害
拠

点
病
院
の
整
備
が
全
国
で
進

み
、
災
害
派
遣
医
療
チ
l

ム
(D

M
A
T
)の
発
足
に
つ
な
が
っ

た
こ
と
な
ど
を
語
っ
た。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
災
害

発
生
直
後
の
被
災
状
況
や
必
要

な
支
援
な
ど
に
関
し
て
国
の
各

府
省
庁
が
運
用
す
る
情
報
を
一

元
管
理
し
、
相E
利
用
す
る
シ

ス
テ
ム
「S
I
P
4
D

」
に
つ

い
て
、
仕
組
み
づ
く
り
に
関
わ

る
堀
宗
朗
・
墓
京
大
地
震
研
究

所
教
授
が
報
告。

「
防
災
・
減

災
の
技
術
を
日
本
で
開
発
し
、

世
界
で
共
有
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
い
」
と
述
べ
た。

京
都
大
防
災
研
究
所
の
李
フ

シ
ン
特
定
研
究
員
は
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
の
津
波
被
害
を

防
ぐ
た
め
に
開
発
し
た
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
逃
げ
ト
レ
」

を
取
り
上
げ
、
浸
水
想
定
デ
ー

タ
な
ど
を
活
用
し
て
避
難
訓
練

が
で
き
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

神戸でアジア太平洋学会 24カ国400人参加

神
戸
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
行
日
(
水
)

福
岡
市
と
K
D
C

が
協
定

合
同
訓
練
撮
影
以
外
も
模
索

周
一
n
b早
白

助
ン
b
w
A
 

場
管室

田
災

c:::==コ口隠
U

災
害
に
備
え
る

災
害
時
に
救
助
隊
が
立

ち
入
れ
な
い
場
所
で
の
救

援
活
動
に
小
型
無
人
機

(ド
ロ
1

ン
)
を
活
用
す

る
動
き
が
広
が
っ
て
い

る
。

福
岡
市
と
地
元
企
業

な
ど
で
つく
る

「九
州
ド

ロ
l

ン
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

(K
D
C

)」
(福
岡
市)

が
協
定
を
結
び
、
合
同
訓

練
や
検
証
を
重
ね
て
い
る

ほ
か
、
写
真
撮
影
以
外
の

活
用
策
検
討
も
始
ま
っ
て

い
る
。

九
州
北
部豪
雨
、

西
日
本豪
雨
な
ど災
害
が

相
次
ぐ
中
、
ド
ロl
ン
活

用
へ
の
期
待
は
高
ま
っ
て

い
る。市

と
K
D
C

は
7

月
に

協
定
を
締
結。
協
定
は
、

人
が
立
ち
入
れ
な
い災
害

現
場
で
の
撮
影
や
画
像
解

析
、
捜
索
活
動
で
の
映
像

提
供
な
ど
で
の
協
力
を
想

定
し
た
内
密
だ
っ
た
。

そ

の
上
で
、
市
消
防
局
と
の

合
同
訓
練
で
は
、
撮
影
以

外
の
ド
ロl
ン
活
用
策
の

模
索
も
始
め
た。

9

月
1

日
に
中
央
区
で

聞
か
れ
た
防
災
イベ
ン
ト

で
は
、
ド
ロl
ン
が
重
さ

2

・

5
J
の
救
命
用
浮
輪

や
A
E
D

(自
動
体
外
式

除
細
動
器
)
を
つ
り
上
げ

て
飛
び
、
離
れ
た
と
こ
ろ

に
い
る
要
救
助
者
の
元
へ

運
ん
だ。
こ
の
ド
ロ1
ン

は
従
来
、
土
木
工
事
現
場

で
の
三
次
元
測量
の
撮
影

な
ど
に
使
わ
れ
る
が
、
重

さ
5

J
ま
で
な
ら
物資
の

運
搬
も
可
能
と
い
う
。

K
D
C

の
メ
ン
バ
ー

で
、
航
空
測量
な
ど
を
手

が
り
る
玉
石
重
機(福
岡

市
南
区)
の
山
口
孝
人
・

常
務
執
行
役
員
は
「
日
ご

ろ
使
う
技
術
を
生
か
し
、

い
ざ
と
い
う
時
の
ニl
ズ

に
応
え
た
い」
。
市
の
森

山
浩

一防
災
・
危
機
管
理

課
長
も
ご
緒
に
訓
練
を

重
ね
、
活
用
に
向
け
て
精

度
を
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
た。

【
青
木
絵
美
】

-埠
日
(
福
岡
)
・
朝
刊

2
0
1
8

年
m
月
4

日
(
木
)
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災
害
に
備
え
る

北海道の地震や全域停電で
分かったこと

|槻医大病院ド義務鐸を想定した訓

電力への依存度がかなり
高いと感じ、対応を改め
て検討するきっかけに

夜間・休日の蟻員が手薄
|深)1 1市立病院ケになる時間帯に災害が発

生すると対応が難しい

~~ 
d是ft

善電
量饗
点々歩

病ど
堕見
乞直
前し
北海道地震

発
生
か
ら1
カ
月
を
迎
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
分
か
っ
て
い
く
取
り
組
み
が
求
め

え
た
最
大
震
度7
の
北
海
た
。

ら
れ
そ
う
だ。

道
の
地
震
と
全
域
停
電
原
則
各
都
道
府
県
に
1

道
内
病
院
の
ア
ン
ケ
|

(ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
)
を
カ
所
以
上
あ
り
、
救
護
・
ト
に
は
、
道
の
基
幹
災
害

受
け
、
道
内
に
あ
るM
の
医
療
の
中
核
と
な
る「基
拠
点
病
院
で
あ
る
札
幌
医

災
害
拠
点
病
院
の
う
ち
、
幹
災
害
拠
点
病
院
」
で
、
大
病
院
を
含
む
ね
病
院
が

叩
病
院
(
∞
∞
・
2

%
)
が
道
外
に
あ
る
印
病
院
の
う
回
答

。

具
体
的
な
改
善
策

非
常
電
源
施
設
や
事
業
継
ち
、
災
害
対
策
を
見
直
す
と
し
て

「電
源
・
燃
料」を

続
計
画
(
B
C
P
)を
見
と
し
た
の
は
お
病
院
(
幻
・
挙
げ
た
と
こ
ろ
が
日
と
最
広
域
紋
別
病
院
な
ど

4

病

直
し
た
り
、
見
直
す
方
向
3

%
)。
道
内
医
療
機
関
も
多
く
、
「B
C
P

や
災
害
院
は
、
改
善
点
を
洗
い
出

で
検
討
し
た
り
し
て
い
る
の
震
災
時
の
経
験
や
危
機
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

」
を
挙
す
た
め
に
職
員
ア
ン
ケ
!

こ
と
が6
日
、
共
同
通
信
感
を
、
全
国
的
に
共
有
し
げ
た
と
こ
ろ
も
日
あ
っ
た

。

ト
を
実
施
し
て
い
る
。

岩見沢市立
総合病院

自分たちが被災すると事
業継続計画 (BCP) の
通りにはな5ない

設備関連などで想定外の
ことが起こる。備えを見
直す必要性

|遠軽厚生病院ケ冬季や大地震への備えが
「不十分であると考えている

市立 l 他の病院との連携や通信
釧路総合病院 7 手段の確保力寝題

| 初めてのタイプの災害
市立根室病院ド(長時間の停電)であり

貴重な教訓となった

王子総合病院
(苫小牧市)

製鉄記念
室蘭病院

震
災
時
の
状
況
を
尋
ね
が
復
旧
し
た
の
は
、
発
生

る
と
、
最
も
停
電
が
長
か
か
ら
羽
時
間
以
上
た
っ
た

っ
た
の
は
王
子
総
合
病
院
9

月
7

日
午
後7
時
日
分

(苫
小
牧
市)
で
、
電
力
ご
ろ
だ
っ
た
。

各
病
院
の
自
家
発
電
燃
料
不
足
l

重
篤
患
者

外
来
診
療
や
予
定
し
て

い
た
手
術
を
中
止
す
る
な

ど
診
療
規
模
を
縮
小
し
た

病
院
は
目。
そ
の
う
ちμ

が
理
由
を「
(
自
家
発
電

機
の
)
電
気
容
量」
と
し

た
。

電
源
の
問
題
で
磁
気

共
鳴
画
像
装
置(
M
R
I)

な
ど
大
型
医
療
器
具
が
使

え
な
く
な
っ
た
り
、I
T

機
材
が
不
調
と
な
っ
た
り

し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。

〈
共同
通
信
)

大
阪
日
日
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
m
月
7

日
(
日
)

別
病
院
に
搬
送

れ
ば
、
呼
吸
で
き
な
く
な
る
患

者
は
大
勢
い
た。
停
電
の
復
旧

は
地
域
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が

あ
り
、
一
時
は
病
院
数
が
多
い

札
幌
か
ら
、
比
較
的
早
く
通
電

し
た
旭
川
の
病
院
に
串
箸
を
送

る
こ
と
も
検
討
し
た
と
い
う

。

6
、

7

日
の
2

日
間
で
、
札

幌
、
室
蘭
の
計
ロ
病
院
に
い
た

筋
萎
縮
件
側
索
硬
化
症(A
L

S

)
や
意
識
障
害
な
ど
の
患
者

約
ω
人
が
D
M
A
T
に
よ
っ
て

転
院
搬
送
さ
れ
た
。

搬
送
前
に

ト
。

そ
れ
で
も
「
ブ
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
は
初
め
て
の
経
験
。

綱
渡

り
だ
っ
た
」
と
振
り
返
る
。

D
M
A
Tに
参
加
す
る
医
療

従
事
者
は
、
急
性
期
に
活
動
で

き
る
技
術
訓
練
を
受
け
て
お

り
、
今
回
の
停
電
下
で
は
一
定

の
成
果
が
出
た
。

た
だ
、
道
内

全
域
で
一
斉
に
非
常
時
対
応
に

当
た
っ
た
た
め
に
疲
弊
し
、
急

性
期
以
降
に
医
療
を
担
う
入
手

が
不
足
し
た
と
い
う
。

北
海
道D
M
A
T
調
整
本
部

胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
(
大
規
模
停
電
)
に
見
舞
わ
れ

h
b壇
内
で
、
重
篤
な
入
院
患

者
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
、
緊
急
搬
送
な
ど
の
「
調
整
役
」
を
担
っ
た
人
た
ち
が
い
る

。

訓
練
を
積
ん
だ

医
師
ら
で
つ
く
る
災
害
派
遣
医
療
チ
l
ム
(
凶
脚
本
)
。

ど
の
病
院
の
ど
の
患
者
が
危
な
く
、
ど
こ

に
移
せ
ば
助
か
る
の
かl。
各
病
院
の
非
常
用
電
源
の
燃
料
が
刻
々
と
減
り
続
け
る
中
、
情
報
収
集
と
指

示
を
繰
り
返
し
、
前
例
の
な
い
危
機
を
乗
り
切
っ
た

。

(
高
橋
澄
恵)

要
請
も
行
っ
た。

道
内
で
入
院
で
き
る
病
院
と

診
療
所
は
約9
8
0

。

こ
の
全

医
師
ら
全
道
で
調
整
・
指
揮

闘

「Q
漏
院
、
あ
と
1

時
間

で
自
家
発
電
装
置
の
燃
料
が
切

れ
ま
す
」
「
人
工
呼
吸
器
患
者 め

、
搬
送
先
の
調
整
や
医
療
支

援
な
ど
に
活
動
の
力
点
が
移
っ

て
い
る
。

今
回
は
地
震
の
被
災
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の
転
院
搬
送
要
請
が
入
り
ま
し

た
」。
地
震
当
日
の9
月
6

目
、

札
幌
医
大
に
設
置
さ
れ
た
札
幌

医
療
圏
のD
M
A
T
活
動
拠
点

本
部
で
は、
各
病
院
と
緊
迫
し

た
や
り
と
り
が
続
い
た

。

D
M
A
T
は
被
災
現
場
に
い

ち
早
く
駆
け
つ
け
て
け
が
人
を

救
助
す
る
役
割
を
担
う
が
、
近

年
は
多
数
の
傷
病
者
を
受
け
入

れ
る
病
院
の
混
乱
を
防
ぐ
た

DMATの派遣の流れ

-職員33人→大幅槽

.他機関から量大50人
程度応援

者
だ
け
で
な
く
、
突
然
の
停
電

に
よ
り
道
内
の
全
入
院
患
者
が

危
機
管
理
の
対
象
と
な
る
異
例

の
事
態
だ
っ
た。

道
庁
に
北
海
道D
M
A
T
調

整
本
部
が
設
け
ら
れ
た
の
は
6

日
午
前4
時
日
分
。

午
前
日
時

に
は
、
道
内
全
日
圏
域
の
各
総

合
病
院
に
、D
M
A
T
の
活
動

拠
点
本
部
を
設
置
し
た
。

併
せ

て
、
道
外
の
チl
ム
へ
の
派
遣

DMAT編成清み
の病院

、寸、寸、

戸同作丹、

。
派
遣

画
面

D
M
A
T

災
宰
昼
寸
の
発
生
か
ら
約
必
時
間
以
内
の
急
伸
崩

盤
Z

に
活
動
で
き
る
訓
練
を
受
け
た
医
療
チ

l

ム
。

阪
神
淡
路
大
震

災
を
受
け
、
厚
生
労
働
省
が
2
0
0
5

年
に
創
設
し
た。
全
国
各
地
の

災
害
拠
点
病
院
な
ど
で
編
成
さ
れ
、
約
1
6
3
0

チ
l

ム
あ
る
。

ー
チ

ー
ム
は
原
則
、災
害
医
療
な
ど
の
研
修
を
終
え
た
医
師
、
看
護
師
ら

4

人
で
構
成。
被
災
地
の
医
療
機
関
だ
け
で
は
十
分
な
医
療
を
施
せ
な
い

場
合
、
都
道
府
県
がD
M
A
T
事
務
局
に
派
遣
調
整
を
要
請
す
る
。

胆

振
東
部
地
震
で
は9
月
6
1
m
目
、
道
内
部
チl
ム
、
東
北
・

新
潟
ぬ

チ
1

ム
な
ど
計
円
チ
!
ム
が
活
動
し
た
。

て
に
目
配
り
を
し、
自
家
発
電

装
置
の
燃
料
の
状
態
を
確
認
す

る
。

燃
料
切
れ
に
備
え
て
補
給

車
の
手
配
をす
る
と
同
時
に、

医
療
知
識
を
生
か
し
て
患
者
の

危
険
度
を
判
断
し
、
不
眠
不
休

で
搬
送
計
画
を
練
っ
た
。

停
電
で
人
工
呼
吸
器
が
止
ま 停

電
が
復
旧
し
た
病
院
も
あ

り
、
搬
送
計
画
を
立
て
た
数
は

こ
の
倍
に
の
ぼ
る。

6

自
に
道
内
入
り
し
た
厚
生

労
働
省
D
M
AT
事
務
局
次
長

の
近
藤
久
禎
医
師
(
必
)
は
東
日

本
大
察
本
熊
本
地
震
で
も
陣

頭
指
揮
し
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

本
部
長
を
務
め
た
札
幌
医
科
大

の
上
村
修
二
医
師
(
必
)
は
「
災

害
に
専
門
的
に
対
応
で
き
る
講

座
を
大
学
病
院
に
設
け
ら
れ
る

よ
う
、
行
政
の
協
力
も
得
て
人

材
を
育
て
る
こ
と
が
必
要
だ
」

と
話
す。

三 国
会の
要事

室務
掃局
常台旨
勤踊

職勢
皐 強
主化
充ヘ

厚
生
労
働
省
は
、
胆
振
東
部

地
震
で
も
活
躍
し
た
災
害
派
遣

医
療
チ1
ム

「D
M
A
T」
の

態
勢
を
大
幅
に
拡
充
す
る
。

2

0
1
9

年
度
予
算
概
算
要
求
に

四
年
度
の
倍
の
関
連
予
算
を
盛

り
込
ん
だ。
常
勤
の
専
任
職
員

を
増
や
す
な
ど
し
て
一
刻
を
争

う
災
害
医
療
の
迅
速
化
を
図

り
、
「
救
え
る
命
」
を
増
や
す

。

国
は
D
M
A
T
事
務
局
を
、

国
立
病
院
機
構
の
災
害
医
療
セ

ン
タ
ー
(
東
京
)
と
大
阪
医
療

セ
ン
タ
ー
(
大
阪
)
に
設
置
。

災
害
時
は
被
災
し
た
都
道
府
県

の
要
請
を
受
け
て
、
ほ
か
の
都

道
府
県
を
通
じ
て
医
療
チ1
ム

の
派
遣
先
な
ど
を
調
整
す
る
。

現
在
の
職
員
は
計
犯
人。
大

半
が
併
任
や
非
常
勤
で
、
常
勤

災
害
に
備
え
る

の
専
任
職
員
は
仔
拾
と
ど
ま

る
。

こ
う
し
た
脆
弱
な
人
員

構
成
が
、
甚
大
な
被
害
が
予
想

さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど

の
医
療
態
勢
を
議
論
す
る
有
識

者
会
議
で
も
問
題
視
さ
れ
た
。

同
省
は
態
勢
強
化
に
向
け
た
関

連
予
算
と
し
て
、
日
年
度
予
算

概
算
要
求
に
本
年
度
の
倍
の
約

5

億
4

千
万
円
を
盛
り
込
ん

だ
。こ

れ
に
よ
り
事
務
局
の
人
員

と
と
も
に
、
常
勤
専
任
職
員
の

割
合
を
増
や
す。
災
室
長
療
の

実
績
が
あ
る
医
療
機
関
や
学
会

な
ど
と
協
定
を
結
び
、
日
人
程

度
の
専
門
家
の
中
か
ら
必
要
に

応
じ
て
事
務
局
に
派
遣
し
て
も

ら
う
態
勢
も
つ
く
る。
ま
た
、

外
部
と
の
適
譲
の
迅
速
化
を
目 指

し
、
両
セ
ン
タ
ー
の
一
部
門

と
な
っ
て
い
る
事
務
局
の
独
立

性
を
強
め
る
方
向
だ
。

道
に
よ
る
と
、
胆
振
東
部
地

震
で
北
海
道
は
青
森
、
新
潟
な

ど
7

県
か
ら
計
ぬ
チ1
ム
の
派

遣
を
受
け
、
苫
小
牧
や
札
幌
な

ど
の
救
急
医
療
を
支
援
し
て
も

ら
っ
た
。

道
は
「D
M
A
Tは
長
年
の

災
害
対
応
の
経
験
が
あ
り
、
た

い
へ
ん
助
け
ら
れ
た
。

被
災
自

治
体
だ
け
の
救
命
は
限
界
が
あ

り
、
中
央
の
機
能
強
化
は
地
方

の
減
災
に
極
め
て
有
効
だ
」
(
地

域
医
療
課
)
と
話
し
て
い
る
。

(
酒
井
聡
平)

北
海
道
新
聞
・
朝
刊

2
0
1
8

年
叩
月8
日
(
月
)
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| 救命かなわず兄の最期心から離れず.

タヒ
を­
EE主

主尾

乗
客
1
0
6

人
が
亡
く
な
っ
た2
0
0
5

年
尼
崎

J
R
脱
線
事
故
で
兄
を
失
っ
た
看
護
師
の
上
田
篤
史

さ
ん
(
却)
H神
戸
市
中
央
区H
が
、
大
規
模
災
害
や

事
故
の
現
場
で
治
療
に
当
た
る
災
害
派
遣
医
療
チ
ー

ム

(
D
M
A
T
)の
隊
員
に
な
っ
た
。
看
護
師
と
し

て
集
中
治
療
室(
I
C
U
)で
重
篤
な
患
者
に
接
す

る
一
方
で
、
救
命
措
置
す
ら
さ
れ
な
か
っ
た
兄
の
最

期
が
心
か
ら
離
れ
ず
に
い
た
。

「
災
害
や
事
故
の
最

前
線
で
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
い
た
い
」

。

亡
き

兄
へ
の
思
い
を
胸
に
覚
悟
を
固
め
る
。
(小
川
晶
)

「
こ
れ
は
黒
で
す
ね
」
。
8

月
末
、
三
木
市
内
でD
M
A
T

の
研
修
が
あ
っ
た
。
治
療
の
優

先
度
を
判
定
す
る
ト
リ
ア
!
ジ

の
訓
練
で
、
自
身
の
判
断
を
医

師
に
告
げ
た
瞬
間
、
上
回
さ
ん

に
「
見
捨
て
る
」
と
い
う
言
葉

が
よ
ぎ
っ
た。

訓
練
は
大
規
模
災
害
を
想
定

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
状
態
の
患
者

に
つ
い
て
1

人
当
た
り
日
秒
程

度
で
治
療
の
可
否
を
判
断
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も

ち
ろ
ん
「
救
命
不
可
能
」
を
示

す
黒
を
避
は
ざ
る
を
得
な
い
ケ

-神戸の看護師上田さん

災
害
に
備
え
る

歩乏
庄二二'

Eクミ二

妻家

匹誌
6こ

規
模
被
災
地
で
活
動
す
るDM

A
T
に
も
関
心
を
持
ち
志
望
。

今
年
8

月
末
の
研
修
に
参
加
し

て
隊
員
と
な
っ
た
。

9

月
6

日
未
明
に
発
生
し
た

北
海
道
地
震
で
は
、
早
く
も
待

覚
悟
決
め
極
限
の
現
場
ヘ

ー
ス
も
あ
る
。

見
立
て
は
間
違
っ
て
い
な

い
。

医
療
体
制
が
限
ら
れ
る
中

で
、
不
可
欠
な
選
別
で
あ
る
こ

と
も
分
か
っ
て
い
た。
そ
れ
で

も
、
同
じ
判
定
を
受
け
た3
歳

上
の
兄
昌
響
。
ん
の
記
憶
が
、

無
力
感
と
と
も
に
よ
み
が
え
っ

て
き
た。

昌
殺
さ
ん
は
、
脱
線
事
故
を

起
こ
し
た
快
速
電
車
の
2

両
目

に
乗
っ
て
い
た。
黒
の
ト
リ
ア

!
ジ
タ
グ
を
付
け
ら
れ
、
治
療

を
施
さ
れ
る
こ
と
な
く
同
年
の

人
生
を
閉
じ
た。

事
故
前
夜
、
勉
強
机
に
向
か

う
上
田
さ
ん
に
「
あ
ん
ま
り
無

理
す
ん
な
よ
」
と
声
を
掛
け
て

く
れ
た
。
そ
れ
が
最
後
の
会
話

と
な
っ
た。

「
命
の
瀬
戸
際
に
あ
る
人
を

救
い
た
い
」
と
看
護
師
を
志
し
、

ロ
年
か
ら
神
戸
市
立
医
療
セ
ン

タ
ー
中
央
市
民
病
院(神
戸
市

中
央
区)
の
I
C
U
で
働
く。

昌
毅
さ
ん
の
最
期
を
ど
う
受
け

止
め
る
べ
き
か
、
考
え
を
巡
ら

す
う
ち
に
、
現
場
に
よ
り
近
い

救
命
措
置
に
携
わ
り
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
っ
た。

病
院
に
到
着
す
る
ま
で
に
救

急
隊
員
ら
が
担
う
救
護
に
関
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム「J
P
T
E
C

」

を
凶
年
に
受
講
し
、
全
国
の
大

気
回田

災
害
派
遣
医
療
チl
ム
組
ん
で
活
動
す
る
。
隊
員
は
昨
年

4

n
u
(
D
M
A
T
)
阪
神
・
淡
月
時
点
で
全
国78
6

医
療
機
関
の

路
大
震
災
を
教
訓
に
、
国
の
士
事
で
計

1

万
1
4
8
1

人
で
、
兵
庫
県
に

2
8
5

年
4

月
に
発
足
。
災
室
晃
は
凶
震
に29
5

人
い
る
。
東
日

生
直
後
の
急
性
期
(
お
お
む
ね
紛
時
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
、
御
瀬
山
噴

間
以
内)
に
医
師1
人
、
看
護
師2

火
、
尼
崎J
R
脱
線
事
故
な
ど
で
出

入
、
業
務
調
整
員
1

人
で
チ1
ム
を
動
し
た
。

機
命
令
が
か
か
っ
た
。

結
局
、

出
動
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

が
、
極
限
の
現
場
で
冷
静
に

行
動
で
き
る
だ
ろ
う
か
」
と
の

不
安
が
募
っ
た。
看
護
師
に
な

っ
た
経
緯
を
周
囲
に
話
す
た

び
、
「追
い
詰
め
ら
れ
な
い
よ

う
に
ね
」
と
言
わ
れ
た
意
味
が

何
と
な
く
分
か
っ
た
気
が
す

る
。

「
祈
り
の
杜
」
と
し
て
整
備

さ
れ
、
凶
日
に
公
開
さ
れ
た
事

故
現
場
に
は
ま
だ
足
を
運
べ
て

い
な
い。
た
だ
、
心
の
中
でD

M
A
T
に
な
っ
た
こ
と
を
昌
毅

さ
ん
に
墾
口
し
た
そ
う
だ
。

「
自
分
自
身
、
一
歩
前
に
進

め
た
か
な
。

で
も
、
そ
れ
だ
け

じ
ゃ
な
い
。
H

兄
ち
ゃ
ん
の
死H

に
少
し
だ
け
近
づ
い
た
気
が
す

る
ん
だ
」神

戸
新
聞

・
朝
刊

2
0
1
8

年
間
月
5

日
(
金)
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九万j支けんこう

災
害
時
の
看
護
教
育
促
進
を

輝美

7

月
の
西
日
本
豪
雨
の
被
害
は

広
域
に
及
び
、
多
く
の
人
命
が
失

わ
れ
た。

避
難
所
や
被
害
を
受
け

た
自
宅
で
生
活
す
る
人
た
ち
も
多

く
、
劣
悪
な
環
境
で
の
健
康
被
害

も
心
配
さ
れ
る。

災
害
か
ら
数
週
間
が
経
っ
た
8

月
初
め
、
大
学
院
の
修
了
生
が
被

災
地
に
赴
い
た。
任
務
は
医
師
ら

と
共
に
医
療
支
援
を
行
う
こ
と
。

彼
女
が
出
会
っ
た
被
災
者
の
健
康

問
題
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た

。

復
旧
作
業
に
よ
る
身
体
の
痛
み

や
切
り
傷
な
ど
の
け
が
、
他
学
物

質
に
起
因
す
る
皮
膚
や
目
の
異

常
、
空
気
中
の
粉
じ
ん
が
原
因
の

呼
吸
器
症
状
、
高
血
圧
な
ど
の
持

病
の
悪
化
、
熱
中
症
:
:
:
等
々
。

不
眠
や
頭
痛
な
ど
、
精
神
的
ス
ト

大日向札幌医大保健医療学部長

レ
ス
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
症
状
も
多
か
っ
た
そ
う
だ

。

天
災
・
人
災
は
、
多
く
の
死
傷

者
が
出
る
だ
け
で
な
く
、
被
災
者

の
生
命
・
健
康
を
長
期
に
わ
た
っ

て
脅
か
す。

そ
こ
で
重
要
に
な
る

の
が
「
災
害
サ
イ
ク
ル
」
と
い
う

概
念
だ。

災
害
サ
イ
ク
ル
と
は
、

災
害
の
発
生
・
復
興
の
過
程
を
時

間
経
過
で
捉
え
る
も
の
で
、
超
急

性
期
(
s
n時
間
)
、
急
性
期

(
5
7日
)
、
亜
急
性
期(
5
1

カ
月
)
、
慢
性
期(
3
3年
)
、

静
穏
期
に
区
分
さ
れ
る
。
医
療
支

援
に
は
、
各
期
の
特
徴
を
踏
ま
え

た
対
応
が
重
要
と
さ
れ
て
い
る
。

災
害
発
生
時
の
看
護
職
の
役
割

は
、
災
害
が
及
ぼ
す
健
康
生
活
へ

の
影
響
を
少
な
く
し
、
生
活
再
建 の

た
め
の
継
続
的
な
支
援
を
行
っ

て
い
く
こ
と
だ
。
発
生
直
後
の
救

急
医
療
か
ら
、
感
染
症
対
策
、
精

神
ケ
ア
、
保
健
・

衛
生
活
動
ま

で
、
災
害
サ
イ
ク
ル
の
全
て
に
及

ぶ
。

個
人
や
集
団
に
対
す
る
医
療

提
供
や
予
防
活
動
に
加
え
て
、
保

健
活
動
の
拠
点
づ
く
り
や
支
援
計

画
の
立
案
に
も
関
わ
る

。

修
了
生
が
被
災
地
に
出
向
い
た

の
は
亜
急
性
期
か
ら
慢
性
期
に
か

か
る
時
期
だ
っ
た。
復
旧
活
動
に

よ
る
疲
労
の
蓄
積
に
避
難
所
生
活

や
生
活
再
建
に
伴
う
ス
ト
レ
ス
が

重
な
っ
て
、
感
染
症
や
新
た
な
疾

患
の
発
生
が
問
題
と
な
っ
て
く
る

頃
で
あ
る。

心
身
に
変
調
を
来
す

被
災
者
が
増
え
る
こ
の
時期
、
看

護
職
に
は
災
害
関
連
死
を
防
ぐ
た

災
害
に
備
え
る

め
の
援
助
が
求
め
ら
れ
る
。
と
り

わ
け
重
要
な
の
は
、
避
難
生
活
の

リ
ス
ク
要
因
を
生
活
環
境
か
ら
減

ら
し
て
い
く
こ
と
だ。

災
害
看
護
で
は
、
現
場
の
状
混

と
地
域
の
ニl
ズ
を
迅
速
に
把
握

し
、
必
要
な
支
援
内
容
を
判
断
す

る
即
応
性
、
状
況
に
応
じ
て
臨
機

応
変
に
行
動
で
き
る
柔
軟
性
、
資

源
の
限
ら
れ
た
状
現
下
で
知
識
と

技
術
を
的
確
に
提
供
す
る
専
門
性

な
ど
、
優
れ
た
資
質
が
求
め
ら
れ

る
。

し
か
し
、
災
害
現
場
に
対
応

で
き
る
看
護
職
の
育
成
は
、
ま
だ

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る

。

災
害
は
世
界
中
で
多
発
し
て
い

る
。

一
人
で
も
多
く
の
生
命
を
救

う
た
め
、
災
害
看
護
教
育
の
取
り

組
み
を
加
速
す
る
必
要
が
あ
る

。

朝

日

(札
幌
)
・
朝
刊

2
0
1

8

年
9

月
四
日

(
水
)

新聞社以外の許諾も得た上で掲載しており ます。117 
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日本の歴史がスタートしました。 l 少部数……き恥リーズ読者限定本

JNSE ・読み比べシリーズ
月刊切抜き速報@ シリーズと連動し、テ マ別に編集。 朝日 ・産経・ 日経・毎日 ・読売の全国紙に加え、
北海道から沖縄までのブロック紙 ・ 地方紙、専門紙、合計85紙より、局面の 「今J をタイムリーに
まとめて発行します。 月刊切抜き速報 @ シリ ーズとあわせるととで、より深く読み比べできます。

KS ・月刊切抜き速報@シリーズと併せて読みたいオススメの

JNSE・読み比べシリーズ
0単冊販売/随時発行 O既刊販売中! お求め・詳細は弊社ホームページへ。

各JNSEのテーマの愚新記事につきましては、各別冊元の月刊切擁き速報@シリーズをご覧くだ古い。

なぜ!児童虐待通告最多 3 万 7000 件 。 全国の新間報道から 、 新しい施策のヒントに!児童虐待 ・ 児童福祉報道の主要記事を収録 1

l -第9弾子どもの虐待記事読み比べ⑨ l5:.I
毎年増え続ける児童虐待-
20 1 8 年 1 -6月、笹察の児童相談所への児童虐待通告件

数は過去最多の 3 万 7000 件。 その年、その年に起こる児

童虐待は、どの新聞社も社会問題として大きく取り上げてい

ます.

さまざまな視点から児童虐待に関する「今j を掴み、「こ
れから」を考えるため、全国 85 紙すべてをくまなく丁寧に

チェ ッ ク、 1 冊の本としてまとめました。

全国で行われる「日本子ども虐待防止学会」に合わせて、

毎年発刊し、シリーズ第9弾となりました。

- 記事掲載期間/ 2017/ 10/6-2018/ 10/ 15

. A4判 1 52 頁本体 2，3 1 5 円+税

・ 201 8 年 11 月 22 日発刊

・ 月刊切抜き速報 <!l> r保育と幼児教育版』 別冊
・ 収録コンテンツ

調査・ データ / しつけと虐待 / 児童相談所司法

警察のいま / 医療機関の取り組み / 内密出産の

是非 / 児童養護施設 社会的養護の施設のいま /

退所後支援の取り組み /里親ー特別養子縁組の

いま / :社説論説 / 連載
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月刊切抜き速報s r福祉ニュース高飴福祉編UIJ冊

・ 記事掲載期間/ 2015/2/ 14- 2018/2/23

・ A4 *，J 120 頁本体 2，000 円+税

・ 2018 年 4 月 12 日発刊

E曹開曹明寄司胃匪覇軍幸容ヨ~・

月刊切1!き速報s r医療と安全管理総集版j 別冊

・ 記事掲載期間/ 20 11 /3/25-201217/24

・ A4判 72 頁本体 1 ，528 円+税

・ 2013年 1 月 1 日発刊

-E翠!tJflfHtOið彊霊翠璽圃
月刊切飯き速報s r福祉ニュース高齢福祉編UIJ冊

・ 記事掲載期間/ 2015/4/ 12-2017/3/ 12

・ A4 *，J 1 20 頁本体 2，000 円 +税

・ 2017 年 4 月 14 日発刊

E'ØflJO盈通話輩孟盟i翠置

月刊切抜き速報s r福祉ニュース障害福祉編UIJ冊

・ 記事掲載期間/ 20 1 5/2/24-20 1 8/9/ 15

・ A4 *，J 96 頁本体 1 ，800 円+税

・ 20 18 年 1 0 月 1 7 日発刊

-・E苦D歪窪事憲君;C
月刊切抜き速報s r福祉ニュース高齢福祉編UIJ冊

・ 記事掲載期間/ 2015/4/ 16-2016/5/20

・ A4判 1 20 頁本体 2，000 円+税

・ 2016 年 7 月 11 日発刊

EEヨE函霊童翠，;ç

月刊切抜き速報s r健康りてらしいj 別冊

・ 記事掲載期間/ 1 99617/20 -20 1 8/6/26 
・ A4判 120頁本体 2，000 円+税

. 2018 年 7 月 26 日発刊

「新聞・朝干1] 1 面コラム」と「社説・論説」を総集!+PLUS KSで魅力UP! ... ・!!~型軽-一

新聞コラム読み比べ/社説・論説読み比べ司詰糊・…
。 講話の知恵袋に O 就活に

。 受験小論文対策に O 待合室に

毎年発行11

1 年を締めくくり 、 新年の流れを摺む 日本の祝日から 「過去J r今J rこれから」 を読む

新聞コラム読み比べ/社説・論説読み比べ

大晦日&元日版

新聞コラム読み比べ 22615基男目版

月刊切抜き速報" r教育版J ßIJ冊

• A5 *,J 128 頁

・ 本体 1 ， 158 円+税
・ 2018 年 1 月 17 日発刊 LS 
コラムニストの着眼点や地域性豊豊かな年末年始の

情景を読み比べ 1 表現力 ・ 文章力の向上にも役立

つ 1 冊です。

私たち日本人は 「大晦日と元日J に特別な思いが

ありますが、各新聞社の報道にも特別感があります。

大晦日と元日という特別な 2 日間の 「新聞 ・ 朝刊

1 面コラムJ と 「社説 ・ 論説J を括り 、 その年の時

代背景を表現した文章をお楽しみいただけます。

社説・論説読み比べ 22b15華鼎版

月刊切抜き速報.. r教育版j別冊

. A4*,J 160 頁

. 本体 2，778 円+税

・ 20 18 年 1 月 17 日発刊

各新聞社の主張や見方などを読み比べ 1 大晦日

と元日という局面を新たな展望と幅広い視点から

ご覧いただけます。

新聞コラム読み比べ/社説・論説読み比べ

日本の祝日版
日本の祝日から厳選して総集し、 各新聞土の 「新聞 ・

朝刊 1 面コラム」 と 「社説 ・ 論説J から “ 祝日 ' 報道
の読み比べをお楽しみいただける特別本です。

「成人の日J r憲法E己念日J rこどもの日」 の 3つの祝

日を年毎に読み比べる楽しみをお届けいたします。

月予IJ Il版き速報@シリーズと併せてお読みいただく
ことでさらに魅力 UP!

Nihon-MiとJNSE ・読み比べシリーズについての詳しい内容 ・最新情報は |http ://www.nîhon-mic皿jp/ CI I ニホン・ミツク
CREATlVE FARM GROUP 



日本の新聞女貴女新しい魅力、提案します。

Nihon.Miécoよtd.
ζREATIVE FARM GROUP 

http://www.nihon ・ mic.co.jp

本誌から他の著作物への転載は禁止されております


